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がきこえるJ/ 1悪魔の手強唄J/ 1，八甲田山J/IロッキーJ/Iキャリー」

[物価] 国鉄駅構内のコインロッカ一、小型が100円から200円に、中型200円

から300円に、大型200円から400円にそれぞれ値上げ。/東京・営団地下鉄

の最低運賃60円から80円に、都営地下鉄の最低運賃70円から100円に。パス

の均一料金70円から90円に値上げ。

[人口] 総1億1，322万5，921人女5，734万2，922人男5，588万2，999人(自治

省7月24日発表)

[出生数] 1，755，100人

[死亡数] 690，074人

[平均出生児数 2.33人

[日本人の平均寿命] 女77歳男72歳

[女子雇用者数] 1，251万人(対前年増減率4.0%)

[雇用労働者中の女子の比率 33.2%

[雇用労働者の平均年齢 35.9歳女33.9歳男36.7歳

[雇用労働者の平均勤続年数] 9.4年女5.8年男10.8年

[雇用労働者の月間給与] (現物給与総額)女141，644円 男253，698円 男女

格差(男子=100)55.8 (定期給与)女105，267円男186，830円男女格差56.3

[女子パートタイマー数 313.7千人(対前年増減率-2.8%)

[家内労働者] 約162万人。 93%は女子。 /1時間の収入=250円。/月収=

27，000円。

[学歴別新卒就職者数] 総1，032，162 女508，657 男523，505

中36，110(40，153) 高321，949(274，993) 短大102，790(11 ，550) 

大47，808(196，809) (カッコ内は男)

[認可保育所数 19，664所(公立12，287 私立7，377)

[入所児童数 1，880，902人(公立1，193，590 私立687，312)

[物故] 1月3日竹本小土佐/1月7日金山らく/2月21日 沢崎梅子

/2月24日伊平タケ/2月28日佐藤雅子/3月19日高田せい子/3月

21日 田中絹代/4月23日 萩原正吟/5月10日 ジョーン・クロフォード

/5月22日江田三郎/6月3日 ロベルト・ロッセリーニ/6月15日 森

田翠香、土岐タカ/6月18日 長谷部広子(ひろ)/6月29日 森三千代/

8月16日 エルヴィス・プレスリー/9月16日 マリア・カラス/11月4日

吉野せい/11月13日 山高しげり/11月26日平山信子/12月1日望月優

子/12月25日 チャールズ・チャップリン
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[この年] 不況/諸物価一斉引上げ/参議院選に史上最多の女性候補/日本

女性党も誕生/行動計画案に女性団体抗議/保父誕生/男女で読む雑誌誕生

/婦人会館建ち始める/母子心中多発/一男一女志向/行動計画/期ぷのが

怖い/保護と平等/ユニセックズウエア/ダウン・ベスト/ラジカセ流行/

軽量小型ふとん乾燥機ヒット

[ブーム] 女のミニコミ/女性登用/カラオケ/テレビ・ゲーム/ベイシティ

ローラーズ来日/塾/バレンタインデー/占い/キャンディ・キャンディ

[ことば] 掬んでる/フェミニスト/ょっしゃ、ょっしゃ/ルーツ/モラト

リアム人間/普通の女の子になりたい/話がピーマン/期ぷのが怖い

[賞] 田村俊子賞=武田百合子、木々康子/女流文学賞=宮尾登美子、高橋

たか子/超空賞=斎藤史/久留島武彦文化賞=小鳩くるみ/講談社漫画賞=

水木杏子/エッセイストクラブ賞=沢村貞子/国際赤十字映画祭特別優秀賞=

宮城まり子/赤松賞=西村好江、万代房子、楠本かず枝、竹山栄/へレン・

ケラー賞=矢島せい子/全米女子プロゴルフ選手権優勝=樋口久子

[本 rあごらミニ』、『私はおんな』、『フェミニスト』、『アジアと女性解放』
crアジアの女たちの会J)、 rMORE~ 創刊/rノラ』、『アミカ』、『すてき

なお母さん』廃刊/高橋たか子『天の湖jr高橋和巳の思い出J/中島梓
『表現の変容~/竹西寛子『管弦祭~/高木敏子『ガラスのうさぎJ /柴田

道子『ひとすじの光~/綿屋寿雄『明治維新と女性の夜明け~/エリザベス・

ジェインウェイ(内野久美子・佐々木洋子訳)r男世界と女の神話J/平塚
らいてう新性道徳論集『むしろ女人の性を礼拝せよ~/山川菊栄『女性解放

へ一一社会主義婦人運動論~/荒井愛子『女人風土記房総の女~/増田永

修編『富山の女~/市川房枝『私の言いたいことj/小林登美枝『平塚らい

てうJ/ r看護婦のオヤジがんばるjc同会編)/斎藤英子『谷中村問題と
学生運動』

[TV] 海は更生る(初の3時間ドラマ)/岸辺のアルバム/祭りばやしが聞

こえる/刑事スタスキー&ハッチ/あらいぐまラスカル/ムー

[CM] トンデレラ・シンデレラ/クッキーフェイス/独占者(営団地下鉄)

/一枚のキップから(国鉄)

[漫画] キャプテン・ハーロック/銀河鉄道999/生徒諸君!

[うた] r電線音頭Jrしらけ烏音頭J/ r津軽海峡冬景色J/ r秋桜J/ 
「わかれうたJ/ rホテル・カリフォルニア」
[映画 r宇宙戦艦ヤマトJ/ r幸福の黄色いハンカチJ/ rねむの木の詩

5 



1.201初の5年もの割引国債発行。

1.211 11兆円減税」で5野党合意。

l東京地検，小佐野賢治(議院証言法違反〉・
児玉誉士夫(所得税法違反・外為法違反)
を在宅のまま起訴。

1.231 :社会党の社会主義協会を主体とした「三
月会」が発足。

1.241東京国税局が児玉誉士夫の資産第3次差
押え，総資産約30億円全面封鎖。

l 日本自動車工業界， r昨年のわが国の自動
車生産台数が史上最高の784万1447台に達
した」と発表。

米，カータ一大統領就任。

米・カーター，ベトナム戦争徴兵忌
避者を全面恩赦。

1.261 人民日報，憲章77ω を支持。

1.271婦人問題企画推進会議「園内行動計画」
を策定。

l ロッキード事件丸紅ルート初公判。

1.291女性団体，圏内行動計画の政府発表を前
に，日本大会問題提起者および世話人で
各項目を検討，記者会見〈於婦選会館〉。

1.30 

l社会党内の新しい流れの会， r社会党の任
務と課題」を発表。

1.311 ロッキード事件全日空ルート 8被告の初
公判，東京地裁で閉廷。

l来日中の米・モンデール副大統領，対日
貿易大幅赤字の善処を要望。

l参院の13委員長選出。女性議員からは佐々
木静子(社)が交通安全対策委員長に。

国連，世界人口年鑑で'75年の世界
総人口を39億6700万人と発表。
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1月
月日 国内の動き 海外の動き

7 

1. 1 

1. 3 

1. 41東京・高輪で青酸コーラ事件。

1. 51 10年前，長崎市内で起きた「赤ちゃん取り
違え」が血液型検査により判明。小学校
4年生でそれぞれ本当の両親のもとへ。

1. 6 

1. 71金山らく〈女性理学士第1号〉死去。

EC. 200カイリ水域宣言。

英. 1 MFからの巨額借款・物価体
系手直し，消費財値下げ。

チェコ自由派知識人，憲章77を発表。

1.101警視庁. 23年ぶりに覚醒剤取締本部設置。|ニカラグア，野党指導者チャマロ暗
殺を機に反ソモサ暴動発生。

東証ダウ株価5000円台へ。

くあごら>.従来の季刊『あごら』に加え，
月刊『あごらミニ』を創刊。

1.141福島県白川郡棚倉町に初の女性町長(藤
田満寿恵・保守系無所属〉が誕生。岐阜
県に続き 2人めの女性町長。

1.171国際婦人年日本大会連絡会，福田起夫内
閣総理大臣に面会.推進本部長として男
女平等を実現するための要望を申し入れ。

1.181 エジプト・食糧への補助金削減に抗
議する暴動が発生 (-19)。

lインド・ガンディ一首相は連邦議会
下院を解散 3月に総選挙を行うと
発表。

1.191 フォード米大統領，東京ローズ(アイパ・|ハンガリー.知識人30人がチェコ反
戸栗・ダキノ〉の特赦を発表。 I体制派に連帯声明。

i西ドイツの天文学研究所で，銀河系

外宇宙で水の分子を確認。生物の可
能性を示唆。



2.151今冬最強の超一級寒気回が南下，東京な|ネパールで「婦人の参加」テーマに，
どで平均気温，戦後最低。 1国連のアジア・太平洋地域セミナー

1 (-2.22)。
I '49.8に起きた弘前大教授夫人殺し事件で" I 
服役した那須陵の再審判決公判が仙台高|カナダ・新市民権法公布。カナダ人
裁で聞かれ，無罪判決。 1はイギリス臣民たることを停止。

2.161日米，繊維輸出規制枠全廃合意。

lマッターホーン北壁の冬季単独登頂に長
谷川恒男が， 日本人初・史上2人目の成
功。

2.171 カーター米大統領，人権運動支持の
書簡をソ連のサハロフ博士に送る。

2.201第11回青梅マラソンに 1万人余が参加。
完走率55%で，死者・けが人続出。

2.211昨年末，水俣病認定行政の遅れを指摘す
る判決が下ったのに応じ，認定申請者8
派初の統一行動。

2.221国内行動計画学習会。

2.231宇宙開発事業団，わが国初の静止衛星・
技術試験衛星E型「きく 2号」の打ち上
げに成功。

2.24 

2.251自民党，国民祝祭臼として 3月3日のひ
な祭りを「婦人の日j にと提案。

米・ NBC放送は，女性職員に「差
別した」と，総額200万ドルの補償
支払いに同意。

米・カーター，国連で人権外交を強
調。

アルジエリア・国会選挙。

アフガニスタン・ダーウード，新憲
法発布。

8 



2月
月日 圏内の動き 海外の動き

9 

2. 11政府.r婦人の10年・圏内行動計画」発表.Iポーランド反体制派22人連帯声明。
婦人年連絡会，抽象的と批判声明。

l昨年11月から東京・新宿で発生していた
「火曜放火魔事件」の犯人，現行犯逮捕。

2. 31総評.r国内行動計画」批判。母性保障な
どの ILO条約批准の推進を春闘重要課
題とするよう全国に指示。

I 14年ぷりの豪雪。 rl月1日以来死者31ん
家屋倒壊312棟」と警視庁発表。

2. 51 タンザニア・アフリカ人民族同盟と
アフロ・シラジ党が合併，革命党を
結成。

2. 71 中国間日報』等に毛沢東路線全
面擁護の社説。

2. 91婦人団体代表者会議，国内行動計画に不|スペイン ソ連と国交回復。
満を表明する会の開催を決定。

2.lOl 200カイリ漁業水域の最初jの協定， 日米漁
業協定調印。

2.121資生堂，日米OLの意識調査発表。「アメ
リカ女性は職業に意欲的，日本女性はセッ
クスに開放的」。

2.131国公立大学共通 1次試験の初の模擬試験
実施。全国2lOか所.26000人が参加。

2.141東京駅地下街で拾われたチョコレートか
ら，青酸ナトリウム検出。

都立高等保母学院が男性受入れ。

ユニチカ. 20%人員削減。レーヨン等5
部門分離独立。

国連大学翻訳者として，男女応募者1254
人から田代泰子採用。

全米ネット 8日連続のテレビ映画
「ルーツJ(アレックス・へイリー原
作〉、テレビ史上最高の平均視聴率
35%を記録。



3.151厚生省. r保母資格を取得できるのは女性
だけ」とされていた児童福祉法を改正。

男子に保育職員の道を開く。

3.16 

米国産グレープフルーツやレモンのカピ

防止剤oppについて，厚生省が「遺伝
性は認められない」と発表。

l千葉・野田市に，女性副議長誕生(鈴木

美津子・社)。習志野市に続いて2人め。

3.201全盲の石川准.東大合格。

3.21 

インド・第6回総選挙。反会議派の
ジャナター(人民)党が圧勝。

インド総選挙，国民会議派大敗。ガ
ンジ一首相落選。

3.231最高裁，韓国籍の金敬得を司法修習生に|英・労働党と自由党の間でリブ・ラ
採用(外国人初採用)0 プ協定成立。

l国会の裁判官弾劾裁判所，鬼頭史郎京都

地裁判事補に罷免判決，法曹資格宥l奪。

3.241子どもの未来を守り少年法を考える婦人
集会(於主婦会館〉。

3.261 .社会党前副委員長江田三郎，離党。社会
市民連合結成へ。

3.271新自由クラブ，代表・幹事長に r55歳定|大西洋上のカナリア諸島テネリフェ
年制Jo 空港でパンナム. KLM両ジャンボ

機激突炎上.575人死亡。

3.291千葉県警に初の女性警部誕生(岩井寿美子〉。

[この月11・労働省「既婚女子労働者に関する労働|・イスラヱルで“中絶"合法化。
実態調査」結果発表。
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3月
月日 圏内の動き 海外の動き

3. 11 <アジアの女たちの会〉結成(富山妙子.Iアルゼンチン・人権抑圧を浬由に削
松井やより，加地永都子ら)0 滅された米軍事援助を拒否。

3. 21 伊・仏・スペイン共産党書記長初会
議。

3. 31 リビア・国名を人民合衆国(ジャマー
ヒーリーヤ〉と改め，長高機関とし
て全人民会議設置・(モロッコ〉内
閣改造で反対党が入閣。

3. 41 ルーマニアのプカレスト地方で大地
震。

3. 51政府決定の圏内行動計画に不満を表明す|ブラジル，米国の人権外交に対して，
る37婦人団体が集会(於主婦会館)0 米国の軍事援助拒否。

ロッキード被告，橋本登美三郎，茨城県
で胸を刺され，全治2か月。

3. 71群馬テレビ，右翼団体の「北方領土を返|第 1回アラブ・アフリカ首脳会議，
せ」コマーシャルを放映。 160か国参加してカイロで開催 (~9)。

3. 81国際婦人デー(東京・中央区立中央会館)01ザイール・コンゴ解放民族戦線.シャ
パ州 (1日カタンガ州)侵攻開始，第
1次シャパ紛争始まる。米仏モロッ
コがザイール政府への支援開始(-
5.26)。

3. 91東京・社会文化会館で「差別図書購入全
企業中央糾弾会J(部落開放同盟)0r特殊
部落地名総鐙」や「部落リスト」などの
差別図書を購入した全国企業103社の代表
が集まった。

3.10 

3.12 

3.14 

11 

カーター米大統領，在韓米軍の撤退
方針を表明。

チリ・政党解散，政治活動禁止を内
容とする政党禁止令を布告。

国連水資源会議. 150か国参加して
アルゼンチンで閉幕。



4.161野党要求の3000億円追加減税を含む修正
予算案成立。

" 1 <行動を起こす女たちの会>.東京・千駄
ヶ谷区民会館で各政党の代表者を招き，
男女平等政策について討論会。

4.171 

4.241動力炉・核燃料開発事業団自主開発の高
速増殖実験炉「常陽」が臨界に達し，エ
ネルギー自立化へ踏み出す。

4.251 政府，憲法施行30周年記念式典を行わぬ
方針を決定。

日劇jレビュー.41年の幕とじる。

4.261革新自由連合発足(代表 中山千夏ら)。

4.291 ソ連，日ソ漁業条約の廃棄を通告(5.27 
領土問題を棚上げにして日ソ連漁業暫
定協定調印)。

1山下泰裕〈東海大).全日本柔道選手権に
史上最年少(19歳〉で優勝。以後9連覇。

〔この月)1・電話を利用した出版物 (fタイム・ライ
フブックスJ)の販売をめぐり，消費者と
業者のトラブル発生。「買う意思がないの
に本が届いた」など，都消費者センター
に苦情続出。

・田村俊子賞をやめることが決定。

・石川達三・日本ペンクラブ会長，再任
を辞退。

-初任給平均10万3123円。

・第6回赤松賞に西村好江，万代房子，
楠本かず枝，竹山栄。

リヒテンシュタインで女性が初の選
挙権を行使。
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4月
月日 圏内の動き

4. 11婦人就業援助センターを設置(内戦相談
センターを改組)。

l名古屋河合塾，東京に進出。

日本教育テレビ (NET)，テレビ朝日と
改称。

自民党の独禁法改正案要綱に，主婦速な
ど20団体が反対声明。

l中ピ連「日本女性党Jを東京都選挙管理
委員会に届け出。

海外の動き

4. 21女性労組員約5000人「国内行動計画Jに|ソ連・モザンピーク友好条約調印。
抗議集会。

4. 41平戸大橋開通。

4. 51 カナダ・北西準州の上院議員にアダ
ムズが任命さる。カナダ議会初のイ
ヌイット議員。

4. 61 イラン・イスファハーンの南方で地

震，死者多数。

4. 71 日米政府間で， 日本製カラーテレビ輸出|西独・プパック検事総長暗殺。
自主規制合意(昨年輸入台数の60%)。

4. 91公取委，短繊維紡績系の不況カルテル認
可。

4.101婦人週間のテーマは昨年と同じ「男女の
-161平等と婦人の社会参加をすすめる」。

4.111第20回婦選会議c7婦人団体議会活動速
絡委員会主催。東京・婦選会館)。

4.131衆院ロッキード問題調査特別委員会で中
曽根康弘が証言，疑惑を全面否定。

4.14 

4.151東京都婦人センター(かけこみ寺)オー
プン。

13 

米，韓国から核ミサイル撤去開始と
発表。



5.201衆院ロッキード問題調査特別委，証人喚|最後のオリエント急行，パリ出発。
問出頭を拒否した児玉誉士夫を最高検に

告発。

l障害者の生活と権利を守る全国連絡協議
会会長矢島せい子，へレンケラー賞受賞。

5.221江回三郎 (69)死亡(社会市民連合後継・
江田五月〉。

5.241慶応大学商学部で，入試問題漏洩事件発|ポドゴルヌイ・ソ連最高会議幹部会
覚。 2教授解職 (6.22 同大日吉でスト)01議長の政治局員解任。

5.251大阪大文学部非常勤講師フィリップ・カー
ル・ベーダ〈米国人)iジーパンの女の子
は出ていきなさい」と発言cl1日).抗議
が殺到。同講師は辞任の意思表示。

l独禁法改正案〈公取委の営業の一部譲渡
命令，違法カーテンに対する課徴金納付
制度，金融機関の持株保有制限など)

5.261共産党委員長宮本顕治. i革新統一戦線」
を提唱，共闘をせまる。

5.271福岡地裁小倉支部，女性の漁協加入承認
を命ず。

日本共産党，歯舞・色丹を北海道の一部
とし，ソ連に返還求める新見解。

5.301第16回国際看護婦協会大会 (-6.3)。

[この月)1・早乙女勝元作「東京大空襲」の一部が，
53年度版中学校教科書に登場。

・6大都市タクシー値上げ(東京基本料
金330円)。

米・カーター，次期戦略爆撃機B-1
の生産を中止。
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月日 国内の動き

5. 1 

5月
海外の動き

トルコ・イスタンブールで「血のメー

デ一事件」。

5. 21政府，領海法案(領海を 3カイリから12/スイス国民議会(下院)議長に、初
カイリに拡大〉及び200カイリ漁業水域法|の女性議長エリザベート・ブルンチー
制定の方針を決定(海洋2法)0 代議士。

l国立大学共通 1次試験のための大学入試|原子力発電と核燃料サイクルに関す
センタ一発足。 1る国際会議，ザルツプルクで60か国

参加して聞く。

5.61新東京国際空港公団，開港反対派の鉄培
2基を撤去。

東京の地下鉄・パス運賃値上げ。

5. 71福田首相，第3回サミットで日本の52年|第3回先進国首脳7か国会議開催
度実質経済成長率6.7%達成を約束。 1(-5・8. ロンドン〉。

5. 81三里塚鉄塔撤去で抗議集会の3700人と機|第3回サミット(ロンドン〉で「ダ
動隊激突死者1人。 1ウンニング街宣言J(インフレなき

経済拡大持続，保護貿易主義の抑制)
が出された。

5. 91社会党委員長成田知巳，反自民の全野党
政権構想を提言。

1東京・府中市議会新議長に初の女性議長

(石井文)。

5.111北海道三井石炭鉱業芦別鉱業でガス爆発，
死者25人。

5.141第22回働く婦人の中央集会(東京・ 1700
人参加入「園内行動計画」をめぐり討議
(-5.15)。

5.171運輸省，審議会委員に女性を起用(運輸|イスラエル総選挙，労働党が敗北。
技術審議会委員・石原一子，気象審議会|定員120人のうち婦人議員は8人。
専門委員・波多野ミキ)。

5.181魚の値上がりで魚隠しゃ魚ころがしが問|環境破壊兵器禁止条約調印式・ 33か
題化。東京都，強制立ち入り調査決定 |国が調印。

5.191 :運輸省，魚倉庫の一斉調査決定。

15 

1 日航・全日空，定期便エアパスを大阪空

港に初乗り入れ。~の大量輸送化に拍車。



6.15 『アジアと女性解放Jcrアジアの女たち スペイン，総選挙で婦人議員が27人
の会J)創刊。 に(従来の約4倍)。

" 和歌山県有田市で集団コレラ発生。真性
23人を含め，擬似・保菌者が99人。

6.16 アイルランド，総選挙で共和党が大
勝。婦人議員は148人中5人に。

6.18 参院選挙立候補者中女性は36人.史上最
多。

中ピ速の日本女性党，確認団体となる。

λ， 長谷部ひろ死去(元参議院議員。無所属・

愛知)。

6.19 韓国・古里原子力発電所運転開始。

6.20 最高裁，過度の拘束預金は独禁法違反， オーストラリアで関かれた第29回捕
利息制限法超える実質金利部分は私法上 鯨委員会で，加盟国(17)，オブザー
無効と判決。 パー(17)のうち捕車部信棄は，日本・

ソ連のみ。

米最高裁判所、「自由意志による妊
娠中絶に医療扶助制度はあてはまら
ない」と裁決。

6.21 イスラエル，右派連合ベギン内閣成

立。

6.22 最後の嘗女・金子セキら 3人が，老齢の 米下院国際機関小委で，亡命中のK
ため引退。 CIA元部長が「金大中事件は当時

のKCIA部長が指揮した」と証言。

6.25 〈行動を起こす会)， 2年目の記録集『行
動する女たちが明日をひらく』刊行。

" 中小企業分野での大企業活動規制の中小
企業分野調整法公布。

" 厚生省が51年の「簡易生命表」発表。日
本人の平均寿命，女性77歳，男性72歳に。

6.26 NY・シカゴ・ロスなどでゲイ差別
反対デモ。

6.27 ジプチ共和国独立。

6.30 東京・世田谷の三井アルミニウム工業社 カーター米大統領，次期戦略爆撃機
長宅玄関前で，時限爆弾が爆発。 B 1の配備計画中止を発表。
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月日

6. 1 
-22 

圏内の動き

6月
海外の動き

第63回 ILO総会で「看護職員の雇
用及び労働生活条件」に関する第2
次討議が行われ，看護職員条約並び
に勧告を採択。

6. 11世田谷区・経堂に区立婦人会館オープン|米・保健教育厚生省，学校・病院等
(23区初)0 施設での障害者差別を禁止。

6. 21東京地裁で児玉誉士夫の初公判，脱税と
外為法違反の起訴事実をほぼ全面否認。

6. 31衆院本会議で独占禁止法改正案が可決，
成立。

6. 51 <女と政治を考えるつどい〉集会，京都|セーシェル・ルネ首相によるクーデ
で、。 1タ。マンチャム大統領失脚。

トルコ・総選挙で共和人民党が勝利。

6. 71社共，参院宮城地方区での政策協定調印。|伊上院が2票差で人工妊娠中絶自由
化法案、否決。

6.10 1 <r政治を変えたい女たちの会J>.雲院戦|北京で李先念，ファム・ヴァン・ド
に田中寿美子，吉武輝子，俵扇子を推薦.Iン会談。李副首相，中越聞に存在す
新・女の時局大演説会を開く。 1る懸案を指摘。

6.121樋口久子，全米女子プロゴルフ選手権で
日本人初の優勝。

6.131労働省「若年定年制，結婚退職制等改善
年次計画」を策定。

lパレスチナ・ゲリラ医療機関で奉仕活動
後帰国した看護婦中野マリ子再渡航を外
務省が拒否。旅券の発給取消が判明。

ジーパンをはいて勤務という理由で，突
然解雇された矢野よしえ (23). 岐阜地裁
に地位保全の仮処分申請。

6.141婦人問題企画推進本部.r婦人の政策決定
参加を促進する特別活動推進要綱」を決
定。本部長メッセージを発表。

17 



7.21 ロッキード事件・小佐野賢治の第 1回公
判，東京地裁で。小佐野は偽証を全面否
担ιr.::;~o 

" 北海道立近代美術館開館。

7.22 スリランカ，総選挙で保守党が圧勝。
婦人議員4人に。

中共第10期3中全会で郡小平の党冨IJI 
主席などへの復帰，江青ら4人組の
党除名決定。

7.23 文部省.小・中学校の新学習指導要領を
告示.r核Jr公害」の記述復活。「君が代j
=国歌の規定はそのまま。

7.25 米韓安保協議会(在韓米地上軍の撤退等
を決定〉。

7.28 高知地裁，白ろう病に林野行政の責任を
認め，元営林局職員12人に対する550-11
00万円の損害賠償を命じた。

7.31 米・ニューヨークで「サムの息子」
と名乗る連続射殺魔が，アベックを
襲撃。連続8件。

[この月〕 -農林省「農村婦人の家J設置開始。

18 



7月
月日 圏内の動き

7. 11日本の領海12カイリ，漁業専管水域200力
イリがスタート。

7. 4 

7. 5 

7. 6 

海外の動き

スペイン総選挙で41年ぷりに中道右
派スアレス内閣成立。

パキスタンで軍事クーデター。

アルパニア労働党機関紙，中国の対
米接近を批判。

7.101第11回参院選で社会党敗北。自民党は相|米・全国婦人党倉Jj立者のアリス・ポー
対的安定へ。婦人議員は16人で 2人減少。いレ死去。

l東京都議会選挙。自民，新自ク伸び，与
野党逆転。婦人議員は5人で 1人増。

公明・民社両党，連合政府樹立を目的と
した合意書に調印。

7.111慶応義塾大，昨春の中等部不正入学関係
者の3人を処分。

7.121中ピ連・日本女性党解散。

7.131社会党成田委員長，石橋書記長，参院選|ニューヨーク中心部に大停電事故発
敗北の責任をとり，辞意表明。 1生。 14日，略奪などで暴徒約3000人

を逮捕。

7.141初の静止気象衛星ひまわり 1号打ち上げ。

7.16 

7.17 

7.19 

19 

中国，郵小平が副主席に復活。

ミス・ユニパース・コンテストでト
リニダートトパコ代表が栄冠獲得。
同コンテスト初の黒人女性。

テ'"，-カキス米マサチューセッツ州知
事. '27年に処刑されたサッコとパ
ンゼッティの裁判は「無罪」と宣言。



8.201 く行動を起こす会>.性差別と政治を語る
合宿 (200人参加。 -8.21)。

8.231天皇が那須御用邸の記者会見で，敗戦時
の「人間宣言」の第 1目的は「五か条の
御誓文Jの伝達，と発表。

8.241京都市は，二重窓.吸音壁，防音壁など
の防音設備のない深夜スナックは今後，
市内で営業を許可しない方針に。

8.261最高裁長官に岡原昌男。

8.271東京で連続降雨22日間の新記録。

8.29 

名古屋で「女性史のつどい」初の全国集
会 (~8.28)。

カナダ・ケベック州議会，フランス
語の単一言語州とする「フランス語
憲章J(条例101号〉可決。

国連砂漠会議 (-9.9。ナイロピ〉。

l第23回日本母親大会(東京・日本教育会|第8回南太平洋フォーラム (-31.
館)0 ポート・モレスピー〉。

8.30 

8.311中野浩一，世界自転車競技選手権大会・
プロニスクラッチ初優勝。

[この月)1・スルメイカ，主漁場の日本海がソ連，
北朝鮮の200カイリ宣言と乱獲により減車
高値。都内や首都圏の魚屋で1匹400-450
円と豚肉並みに。

・農林省「婦人農業従事者セミナー開設
事業」開始。

-ビデオディスク国内販売。

-永井議男.rエーゲ海に棒ぐ』の評価を
めぐり，芥川賞選考委員を辞退。

ユーゴスラヴィア大統領チトー訪中。
中共との関係回復。
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8月
月日 圏内の動き

8. 1 

8. 31 14年ぷり原水協・原水禁統一の世界大会
広島で開催。

8. 61福田首相，東南アジア6か国訪問に出発。

l全国婦人税理士連盟第20回記念総会(東
京・約200名出席〉。

海外の動き

北朝鮮・経済水域200カイリ軍事境
界線50カイリ設定。

8. 71北海道の有珠山が突然噴火。農作物に被|福田首相，クアラルンプールでAS
害。 IEAN首脳と初の首脳会議。

成田空港の騒音テスト開始。

8. 81生涯教育センター主催全国大会. 800人参
加 (-8.10)。

8. 91女子高校生殺人事件 ('63)で，最高裁は
2審の無期懲役を支持，石川被告の上告
を棄却。

8.101東京で婦人国際平和自由連盟第20回総会.I米・パナマ両政府，パナマ運河支記
22か国277人参加 (-8.15)0 権を今世紀末をもってパナマに全面

委譲することで原則的に合意と発表。

8.111 米・ニューヨークの「サムの息子J.
逮捕。

8.121 中国共産党時大会(搬出，

4つの近代化の新党規約決定)。

8削 「台湾人元日本兵士の補償問題を考える|ロンドンで戦後最大の人種暴動。
会」が東京地裁に総額7000万円を求める
訴訟。

8.151 rフェミ二ストJ(編集渥美育子)創刊。

" 1 r愛のコリーダ』で大島渚ら，わいせつ
文書図画販売で起訴される。

8.161警視庁，ヤミカルテル摘発の資料を出版
業者に流した疑いで，公正取引委員会の
課長補佐らを独禁法違反容疑で逮捕。

21 
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l国鉄グリーン章. 33.3%値下げ。

』対外経済対策閣僚会議，当面の経常収支
黒字減らし対策決定。

l大蔵省，構造不況業種の既貸付金金利引
き下げを政府関係金融機関に通達。

9.211通産省，合繊15社に減産指導実施通告。

9.221文部省，不合格内定の教科書に再審査の
機会を設けるなど，教科書検定規則と検
定基準を改定。

9.231独身婦人連盟，創立10周年記念総会開催
(東京・市ヶ谷〉。

l 日本婦人会議第15固定期大会・記念集会
(東京・全逓会館ほか。 -9.25)。

ベトナムとジプチ国連加盟承認。
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9.261航空自衛隊，国産支援戦闘機F1を三沢
に配備。

カネミ油症事件の被告，鐙t刻化学工業が，
極秘に17億円余の漁業補償金を支払って
いた事実が明らかに。

9.271横浜市緑区に米軍機(ファントム〉墜認。
死者2人。

1社会党大会で.i新しい流れの会」の楢崎
弥之助・田英夫・秦豊，離党。

l 日航機，マレーシア・クアラルンプール
に墜落。 33人死亡。

9.271第 7困難島婦人会議(テーマ「物価対策
-301と消費生活」他)。

9.281飛鳥田一雄横浜市長，委員長不出馬声明。

l 日本赤軍，バリ発東京行きの日航機ハイ
ジャック。

[この月)1・千葉県で高3の少年，足立区で小 4の
少女など.少年・少女の自殺相次ぐ。

-沖永良部台風.907.3mbの最低記録。

・労働省婦人少年局に婦人雇用コンサル
タント配置。
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9月
月日 国内の動き 海外の動き

9. 11米価改定に伴い，生活保護の生活扶養基
準額改定。 1%弱の上乗せだが. 20-40 
歳の男22，600円，女19，120円で3，480円な
ど男女差は歴然。

9. 21搭磨灘一帯に赤潮が異常発生。養殖魚230
万匹以上が死ぬ。

9. 31王貞治(巨人入 756本の本塁打世界最高
記録樹立 (9.5 国民栄誉賞第1号受賞〉。

9. 4 全米オープンテニス選手権の女子で，
14歳のトレーシー・オースチン(米〉
が優勝。

9. 51因子の浦港「ヘドロ公害」住民訴訟で. 1木・土星探査ボイジャー 1号打ち上
東京高裁，製紙4社にしゅんせつ費負担|げ。
の判決。地方自治法による公害住民訴訟
初の勝訴。
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9. 61 ミレーの「種まく人」など 2点を約2億
円で山梨県が購入。来年11月から県立美
術館で一般公開。

9. 7 

9. 81静止気象衛星ひまわりから初の地球画像。

9. 91国会議員の歳費，月額平均100万円の大台
を突破することが確実に。

9.101警視庁，歌手・井上陽水らを大麻取締法
違反で逮捕。以降芸能界大麻汚染で次々
に逮捕。

米・パナマ新パナマ運河条約調印。

9.12 ノルウェー総選挙で，婦人議員36人
が当選。

9.141林野庁，国有林経営立て直し長期再建計
画決定。不要資産売却など。

9.161曲尺・鯨尺の製造販売許可の方針発表。

9.191東京高裁は，松下電器産業への独占禁止
法による損害賠償請求訴訟を，損害の立
証が不十分と請求棄却，賠償請求権は認
める判断。

9.20 I政府は「ベトナム難民対策連絡会議」の|ベトナムの国連加盟承認さる。
設置を決め，難民の定住は認めない.と
決定。

23 



10.20 国立婦人教育会館が埼玉県嵐山町に開館 タイ軍部無血クーデター。
01月12日開館式〉。初代館長・縫回峰子。

10.24 大阪で全国初のサラ金被害者の会結成。

10.26 新日本婦人の会，創立15周年記念レセプ
ション(東京・日本教育会館〉。

10.27 レヴィ=ストロース〈仏・人類学者)来
日， <民族学の責任〉講演。

10.29 東京地裁で東京スモン訴訟の和解成立。 ベトナム航空圏内便を亡命希望の 4
人が乗っ取り， 3人を殺傷。シンガ
ポールに着陸。

10.30 開成高校生殺人事件。

10.31 総理府婦人問題担当室「圏内行動計画前 「核ジャック」防止策の国際会議が
期重点目標Jを解説。 ウィーンで閉幕。日本も参加。

" 建設省，新潟県長岡市の信濃川河川敷を
廃川敷処分にすると発表。半分の所有権
が田中元首相の関連する室町産業に。

[この月] • FCT (子どものテレビの会・市民の -ジュネーヴ和平会議の再開とパレ
テレビの会)発足。 スチナ人の合法的権利を含む包括的

解決をうたう米ソ共同声明。
-紙おむつ・パンパース試験販売。

-ベトナム・カンポジア国境地帯で

-テレビゲームブームで大阪府眼科医会 武力紛争。

は学校検診の中で近視・乱視を調査する

方針を発表。
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月日

10月
圏内の動き

10. 11安宅産業，伊藤忠に吸収合併。

10. 21テレビ朝日「ルーツ」を 8日開放送。平
均視聴率23.4%。

海外の動き

米・ソ，中東和平共同声明発表。

米・エネルギー省発足。

10. 31米財務省， 日本製の炭素鋼厚板をダンピ!バングラデシュでクーデター未遂。
ングと仮決定。 1

l インド・ガンディーが職権濫用容疑

で逮捕・投獄され，翌日釈放。

10. 41税制調査会，一般消費税導入を首相に提|ベオグラードで欧州安保協力会議
言。 I(-12.22)。

10. 51 :福岡地裁，カネミj由症事件，被害者側全
面勝訴の判決。

10. 71参院「無所属クラブ」結成。河野謙三. Iソ連で新憲法採択。
田英夫，秦豊，江田五月ら。

自然食品ブームでニセ薬を売り.1年半で
24億円の純益の薬品会社社長を逮捕。

l マンスフィールド駐日米大使が， 日本の

軍事力増強の危険を警告した論文を，米
紙に掲載。

10. 81第 3回世田谷婦人の会議(世田谷区民会
館。参加約700人。「現代文明と健康」な
ど6部会〉。

10.121讐視庁，山口組系の暴力団を中心に戦後
最大の摘発。

10.13 

10.151国内行動計画前期の重点施策について聞
く会(国際婦人年連絡会〉。

西独赤軍，ルフトハンザ機乗っ取り，
ドパイに強行着陸。

10.181通産省，電力 9社と大手ガス 3社の円高|エクアドル・軍事政権がアストラ精
為替差益を880億円と試算。料金据え置き|糖工場の争議に介入. 120人の労働
を指導。 1者を虐殺。
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西独・ソマリアのモガジシオ空港で，
ハイジャックされたルフトハンザ機

を国境嘗備隊特殊部隊が解放。



11.17 ソ連・ブレジネフ書記長が訪米，

「中性子爆弾の実験を数年前に実施。
製造は控える」と発表。

11.18 米・ヒューストンで第 1回全国女性
会議開催。

11.19 食糧農業物に限定せずに水回転作促進の 台湾の桃園県長不正選挙で民衆が抗
ため，農林省，米需給均衡化対策を決定。 議行動(中援事件)。

11.20 エジプト・サダト大統領，イスラエ
ル国家を承認。

11.21 婦選運動の協力者として知られる平山信 ギリシア・総選挙で新民主主義党が
子さん死去。 .勝利。

投機的短期資金流入防止のため短期国債
公募一時停止。

11.24 日本銀行が6億ドルの記録的介入で240円 リビア，エジプトと断交。
を維持。

" 東証ダウ株価4.600円割れ。

11.25 参院で自民党の国鉄運賃法，健康保険改
正法，給与，防衛，離職者臨時措置法の
5重要法案すべてが審議未了で国会幕切
れ。

フィリピン軍事法廷，ベニグノ・ア
キノ前上院議員に銃殺刑宣告。

11.28 民社党大会，佐々木良作委員長・塚本三
郎書記長を選出。

福田内閣改造。対外経済担当相を新設，
牛場信彦(元駐米大使)を起用。

11.30 米軍立川基地.32年ぶりに全面返還。

住宅金融公庫，利用者の平均返済額は月
収の18.3%.土地も購入の場合は月収の3
分の 1と発表。

[この月} • iタウン誌」ブーム。首都圏を中心に
半年で10数誌創刊，全国では300誌以上に。

-ペンクラブが大島渚の著書『愛のコリー
ダ』に関し，刑法175条を批判。
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月日

1 1月
圏内の動き 海外の動き

11. 11大蔵省，外貨準備高 00月末現在〉を史|米国政府はILOからの脱退を. 1 
上最高の195億7700万ドルと発表。 ILO事務局に正式通告。

N I 1ドル=247円の円高記録を更新。

l労働省，初代広報室長に川橋幸子起用。

l第 2回婦人問題会議(テーマ:男女平等
と社会慣習〉が労働省主催で開催(東京
サンケイ会館)。

初の全国的経営者団体，オーストラ
リア産業連合設立。

11. 31婦人問題企画推進本部.圏内行動計画前|国連総会，ハイジャック防止決議を
期重点目標発表。 1全会一致で採択。

11. 41第三次全国総合開発計画閣議決定。

l毎日新聞株式会社新発足。

11. 51京都競馬場のレースで 7頭が落馬，騎手
l人が死亡。

N I <男子厨房に入ろう会〉が東京・銀座で
発会式。

国連安保理が対南ア強制武器禁輸決
議。

11. 71 世界最大の商業銀行「パンク・オブ・
アメリカ」に初の女性重役〈パーパ
ラ・ M ・ホワイト)。

lモスクワ「赤の広場」でロシア革命
60周年記念式典。

11. 81 .奈良県立医科大学，昭和33年-43年入学|マレーシア・非常事態宣言，イスラ
者の3分の 1の裏口入学が発覚。 1ム党の閣僚辞任。

11. 91福田首相，衆院予算委の円高問題集中審
議で，成長率6.7%達成は困難と表明 (65
億ドル大幅黒字)。

11.111法務省が，ネズミ講「天下一家の会」の
法人登記を抹消していたことが明らかに。

11.13 

11.151東京国立近代美術館工芸館開館。

27 

I I婦選会館15周年の集いJ(東京・婦選会
館。参加160人〕。

ソマリア・対ソ友好条約を破棄，米
に接近。



1厚生省，中央児童福祉審議会が， r保育料
引き上げ」など具申。

問|防衛2法(防衛庁設置法・自衛隊法)改|韓国・輸出目標額1雌ドル達成。
正案成立， (自衛官1807人の定数増などを
決定)。

1:東京都都内私立幼稚園の53年度入園児の
年間経費は平均21万円と発表。

l第46回全日本フィギュアスケート選手権
大会で渡部絵美が史上初の6連勝。

12.221都労働局「東京都における内職的家内労
働の実態」発表(都内293万人.常時内職
者推定21万人。時給100-249円)。

12.25 

12.261特定不況業種離職者臨時措置法・船員雇
用促進特別措置法公布。

12.281国防会議，次期主力戦闘機にF15，対潜
哨戒機にP3C採用を決定。

l警視庁，交通事故による年間死者が19年
ぷりに9，000人台を下回ると発表。

イスラエル・ベギン首相，エジプト
訪問。

チャップリン没(1889.4-16-)。

ロ311 カンボジア ベトナムと断交。

[この月)1・「昭和52年版厚生白書J発表。「高齢者|・米・ロサンゼルスのシティ・オプ・
社会」は， rおばあさん社会」など指摘。 1ホープ病院とロサンゼルス大学サン

|フランシスコ校の共同研究，初めて
・日航女子社員. 日弁連「女性の権利に|人工遺伝子でホルモンを合成。
関する特別委員会」へ性差別の告発と調|
査の申立。 1・米大統領，中性子爆弾生産に踏み

切る暫定的決定。
-大阪医労協看護婦調査で，夜勤20回が
多く， 58.2%が有症との結果。

• rカラオケでミュージシャンは失業」
と東京フィルが労組を結成。 r日本音楽
労働組合協議会」も発足。

・都市部で，肥満・凶暴化したドブネズ
ミ(体長33センチ，体重6キロ〉が乳児
を殺傷の事件相次ぐ。

-キャパレー，銀座・新橋から，蒲田・
渋谷・吉祥寺などに転進。
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12月
月日 圏内の動き

12. 2 

12. 31動労成田空港燃料輸送に反対，減速闘争。

12. 4 

12. 51中小企業倒産防止共済法公布。

l大学進学率11年ぶりに減少，今春の大学，
短大進学率は37.7%。昨年より0.9%減。

12. 81国際婦人年連絡会，労働省等に前期重点
目標の実施申し入れ。

l私立医大学協、来春の学生納付金を初年
度平均700万円 6年間平均1850万円に。

12. 91年金制度基本構想懇談会が中間意見を発
表。婦人の年金適用・給付のあり方，遺族
年金の水準，離婚した妻の保障，支給開
始年齢及び費用負担の男女差の見直し等
を指摘。

1 i波止浜造船倒産。

l ソウル地下鉄疑惑発覚(三菱，丸紅，一
井， 日商岩井〉。

海外の動き

アラブ諸国， トリポリ会議対エジプ
ト断交。

マレーシア航空のボーイング737が
乗っ取られ，墜落。日本人1人を含
む乗客乗員100人全員死亡。

12.101 ー |国際アムネスティにノーベル平和賞。

12.121日米経済交渉開始(米は日本の経常収支
赤字化要求)。

12.131社会党大会，飛鳥田一雄委員長・多賀谷|マレーシア・国民戦線，イスラム党
真稔書記長を選出。 Iの除名を決定。

最高裁.rベトナム反戦プレート訴訟」上
告審で，プレート着用は懲戒理由に該当
すると.1. 2審判決を破棄。

12.141円，欧州市場で 1ドル=237円台に急騰。

12.151最高裁，古河鉱業の渡辺まつ代に. r既婚|北朝鮮・人民経済発展第2次 7か年
女性の整理解雇は合法j と上告棄却。 I計画を採択。

12.201最高裁、「神戸税関事件Jr四国財務局事
件」上告審で，免職処分正当の逆転判決。
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3去

i法i法
制
審
「
少
年
法
」
審
議
入
り

法
制
審
議
会
は
、
総
会
を
聞
き
、

検
察
官
関
与
の
強
化
を
め
ぐ
っ
て
厳

し
い
論
議
を
呼
ん
で
い
る
少
年
法
改

正
に
関
す
る
審
議
に
入
っ
た
。
同
部

会
審
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
日

弁
連
の
委
員
も
出
席
。

中
間
報
告
に
盛
ら
れ
た
改
正
点
は

①
少
年
法
の
権
利
保
障
の
強
化
と
一

定
限
度
内
の
検
察
官
関
与
の
二
つ
の

面
か
ら
少
年
審
判
の
手
続
き
を
改
め • 

制
度

• 

る
②
一
八
歳
以
上
の
年
長
少
年
の

事
件
は
、
検
察
官
の
関
与
を
強
め
る

な
ど
、
あ
る
程
度
の
特
別
扱
い
を
す

る

ー

ー

な

ど

。

日
弁
連
は
改
正
反
対
を
貫
く
こ
と

に
し
て
お
り
、
審
議
状
況
を
み
な
が

ら
修
正
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

そ
う
。

(
2
・
3
朝
日
)

明
勘
衛
生
法
改
正
案
は
適
当

中
央
労
働
基
準
審
議
会
は
労
働
安

全
衛
生
法
改
正
案
の
内
容
を
「
適
当
」

と
答
申
。
改
正
案
は
、
六
価
ク
ロ
ム

や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
有
害
性
物
質

に
よ
る
職
業
病
対
策
を
強
化
し
よ
う

裁
判

と
い
う
も
の
。

(
2
・5
朝
日
)

*
 

有
害
化
学
物
質
に
関
す
る
調
査
体

制
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
労
働
安

全
衛
生
法
及
び
じ
ん
肺
法
改
正
案
が
、

九
日
、
政
府
原
案
を
一
部
修
正
し
成

立。

(
6
-
m
朝
日
)

「
男
性
優
位
」
の
国
籍
法

子
ど
も
の
国
籍
や
帰
化
の
条
件
が

す
べ
て
夫
に
よ
っ
て
決
ま
る
「
国
籍

法
」
。
ま
た
、
日
本
人
と
結
婚
し
た

外
国
人
の
帰
化
、
日
本
国
籍
を
と
る

条
件
に
も
男
女
不
平
等
。

衆
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
で

30 

室
町
住
学
者
の
土
井
た
か
子
議
員
(
社

会
)
が
追
及
。
福
田
法
相
は
「
男
女

平
等
を
実
現
さ
せ
る
方
向
で
検
討
す

る
」
と
答
え
た
が
。

(
3
・
日
朝
日
)

社
会
党
「
男
女
平
等
法
」
提
出

米
・
英
・
カ
ナ
ダ
な
ど
で
す
で
に

実
施
さ
れ
て
い
る
「
男
女
平
等
法
」

を
社
会
党
が
初
め
て
今
国
会
に
提
出

す
る
。
し
か
し
婦
人
議
員
は
三
%
、

成
立
は
む
ず
か
し
そ
う
。
当
の
社
会

党
も

w
男
性
上
位
九
そ
ん
な
も
の

つ
く
ら
な
く
て
も
と
い
う
H

抵
抗
u

も
あ
っ
た
と
い
う
。
立
案
者
の
田
中

寿
美
子
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
「
副
委



員
長
」
説
が
大
会
の
た
び
に
出
る
が

い
つ
も
お
流
れ
。

(
4
・
幻
朝
日
)

国
際
結
婚
の
法
改
正

外
国
人
の
夫
と
の
聞
に
生
ま
れ
た

子
は
日
本
国
籍
が
な
く
、
妻
も
夫
の

戸
籍
に
入
れ
な
い
な
ど
、
国
際
結
婚

に
つ
い
て
日
本
の
制
度
は
不
合
理
だ

ら
け
。
外
国
人
、
日
本
人
双
方
か
ら

改
正
意
見
が
出
て
い
る
。(
5
・n朝
日
)

健
康
保
険
法
改
正
案
、

臨
時
国
会
で
成
立

健
康
保
険
法
改
正
案
の
修
正
を
め

ぐ
り
、
共
産
党
を
除
く
与
野
党
政
調
・

政
審
会
長
会
談
が
聞
か
れ
、
健
保
制

度
の
抜
本
改
正
を
三
年
以
内
に
行
う

ほ
か
、
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
徴
収
す
る
保

険
料
の
料
率
を
政
府
案
の
二
%
か
ら

一
%
に
引
き
下
げ
る
ー
ー
な
ど
の
修

正
を
加
え
る
こ
と
で
合
意
、
臨
時
国

会
で
成
立
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
る
。

健
保
改
正
案
は
患
者
に
高
い
負
担

を
負
わ
せ
る
と
し
て
新
自
由
ク
ラ
ブ

を
除
く
各
野
党
が
反
対
し
、
前
国
会

で
は
参
院
で
廃
案
と
な
っ
た
。

(
ロ
・

7
朝
日
)

離
職
者
法

失
業
給
付
期
間
を
延
長

構
造
不
況
業
種
を
中
心
と
し
た
離

職
者
の
生
活
の
安
定
と
再
就
職
の
援

助
を
目
的
と
す
る
「
特
定
不
況
業
種

離
職
者
臨
時
措
置
法
案
」
が
参
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立
。
政
府
は
、
法

の
適
用
対
象
と
な
る
業
種
を
政
令
で

決
め
た
う
え
、
来
年
一
月
施
行
す
る

が
、
十
二
月
一
日
以
降
の
離
職
者
に

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る
。
今
の

と
こ
ろ
繊
維
、
造
船
な
ど
の
指
定
が

確
実
。
「
特
定
不
況
業
種
」
か
ら
の
離
職
者

に
対
し
て
は
、
有
効
期
間
三
年
間
の

「
求
職
手
帳
」
が
発
行
さ
れ
、
失
業

給
付
期
間
に
六

0
日
間
の
個
別
延
長

が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
四

O
歳
以
上

は
三

O
日
を
加
算
し
た
合
計
九

0
日

間
の
延
長
が
可
能
に
な
る
。
(ロ・

9
朝
日
)

i制i
i度i

年
金
の
男
女
格
差
是
正

年
金
の
官
民
・
新
旧
・
男
女
格
差
を

廃
止
し
よ
う
と
社
会
党
が
年
金
五
か

年
計
画
構
想
を
発
表
。
共
済
受
給
は

六
O
歳
か
ら
。
妻
の
年
金
権
を
確
立
。

代
わ
り
に
厚
生
年
金
の
女
子
優
遇
を

廃
止
す
る
な
ど
。

(
6
・
6
朝
日
)

妻
と
年
金

夫
が
「
厚
生
年
金
」
加
入
者
な
ら

妻
は
遺
族
年
金
が
出
る
が
、
「
国
民

年
金
」
な
ら
出
な
い
。
厚
生
年
金
は

世
帯
を
一
単
位
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
の
に
、
国
民
年
金
は
個
人
を
対
象

に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
母
子
年

金
も
同
様
。
夫
が
国
民
年
金
加
入
者

な
ら
、
委
も
国
民
年
金
に
入
っ
て
い

な
い
と
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
。

(
日
・
幻
読
売
)

「
寡
婦
加
算
」
引
き
上
げ
を

社
会
保
険
審
議
会
の
厚
生
年
金
保

険
部
会
は
四
日
「
厚
生
年
金
保
険
の

緊
急
改
善
に
関
す
る
意
見
」
を
ま
と

め
、
在
職
老
齢
年
金
の
所
得
制
限
緩

和
等
を
上
申
す
る
と
と
も
に
「
意
見
」

と
し
て
遺
族
年
金
の
引
き
上
げ
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
が
、
実
現
に
は
か

な
り
時
聞
が
か
か
る
と
の
判
断
か
ら
、

当
面
「
寡
婦
加
算
額
」
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
た
。
(
ロ
・

5
読
売
)

遺
族
年
金
の
配
分
一
律
は
問
題

厚
生
年
金
の
遺
族
年
金
を
受
給
で

き
る
順
位
は
配
偶
者
が
一
位
。
た
だ

し
夫
は
六

O
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
受

け
ら
れ
な
い
が
妻
は
年
齢
制
限
が
な

く
子
の
有
無
も
関
係
な
く
一
律
に
受
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け
ら
れ
る
。
し
か
し
十
分
に
働
け
る

「
子
な
し
若
妻
」
に
は
給
付
制
限
す

べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。
諸
外
国

で
は
年
齢
や
子
の
有
無
で
率
が
違
っ

て
い
る
が
、
「
子
な
し
」
と
い
っ
て

も
就
労
の
機
会
が
多
い
と
は
い
え
な

い
日
本
、
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
だ
。

(ロ

-m読
売
)

母
子
家
庭
に
介
護
人
制
度

福
岡
県
は
、
乳
幼
児
を
か
か
え
た

母
子
家
庭
に
母
親
が
病
気
で
倒
れ
た

と
き
、
電
話
一
本
で
介
護
I

八
を
派
遣
、

無
料
で
身
の
回
り
を
世
話
す
る
「
母

子
家
庭
介
護
人
派
遣
制
度
」
を
六
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
(
4
・

m西
日
本
)

武
蔵
野
市
は
育
児
休
暇
一
年
に

武
蔵
野
市
職
組
は
給
与
八
割
支
給

を
目
指
し
交
渉
を
続
け
て
い
た
が
、

一
割
支
給
で
合
意
、
六
月
の
市
議
会

に
提
案
さ
れ
る
。

(
6
・
7
朝
日
)

母
子
家
庭
に
愛
の
手
を

中
野
区
は
、
母
子
家
庭
の
母
親
が

病
気
な
ど
で
寝
込
ん
だ
場
合
に
家
政

婦
を
派
遣
す
る
「
母
子
家
庭
家
事
援

助
者
派
遣
制
度
」
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
二
三
区
で
は
初
め
て
。

(
8
・
幻
読
売
)

i裁i
i判i

胎
児
性
油
症
児
に
焦
点

油
症
新
認
定
患
者
一
五
五
人
を
原

告
と
す
る
カ
ネ
ミ
第
二
障
民
事
裁
判

が
福
岡
地
裁
で
聞
か
れ
た
。
要
求
損

害
賠
償
額
は
二
五
億
八
O
O
O万
円
。

原
告
中
最
年
少
者
は
ま
だ
二
歳
八
か

月
。
母
親
が
カ
ネ
ミ
油
の
摂
取
を
や

め
て
六
年
後
に
産
ん
だ
H

黒
い
赤
ち
ゃ

ん
H

だ
っ
た
。
「
今
は
正
常
な
発
育

を
し
て
い
る
」
と
い
う
国
側
。
内
臓

障
害
が
ひ
ど
く
、
よ
そ
目
に
は
わ
か

り
に
く
い
が
と
て
も
「
治
っ
た
」
と

は
言
え
な
い
。
原
告
側
は
「
被
害
者

本
人
の
訴
え
を
真
撃
に
受
け
と
め
て

被
害
の
実
態
の
把
握
を
」
と
要
望
。

(
2
・
m各
紙
)

百
里
基
地
裁
判
敗
訴

一
八
年
七
か
月
、
一

O
四
回
の
口

頭
弁
論
を
重
ね
て
き
た
百
里
裁
判
の

判
決
は
わ
ず
か
三
分
間
。
反
対
派
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
し
て

き
た
元
町
長
の
山
西
き
よ
さ
ん
(
六

八
)
(
基
地
誘
致
派
に
リ
コ
ー
ル
さ

れ
た
)
は
M

判
決
は
い
か
に
あ
ろ
う

と
真
相
を
知
る
人
こ
そ
が
く
だ
し
う

る
断
H

と
心
境
を
歌
に
し
て
、
命
あ

る
限
り
闘
い
続
け
る
と
唇
を
か
ん
だ
。

(
2
・
げ
各
紙
)

医
療
保
険
事
務
管
理
協
会
を
訴
え

n
有
利
な
内
職
a

と
講
習
会
を
聞

い
て
い
た
協
会
を
東
京
の
主
婦
が
都

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
訴
え
た
が
、
あ
っ

せ
ん
が
ま
と
ま
ら
ず
損
害
賠
償
訴
訟

に
持
ち
込
む
。
従
来
な
ら
二
、
三
万

円
の
少
額
被
害
は
泣
き
寝
入
り
に
終

わ
っ
て
い
た
が
都
の
「
消
費
者
救
済

条
令
」
に
よ
り
訴
訟
費
用
も
貸
付
け

ら
れ
、
画
期
的
な
結
果
と
な
っ
た
。

(
3
・3
読
売
)
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騒
音
殺
人
に
懲
役
印
年
の
判
決

騒
が
し
い
隣
か
ら
逆
に
「
う
る
さ

い
」
と
い
わ
れ
腹
を
立
て
、
そ
こ
の

幼
女
を
殺
し
た
主
婦
(
四
O
)
に。

(
3
・9
毎
日
)

解
雇
女
性
勝
訴

お
茶
く
み
を
し
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
の
は
不
当

だ
と
、
雇
用
関
係
存
続
の
確
認
を
求

め
て
い
た
加
藤
製
作
所
(
東
京
・
大

田
区
)
社
員
の
石
川
み
の
り
さ
ん
が
、

東
京
地
裁
で
勝
訴
。

(
4
・1
信
毎
)



子
育
て
争
い

子
ど
も
の
養
育
を
め
ぐ
る
裁
判
で

勝
訴
し
た
母
、
父
親
の
手
も
と
に
あ

る
子
ど
も
を
取
り
戻
そ
う
と
強
制
執

行
を
申
し
立
て
た
が
、
大
阪
地
裁
は

棄
却
。

(
4
-
U朝
日
)

子
争
い
に
勝
利
し
た
が

妻
(
三
四
)
が
実
家
に
連
れ
帰
っ

た
子
を
夫
会
二
)
が
取
り
戻
し
た

H

子
争
い
裁
判
H

で
、
二
九
日
、
大

阪
高
裁
は
母
親
の
訴
え
を
認
め
た
。

が
、
子
は
「
パ
パ
ァ
」
と
父
の
ひ
ざ

に
駈
け
寄
り
、
判
決
後
、
父
は
、

「
殺
し
て
も
取
り
返
す
」
と
書
記
官

に
か
み
つ
い
た
。

(
6
・
却
毎
日
)

妻
の
H

慰
謝
料
u

離
婚
の
判
決
で
は
、
一

O
O万
月

差
し
押
さ
え
家
財
の
評
価
額
は
十
万

円
足
ら
ず
。
妻
は
「
裁
判
っ
て
、
こ

ん
な
こ
と
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
語
る
。

(
4
・
日
朝
日
)

離
婚
裁
判
な
ん
と
か
な
ら
ぬ
か

結
婚
す
る
前
か
ら
関
係
の
あ
っ
た

女
性
の
と
こ
ろ
に
外
泊
を
繰
り
返
し

妻
を
か
え
り
み
な
い
夫
と
の
離
婚
裁

判
八
年
。
妻
の
慰
謝
料
は
十
万
円
弱
。

「
長
い
裁
判
、
実
効
性
の
少
な
い

強
制
執
行
、
生
活
費
や
養
育
費
は
訴

訟
で
同
時
に
解
決
で
き
な
い
わ
ず
ら

わ
し
さ
。
多
く
の
問
題
が
H

納
得
の

い
く
離
婚
u

を
求
め
る
妻
に
と
っ
て

手
か
せ
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
」
と

下
光
軍
二
弁
護
士
。

(
4
・
日
朝
日
)

定
年
差
別
を
訴
え
る

男
子
五
八
歳
、
女
子
五
三
歳
の
定

年
差
別
は
憲
法
違
反
だ
と
、
秋
田
県

厚
生
連
病
院
で
、
五
三
歳
で
正
規
職

員
か
ら
嘱
託
雇
用
さ
れ
た
女
性
(
・
一
ハ

七
)
が
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を

相
手
ど
り
、
雇
用
関
係
存
続
の
確
認

と
、
賃
金
の
差
額
の
支
払
い
を
求
め

る
訴
訟
を
秋
田
地
裁
民
事
部
に
起
こ

し
た
。

(
4
・
幻
信
毎
)

ウ
ソ
の
永
久
脱
毛
機
?

「
毛
を
つ
ま
む
だ
け
で
永
久
脱
毛
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
「
無
痛
永

久
脱
毛
機
」
を
購
入
し
た
大
阪
の
会

社
員
A
子
さ
ん
(
一
一
一
一
)
、
「
抜
い
た

毛
が
再
び
す
ぐ
生
え
る
欠
陥
商
品
だ
」

と
、
販
売
会
社
を
相
手
取
り
、
売
買

代
金
の
返
還
と
慰
謝
料
十
万
円
な
ど

計
七
五
万
円
の
損
害
賠
償
の
請
求
を

大
阪
地
裁
に
訴
え
た
。
(
5
-
m
信
毎
)

H

ジ
ー
パ
ン
で
解
雇
と
は
H

と
告
訴

岐
阜
市
内
の
O
L
(二
三
)
が
ジ
ー

パ
ン
を
は
い
て
仕
事
を
し
た
、
昼
休

み
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
・
:
と
解
雇
さ

れ
、
岐
阜
地
裁
に
地
位
保
全
の
仮
処

分
申
誇
を
。

(
6
・
U
朝
日
)

ク
ロ
ロ
キ
ン
被
害
者
の
会
告
訴

ク
ロ
ロ
キ
ン
被
害
者
の
会
(
慢
性

腎
炎
な
ど
の
治
療
薬
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
ク
ロ
ロ
キ
ン
製
剤
な
ど
の
副

作
用
に
よ
り
視
力
障
害
を
受
け
た
と

す
る
人
た
ち
の
会
)
は
、
「
因
果
関

係
は
明
白
で
あ
る
」
と
し
、
小
野
田

薬
品
ら
製
薬
会
社
六
社
と
厚
生
省
の

歴
代
薬
務
局
長
を
告
訴
。
ま
た
被
害

者
の
家
族
ら
三
五
四
一
人
も
同
じ
趣

旨
の
告
発
状
を
だ
し
た
。
薬
害
を
め

ぐ
り
こ
れ
だ
け
多
く
の
被
害
者
が
告

訴
・
告
発
し
た
の
は
初
め
て
。

(
6
-
m毎
日
)

化
粧
品
訴
訟

化
粧
品
で
顔
が
黒
く
な
っ
た
、
顔

中
に
シ
ミ
が
で
き
た
、
と
大
阪
な
ど

二
府
四
県
の
主
婦
十
二
人
が
、
化
粧

品
メ
ー
カ
ー
五
社
を
相
手
に
総
額
一

億
二
五

O
O余
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
原
告
の

一
人
A
子
さ
ん
は
、
「
黒
皮
病
」
と

診
断
さ
れ
、
い
ま
通
っ
て
い
る
病
院

は
五
つ
目
。
ど
の
医
師
も
「
い
つ
治

る
か
言
明
で
き
な
い
」
と
し
か
言
っ

て
く
れ
な
い
。

(
7
・
泊
朝
日
)
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夫
と
同
じ
権
利
を

「
夫
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に

妻
を
組
合
員
に
し
な
い
の
は
差
別
だ
」

と
、
三
年
前
北
九
州
市
の
柄
杓
田
漁

協
の
組
合
員
の
妻
二
二
人
が
組
合
員

の
地
位
確
認
を
求
め
て
い
た
民
事
訴

訟
で
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
は
訴
え

を
全
面
的
に
認
め
る
判
決
。

(
7
-
m
西
日
本
)

女
性
の
魚
協
加
入
認
め
ら
れ
た
が

「
女
も
魚
協
加
入
を
認
め
る
べ
き
だ
」

1
1
三
年
が
か
り
で
争
わ
れ
て
来
た

九
州
・
門
司
の
人
権
闘
争
は
、
七
月

に
女
性
勝
利
の
形
で
決
着
が
つ
い
た

が
、
新
門
司
開
発
工
事
の
埋
め
立
て

に
支
払
わ
れ
た
補
償
金
を
断
念
し
た

こ
と
に
対
す
る
周
囲
の
不
満
が
く
す

ぶ
り
始
め
た
。
闘
い
の
あ
と
の
む
な

し
さ
を
か
み
し
め
る
中
心
人
物
の
松

野
さ
ん
は
「
道
を
聞
い
た
と
い
う
自

分
の
誇
り
だ
け
が
残
っ
た
の
か
な
あ
、

そ
う
思
わ
ん
と
つ
ろ
う
て
」
と
ぽ
つ

り

。

(

ロ

・

泊

朝

日

)

H

女
の
顔
u

勝
訴
|
|
大
阪
地
裁

酔
客
に
、
高
過
ぎ
る
、
と
コ
ッ
プ

を
投
げ
ら
れ
顔
に
ア
ザ
を
残
し
た
ス

ナ
ッ
ク
の
マ
マ
が
治
療
費
・
慰
謝
料

一
四

O
万
円
を
請
求
。
判
決
は
全
額

支
持
。

(
8
-
m毎
日
)

『
愛
の
コ
リ
l
ダ
』
起
訴

大
島
渚
監
督
の
映
画
室
変
の
コ
リ
ー

ダ
」
の
ス
チ
ー
ル
写
真
、
脚
本
な
ど

を
ま
と
め
た
単
行
本
『
愛
の
コ
リ
ー

ダ
』
を
捜
査
し
て
い
た
墓
尽
地
検
は
、

著
者
の
大
島
監
督
と
出
版
元
、
三
一

書
房
の
竹
村
一
社
長
を
、
わ
い
せ
つ

文
書
図
画
販
売
、
同
目
的
所
持
罪
で

起
訴
し
た
。

(
8
・
日
朝
日
)

実
子
あ
っ
せ
ん
の
菊
田
医
師
を
告
発

子
殺
し
を
な
く
す
た
め
、
と
し
て

未
婚
の
母
ら
の
新
生
児
を
、
子
ど
も

の
い
な
い
夫
婦
の
実
子
と
し
て
戸
籍

に
記
載
さ
せ
る
「
実
子
特
例
法
」
の

制
定
を
唱
え
て
い
る
宮
城
県
石
巻
市

の
産
婦
人
科
医
・
菊
田
昇
医
師
に
対

し
て
、
愛
知
県
産
婦
人
科
医
会
は
医

師
法
違
反
、
公
正
証
書
原
本
不
実
記

載
、
同
行
使
の
疑
い
で
仙
台
地
検
に

告
発
状
を
送
っ
た
。

菊
田
医
師
は
、
年
間
約
十
人
の

「
赤
ち
ゃ
ん
の
あ
っ
せ
ん
」
を
し
、

四
八
年
春
ま
で
の
十
年
間
で
百
人
以

上
の

w
実
子
M

を
つ
く
っ
た
、
と
い

う。

(
8
・
泊
朝
日
)

聞
か
れ
る
か
、
再
審
へ
の
道

昭
和
二
十
八
年
、
徳
島
市
で
起
き

た
「
ラ
ジ
オ
商
殺
し
」
の
富
士
茂
子

さ
ん
(
六
七
)
が
、
近
く
徳
島
地
裁

に
五
度
目
の
再
審
請
求
を
出
す
。
富

士
さ
ん
は
被
害
者
の
妻
だ
が
犯
人
と

さ
れ
、
懲
役
十
三
年
の
判
決
が
確
定
、

服
役
後
出
所
。
以
来
一
貫
し
て
無
実

を
訴
え
続
け
て
い
る
が
、
事
件
当
時

に
証
言
し
た
住
み
込
み
居
員
二
人
が

再
審
へ
の
協
力
を
約
束
し
て
お
り
、

弁
護
側
は
「
茂
子
さ
ん
の
ぬ
れ
衣
を

晴
ら
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

(
9
・3
朝
日
〉
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弱
い
夫
の
訴
え
増
え
る

札
幌
家
裁
で
は
最
近
、
浮
気
、
暴

力
、
大
酒
飲
み
、
家
庭
を
顧
み
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
夫
が
妻
を
訴
え
る

ケ
1
ス
が
、
夫
婦
問
題
の
約
四
分
の

一
ま
で
ふ
え
た
。
訴
え
る
夫
は
三

O

歳
代
、
妻
は
二

O
歳
代
後
半
が
多
い
。

(
9
・
2
朝
日
北
海
道
)

「
就
職
も
で
き
な
い
」
と
訴
え

「
ア
ル
バ
イ
ト
皿
洗
い
の
際
、

A
B

S
入
り
の
洗
剤
を
使
い
続
け
た
た
め

指
が
は
れ
て
曲
が
ら
な
く
な
っ
た
」

と
、
静
岡
市
の
元
調
理
士
の
女
性

(
二
二
)
が
、
洗
剤
メ
ー
カ
ー
・
新
高

化
学
工
業
を
相
手
ど
り
、
損
害
賠
償

を
求
め
る
訴
え
を
静
岡
地
裁
に
起
こ

し
た
。

A
B
S
(
ア
ル
キ
ル
・
ベ
ン

ゼ
ン
・
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
)

は
学
会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。



(
9
・
n朝
日
)

高
裁
の
勧
告
で
予
防
接
種
死
、
和
解

肺
炎
の
時
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
死
亡
し
、
東
京

都
を
訴
え
て
い
た
幼
児
の
両
親
に
二

三
O
万
円
が
支
払
わ
れ
る
和
解
が
、

二
六
日
、
東
京
高
裁
で
成
立
。
都
衛

生
局
は
「
あ
く
ま
で
も
見
舞
い
金
。

損
害
賠
償
で
は
な
い
」
と
主
張
。

(
9
・
幻
朝
日
)

H

男
の
顔
H

三
ニ

O
万
円

シ
ワ
の
整
形
に
失
敗
し
た
男
性
舞

踊
家
(
五
一
一
)
が
勝
訴
、
東
京
地
裁

は
整
形
医
師
に
支
払
命
令
。
(
9
・
幻
毎
日
)

子
殺
し
母
に
温
情
判
決

子
供
の
ケ
ガ
で
夫
に
殴
ら
れ
、

一

歳
半
の
長
男
を
浴
そ
う
に
沈
め
て
殺

人
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
札
幌
の
主
婦

Y
(
二
九
)
に
対
し
「
犯
行
は
薄
情

で
悪
質
だ
が
、
恵
ま
れ
ぬ
生
い
た
ち

と
仕
事

一
筋
の
夫
と
の
単
調
な
家
庭

生
活
で
の
不
満
を
考
慮
し
、
再
出
発

の
機
会
を
与
え
る
べ
き
」
と
、
札
幌

地
裁
は
執
行
猶
予
四
年
の
判
決
を
出

し

た

。

(

日

・
5
道
新
)

安
楽
死
に
新
見
解

末
期
が
ん
の
激
痛
に
苦
し
む
委
か

ら

「早
く
死
な
せ
て
。
楽
に
し
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
、
思
い
余
っ
て
妻

を
殺
し
た
の
が
安
楽
死
に
当
て
は
ま

る
か
と
う
か
で
争
わ
れ
て
い
た
嘱
託

殺
人
事
件
の
判
決
公
判
が
大
阪
地
裁

で
開
か
れ
た
。

荻
原
昌
三
郎
裁
判
官
は
被
告
に
深

い
同
情
を
示
し
な
が
ら
も
、
懲
役

一

年
、
執
行
猶
予
二
年
(
求
刑
懲
役
二

年
)
の
判
決
。
(
ロ

・
l
朝
日
)

既
婚
女
性
の
解
雇
や
む
な
し

「既
婚
を
理
由
に
解
雇
す
る
の
は
憲

法
違
反
」
と
古
河
鉱
業
を
相
手
ど
り

解
雇
無
効
、
賃
金
請
求
訴
訟
を
起
こ

し
て
い
た
元
社
員
、
渡
辺
ま
つ
代
さ

ん
(
四
二
〉
に
最
高
裁
は

「合
理
化

の
た
め
の
人
員
削
減
は
や
む
を
得
な

か
っ
た
」
。

(

ロ

・
日
日
経
)

外
国
で
販
売
な
ら
ポ
ル
ノ

O
K

最
高
裁
は
二
二
日
、
外
国
で
の
販

売
が
目
的
な
ら
ワ
イ
セ

ツ
図
画
所
持

罪
は
成
立
し
な
い
と
判
決
、
地
裁
の

有
罪
を
却
下
。
(
ロ

-n毎
日
)
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政
ふ色
，回

5選5
2挙i

福
島
に
女
性
町
長
が
誕
生

東
白
川
郡
棚
倉
町
で
、
前
町
長
未

亡
人
藤
田
満
寿
恵
さ
ん
(
五
四
)
が

初
当
選
。
女
性
町
長
は
岡
県
で
は
初

め
て
。
全
国
で
も
岐
阜
県
本
巣
郡
穂

積
町
町
長
に
つ
い
で
二
人
目
。

(
1
・
日
毎
日
)

「
定
数
是
正
」
の
資
料
集

〈
神
奈
川
三
区
有
権
者
の
会
〉
が

資
料
集
第
一
巻
を
発
刊
し
た
。
国
会

• 
行
政

は
「
一
票
の
価
値
を
平
等
に
」
と
衆

院
の
定
数
是
正
運
動
を
進
め
て
い
る

が
、
資
料
集
に
は
運
動
の
経
過
、
マ

ス
コ
ミ
の
記
事
、
定
数
是
正
に
関
す

る
記
録
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
1
・
m朝
日
)

女
性
の
九
割
が

n
自
主
投
票
u

十
二
月
の
総
選
挙
を
「
民
主
政
治

を
た
て
な
お
す
市
民
セ
ン
タ
ー
」
と

「
婦
選
会
館
」
が
都
内
の
婦
人
に
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
九

0
・
八
%

が
、
夫
や
有
力
者
の
意
見
に
左
右
さ

れ
な
い
、
自
分
の
意
志
に
よ
る
自
主

投
票
。

(
2
・
加
読
売
)

減
っ
て
き
た
婦
人
都
議

都
議
会
の
婦
人
議
員
は
四
十
年
の

刷
新
選
挙
で
十
一
人
、
定
数
の
九
・

二
%
に
ま
で
な
っ
た
が
、
四
十
八
年

に
は
五
人
に
減
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
婦
人
の
立

候
補
自
体
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
当
選
率
。

従
来
、
婦
人
の
当
選
率
が
高
か
っ
た

が
、
前
回
の
四
十
八
年
で
逆
に
な
り
、

男
性
の
当
選
率
五
六
・
六
%
に
対
し

て
婦
人
は
四
五
・
五
%
と
差
が
つ
い

た。

(
6
・
幻
朝
日
)
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〔
参
院
選
〕

吉
武
輝
子
さ
ん
を
参
院
選
ヘ

〈
新
し
い
連
動
を
求
め
る
人
び
と
の

会
〉
(
代
表
、
小
沢
遼
子
)
が
旗
揚

げ
。
参
院
選
全
国
区
に
、
吉
武
輝
子

さ
ん
を
立
て
る
こ
と
に
決
め
た
。

(
4
-
U毎
日
)

各
政
党
に
男
女
平
等
を
聞
く

〈
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て

行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
で
は

参
院
選
を
ひ
か
え
て
各
政
党
が
ど
の

よ
う
に
男
女
平
等
を
お
し
進
め
て
い



る
か
に
つ
い
て
聞
く
会
を
聞
い
た
。

自
民
党
を
除
い
た
各
政
党
と
女
性

党
、
〈
新
し
い
連
動
を
求
め
る
人
び

と
の
会
〉
に
具
体
的
な
質
問
状
を
。

だ
が
社
会
党
の
田
中
寿
美
子
さ
ん

(
今
国
会
に
男
女
平
等
雇
用
法
案
を

提
出
す
る
)
を
除
い
て
は
各
党
抽
象

論
に
終
始
。

(
4
-
m朝
日
)

女
と
政
治
を
考
え
る
つ
ど
い

女
性
の
自
由
な
立
場
で
自
由
な
討

論
の
会
を
、
と
訴
え
て
京
都
の
女
性

グ
ル
ー
プ
が
六
月
五
日
集
会
。
大
盛

況

。

〈

6
-
m京
都
)

政
党
代
表
者
に
聞
く
会

婦
人
有
権
者
同
盟
が
、
理
想
選
挙

推
進
市
民
の
会
と
共
催
で
「
参
院
選

の
意
義
を
問
う

l
l
政
党
、
政
治
グ

ル
ー
プ
代
表
に
聞
く
会
」
を
九
日
開

催
。
女
性
党
以
外
の
八
代
表
が
公
開

質
問
に
答
え
た
。
〈

6
-
m朝
日
)

政
治
変
革
ヘ
動
く
女
性
た
ち

十
日
、
〈
政
治
を
変
え
た
い
女
た

ち
の
会
〉
の
総
決
起
大
会
が
全
電
通

会
館
で
。
〈
行
動
の
会
〉
〈
あ
ご
ら
〉

〈
女
・
エ
ロ
ス
〉
な
ど
女
性
解
放
グ

ル
ー
プ
の
呼
び
か
け
で
、
田
中
寿
美

子
・
俵
蔚
子
・
吉
武
輝
子
の
三
候
補

を
推
せ
ん
、
弁
士
た
ち
が
熱
弁
を
ふ

る
っ
た
。

(
6
・
日
毎
日
)

キ

十
日
の
「
新
・
女
の
時
局
大
演
説

会
」
は
六

O
O人
を
超
す
参
会
者
が

あ
ふ
れ
た
。
政
治
に
鋭
い
批
判
を
持

ち
、
議
会
制
度
に
そ
っ
ぽ
を
む
い
て

い
た
と
思
わ
れ
る
リ
プ
た
ち
が
、
三

人
も
の
推
せ
ん
者
を
立
て
た
の
は

「
組
合
活
動
で
も
女
が
一
人
加
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
る
か
ら
」
「
女

だ
け
が
集
ま
っ
て
話
し
合
え
る
根
拠

地
と
し
て
の
空
間
や
機
関
誌
な
ど
心

を
通
わ
せ
ら
れ
る
媒
体
が
で
き
、
す

そ
野
が
広
が
り
、
運
動
の
結
果
と
し

て
政
治
を
つ
か
み
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
」
と
言
う
。

け
た五
。o ';;' 
流 o u 

れ人 17 はを巨
変超占 E
わす干巧
?る聴 4 
'か集 U 
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ミ2 ・っ こ〉

高
投
票
率
「
問
わ
れ
る
中
身
」

全
国
有
数
の
高
投
票
率
の
信
州
女

性
は
、
有
権
者
数
も
、
し
た
が
っ
て

投
票
数
も
、
男
性
を
上
回
る
。
市
部

よ
り
郡
部
が
高
い
。
隣
近
所
の
目
も

あ
っ
て
女
性
は
選
挙
を
話
題
に
し
な

い
が
少
し
は
自
覚
の
め
ば
え
も
。
物

価
・
教
育
を
共
通
公
約
に
各
候
補
は

女
性
票
獲
得
戦
を
続
け
て
い
る
。

(
7
・4
信
毎
)

婦
人
候
補
は
こ
う
考
え
る

立
候
補
し
た
動
機
は
?

吉
武
輝
子
H
生
活
と
政
治
の
パ
イ
プ

役
に
な
ろ
う
と
。

扇

千

景

H
女
性
の
声
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ

l
に。

松
井
つ
ね
子
H
政
治
革
新
の
必
要
を

痛
感
し
て
。

問
中
す
み
子
H
支
持
母
体
、
党
か
ら

の
要
請
で
。

石
本
し
げ
る
H
看
護
婦
の
地
位
向
上

を
し
た
か
っ
た
。

柏
原
ヤ
ス
H
福
祉
社
会
の
建
設

(
7
・7
東
京
)

女
性
の
選
挙

今
回
の
参
院
選
で
は
、
女
性
の
候

補
者
数
一
二
六
人
と
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
。
「
男
女
二
人
ず
つ
選
ん
だ
学
級

選
挙
に
戻
っ
て
み
る
こ
と
も
考
え
て

い
い
」
と
樋
口
恵
子
さ
ん
。
(
7
・9
朝
日
)

青
空
選
挙
相
談
所
開
設

「
き
れ
い
な
選
挙
権
進
共
同
書
貝
会
」

の
市
川
房
枝
さ
ん
ら
は
、
参
院
選
を

前
に

w
迷
う
一
票
u

の
街
頭
相
談
。

政
治
教
育
の
必
要
あ
り
、
と
紀
平
悌

子
さ
ん
。

(
7
・
9
毎
日
)
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女
性
の
当
選
率
は
一
一
一
一
%

参
院
選
で
は
三
六
人
と
い
う
史
上

最
多
の
女
性
候
補
が
国
会
議
員
の
い

す
を
目
指
し
て
戦
っ
た
が
、
八
人
が

当
選
し
た
だ
け
。

(
7
・
ロ
東
京
)

女
性
票
逃
し
た
女
性
候
補

七
0
年
代
の
婦
人
運
動
は
政
治
と

断
絶
し
た
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
て
き

た
が
、
今
回
は
政
治
を
通
し
て
要
求

を
通
そ
う
と
い
う
方
向
が
見
え
た
。

が
、
八
人
し
か
当
選
し
な
か
っ
た
の

は
、
既
成
政
党
の
厚
い
壁
に
対
し
、

準
備
不
足
、
組
織
が
未
成
熟
だ
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。

候
補
者
自
身
も
日
常
的
不
満
は
訴

え
て
も
政
策
の
具
体
案
は
示
さ
ず
、

主
体
的
な
弱
さ
が
目
立
っ
た
。
密
林

を
自
力
で
切
り
開
く
に
は
身
ご
し
ら

え
と
道
具
が
必
要
。
そ
れ
を
ど
う
と

と
の
え
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題

だ
。
(
水
田
珠
枝
)
(
7
・
日
朝
日
)

女
た
ち
の
参
院
選
挙

立
候
補
者
数
は
史
上
最
高
。
当
選

率
は
二
二
%
、
平
均
四
三
%
を
下
回

る
史
上
二
番
目
の
低
さ
。
し
か
も
当

選
者
は
全
員
既
成
政
党
。
「
組
織
・

金
・
事
前
選
挙
:
・
女
が
食
い
込
む
基

盤
が
な
か
っ
た
。
主
婦
を
甘
く
見
、

反
戦
平
和
を
正
面
か
ら
訴
え
た
人
が

い
な
か
っ
た
」
(
石
垣
綾
子
)
(
7
・
げ
信
毎
)

「
女
は
役
割
を
人
に
押
し
つ
け
る
。

投
票
し
た
ら
あ
と
は
議
員
ま
か
せ
。

そ
ん
な
中
で
自
分
で
や
ろ
う
と
い
う

人
た
ち
が
出
て
き
た
の
は
新
し
い
こ

と
と
思
う
」
(
小
中
陽
太
郎
)
(
7
・
口
信
毎
)

ペ
ッ
ト
議
員
が

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
登
る
と
き

参
議
院
初
当
選
の
扇
千
景
セ
ン
セ
、

サ
ッ
ソ
ウ
と
初
登
院
。
登
院
後
は
、

自
民
党
本
部
へ
。
福
田
総
理
ら
に
固

ま
れ
て
自
民
党
の

w

花
の
ベ
ッ
ト
a

ぷ
り
を
早
く
も
い
か
ん
な
く
発
揮
。

(
7
-
m東
京
)

一
度
や
っ
て
ご
ら
ん
よ

選
挙
は
面
白
か
っ
た
。
実
際
の
選

挙
戦
で
女
の
役
目
は
お
茶
く
み
、
炊

事
係
、
マ
ス
コ
ッ
ト
ガ
l
ル
。
こ
の

実
情
に
触
れ
る
と
、
な
る
ほ
ど
こ
こ

か
ら
生
ま
れ
る
政
治
は
汚
く
な
る
、

男
権
主
義
に
な
る
わ
け
だ
と
実
感
で

き
て
面
白
い
。
こ
れ
に
対
置
す
る

「
民
衆
の
た
め
の
民
衆
の
選
挙
」
を

模
索
し
て
い
く
の
は
な
お
面
白
い
。

し
か
し
、
み
ん
な
が
面
白
が
っ
て

選
挙
に
一
歩
踏
み
だ
し
た
ら
プ
ロ
は

面
白
く
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
汚

さ
に
顔
を
そ
む
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

プ
ロ
は
好
き
勝
手
手
』
し
て
来
た
の
だ
。

(
中
山
千
夏
)
(
7
・
問
読
売
)

五
年
先
を
目
指
し
て
組
織
化
を

〈
政
治
を
変
え
た
い
女
た
ち
の
会
〉

が
応
援
し
た
三
候
補
中
、
当
選
は
田

中
表
夫
子
さ
ん
だ
け
だ
っ
た
が
、
や
っ

ぱ
り
だ
め
だ
な
ん
て
全
然
思
わ
な
い
。

三
人
で
一
二

O
万
票
集
め
た
の
だ
。

次
を
目
指
し
て
前
進
し
た
い
。

(
河
野
貴
代
美
)
〈
7
・
加
読
売
)
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〔
日
本
女
性
党
〕

日
本
女
性
党
は
マ
イ
ナ
ス
効
果

〈
中
ピ
連
〉
を
拍
に
日
本
女
性
党

結
党
と
い
う
が
、
す
で
に
二
年
前
に
、

世
界
中
の
女
が
集
ま
っ
て
「
世
界
行

動
計
画
案
」
が
で
き
て
い
る
。
そ
れ

を
受
け
て
日
本
政
府
も
「
国
内
行
動

計
画
」
を
作
っ
た
。
国
内
の
婦
人
戦

線
が
一
大
結
集
し
て
男
女
平
等
を
達

成
す
る
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
き
、

女
性
党
な
ど
と
い
う
場
当
た
り
的
の

も
の
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
真
剣
な

婦
人
運
動
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
。

(
4
-
m信
毎
)



出
ま
し
た
候
補
十
人

六
月
十
一
日
ミ
リ
タ
リ
ー
ル
ッ
ク

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
記
者
会
見
。
「
女

の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
保
革
ど
ち

ら
に
も
つ
か
な
い
」
と
結
党
宣
弓
一
口
。

候
補
者
は
希
望
者
を
募
集
し
て
予
備

選
挙
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
十
人

を
揃
え
た
。

(
6
・
ロ
毎
日
)

女
性
党
確
認
団
体
に

一
八
日
、
一
一
人
の
候
補
者
が
届
け

出
、
合
計
十
人
と
な
り
、
「
政
治
団

体
確
認
室
己
を
交
付
さ
れ
た
。

(
6
-
m朝
日
)

榎
代
表
、
演
説
中
に
げ
ら
れ
る

一
九
日
、
ハ
チ
公
前
で
二
六

O
人

を
前
に
演
説
中
の
女
性
党
党
首
、
榎

美
沙
子
さ
ん
が
男
会
一
二
)
に
け
ら

れ
、
軽
い
け
が
。
街
頭
演
説
会
は
中

止。

(
6
-
m朝
日
)

の
の
し
り
合
い
解
散

赤
坂
の
ホ
テ
ル
で
解
散
宣
言
。
百

人
を
超
す
報
道
陣
に
落
選
二
候
補
が

榎
さ
ん
を
告
発
し
て
荒
れ
た
。

(
7
・
日
朝
日
)

怨
念
に
ズ
レ
が

三
O
O
O年
続
い
た
男
社
会
を
根

底
か
ら
く
つ
が
え
す
と
、
ピ
ン
ク
ヘ

ル
に
金
モ
ー
ル
で
戦
っ
て
い
た
党
首

の
怨
念
は
知
識
だ
け
。
一
方
お
ば
は

ん
候
補
の
且
宵
の
髄
ま
で
。
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
出
た
の
で
は
。

(
南
部
ひ
ろ
)
(
7
・
日
毎
日
)

女
性
党
を
高
く
評
価

あ
の
や
り
方
は
下
手
だ
っ
た
が
本

質
は
良
か
っ
た
。
公
務
員
の
一
定
率

を
女
性
に
す
る
の
は
米
国
で
は
実
現

し
て
い
る
こ
と
だ
し
、
候
補
者
を
公

募
し
た
の
も
よ
い
。
女
の
利
益
を
代

表
す
る
女
団
体
が
あ
っ
て
い
い
。
解

散
は
残
念
。
次
回
は
準
備
を
十
分
に
、

地
道
な

w
実
績
の
人
H

を
出
そ
う
。

(
袖
井
孝
子
)
(
7
・
却
読
売
)

l! 1寸i
i政;

〔
行
動
計
画
〕

H

過
保
護
u

洗
い
直
す
行
動
計
画

一
日
の
閣
議
で
菌
同
一
行
動
計
画
」

が
了
承
さ
れ
た
。
①
各
種
審
議
会
委

員
へ
の
婦
人
の
登
用
②
若
杢
定
年
制
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
塵
退
職
制
の
是
正
、

母
性
給
付
の
引
き
上
げ
③
生
理
休
暇

の
再
検
討
、
圧
縮
な
ど
を
基
調
に
、

①
法
制
上
の
婦
人
の
地
位
の
向
上
②

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
婦
人
の
参
加
促

進
③
母
性
の
尊
重
と
健
康
の
擁
護
④

老
後
に
お
け
る
生
活
安
定
の
確
保
⑤

国
際
協
力
の
推
進
を
う
た
っ
た
も
の
。

(
2
・1
各
紙
)

婦
人
各
団
体
、
行
動
計
画
に
反
発

「
計
画
全
体
の
基
調
が
婦
人
の
権
利

の
側
で
な
く
経
済
開
発
の
た
め
の
能

力
活
用
に
あ
る
」
「
世
界
行
動
計
画

で
決
め
ら
れ
た
雇
一
周
平
等
の
た
め
の

政
府
機
関
の
設
置
も
な
い
」
「
こ
れ

ほ
ど
ひ
ど
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
、
各
団
体
は
カ
ン
カ
ン
。
(
2
・
-
各
紙
)

婦
人
団
体
が
抗
議
行
動

「
国
内
行
動
計
画
」
に
憤
慨
し
た
婦

人
団
体
は
一
日
午
後
、
続
々
と
抗
議

声
明
。
各
党
婦
人
議
員
も
藤
田
総
務

長
官
を
突
き
上
げ
「
と
り
あ
え
ず
中

間
目
標
と
し
て
五
年
計
画
を
つ
く
る
」

言
質
を
と
っ
た
。

(
2
・
2
各
紙
)

男
女
平
等
を
認
め
ぬ
福
田
さ
ん

施
政
演
説
の
中
で
福
田
さ
ん
は
婦

人
対
策
を
長
々
と
語
っ
た
が
、
中
身

は
婦
人
の
能
力
を
利
用
し
よ
う
と
す
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る
だ
け
。
特
に
婦
人
の
労
働
権
を
無

視
し
た
責
任
は
大
き
い
。

(
市
川
房
枝
)
(
2
・3
朝
日
)

不
平
等
撤
廃
ヘ
法
的
な
措
置
を

女
性
の
労
働
権
は
生
存
権
の
一
つ

だ
と
い
う
「
労
働
権
の
確
認
」
が
絶

対
必
要
だ
っ
た
。

(
高
島
順
子
)
(
2
・4
朝
日
)

ど
う
す
る
H

共
修
u

否
定
の
動
き

性
別
役
割
に
と
ら
わ
れ
な
い
教
育

こ
そ
最
も
重
要
な
の
に
無
視
さ
れ
て

い
る
。
(
駒
野
陽
子
)
(
2
・
5
朝
日
)

労
働
と
育
児
の
矛
盾
ま
ず
解
決
を

社
会
保
障
上
の
女
性
の
権
利
を
女

性
責
任
論
に
す
り
か
え
て
い
る
。

(
清
水
澄
子
)
(
2
・7
朝
日
)

総
花
的
な
婦
人
問
題
施
策

多
様
な
婦
人
問
題
を
盛
り
込
も
う

と
す
る
と
総
花
的
に
な
る
だ
ろ
う
0

ポ
イ
ン
ト
を
婦
人
労
働
権
の
保
障
と

男
女
の
役
割
分
担
に
置
く
べ
き
だ
っ

た。

(
2
・
7
朝
日
社
説
)

行
動
計
画
・
一
部
来
年
度
か
ら
実
施

民
主
主
義
下
で
は
政
府
は
き
わ
め

て
間
接
的
に
し
か
影
響
で
き
な
い
が
、

要
望
は
ほ
と
ん
ど
盛
り
込
ん
だ
。
計

画
は
政
府
の
実
行
と
約
束
の
文
書
。

こ
れ
か
ら
を
見
て
ほ
し
い
。

(
久
保
田
参
事
官
)
(
2
・9
朝
日
)

後
ろ
向
き
の
「
婦
人
行
動
計
画
」

「
世
界
行
動
計
画
」
は
女
性
の
労
働

権
の
確
立
と
性
的
分
業
の
変
革
が
二

本
柱
な
の
に
ス
ッ
ポ
リ
抜
け
落
ち
、

w
女
よ
家
庭
に
帰
れ
H

を
推
奨
し
て

い
る
。

(
吉
武
輝
子
〉
(
2
・
9
毎
日
〉

問
わ
れ
る
婦
人
問
題
へ
の
姿
勢

先
ご
ろ
総
理
府
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
婦
人
の
十
年
・
圏
内
行
動
計
画
」

に
民
間
婦
人
団
体
は
抗
議
し
て
い
る

が
、
都
の
予
算
で
も
要
求
額
の
八
・

四
%
の
二
三
O
万
円
だ
け
。
実
施
は

五
十
四
年
度
以
降
と
い
う
ス
ロ
l
ベー

ス。

(
2
-
m毎
日
)

「
行
動
計
画
に
不
満
を
表
わ
す
会
」

国
内
行
動
計
画
の
是
正
を
迫
る
民

間
三
八
団
体
が
、
五
日
主
婦
会
館
で

不
満
の
内
容
を
表
明
、
今
後
の
対
策

を
練
っ
た
。

(
3
・
6
朝
日
)

圏
内
行
動
計
画
に
抗
議

二
日
、
労
働
省
中
庭
で
婦
人
労
組

員
約
五
千
人
が
婦
人
中
央
集
会
。

「
男
女
の
不
平
等
、
差
別
を
解
決
し

な
い
政
府
の
国
内
行
動
計
画
は
許
せ

な
い
。
婦
人
の
働
く
権
利
を
保
障
せ

よ
」
と
抗
議
。

(
4
・
2
朝
日
)

ニ
つ
の
施
策
動
き
だ
す
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婦
人
の
地
位
向
上
を
は
か
る
た
め

の
、
今
後
十
年
の
政
府
の
施
策
を
示

し
た
「
国
内
行
動
計
画
」
が
発
表
に

な
っ
て
四
か
月
。
二
つ
の
具
体
的
施

策
が
動
き
だ
し
た
。

ひ
と
つ
は
政
府
の
審
議
会
委
員
の

う
ち
女
性
委
員
の
割
合
を
現
在
の
二
・

八
%
か
ら
一
O
%
に
増
や
す
な
ど
の

「
婦
人
の
政
策
決
定
参
加
を
促
進
す

る
特
別
活
動
」
。
も
う
一
つ
は
、
労

働
省
が
強
力
な
行
政
指
導
を
行
な
う

女
性
の
定
年
差
別
解
消
の
た
め
の

「
若
年
定
年
制
、
結
婚
退
職
制
度
改

善
年
次
計
画
」
。

(
6
・
幻
朝
日
)

都
婦
人
問
題
会
議
が
初
会
合

「
東
京
都
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る

「
都
婦
人
問
題
会
議
」
が
二
O
日
、

都
庁
内
で
初
会
合
。
委
員
は
、
学
識

経
験
者
・
婦
人
活
動
家
な
ど
二
八
人

(
女
性
一
九
、
男
性
九
)
、
会
長
は
鍛

冶
千
鶴
子
さ
ん
。
〈
6
・
幻
毎
日
)



動
き
出
し
た
男
女
平
等
化
政
策

政
府
が
二
つ
の
政
策
を
発
表
し
た
。

百
の
説
法
よ
り
率
先
し
て
実
施
し
て

ほ
し
い
。
が
、
思
い
つ
き
に
な
ら
ぬ

よ
う
。ま
た
労
働
省
の
「
塾
重
量
」
も
、

法
的
拘
束
力
を
伴
わ
な
い
行
政
指
導

だ
け
で
改
め
る
の
は
容
易
で
な
い
。

民
間
の
労
働
団
体
、
婦
人
団
体
な
ど

も
積
極
的
に
協
力
を
。
(
6
・
お
毎
日
社
説
)

北
海
道
婦
人
行
動
計
画
案
を
聞
く
会

上
川
支
庁
で
一
七
日
、
道
北
の
婦

人
団
体
代
表
ら
八

O
人
の
出
席
で
聞

か
れ
、
男
女
格
差
や
過
重
労
働
に
悩

む
婦
人
が
多
い
こ
と
が
改
め
て
浮
彫

り
に
さ
れ
た
。

辺
地
で
の
学
習
機
会
の
問
題
ゃ
、

主
婦
の
家
事
労
働
評
価
の
矛
盾
点
な

ど
も
指
摘
さ
れ
た
。
(
m
-
m朝
日
北
海
道
)

札
幌
で
も
行
動
計
画
づ
く
り
始
動

「
婦
人
の
十
年
」
の
た
め
の
道
内
行

動
計
画
づ
く
り
の
た
め
に
意
見
を
聞

く
会
が
一
九
日
札
幌
で
聞
か
れ
た
。

男
女
の
役
割
分
担
意
識
が
根
強
ノ
喪
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
政
治
の
責
任

が
不
明
確
で
あ
り
、
全
体
的
に
も
っ

と
具
体
性
が
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多

く
出
さ
れ
た
。

家
庭
科
男
女
共
修
や
、
全
国
で
入

所
率
が
最
下
位
の
北
海
道
の
保
育
施

設
拡
充
を
求
め
る
声
、
低
賃
金
・
無

権
利
の
女
性
雇
用
が
多
い
実
態
を
黙

認
す
る
な
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ

た。

(m
・
幻
道
新
)

都
行
動
計
画
の
起
草
委
員
決
定

都
婦
人
問
題
会
議
は
、
答
申
の
起

草
委
員
に
樋
口
恵
子
、
松
原
治
郎
氏

ら
八
人
を
選
出
、
一
月
下
旬
に
中
間

報
告
を
出
す
。

(m
・
お
毎
日
)

園
内
行
動
計
画
前
期
重
点
目
標
決
定

国
際
婦
人
年
に
続
く
「
国
際
婦
人

の
十
年
」
の
取
り
組
み
の
た
め
「
圏

内
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
前
期
重
点
目
標
が
決
ま
っ
た
。

十
一
項
目
の
う
ち
で
主
な
も
の
は
、

「
婦
人
の
政
策
決
定
参
加
の
促
進
」

「
家
業
・
家
庭
で
の
妻
の
働
き
の
評

価
」
「
新
し
い
教
育
機
会
の
創
出
」

「
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
学
校
教

育
」
「
雇
用
の
男
女
平
等
」
な
ど
。

(u
・4
毎
日
)

婦
人
施
策
、
自
治
体
は
お
粗
末

〈
行
動
の
会
〉
で
は
先
月
、
婦
人
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
各
自
治
体
に

公
開
質
問
状
を
出
し
た
が
、
「
行
動

計
画
」
を
つ
く
っ
て
い
る
県
は
ゼ
ロ
、

「
来
年
」
が
三
都
道
府
県
で
、
「
予
定

な
し
」
が
大
多
数
。
女
・
子
供
意
識

が
ま
だ
抜
け
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な

っ

た

。

(

ロ

・

お

読

売

)

〔
女
性
の
登
用
〕

参
議
院
に
女
性
委
員
長

参
院
の
委
員
長
交
替
で
女
性
議
員

か
ら
佐
々
木
静
子
氏
(
社
)
が
交
通
安

全
対
策
委
員
長
に
。

(
1
・
泊
朝
日
)

婦
人
の
採
用
を
検
討

藤
田
総
理
府
総
務
長
官
は
政
府
の

各
種
審
議
会
の
委
員
の
う
ち
一
割
を

婦
人
委
員
に
す
る
方
針
を
検
討
中
と

答
弁
。
現
在
、
婦
人
委
員
は
二
・
六

%
程
度
。

(
4
・2
朝
日
)

女
性
市
議
会
議
長
誕
生

埼
玉
県
上
福
岡
市
、
亀
井
麗
子
さ

ん
(
四
三
)
。
つ
政
治
の
主
人
は
私

た
ち
一
人
一
人
な
の
だ
M

と
認
識
す

る
無
党
派
の
人
た
ち
の
手
で
、
新
し

い
政
治
勢
力
を
作
り
あ
げ
る
。
こ
れ

以
外
に
国
民
を
救
う
道
は
な
い
」
と

無
所
属
を
貫
く
弁
。

(
4
・
3
毎
日
)
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府
中
市
議
会
に
女
性
議
長

府
中
市
議
会
は
五
月
九
日
の
臨
時

市
議
会
で
石
井
文
さ
ん
(
五
六
)
を

選
任
。
多
摩
地
区
の
女
性
議
長
は
立

川
、
保
谷
市
に
次
ぎ
三
番
目
。
石
井

さ
ん
は
市
議
六
期
目
。

(
5
-
m朝
日
/
読
売
)

運
輸
省
審
議
会
委
員
に
ニ
女
性

運
輸
省
の
審
議
会
に
二
人
の
女
性

委
員
が
登
場
。
一
人
は
逐
輸
技
術
審

議
会
委
員
の
高
島
屋
墓
星
文
庖
客
長
、

石
原
一
子
さ
ん
〈
五
二
)
。
も
う
一

人
は
気
象
審
議
会
地
震
予
知
部
会
の

専
門
委
員
と
な
る
主
婦
、
波
多
野
ミ

キ
さ
ん
(
四
三
)
0
(
5
-
m
信
毎
)

審
議
会
に
女
性
を
積
極
登
用

第
五
回
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部

会
議
は
一
四
日
「
婦
人
の
政
策
決
定

参
加
を
促
進
す
る
特
別
活
動
」
の
推

せ
ん
要
綱
を
決
定
、
各
種
委
員
に
婦

人
を
登
用
、
公
務
員
の
採
用
促
進
、

国
際
会
議
へ
の
婦
人
の
派
遣
を
決
め
、

地
方
公
共
団
体
に
も
同
様
の
配
慮
を

要
請
す
る
。

(
6
・
日
朝
日
)

婦
人
問
題
施
策
の
一
歩
前
進

国
政
レ
ベ
ル
の
各
種
審
議
会
委
員

の
婦
人
数
は
二
・
八
%
。
今
後
五
年

間
に
一
O
%
程
度
に
増
や
す
こ
と
に

な
っ
た
。
一
方
、
労
働
省
は
女
性
に
差
別
制

度
を
採
用
し
て
げ
る
企
業
の
実
態
を

調
査
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
退
職
制
、

五
五
歳
未
満
の
定
年
制
の
解
消
を
は

か
る
。
具
体
的
施
策
を
期
待
し
た
い
。

(
6
・
日
朝
日
社
説
)

初
の
林
野
庁
女
性
伎
官

昨
年
度
の
国
家
公
務
員
上
級
試
験

で
林
野
庁
と
し
て
初
め
て
女
性
技
官

が
採
用
さ
れ
、
五
月
か
ら
長
野
営
林

局
で
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

東
大
農
林
科
卒
の
佐
々
木
典
恵
さ

ん
(
二
二
)
。
十
年
も
す
れ
ば
営
林

署
長
の
い
す
が
保
証
さ
れ
る
エ
リ
ー

ト
。
「
女
性
を
強
調
し
て
い
て
は
現

場
の
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
」

「
覚
悟
は
で
き
て
い
ま
す
」
。

(
7
・1
信
毎
)

郡
山
市
に
初
の
婦
人
課
長

市
民
相
談
室
長
の
花
井
キ
イ
さ
ん

(
四
五
)
。
八
月
一
日
付
で
商
工
部
消

費
者
行
政
課
長
に
な
る
。
市
役
所
入

り
二
八
年
目
。
つ
れ
あ
い
も
市
の
課

長。

(
7
・
お
福
島
民
報
)

名
古
屋
市
の
初
代
婦
人
室
長

中
山
恵
子
さ
ん
(
四
五
万
早
大

法
学
部
卒
、
中
学
教
師
を
経
て
市
教

委
入
り
、
七
年
目
に
抜
て
き
さ
れ
た
。

す
し
屋
の
夫
と
三
人
の
従
業
員
の
五

人
暮
ら
し
。
子
は
な
い
。(
8
・
日
中
日
)

郵
政
審
委
員
に
ニ
女
性
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郵
政
省
は
二
六
日
付
で
郵
政
審
議

会
委
員
に
二
女
性
を
登
用
。
現
在
女

性
代
表
と
し
て
山
高
し
げ
り
さ
ん
が

い
る
が
、
新
た
に
「
消
費
者
代
表
」

と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
評
論
家
の

五
代
利
矢
子
さ
ん
と
士
ロ
沢
久
子
さ
ん
。

(
9
・
幻
朝
日
)

札
幌
の
女
性
裁
判
所
長
転
任

全
国
で
二
人
目
の
女
性
裁
判
所
長
、

野
田
愛
子
判
事
が
、
二
O
日
付
で
前

橋
家
裁
所
長
に
移
動
。
一
年
十
一
か

月
の
札
幌
生
活
だ
っ
た
。

(
m
-
n朝
日
北
海
道
)

労
働
省
広
報
室
長
に
女
性

労
働
省
新
設
の
大
臣
官
房
総
務
課

広
報
室
長
に
川
橋
幸
子
さ
ん
(
三
九
)

が
起
用
さ
れ
た
。
(
日
・

2
毎
日
)

*
 

「
広
報
室
は
各
局
の
や
っ
て
い
る
仕



事
を
お
知
ら
せ
す
る
い
わ
ば
通
訳
で

す
ね
」
と
、
に
っ
こ
り
P
R
。

(
日
・

2
日
経
)

〔
駆
け
込
み
寺
〕

駆
け
込
み
寺
・
初
日
は
四
人

夫
の
暴
力
な
ど
か
ら
の
が
れ
て
緊

急
避
難
で
き
る
現
代
版
駆
け
込
み
寺
、

「
都
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
一
五

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
初
日
に
四
人

の
婦
人
が
駆
け
込
み
、
電
話
相
談
も

五
三
件
あ
っ
た
。

(
4
・
Mm
読
売
)

こ
か
月
で
一
八
O
人

現
代
版
駆
け
込
み
寺
、
東
京
都
婦

人
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
所
者
は
一
八
O

人
を
超
え
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
の
全

身
に
打
撲
の
あ
と
が
あ
る
。
申
し
込

み
殺
到
で

H
?り
い
繁
昌
u

。

(
6
・
日
朝
日
)

公
設
・
駆
け
込
み
寺
の
半
年

今
春
聞
所
し
た
「
東
京
都
婦
人
相

談
所
」
に
は
、
半
年
で
一
一
O
O
件

の
利
用
者
が
。
「
こ
こ
へ
来
て
二
、

三
日
落
ち
着
く
と
、
み
ん
な
す
っ
か

り
明
る
さ
を
取
り
戻
す
」
と
所
長
さ

ん
。
医
師
・
心
理
判
定
員
な
ど
専
門

家
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
は
四
七
人
、
平

均
年
齢
四
七
歳
、
下
着
、
お
む
つ
も

無
料
で
支
給
す
る
行
き
届
い
た
保
護

だ
が
、
保
護
期
聞
は
二
週
間
、
い
つ

も
定
員
は
満
杯
、
オ
ー
バ
ー
す
る
こ

ル
γ
も。駆
け
込
ん
だ
人
の
三
O
%
は
婦
人

保
護
施
設
へ
、
二
O
%
が
帰
宅
(
も

う
一
度
や
り
直
し
て
み
よ
う
て
一

O
%
が
入
院
(
栄
養
失
調
や
体
じ
ゅ

う
キ
ズ
の
人
が
多
い
)
で
、
就
職
は

九
%
。
「
保
護
し
た
三
三
六
人
の
う

ち
、
職
が
あ
る
の
は
三
人
だ
け
、
暴

力
亭
主
で
も
す
が
る
し
か
な
い
」
。

中
に
は
暴
力
息
子
に
追
い
出
さ
れ
た

老
母
も
い
る
と
い
う
。
(日

-m読
売
)

〔
婦
人
会
館
〕

世
田
谷
に
区
立
婦
人
会
館

六
月
一
日
に
、
経
堂
に
オ
ー
プ
ン
。

託
児
室
っ
き
。
午
前
九
時
か
ら
午
後

十
時
ま
で
利
用
で
き
る
。
区
立
は
二

三
区
で
初
め
て
。

(
6
・
1
毎
日
)

都
の
婦
人
会
館
は
青
山
に

二
九
日
、
美
濃
部
知
事
は
初
め
て

建
設
予
定
地
を
明
ら
か
に
。
し
か
し

細
部
の
検
討
は
ま
だ
。
(
9
・
却
毎
日
)

国
立
婦
人
教
育
会
館
オ
ー
プ
ン

婦
人
教
育
の
振
興
を
は
か
つ
て
設

立
さ
れ
た
婦
人
教
育
会
館
が
埼
玉
県

嵐
山
町
に
二
O
日
オ
ー
プ
ン
。
三
五

O
人
収
容
の
宿
泊
施
設
、
千
人
以
上

が
使
え
る
研
修
施
設
、
テ
ニ
ス
・
パ

レ

l
コ
l
ト
も
備
え
、
国
立
と
し
て

は
世
界
で
も
初
め
て
。
一
四
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
二
万
八
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
建
物
が
。

(m-m各
紙
)

〔
そ
の
他
〕

政
策
立
案
に
女
性
も

地
婦
連
な
ど
八
つ
の
婦
人
団
体
代

表
が
首
相
に
婦
人
の
地
位
向
上
に
つ

い
て
要
望
。
首
相
は
「
皆
さ
ん
の
意

見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
答

え
た
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
に
は
答

え
ず
。

(
1
・
9
各
紙
)

福
祉
後
退
が
ま
ん
型

五
十
二
年
度
予
算
大
蔵
省
案
が
十

三
日
内
示
さ
れ
た
が
、
福
祉
の
中
身

は
、
健
康
保
険
自
己
負
担
の
左
幅
ア
ッ

プ
な
ど
弱
者
を
直
撃
す
る
つ
低
u

福
祉
高
負
担
」
で
福
祉
政
策
は
大
幅

に
後
退
。
二
O
世
帯
に
二
人
の
寮
母

を
、
と
の
母
子
寮
関
係
者
の
要
求
は

認
め
ら
れ
ず
、
運
営
費
ア
ッ
プ
で
も
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わ
ず
か
七
%
だ
け
。

(l
・
日
朝
日
)

わ
く
厳
し
く
H

ケ
チ
福
祉
H

総
額
二
八
兆
五
一
四
二
億
円
。
十

三
日
、
五
十
二
年
度
予
算
の
大
蔵
原

案
内
定
。
景
気
浮
揚
、
物
価
抑
制
、

財
政
再
建
の
ト
リ
レ
ン
マ
(
三
重
苦
)

の
中
で
、
チ
ビ
チ
ビ
福
祉
に
、
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
。

(-
-m読
売
)

四
月
十
日
を
婦
人
の
日
に

自
民
党
は

「
ひ
な
祭
り
」
を

「婦

人
の
日
」
に
す
る
構
想
に
つ
い
て
協

議
し
た
が
婦
人
対
策
特
別
委
は
①
婦

人
の
日
制
定
は
望
ま
し
い
が
②
婦
人

参
政
権
を
初
め
て
行
使
し
た
四
月
十

日
が
ふ
さ
わ
し
い
と
提
案
、
さ
ら
に

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
3
・4
朝
日
)

国
民
生
活
審
が

「
社
会
指
標
」
速
報
体
制

生
活
の
質
を
数
字
で
表
示
す
る
社

会
指
標
が
国
民
生
活
審
議
会
で
ま
と

ま
る
。
離
婚
を
家
族
の
解
体
と
見
な

し
て
い
た
り
、
進
学
率
に
つ
い
て
も
、

受
験
地
獄
の
検
討
が
な
か
っ
た
り
で

問
題
が
多
い
。

(
3
・
お
毎
日
)

労
働
省
婦
人
少
年
局
三

O
歳
に
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初
代
局
長
の
山
川
菊
栄
さ
ん
は

「私
た
ち
の
お
も
な
仕
事
は
、
婦
人

少
年
局
そ
の
も
の
の
宣
伝
で
し
た
」

と
ふ
り
返
る
。
現
局
長
の
森
山
真
弓

さ
ん
は
、
「身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
婦

人
が
男
性
と
平
等
な
立
場
に
H

参
加
仰

し
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
の
課
題
」
。

(
9
・ー
読一
売
)



労
働

〔

l
L
O
看
護
婦
条
約
〕

l
L
O、
看
護
婦
条
約
を
採
択

日
本
は
棄
権

I
L
O
の
本
会
議
は
、
週
休
四
八

時
間
、
週
四
0
時
間
労
働
の
「
看
護

職
員
の
雇
用
お
よ
び
労
働
・
生
活
条

件
に
関
す
る
条
約
」
を
一
一
一
日
採
択

し
た
。
し
か
し
、
票
決
の
際
、
日
本

政
府
代
表
は
「
無
理
な
話
」
と
突
っ

ぱ
ね
て
棄
権
し
た
。
労
働
側
代
表
と

し
て
出
席
し
た
拓
植
つ
い
子
さ
ん
ら

は、

I
L
O
の
線
に
近
づ
け
る
運
動

を
展
開
す
る
と
い
う
。
(
6
・2
毎
日
)

看
護
婦
条
約
の
批
准
を

I
L
O総
会
で
、
日
本
政
府
代
表

は
「
看
護
婦
条
約
」
の
票
決
を
棄
権

し
た
。
こ
れ
は
看
護
婦
の
地
位
向
上

に
反
対
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
一
方
で
、
深
刻
な
看
護
婦

不
足
を
生
ん
で
い
る
の
だ
。
も
し
わ

が
国
の
看
護
婦
教
育
が
、
国
際
水
準

以
下
な
ら
、
早
急
に
是
正
す
る
必
要

が
あ
る
。
政
府
は
、
世
界
の
国
々
か

ら
H

看
護
婦
地
獄
u

な
ど
の
非
難
を

浴
び
な
い
う
ち
に
「
看
護
婦
条
約
」

に
そ
っ
て
、
地
位
向
上
と
医
療
全
般

へ
の
積
極
的
な
参
加
体
制
を
確
立
す

べ
き
だ
。

(
7
・2
信
毎
)

〔
雇
用
・
就
職
〕

大
学
院
は
出
た
け
れ
ど

東
京
大
学
で
就
職
先
の
な
い
博
士

浪
人
が
激
増
し
て
い
る
。
博
士
課
程

を
終
え
な
が
ら
落
ち
着
く
先
が
み
つ

か
ら
ず
、
高
校
の
時
間
講
師
や
家
庭

教
師
と
し
て
生
活
費
を
か
せ
ぐ
人
が

多
い
。
大
学
関
係
者
の
話
で
は
、
か

つ
て
は
か
な
り
の
数
の
大
学
教
授
が

東
大
出
身
で
、
大
学
院
を
出
る
と
順

次
、
講
師
や
助
教
授
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
新
設
大
学
な
ど

は
白
校
で
教
授
陣
を
養
成
し
始
め
る

な
ど
、
大
学
院
生
の
現
実
は
厳
し
い
。

(
1
・3
朝
日
)

大
卒
女
子
は
売
り
場
庖
員

苦
し
い
女
子
就
職
戦
線
の
中
で
ジ
ャ

ス
コ
な
ど
ス
ー
パ
ー
が
大
量
採
用
。

今
ま
で
の
採
用
の
結
果
が
成
功
だ
っ

た
か
ら
。
だ
が
大
卒
の
レ
ッ
テ
ル
は

こ
の
業
界
で
は
も
う
無
意
味
。

(
2
・4
朝
日
)

女
性
は
不
況
に
も
強
い

η

一
九
七
四
、
七
五
両
年
の
失
業
状

況
結
果
(
パ
リ
経
済
協
力
開
発
機
構

発
表
・
二
月
三
日
)
に
よ
れ
ば
、
米
、
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英
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
七
か
国
で
、
女

性
の
雇
用
が
男
性
を
上
回
る
。
た
だ

し
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
は
減
:
:
:
。

(
2
・5
読
売
)

百
貨
底
で
は
女
性
上
位

就
職
浪
人
が
六
%
に
達
し
そ
う
な

不
況
の
春
だ
が
西
武
百
貨
庖
で
は
大

卒
男
子
七
O
人
に
対
し
女
子
七

O
人

を
採
用
、
給
与
は
同
じ
。
将
来
の
幹

部
に
・
:
と
積
極
的
。

(
3
・
出
朝
日
)

国
鉄
、
戦
後
初
の
女
性
採
用

国
鉄
は
昭
和
二
十
四
年
の
女
子
労

働
者
大
量
首
切
り
以
来
、
電
話
交
換

手
・
看
護
婦
・
パ
ス
車
掌
以
外
の
一

般
職
へ
の
女
子
採
用
を
中
止
し
て
い

た
が
、
四
月
一
日
付
で
二
七
名
の
準

職
員
を
戦
後
初
め
て
採
用
し
た
。
全

職
員
四
三
万
人
中
、
女
性
は
二
%
弱

の
七

0
0
0人
だ
が
、
組
合
側
に
は

「
い
い
職
場
を
女
性
に
と
ら
れ
る
」

と
い
う
目
立
た
ぬ
反
対
が
あ
る
。

(
5
・4
朝
日
)

小
笠
原
島
職
員
に
初
の
女
性

二
回
目
の
職
員
採
用
試
験
。
三
七

倍
の
難
闘
を
突
破
、
二

O
歳
の
女
性

が
初
採
用
さ
れ
た
。

(
9
-
m毎
日
)

女
子
の
就
労
状
況

雇
用
労
働
者
と
し
て
働
く
女
子
は

一二

O
三
万
人
、
四
十
九
年
、
五
十

年
の
連
続
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
、
五
十

一
年
に
は
三
・
一
%
の
プ
ラ
ス
に
。

特
に
建
設
業
(
六
・
一
%
)
、
運
輸

通
信
業
(
四
・
八
%
)
、
卸
小
売
業

(
四
・
五
%
)
が
増
加
、
管
理
的
職

業
は
九
・
一
%
も
増
加
し
た
が
、
単

純
作
業
は
さ
ら
に
大
き
く
一
一
二
ハ

%
増
。
既
婚
者
は
六
四
・
一
%
、
男

に
対
す
る
賃
金
は
五
六
・
一
。
企
業

の
二
割
が
男
女
別
定
年
制
で
、
四
O

歳
未
満
五
・
六
%
、
四
O
l
五
五
歳

六
三
%
、
五
五
歳
以
上
一
三
・
三
%
。

(m
・
幻
朝
日
)

女
子
学
生
哀
歌

来
春
卒
業
見
込
み
の
四
年
制
女
子

大
生
は
八
万
六
千
人
。
う
ち
五
万
二

千
人
が
就
職
を
希
望
し
て
い
る
。
女

性
の
職
場
進
出
と
い
う
点
で
は
欧
米

や
ソ
連
な
ど
と
比
べ
、
我
が
国
は
後

進
国
。
一
部
で
は
男
性
と
肩
を
並
べ

て
働
く
婦
人
も
み
ら
れ
る
が
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
社
会
は
ま
だ
ま
だ
H

男
優

位
九

(m
・
幻
日
経
)

〔
内
職
・
パ

I
ト〕

手
を
に
ぎ
る
「
内
職
・
パ

l
卜」

二
二
|
三
日
総
評
主
婦
の
会
主
催

で
聞
か
れ
た
「
第
十
三
囲
内
職
パ
ー

ト
大
会
」
に
約
三
0
0
0人
が
参
加
。

昨
年
の
内
職
工
賃
の
平
均
は
時
給
二

六
四
円
で
前
年
よ
り
六
三
円
ア
ッ
プ
。

だ
が
二

O
O円
以
下
が
半
数
を
占
め
、

家
内
労
働
手
帳
を
受
け
て
い
る
の
は

五
%
。
こ
の
打
破
の
た
め
「
時
給
四

五
五
円
以
上
」
の
要
求
と
、
労
組
と

の
連
携
な
ど
を
決
議
。
(
2
・mm
読
売
)
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人
気
高
ま
る
主
婦
パ

l
ト

郊
外
デ
パ
ー
ト
で
働
く
奥
さ
ん
パ
ー

ト
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
「
地

元
密
着
の
意
味
か
ら
も
効
果
が
あ
る
。

人
生
経
験
も
豊
富
だ
し
、
商
品
を
見

分
け
る
力
も
あ
る
」
と
デ
パ
ー
ト
側

は
評
価
。

(
7
・
7
東
京
)
一

主
婦
、
パ

l
ト
で
奮
戦

不
況
、
物
価
高
の
な
か
、
パ
ー
ト

応
募
者
が
激
増
し
て
い
る
。
募
集
が

あ
れ
ば
す
ぐ
満
パ
イ
で
、
小
さ
い
子

持
ち
主
婦
が
多
く
、
レ
ジ
ャ
ー
派
は

姿
を
消
し
、

H

少
し
で
も
収
入
に
な

れ
ば
H

と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
。

(
日
・
尚
道
新
)

H

安
全
弁
u

扱
い
に
対
抗

二
年
半
前
の
パ

l
ト
五

O
歳
定
年



制
に
反
対
し
て
結
成
さ
れ
た
ベ
ト
リ

カ
メ
ラ
の
パ

l
ト
組
合
は
十
月
の
会

社
倒
産
後
も
、
労
組
と
協
力
し
て
、

自
主
再
建
を
目
指
し
て
い
る
。
全
国

で
約
一
九

O
万
人
と
も
言
わ
れ
る
女

性
の
パ

l
ト
は
主
婦
が
多
く
、
不
況

時
に
は
ま
っ
先
に
切
り
捨
て
ら
れ
る

が
、
「
パ

l
ト
は
安
全
弁
と
い
う
考

え
を
当
然
と
す
る
社
会
を
変
え
て
行

き
た
い
」
と
。
(
ロ
・
幻
朝
日
)

内
職
の
悩
み
聞
き
ま
す

物
価
高
と
収
入
の
伸
び
悩
み
で
内

戦
者
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
不
況
で

求
人
は
減
り
工
賃
は
安
い
。
県
で
は

「
家
内
労
働
旬
間
」
中
「
内
職
移
動

相
談
所
」
を
開
設
。
工
賃
の
安
さ
と

女
性
に
技
術
の
な
い
の
が
悩
み
の
た

ね
と
い
う
。

(
5
・
幻
徳
島
)

都
内
、
内
職
者
の
実
態

東
京
都
労
働
局
が
二
二
日
発
表
し

た
「
東
京
都
に
お
け
る
内
職
的
家
内

労
働
の
実
態
」
に
よ
る
と
、
都
内
二

九
三
万
人
の
主
婦
の
う
ち
、
常
時
内

職
者
は
推
定
二
一
万
、
一
時
間
一

O

oー
二
四
九
円
の
賃
金
で
働
い
て
い

る
。
動
機
は
大
半
が
「
ヒ
マ
が
あ
っ

て
も
っ
た
い
な
い
」
だ
が
、
四
分
の

一
は
「
内
職
し
な
い
と
苦
し
い
」
。

(ロ

-m毎
日
)

主
婦
内
職
は
レ
ジ
ャ
ー
型

都
労
働
局
が
ま
と
め
た
内
職
の
実

態
調
査
で
、
「
現
在
し
て
い
る
」
四
・

九
%
「
こ
の
一
年
以
内
に
し
た
こ
と

が
あ
る
」
四
・
一
%
、
推
定
数
二
六

万
四
千
人
が
経
験
。

そ
の
理
由
は
「
ヒ
マ
が
あ
っ
て
も
っ

た
い
な
い
」
五
六
・
三
%
、
「
自
由

に
な
る
お
金
が
ほ
し
い
」
四
三
・
七

%
、
「
世
帯
主
の
収
入
が
十
分
で
な

い
」
二
三
%
。
使
い
道
は
「
自
分
の

小
遣
い
」
「
生
活
費
」
が
同
率
ト
ッ

プ
で
五

0
・
六
%
。
回
答
者
は
一
般

家
庭
主
婦
二
二
八
人
、
内
職
補
導

所
登
録
者
三
七
六
人
、
授
産
場
居
宅

内
職
者
七
八
人
の
計
一
六
七
二
人
o

w
内
戦
主
婦
M

の
全
部
的
調
査
は
こ

れ
が
初
め
て
。
(
ロ

-m読
売
)

〔
差
別
・
不
平
等
〕

入
社
試
験
の
指
定
校
制
度

企
業
に
廃
止
働
き
か
け

海
部
文
相
は
二
回
目
、
学
歴
偏
重

社
会
を
打
破
す
る
手
だ
て
と
し
て
、

入
社
試
験
の
指
定
校
制
度
を
廃
止
す

る
よ
う
企
業
に
働
き
か
け
て
い
く
意

向
を
明
ら
か
に
し
た
。
(
1
・
お
朝
日
)

l
L
O
四
条
約
批
准
を

総
評
は
、
「
婦
人
の
十
年
圏
内
行

動
計
画
」
に
つ
い
て
つ
男
女
の
役

割
固
定
打
破
と
男
女
平
等
実
現
の
た

め
の
条
件
。
つ
く
り
u

を
無
視
し
た
具

体
策
抜
き
の
作
文
だ
」
と
批
判
す
る

態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
と
と

も
に
、
①
男
女
平
等
、
母
性
保
障
に

か
か
わ
る
四
つ
の

I
L
O条
約
を
批

准
し
、
関
係
国
内
法
を
整
備
す
る
、

②
男
女
平
等
の
労
働
権
を
確
立
す
る

た
め
労
働
基
準
法
を
改
正
す
る
、
の

二
点
を
要
求
す
る
運
動
を
春
闘
の
重

点
課
題
と
し
て
進
め
る
よ
う
、
全
国

の
加
盟
単
産
、
都
道
府
県
評
あ
て
に

通
知
し
た
。

(
2
・
4
朝
日
)

H

女
性
の
応
募
は
ダ
メ
u

に
怒
る

政
府
資
金
に
よ
る
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
の
大
卒
職
員
募
集
を
「
日
本
男

子
」
と
し
た
の
を
労
組
が
抗
議
し
た

が
、
研
究
所
側
は
「
国
籍
」
だ
け
を

削
っ
て
求
人
広
告
し
た
た
め
婦
人
部

は
百
人
近
い
署
名
を
集
め
て
撤
回
を

迫
り
、
国
会
に
も
働
き
か
け
る
。

(
2
-
U
朝
日
)

H

男
女
募
集
u

に
是
正

監
督
官
庁
の
通
産
省
が
是
正
を
指

導
。
同
研
究
所
は
「
男
女
募
集
」
の

広
告
を
出
す
と
い
う
異
例
の
措
置
に

踏
み
切
っ
た
。

(
2
・
凶
朝
日
)
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男
女
差
別
定
年
制
は
「
差
別
」

参
院
予
算
委
員
会
で
田
中
寿
美
子

議
員
(
社
)
が
「
国
内
行
動
計
画
か

ら
男
女
差
別
定
年
制
是
正
が
抜
け
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
た
だ
し
、
さ

ら
に
「
男
子
五
五
歳
、
女
子
五

O
歳

の
定
年
は
差
別
。
企
業
の
三
二
・
四

%
は
こ
の
よ
う
な
差
別
定
年
制
を
と
っ

て
い
る
」
と
迫
っ
た
。
石
田
労
相
は

「
明
ら
か
に
差
別
で
あ
り
、
労
働
基

準
法
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
答
弁
し

た。

(
4
・6
朝
日
)

田
植
賃
、
男
女
同
額
に
是
正

人
吉
市
農
業
委
員
会
が
決
め
た
田

植
え
の
日
雇
い
賃
金
は
昨
年
よ
り
男

は
二

O
O円
増
、
女
は
四

O
O円
増

で
、
共
に
二
、
二

O
O円
に
是
正
さ

れ
た
。「
回
植
え
の
場
合
、
女
性
の
ほ
う

が
む
し
ろ
働
く
」
と
。
(
5
・
口
熊
本
日
日
)

女
性
差
別
是
正
六
億
二
千
万
円

「
差
別
賃
金
は
労
基
法
四
条
違
反
」

と
、
立
石
電
機
を
従
業
員
組
織
が
京

都
下
労
基
署
に
訴
え
て
い
た
が
、
同

署
は
こ
れ
を
認
め
て
A
註
側
に
勧
賀

会
社
は
本
年
一
月
、
女
子
従
業
員
や

退
職
者
二
六

O
O人
に
総
額
六
億
二

千
万
円
を
支
払
っ
た
。
(
5
-
n
朝
日
)

女
性
差
別
を
五
年
間
で
追
放

労
働
省
は
企
業
内
の
女
性
差
別
を

今
年
か
ら
五
か
年
計
画
で
解
消
す
る

方
針
を
決
め
た
。

計
画
に
よ
る
と
今
年
は
差
別
企
業

の
実
態
を
調
査
。
そ
れ
に
基
づ
い
て

五
十
三
、
四
年
度
で
四

O
歳
未
満
定

年
制
や
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
退
職
制

の
解
消
を
は
か
る
。

企
業
側
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
強
力
な
手
段
も
と
る
方
針
。

(
6
-
M
朝
日
)

女
性
の
差
別
な
く
な
る
か
?

労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
「
若
年
定
年

制
、
結
婚
退
職
制
等
改
差
犀
次
計
画
」

を
策
定
し
た
。

実
際
は
、
従
業
員
三

O
人
以
上
の

企
業
で
定
年
制
を
採
用
し
て
い
る
の

は
七
四
・
一
%
。
男
女
別
定
年
制
の

あ
る
企
業
は
一
三
了
五
%
。
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
な
ど
女
子
だ
け
に
適
用

さ
れ
る
差
別
退
職
制
の
あ
る
企
業
七
・

九
%
。だ
が
問
題
が
法
廷
に
持
ち
出
さ
れ

な
い
限
り
差
別
は
な
か
な
か
改
め
ら

れ
な
い
。
「
女
を
安
上
が
り
の
労
働

力
と
し
て
い
る
国
内
行
動
計
画
で
は

小
手
先
の
施
策
を
い
く
ら
積
み
重
ね

て
も
ダ
メ
」
と
総
評
婦
人
部
。

(
6
・n毎
日
)

女
の
職
場
へ
の
男
性
進
出
反
対

長
崎
県
諌
早
市
で
学
校
の
給
食
室

に
バ
ー
ナ
ー
な
ど
の
機
械
設
備
が
入
っ

た
。
こ
れ
ら
の
操
作
の
た
め
、
こ
と

し
三
月
初
め
て
男
性
一
人
採
用
を
内

定
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
知
っ
た
市
内

一
四
小
学
校
の
女
性
調
理
員
が
、

「
女
性
か
ら
仕
事
を
奪
う
」
と
組
合

を
通
じ
て
市
当
局
に
採
用
中
止
を
申

し
入
れ
た
。
男
性
は
市
水
道
局
で
臨

時
勤
め
を
し
な
が
ら
正
式
採
用
を
待

つ
毎
日
。
市
当
局
は
思
案
中
。

(
9
・
日
西
日
本
)
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婦
人
労
働
改
善
に
息
長
い
運
動

婦
人
一
雇
用
者
数
は
こ
れ
ま
で
の
最

高
に
達
し
た
が
、
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
も
、
そ
れ
に
対
す
る
処
遇
も
不

十
分
で
あ
る
。
今
日
か
ら
始
ま
っ
た
・

婦
人
労
働
週
間
は
「
職
場
に
お
け
る

男
女
平
等
」
を
目
標
に
、
若
年
定
年

制
、
結
婚
退
職
制
、
同
一
賃
金
等
の

将
来
の
問
題
の
ほ
か
、
婦
人
の
就
業

分
野
の
拡
大
を
テ
l
マ
に
加
え
た
。

働
く
婦
人
が
増
え
た
と
い
っ
て
も

多
く
は
臨
時
や
パ

l
ト
。
そ
の
背
景

に
は
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が
あ

る
が
、
性
急
な
運
動
で
は
逆
効
果
を



生
む
危
険
が
あ
る
。
息
長
い
運
動
を

繰
り
返
す
ほ
か
な
い
。
同
時
に
婦
人

自
身
の
意
識
変
革
が
必
要
。
ま
た
時

間
外
労
働
制
限
も
問
題
。
労
相
の
諮

問
機
関
「
就
業
に
お
け
る
男
女
平
等

問
題
研
究
会
」
が
保
護
法
制
を
見
直

す
よ
う
提
言
し
て
い
る
が
、
働
く
婦

人
の
側
か
ら
声
が
出
れ
ば
運
動
は
よ

り
強
力
と
な
ろ
う
。

(m
・
幻
毎
日
)

聡
場
で
男
女
は
平
等
か

「
婦
人
職
場
指
導
者
ゼ
ミ
ナ
l
ル」

が
東
京
・
芝
で
八
O
人
を
集
め
て
聞

か
れ
、
三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
自
社
の

状
況
を
発
表
。

(
婦
人
洋
品
卸
販
売
会
社
)
従
業

員
一
三
O
O
人
、
う
ち
一
O
O
O
人

が
女
性
だ
が
大
学
卒
は
八
O
人
、
既

婚
者
一
八
O
人
。
大
卒
三
O
人
採
用

募
集
に
八
O
O
人
が
殺
到
し
た
。

(
ホ
テ
ル
)
五
七
O
人
の
う
ち
女

は
二
O
O
人
、
役
職
八
一
人
中
、
女

一
七
人
、
取
締
役
も
一
人
い
る
。
占

領
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
た
時
期
に
男

女
別
な
し
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
。

(
電
算
機
製
造
販
売
会
社
)
三
万

五
O
O
O
人
中
、
九
O
O
O
人
。
課

長
代
理
は
三
人
、
女
子
リ
ー
ダ
ー
一

五
O
人
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
一
O
O
人
。

新
し
い
仕
事
な
の
で
試
み
を
大
事
に

し
、
女
性
管
理
職
も
採
用
し
た
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
に
一
五
%
入
っ

て
い
た
女
は
、
今
や
H

い
ら
な
い
u

と
言
わ
れ
て
い
る
。

パ
ネ
ラ
l
の
一
人
、
西
独
の
記
者

ヒ
ー
ル
シ
ャ
ー
さ
ん
は
、
「
結
婚
ま

で
就
労
す
る
O
L
は
非
常
に
日
本
的
。

も
っ
と
驚
く
の
は
、
能
力
を
持
た
な

け
れ
ば
職
業
人
と
し
て
生
き
て
い
け

な
い
経
験
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
し
て

き
た
母
親
た
ち
が
、
自
分
の
子
に
同

じ
よ
う
な
生
き
方
し
か
で
き
な
い
教

育
を
し
て
い
る
こ
と
」
と
嘆
い
た
。

(m
・
お
朝
日
)

遅
い
昇
給
・
乏
し
い
研
修

「
男
性
に
く
ら
べ
て
女
性
の
賃
金
や

格
付
け
、
業
務
、
一
福
利
厚
生
制
度
利

用
な
ど
、
制
度
上
・
運
用
上
の
差
別

が
あ
る
。
調
査
を
し
て
ほ
し
い
」
と

日
本
航
空
の
女
子
社
員
三
五
人
が
、

「
女
性
の
権
利
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
(
鍛
冶
千
鶴
子
委
員
長
)
に
申

し
立
て
を
行
な
っ
た
。

申
立
書
は
、
最
近
の
女
子
社
員
の

比
率
の
増
加
、
男
子
と
同
一
ま
た
は

同
質
の
労
働
を
女
子
が
行
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

(
日
・
日
朝
日
)

初
任
給
は
伸
び
た
が

労
働
省
が
三
日
ま
と
め
た
「
五
十

二
年
度
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
初
任
給
は
男
子
中
卒
と

女
子
大
卒
の
伸
び
率
が
よ
く
、
い
ず

れ
も
八
・
八
%
ア
ッ
プ
。
た
だ
し
女

子
大
卒
の
就
職
先
は
小
企
業
が
ト
ッ

プ
で
三
一
了
七
%
、
次
い
で
大
企
業

二
八
・
一
%
、
中
企
業
一
二
・
七
%

の
順
。
男
子
大
卒
は
大
企
業
三
O
%
、

中
人
圭
丞
一
五
・
七
%
、
小
企
業
二

0
・

九
%
。

(ロ・
4
読
売
)

H

差
別
な
し
u

は
タ
テ
マ
ヱ
だ
け

「
闘
い
続
け
る
女
た
ち
|
|
低
成
長

の
き
び
し
さ
の
中
で
」
を
テ
I
マ
に

〈
国
際
婦
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て

行
動
を
起
こ
す
女
た
ち
の
会
〉
が
総

括
集
会
を
聞
い
た
。

「
民
間
の
会
社
だ
け
で
な
く
、
地
方

公
共
団
体
に
よ
っ
て
は
、
上
級
職
試

験
の
受
験
資
格
を
男
性
だ
け
に
限
っ

た
り
、
男
性
の
多
い
職
種
で
給
与
体

系
を
変
え
て
い
る
」
と
告
発
。

(ロ・
5
朝
日
)

H

女
の
壁
u

昨
今

「
結
婚
し
て
も
働
き
続
け
る
意
気
ご

み
な
の
に
女
子
大
生
に
企
業
の
門
は

厚
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
」
「
女
の
子

は
会
社
の
潤
滑
油
。
も
ろ
も
ろ
の
雑

事
を
素
直
に
や
り
、
コ
ピ
l
と
り
の

最
中
で
も
男
が
く
れ
ば
『
お
先
に
ど

う
ぞ
』
と
い
う
の
が
、

H

期
待
さ
れ
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る
女
子
社
員
九
だ
か
ら
結
婚
退
職

制
が
な
く
て
も
四
、
五
年
で
や
め
る
」

長
野
県
社
会
部
の
調
査
で
は
、
男

女
別
定
年
の
企
業
は
二
三
・
四
%
。

特
に
輸
送
用
機
器
・
衣
服
・
精
密
機

器
な
ど
女
子
の
多
い
企
業
が
男
女
別

定
年
を
採
用
。

「
男
以
上
に
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
一

人
前
と
認
め
ら
れ
な
い
」
「
技
何
は

同
じ
で
も
、
い
つ
結
婚
す
る
か
:
・
と

信
頼
感
が
な
い
」

県
労
働
科
学
研
究
所
の
四
十
九
年

の
調
査
で
は
「
女
は
役
職
に
昇
進
で

き
な
い
」
コ
ご
・
八
%
、
「
昇
進
は

男
が
有
利
」
二
九
・
二
%
。
平
等
と

い
わ
れ
る
県
職
員
で
も
、
本
庁
の
女

性
二
ニ

O
人
中
、
係
長
以
上
は
係
長

二
人
だ
け
。

ま
た
学
校
で
は
「
出
産
を
前
に
退

職
勧
告
」
「
家
族
が
病
気
で
も
休
め

な
い
」夫
と
の
関
係
は
、
「
大
半
は
従
属

物
で
我
慢
」
「
何
回
も
決
意
し
て
は

崩
れ
た
離
婚
。
い
ざ
断
行
し
た
ら
胸

の
つ
か
え
が
サ
ッ
と
お
り
た
。
こ
ん

な
に
気
楽
で
い
い
の
か
と
思
う
ほ
ど
」

*
 

七
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た

〈
女
の
壁
〉
、
「
し
か
し
国
際
婦
人
年

以
来
、
女
も
平
等
な
の
だ
と
い
う
考

え
が
六
、
七
O
代
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
の
頭
に
も
入
っ
て
き
た
」
で
結

ぼ
れ
て
い
る
。
(
ロ
・

6
-
U
信
毎
)

平
均
賃
金
一
六
万
対
一

O
万

都
労
働
局
が
発
表
し
た
「
中
小
・

小
規
模
企
業
の
賃
金
白
書
」
で
は
平

均
賃
金
男
子
三
六
・
四
歳
、
二
ハ
万

七
四
六

O
円
、
女
子
三
三
・
二
歳
、

一
O
万
四
四
七
O
円
と
格
差
が
ハ
ツ

キ
リ
。
前
年
比
は
中
企
業
で
九
・
四

%
、
小
企
業
で
六
・
八
%
ア
ッ
プ
だ

が

。

(

ロ

・

ロ

読

売

)

ピ
ン
ク
カ
ラ
l
労
働
者

伝
統
的
な
女
性
の
職
場
で
働
く
労

働
者
を
問
題
に
し
た
「
ピ
ン
ク
カ
ラ
ー

労
働
者
」
が
い
ま
米
国
で
注
目
を
あ

び
て
い
る
。
米
国
の
女
性
労
働
者
は

全
労
働
者
の
四
一
%
だ
が
、
給
料
は

男
の
五
七
%
。
ピ
ン
ク
カ
ラ
l
の
多

く
は
家
事
に
関
連
し
た
仕
事
、
す
な

わ
ち
女
が
金
銭
的
報
酬
な
し
に
働
い

て
き
た
仕
事
。
だ
か
ら
賃
金
も
低
い
。

男
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
、
‘
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
進
出
す

る
と
と
も
に
、
ピ
ン
ク
カ
ラ
!
の
仕

事
と
賃
金
の
関
係
を
考
え
直
そ
う
、

と
い
う
の
が
米
国
の
女
性
労
働
界
の

大
き
な
動
き
に
な
っ
て
い
る
。

(ロ

-m読
売
)

不
況
下
、
人
員
整
理
は
女
か
ら

交
通
遺
児
家
庭
の
働
く
母
親
の
五

五
%
は
パ

1
ト
。
平
均
月
収
は
八
万

円
を
割
る
。
不
況
の
中
で
人
員
整
理

の
対
象
に
さ
れ
る
人
が
後
を
た
た
な

い
。
社
員
の
場
合
で
も
実
際
は
解
雇

に
近
い
希
望
退
職
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
コ
パ
ル
で
は
、

五
O
年
に
希
望
退
職
者
を
募
っ
た
が

応
募
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
「
二

人
以
上
子
供
の
い
る
女
性
」
を
解
雇

し
た
。
そ
の
後
、
景
気
が
上
向
き
、

再
び
新
規
採
用
も
し
、
パ
ー
ト
も
雇
っ

た
。
円
高
不
況
の
今
、
ま
た
ま
た
パ
ー

ト
の
年
内
整
理
。
会
社
の
都
合
で
切

り
捨
て
ら
れ
る
女
性
た
ち
。

(
ロ
・
泊
朝
日
)
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〔
保
護
と
平
等
〕

1
L
O
か
ら
見
た
世
界
の
婦
人
労
働

近
年
の
婦
人
労
働
の
最
大
の
関
心

事
4

は
、
女
子
労
働
者
の
実
質
的
な
平

等
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
そ
の
場
rAR

女
子
労
働
者
の
保
護
と
の
関
連
を
ど

う
考
え
る
か
だ
。

世
界
の
大
き
な
流
れ
は
男
と
同
じ

基
盤
に
立
っ
て
、
男
女
同
じ
基
準
の

保
護
|
と
い
う
方
向
を
向
い
て
い

る
が
、
国
の
事
情
に
よ
っ
て
考
え
は

分
か
れ
る
。
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る

直
接
的
母
性
保
護
は
も
っ
と
強
め
よ

う
と
い
う
方
向
は
大
勢
を
し
め
て
い

る
。
(
高
橋
展
子
)
(
8
・
3
朝
日
)



働
く
婦
人
の
保
護
と
平
等

〔
イ
ギ
リ
ス
〕
働
く
婦
人
の
割
合

は
日
本
よ
り
か
な
り
高
く
、
結
婚
後

も
働
き
つ
づ
け
る
の
が
当
然
と
い
う

意
識
が
一
般
的
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
場
に
「
お
ば
さ
ん
」
ク
ラ
ス
の

労
働
者
を
見
か
け
る
。
法
的
に
も
雇

用
性
差
別
禁
止
や
母
性
保
障
な
ど
が

整
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
差
別

の
抗
議
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
っ
て
い

る。
〔
中
国
〕
夫
婦
共
働
き
は
ご
く
当

り
前
で
、
職
場
で
も
家
庭
で
も
完
全

に
男
女
平
等
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

産
休
は
五
六
日
だ
が
作
業
軽
減
に
配

慮
が
さ
れ
て
お
り
、
託
児
所
は
朝
か

ら
晩
ま
で
の
み
で
な
く
、
土
・
日
だ

け
引
き
取
っ
て
あ
と
は
ず
っ
と
預
け

る
と
い
う
形
も
可
能
。
託
児
所
で
母

乳
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
休
日

に
は
子
ど
も
づ
れ
の
夫
婦
が
公
園
に

ど
っ
と
く
り
だ
す
が
、
妻
の
表
情
に
、

天
の
半
分
を
支
え
る
誇
り
が
確
か
に

う
か
が
え
る
。

〔
ア
メ
リ
カ
〕
六
四
年
の
公
民
権

法
に
よ
っ
て
労
働
市
場
で
の
一
切
の

差
別
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
、
男
に
限

ら
れ
て
い
た
職
種
へ
の
進
出
が
急
速

に
進
ん
だ
。
し
か
し
一
方
で
、
夜
勤

を
平
等
に
押
し
つ
け
た
り
、
出
産
休

暇
を
認
め
な
い
会
社
が
出
る
な
ど
理

想
と
現
実
の
差
も
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
資
格
を
と
っ
て
差
別
を
克
服
す

る
た
め
か
、
主
婦
の
大
学
へ
の
U
タ
ー

ン
も
目
立
つ
と
い
う
。

〔
デ
ン
マ
ー
ク
〕
深
夜
勤
務
も
男

女
平
等
に
受
け
持
つ
し
、
家
事
育
児

も
ご
く
当
然
な
こ
と
と
し
て
夫
と
分

担
。
「
残
業
は
め
っ
た
に
な
い
が
、

ゃ
っ
た
と
き
は
そ
の
分
お
金
で
も
ら

わ
ず
休
暇
に
し
て
も
ら
う
」
と
新
聞

社
外
報
部
次
長
の
ジ
l
セ
ン
さ
ん
。

一
日
七
時
間
半
の
労
働
時
間
だ
が
、

今
一
番
の
希
望
は
「
も
っ
と
勤
務
時

聞
が
短
く
な
っ
て
家
庭
と
生
活
を
大

事
に
で
き
る
ゆ
と
り
が
ほ
し
い
」
こ

ん』。
〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
〕

外
国
人
が
ま
ず
驚
く
の
は
ど
こ
の
官

庁
・
民
間
会
社
で
も
女
性
が
多
い
こ

と
。
未
成
年
者
が
人
口
の
過
半
数
を

占
め
る
若
い
国
で
あ
り
、
青
年
男
子

に
兵
役
が
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
勤

労
者
の
四
割
は
女
性
。
し
か
し
、
男

女
の
賃
金
格
差
は
か
な
り
大
き
く
、

女
子
は
男
子
の
六
割
弱
。
多
民
族
社

会
の
常
で
、
言
語
や
宗
教
に
よ
る
差

別
を
禁
止
し
て
い
て
も
、
職
種
に
暗

黙
の
制
約
が
あ
る
。

〔
フ
ラ
ン
ス
〕
雇
用
平
等
や
母
性

保
障
な
ど
法
律
こ
そ
整
っ
て
い
る
が
、

現
実
の
職
場
に
は
旧
態
依
然
の
差
別

が
残
っ
て
い
る
。
女
性
の
平
均
賃
金

は
男
性
の
七
割
弱
、
若
い
女
性
の
六

割
は
失
業
中
。
「
経
営
者
の
女
性
軽

視
、
安
価
な
労
働
力
と
し
て
女
性
を

使
う
と
い
う
昔
な
が
ら
の
感
覚
が
問

題
の
根
源
」
と
、
労
働
総
同
盟
婦
人

問
題
担
当
執
行
委
員
プ
l
ボ
ン
女
史

は
言
・
っ
。
〔
エ
ジ
プ
ト
〕
全
雇
用
労
働
者
の

う
ち
女
性
は
約
一
四
%
。
社
会
主
義

国
で
婦
人
に
対
す
る
保
護
も
手
厚
く
、

賃
金
で
の
男
女
差
別
も
禁
止
さ
れ
、

守
ら
れ
て
い
る
。
物
価
が
高
く
給
料

が
安
い
と
い
う
国
民
全
体
の
不
満
は

聞
く
が
、
性
差
別
の
不
満
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
な
い
。
働
く
婦
人
の
当
面
の

問
題
は
育
児
と
い
う
が
、
工
場
に
は

保
育
所
が
普
及
し
て
き
つ
つ
あ
る
。

む
し
ろ
軍
隊
に
か
り
だ
さ
れ
る
男
性

の
昇
進
が
遅
れ
て
不
利
だ
し
、
夜
勤

な
ど
イ
ヤ
な
こ
と
だ
け
男
に
押
し
つ

け
て
あ
と
は
平
等
と
い
う
の
は
「
女

尊
男
卑
」
だ
と
ポ
ヤ
く
男
性
も
い
る
。

〔
韓
国
〕
労
働
者
の
約
四
割
が
女

性
。
輸
出
産
業
面
で
の
活
躍
が
目
立

ち
、
国
力
培
養
の
旗
手
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
が
実
態
は
過
酷
な

労
働
、
低
賃
金
。
賃
金
の
性
差
別
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
職
種
差
別
が
厳

し
く
、
女
子
の
平
均
賃
金
は
男
子
の

約
三
分
の
一
。
儒
教
精
神
の
色
濃
く

残
る
韓
国
で
女
性
の
権
利
拡
大
へ
の

道
は
こ
れ
か
ら
。

〔
ソ
連
〕
労
働
者
の
う
ち
女
性
は

五
一
%
。
大
学
卒
の
男
女
比
が
女
性

五
九
%
と
男
性
を
上
回
り
、
知
的
労

働
に
つ
く
比
率
が
高
い
。
給
与
平
均
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は
男
性
と
同
じ
。
母
性
に
対
し
て
国

家
が
種
々
の
思
典
を
整
え
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
共
働
き
で
な
お
、

家
事
労
働
の
負
担
が
女
性
に
か
か
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
、
離
婚
も
多
い
。

〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
〕
女
性
の
勤
務

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
場
、
軍

隊
も
、
解
禁
論
が
ふ
っ
と
う
中
。
こ

れ
が
解
禁
に
な
る
と
職
業
の
男
女
差

別
は
一

O
O
%な
く
な
る
。
問
題
は

そ
の
中
身
で
職
種
の
性
に
よ
る
偏
り

が
是
正
さ
れ
て
初
め
て
賃
金
の
完
全

同
一
化
が
図
れ
る
。
そ
こ
で
、
技
術

関
係
職
種
に
多
く
女
性
を
雇
用
す
る

よ
う
、
融
資
の
際
、
条
件
を
つ
け
た

り
、
学
校
教
育
で
男
女
の
職
業
選
択

の
既
成
観
念
と
偏
見
を
な
く
す
努
力

を
し
て
い
る
。

(m
・
幻

l
m道
新
)

〔
そ
の
他
〕

女
の
太
腕
で

n
地
銀
u

誕
生

昨
年
末
、
野
村
証
券
の
中
に
、
全

国
の
ベ
ス
ト
叩
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

w
地
銀
u

が
誕
生
。
働
く
の
は
、

「
累
積
投
資
募
集
員
」
と
い
う
約
二

三
O
O人
の
お
ば
さ
ん
た
ち
。

(
1
・7
毎
日
)

看
護
婦
に
夜
間
交
通
費
を
支
給

看
護
婦
の
夜
間
看
護
手
当
の
中
に

深
夜
通
勤
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
代
が

加
算
さ
れ
た
。
五
十
二
年
度
予
算
政

府
原
案
の
中
に
確
保
す
べ
く
厚
生
省

を
動
か
し
た
火
つ
け
役
は
〈
看
護
婦

の
オ
ヤ
ジ
の
会
〉
。

(
1
・
泊
朝
日
)

職
業
訓
練
手
当
、
四
月
か
ら
実
施

母
子
家
庭
の
母
親
の
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
中
を
保
障
す
る
も
の
。

間
合
わ
せ
は
職
安
へ
。
(
2
-
m
朝
日
)

水
産
加
工
場
の
主
婦
に
暗
雲

二
百
カ
イ
リ
の
規
制
で
、
釧
路
市

内
の
水
産
加
工
場
で
働
く
二
七

O
O

人
の
主
婦
が
失
業
寸
前
。(
3
-
m朝
日
)

週
休
二
日
制
、
壁
に
ぶ
つ
か
る

労
働
省
が
発
表
し
た
五
十
二
年
度

の
労
働
者
の
労
働
時
間
に
関
す
る
調

査
結
果
(
常
用
労
働
者
三

O
人
以
上

の
民
間
企
業
約
六
千
社
)
に
よ
る
と
、

週
休
二
日
制
を
採
用
し
て
い
る
企
業

は
全
体
の
四
割
強
。
三
年
間
横
ば
い

状
態
で
「
景
気
停
滞
の
影
響
大
」
と

同
省
は
み
て
お
り
、
「
公
務
員
、
金

融
関
係
の
抵
抗
感
」
な
ど
も
理
由
に

あ
げ
て
い
る
。

(
4
・
3
朝
日
)

第
二
ニ
回
働
く
婦
人
の
中
央
集
会

山
野
和
子
総
評
婦
人
対
策
部
長
を

実
行
委
員
長
に
五
月
一
回
、
一
五
日
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
約

一
七

O
O人
が
参
加
、
「
賃
金
」
「
母

性
保
護
」
「
職
業
病
」
な
ど
一
四
分

科
会
で
報
告
・
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

集
会
討
論
は
政
府
の
「
圏
内
行
動

計
画
」
を
め
ぐ
り
、
「
保
護
と
平
等
」

の
問
題
を
中
心
に
、
論
議
。

賃
金
を
め
ぐ
る
分
科
会
で
の
声
を

拾
う
と
、
「
雑
用
に
甘
ん
じ
差
別
と

考
え
な
い
の
は
退
職
す
る
気
だ
か
ら
」

「
永
勤
な
ら
不
満
」
「
春
闘
で
二

O
O

O
円
以
上
の
昇
給
額
で
も
女
は
七
五

O
円
で
頭
う
ち
」
「
基
本
、
生
活
給

は
男
は
四
五
歳
、
女
は
三

O
歳
で
ス

ト
ッ
プ
」

e
t
c
。
「
男
女
二
本
立

て
賃
金
違
法
は
勝
訴
の
申
藷
も
あ
り
、

労
働
基
準
監
督
局
に
申
告
を
」
と
大

羽
綾
子
氏
。
(
5
-
m
読
売
/
6
・4
信
毎
)
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腰
痛
保
母
さ
ん
職
業
病
に
認
定

帯
広
市
福
祉
事
務
所
の
保
母
さ
ん

(
二
八
)
。
岡
市
の
認
定
患
者
は
こ
れ

で
五
人
。

(
7
-
m
朝
日
北
海
道
)

容
姿
端
麗
の
方
、
給
三

O
万
円

三
越
が
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
タ
ー

ズ
」
七
期
生
を
募
集
。
一
八
|
二
三



歳
、
身
長
一
六
三
セ
ン
チ
以
上
の
人
。

合
格
者
は
三
か
月
特
訓
し
て
第
一
線

へ
。
一
年
契
約
。
(
叩
・
日
毎
日
)

働
く
既
婚
者
六
回
・
一
%
に

不
況
下
、
失
業
者
が
増
え
て
い
る

が
、
女
子
一
雇
用
は
、
四
十
九
、
五
十

年
と
二
年
連
続
減
少
の
あ
と
再
び
増

加
、
五
十
一
工
庁
年
ヰ
度
は
一
二

O
三
万
人
へ
、

7
一
%
ア
ツ
プ
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
数
と
な
っ
た
。

た
だ
し
増
加
数
五
一
万
の
大
半
は

臨
時
雇
い
。
公
務
員
の
雇
用
は
前
年

よ
り
減
少
。

既
婚
者
率
は
前
年
よ
り
二
%
増
。

三
五
歳
以
上
が
四
九
・
八
%
と
約
半

数
に
な
り
、
高
齢
化
し
た
。

平
均
給
与
は
一
二
万
九
六
七
五
円

(
男
は
一
三
万
九
九

O
円
)
で
前
年

よ
り
一
三
・
七
%
ア
ッ
プ
。

五
十
一
年
一
年
間
の
出
産
者
は
二
・

七
%
、
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
退
職
者

は
出
産
者
の
三
八
・
七
%
。
出
産
休

眠
は
産
前
三
六
・
四
日
、
産
後
四
八
・

七
日
(
労
働
省
発
表
)
。
(m-m毎
日
)

働
く
婦
人
の
た
め
の
講
習
会

二
七
日
札
幌
で
聞
か
れ
、
北
大
法

学
部
保
原
教
授
が
講
演
。
憲
法
で
は

性
に
よ
る
不
当
な
差
別
を
禁
止
し
て

い
る
が
、
母
性
保
護
規
定
が
雇
用
機

会
均
等
な
ど
と
両
立
し
な
い
た
め
、

見
直
し
の
必
要
も
問
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
現
状
で
保
護
規
定
を
一
挙
に

は
ず
す
の
は
問
題
が
あ
り
、
就
職
の

機
会
を
広
げ
る
た
め
の
何
ら
か
の
法

と
実
態
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
語
っ
た
。

(m-m道
新
)

お
化
粧
規
制
イ
ヤ
よ

「
お
化
粧
の
全
面
白
由
化
」
「
暑
苦

し
い
新
制
服
反
対
」
と
、
日
航
ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
が
闘
争
中
。
ボ
ー
ナ
ス
は

二
五
歳
六
一
万
九
千
円
で
妥
結
し
た

が
、
お
化
粧
の
や
り
直
し
指
導
等
の

規
制
は
未
解
決
。
一
着
一
八
万
円
、

森
英
恵
デ
ザ
イ
ン
の
新
制
服
は
、

O
人
の
う
ち
九
人
に
不
評
。
(ロ・

3
毎
日
)

初
の
世
界
婦
人
局
長
会
議

十
一
月
下
旬
、
ベ
ル
ギ
ー
で
聞
か

れ
た
「
婦
人
労
働
問
題
担
当
機
関
責

任
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
し
た
。

コ
二
か
国
(
米
ソ
は
不
参
加
)
、
五

O
人
が
参
加
し
た
が
、
婦
人
問
題
担

当
機
関
が
行
政
機
関
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
の
は
一
一
か
国
だ
け
。
日

本
は
、
三

O
年
の
実
績
を
持
ち
担
当

者
二

O
O人
で
活
発
」
と
紹
介
さ
れ

複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
差
別
撤
廃
法
が
成
立

し
て
二
年
だ
が
、
初
め
の
一
年
は
笑

い
話
の
種
に
し
か
さ
れ
な
か
っ
た
由
。

労
働
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
一
五

一
件
の
う
ち
、
申
し
立
て
が
認
め
ら

れ
た
の
は
三

O
件
と
厳
し
そ
う
。
英

代
表
に
質
問
が
集
中
し
て
い
た
。

E
C
九
か
国
も
男
女
平
等
を
明
確

に
う
た
っ
た
法
制
定
を
申
し
合
わ
せ

る
な
ど
活
発
な
動
き
が
あ
る
が
、
情

勢
は
必
ず
し
も
甘
く
は
な
く
、

I
L

O
は
米
国
の
脱
退
で
分
担
金
が
入
ら

な
く
な
り
、
婦
人
関
係
予
算
は
五

O

%
の
削
減
案
が
出
て
い
る

(
森
山
真
弓
・
婦
人
少
年
局
長
)

(ロ・

9
読
売
)

増
え
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

虚
像
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ

l
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
違
っ
て
着
実
に
増
え
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
。
桑
沢
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
の
夜
間
生
の
八
割
は
大
卒
・

短
大
卒
で
、
昼
間
働
き
つ
つ
専
門
職

へ
の
自
立
を
は
か
る
人
た
ち
。

日
米
会
話
学
院
の
加
藤
秀
子
先
生

は
「
自
分
の
持
っ
て
い
な
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
女
性
と
一
緒
に
仕
事
を

す
る
と
い
う
気
持
ち
を
、
男
が
も
っ

と
持
た
な
け
れ
ば
状
況
は
変
わ
ら
な

い
。
女
も
何
か
続
け
な
け
れ
ば
と
思

い
込
む
の
は
危
険
、
自
分
に
向
か
な

か
っ
た
ら
他
の
個
性
を
見
つ
け
る
こ

と
」
と
コ
メ
ン
ト
。
(
ロ
・
お
毎
日
)
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教
育

〔
教
育
現
場
〕

車
い
す
の
女
子
に
大
学
入
学
許
可

六
歳
で
せ
き
ず
い
炎
に
か
か
っ
た

白
石
さ
ん
が
名
古
屋
の
日
本
福
祉
大

学
の
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
学
費
が

安
い
の
で
指
折
り
の
同
大
学
は
、
便

所
を
特
設
、
段
差
を
ス
ロ
ー
プ
に
す

る
工
事
も
す
る
。

(
3
・
3
朝
日
)

給
食
費
六
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増

給
食
費
の
保
護
者
負
担
は
低
学
年

で
月
一
一
一
七
七
円
。
安
全
性
が
問
題

の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
副
食
器
は
小
学

校
で
三
六
%
、
中
学
で
四
O
%
も
使

わ
れ
て
い
る
。
都
教
委
の
昨
年
五
月

の
調
査
で
。

(
3
・
3
朝
日
)

女
子
教
育
こ
れ
で
い
い
の
か

「
い
ま
の
女
子
高
校
生
は
、
二
三
歳

ま
で
の
人
生
設
計
し
か
も
っ
て
い
な

い
」
と
、
「
女
子
教
育
小
分
科
会
」

で
女
教
師
の
発
言
。
教
育
現
場
で
は
、

男
女
の
役
割
分
業
論
の
固
定
化
の
傾

向
に
あ
る
。

(
3
・
日
毎
日
)

消
費
者
教
育
で
家
庭
科
共
修

葛
飾
区
立
中
心
中
学
校
の
石
阪
征

枝
教
諭
は
、
こ
の
一
年
、
家
庭
科
の

食
物
領
域
の
授
業
の
一
部
で
、
男
女

共
修
を
試
み
た
。
環
境
汚
染
に
重
点

を
あ
て
て
。

(
3
-
m毎
日
)

主
婦
ら
が
手
作
り
教
育
白
書

「
教
育
費
の
父
母
負
担
は
お
か
し
い
」

と
い
う
疑
問
を
大
切
に
育
て
、
二
年

間
、
コ
ツ
コ
ツ
と
解
明
に
取
り
組
ん

で
き
た
〈
横
浜
の
教
育
を
考
え
る
A
E〉

の
主
婦
た
ち
。

そ
の
成
果
「
五
十
一
年
度
P
T
A

予
算
書
に
み
る
義
務
教
育
へ
の
父
母

負
担
の
実
情
」
を
こ
の
ほ
ど
発
表
。

(
3
-
m毎
日
)
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女
性
十
三
人
「
娩
学
の
志
」

千
代
田
区
立
一
ツ
橋
中
学
校
で
通

信
教
育
を
終
え
た
卒
業
生
は
平
均
年

齢
五
O
余
歳
の
女
性
十
三
人
。
「
青

春
時
代
か
ら
、
向
学
心
を
燃
や
し
て

き
た
人
ば
か
り
」
と
馬
渡
範
子
教
諭
。

(
3
-
m読
売
)

車
イ
ス
で
も
立
派
な
教
師
に

中
東
頼
子
さ
ん
は
、
大
阪
市
の
教

員
採
用
試
験
に
合
格
。
だ
が
採
用
通

知
は
ま
だ
来
な
い
。
こ
の
た
め
昨
年

二
月
、
中
東
さ
ん
は
じ
め
支
援
の
障

害
者
団
体
、
教
師
、
学
生
た
ち
は



〈
車
イ
ス
の
教
師
を
つ
く
る
会
〉
を

結
成
、
大
阪
市
教
委
と
交
渉
し
て
き

た
が
、
こ
の
三
月
末
で
採
用
有
効
期

限
も
切
れ
る
。

(
3
・
お
毎
日
)

異
動
発
表
で
目
立
つ
女
性
の
進
出

都
内
公
立
校
の
女
性
校
長
は
新
た

に
十
一
人
、
教
頭
は
十
人
が
誕
生
。

(
3
・
幻
毎
日
)

楽
し
い
車
中
授
業

知
恵
遅
れ
の
幼
児
の
た
め
の
H

め

だ
か
学
園
M

は
園
児
の
大
半
が
市
外

通
園
者
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
を

だ
し
て
い
る
。
最
近
は
交
通
渋
滞
の

た
め
車
中
時
間
が
の
び
、
園
児
が
イ

ラ
イ
ラ
。
た
め
に
カ
l
ス
テ
レ
オ
を

取
り
つ
け
て
歌
を
う
た
っ
た
り
の
車

中
授
業
。

(
4
・
尚
徳
島
)

徳
大
医
歯
学
部
に
女
性
教
授

徳
島
大
学
歯
学
部
教
授
に
西
野
瑞

穏
・
大
阪
大
歯
学
部
講
師
が
決
ま
っ

た
。
和
歌
山
県
出
身
。
歯
の
保
存
・

修
復
が
専
門
。

(
4
・
日
徳
島
)

女
の
子
は
つ
く
ら
れ
る

「
女
は
科
学
に
弱
い
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
実
験
の
主
導
権
は
い
つ
も
男

子
。
女
子
は
あ
と
し
ま
つ
な
ど
補
助

的
な
役
割
を
負
う
か
ら
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
で
き
な
い
。
女
に
も
平
等

に
実
験
の
機
会
を
与
え
る
と
、
ど
ん

ど
ん
伸
び
る
:
:
:
な
ど
「
女
」
が
つ

く
ら
れ
て
い
く
過
程
を
九
回
に
わ
た
っ

て
特
集
。

(
5
-
m
ー
お
朝
日
)

一
段
と
女
先
生
M

上
位
u

に

徳
島
県
下
小
中
学
校
教
員
の
女
子

化
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
小
学
校

で
は
五
六
・
三
%
が
女
性
。
高
齢
化

も
目
立
ち
、
若
い
男
子
教
員
の
確
保

を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

(
5
・n徳
島
)

男
女
家
庭
科
共
修
に
前
進
か
?

小
・
中
学
校
の
教
育
内
容
を
改
め

る
新
し
い
学
習
指
導
要
領
案
が
発
表

に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
中
学
の
「
技

術
・
家
庭
」
は
、
従
来
の
男
女
別
・

学
年
別
を
や
め
、
一
七
領
域
(
金
属
・

機
械
・
食
物
・
被
服
な
ど
)
か
ら
七

以
上
を
選
択
履
修
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
た
。

「
男
女
共
修
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
前
進
し

た
」
が
、
物
作
り
偏
重
に
批
判
。

「
何
の
た
め
に
作
る
の
か
、
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
男

女
共
に
学
ば
せ
る
内
容
も
お
粗
末
」

と
〈
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め

る
会
〉
の
半
田
た
つ
子
氏
。
(
6
・
日
朝
日
)

社
会
が
女
を
教
育

「
家
庭
で
電
気
類
を
直
す
必
要
に

せ
ま
ら
れ
で
も
夫
は
昼
間
い
な
い
。

反
対
に
妻
が
病
気
に
な
っ
て
も
夫
は

家
事
が
何
も
で
き
な
い
、
で
は
こ
ま

る
。
技
術
・
家
庭
科
を
男
女
一
緒
に
」

(
三
九
歳
主
婦
)

「
男
子
が
数
学
や
英
語
を
勉
強
し
て

い
る
聞
に
、
泣
く
思
い
で
家
計
簿
の

計
算
を
し
て
い
る
な
ん
て
、
不
公
平
」

(
一
五
歳
女
子
高
生
)

「
究
極
の
と
こ
ろ
、
大
半
の
男
性
は

女
性
に
能
力
を
認
め
て
い
な
い
O

H

女
は
パ
カ
で
い
い
u

と
教
室
で
公

言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
男
性
教
師
も

い

る

」

(

二

三

歳

教

師

)

特
集
「
女
の
子
は
つ
く
ら
れ
る
」

へ
の
読
者
の
声
か
ら
。
(
6
-
m朝
日
)

殉
職
女
教
師
ら
四
人
表
彰

札
幌
の
杉
村
久
吉
先
生
記
念
奨
学

財
団
が
昨
年
か
ら
始
め
た
教
育
功
労

者
表
彰
で
、
今
回
は
、
大
正
時
代
に

殉
職
し
た
女
教
師
ゃ
、
道
内
初
の
女

性
校
長
な
ど
四
人
が
表
彰
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
(
8
-
n
朝
日
北
海
道
)
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杉
並
の
電
話
教
育
相
談
六
か
月

杉
並
区
教
育
委
員
会
で
始
め
た
電

話
相
談
の
相
談
者
は
圧
倒
的
に
母
親
U

内
容
は
、
友
人
関
係
・
反
抗
・
勉
強

の
方
法
・
勉
強
ぎ
ら
い
・
登
校
拒
否

な
ど
半
年
で
三
O
O
件
。
自
殺
の
心

配
も
。
「
今
の
母
親
は
子
ど
も
に
対
す
る
自

信
を
な
く
し
て
い
る
よ
う
だ
。
子
ど

も
た
ち
も
直
接
電
話
し
て
ほ
し
い
」

と
区
教
委
。
(
ロ
・

2
東
京
)

高
校
進
学
率
は
女
性
上
位

今
春
中
学
を
卒
業
し
た
一
五
八
万

人
中
、
進
学
は
男
七
四
万
五
千
、
女

七
二
万
六
千
。
進
学
率
は
女
九
四
・

O
%
で
男
よ
り
一
・
八
%
高
か
っ
た
。

(ロ・

8
読
売
)

「
男
女
同
数
」
の
原
則
揺
ら
ぐ

都
で
は
新
設
都
立
高
は
男
女
同
数

の
原
則
を
と
っ
て
い
る
が
、
蒲
田
高

は
女
子
を
二
O
人
少
な
く
す
る
方
針

を
決
め
た
。
「
地
元
の
私
立
女
子
高

を
圧
迫
し
な
い
で
」
と
い
う
圧
力
に

屈
し
た
か
た
ち
。
父
母
や
都
立
高
増

設
運
動
関
係
者
か
ら
の
反
援
は
必
死
。

(ロ
-
U
毎
日
)

幼
稚
園
ニ
O
万
円
時
代
に

都
の
幼
稚
園
は
全
体
の
八
割
が
私

立。
都
の
発
表
し
た
来
春
の
私
立
幼
稚

園
父
母
負
担
額
は
今
春
に
比
べ
平
均

八
・
九
%
の
ア
ッ
プ
で
二
一
万
六
千

余
円
。
全
体
的
傾
向
と
し
て
付
属
幼

稚
園
な
ど
が
高
く
、
宗
教
法
人
の
幼

稚
園
な
ど
に
は
平
均
以
下
の
と
こ
ろ

が
多
い
。

公
立
は
こ
れ
に
く
ら
べ
て
平
均
三

万
九
千
余
円
で
来
春
も
変
わ
ら
な
い

-
見
通
し
。
た
だ
し
公
立
園
児
は
全
体

の
一
四
%
、
父
母
に
と
っ
て
は
頭
の

痛

い

春

。

(

ロ

-m読
売
)

〔
過
熱
す
る
教
育
〕

塾
一
一
O
番
鳴
り
つ
放
し

東
京
と
千
葉
で
オ
ー
プ
ン
し
た
ら

間
合
わ
せ
が
殺
到
。
開
設
し
た
〈
学

沼
曇
否
姿
勢
を
正
し
子
供
を
守
乏
。

も
び
っ
く
り
。

(
2
-
m読
売
)

塾
乱
立
時
代

文
部
省
の
「
学
習
塾
」
の
全
国
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
で
約
五
万
。

そ
こ
に
通
う
小
・
中
学
生
は
全
体
の

二
0
・
二
%
。
塾
の
先
生
の
一
七
%

は
、
教
師
の
内
職
。

(
3
・
ロ
読
売
)

過
熱
は
都
会
だ
け

教
育
に
は
地
域
差
、
個
人
差
が
大

き
い
の
に
、
こ
れ
ま
で
H

過
熱
μ

の

デ

l
タ
ば
か
り
。

T
B
S
が
こ
の
ほ

ど
実
施
し
た
調
査
結
果
で
は
「
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
の
は
大
都
市
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
。
子
ど
も
に
残
す
も

の
が
あ
る
階
層
は
結
構
の
ん
び
り
。

地
方
都
市
も
そ
れ
ほ
ど
過
熱
し
て
い

な
い
」
。

(
6
-
m
毎
日
)
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す
そ
野
広
が
る
教
育
マ
マ

世
田
谷
区
立
幼
稚
園
の
平
均
競
争

率
は
約
七
倍
。
公
開
抽
選
会
場
で
は
、

ど
の
母
親
の
顔
も
ひ
き
つ
っ
て
い
る
。

私
立
の
小
学
校
に
入
れ
よ
う
と
塾
通

い
も
多
い
。
塾
の
入
会
金
は
三
万
円
、

週
四
回
で
一
万
八
千
円
。
教
育
マ
マ

は
、
幼
稚
園
児
の
母
親
た
ち
へ
も
、

し
だ
い
に
広
が
っ
て
い
る
。
(m-m朝
日
)

今
や
教
育
パ
パ
時
代

「
父
と
二
人
で
正
月
特
訓
」

「
母
の
話
は
聞
か
ぬ
よ
う
に
し
た
」

母
親
の
声
援
を
受
け
、
教
育
の
主

導
権
は
父
が
:
・
。
麻
布
学
園
教
職
組

が
分
析
し
た
現
代
版
「
父
子
鷹
」
像
。

(ロ

-m毎
日
)



保
育

〔
保
育
〕

「
無
認
可
保
育
所
」
広
が
る
底
辺

美
濃
部
知
事
の
手
で
初
め
て
行
政

の
光
を
あ
び
た
無
認
可
保
育
所
。
表

面
的
に
は
保
育
の
底
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
か
に
見
え
る
が
、
助
成
金
の
対

象
に
す
ら
な
ら
な
い
無
認
可
保
育
所

が
増
え
て
い
る
の
が
実
体
。
目
標
は

無
認
可
保
育
所
の
解
消
で
あ
っ
た
は

ず
な
の
に
。

(
1
・
7
毎
日
)

障
害
児
に
保
育
の
機
会
を

長
野
市
の
主
婦
の
呼
び
か
け
で
、

• 
子
育
て

障
害
児
の
親
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
団

結
。
「
混
合
保
育
」
の
実
現
や
差
別

撤
廃
を
目
指
し
て
組
織
e

つ
く
り
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

(
1
・
8
信
毎
)

保
育
料
値
上
げ

三
塚
以
上
は
平
均
了
九
五
倍
ア
ッ

プ
。
三
鷹
市
が
四
月
か
ら
実
施
す
る
。

(
1
・
回
読
売
)

ど
う
な
る
保
育
園
建
設

「
保
育
園
は
騒
音
を
発
生
さ
せ
る
。

環
境
権
を
侵
害
す
る
建
設
計
画
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
住
民
側
。
「
区
有

地
を
放
置
で
き
な
い
」
と
区
側
。
双

方
歩
み
寄
る
気
配
の
な
い
「
元
代
々

木
保
育
園
」
。

(
1
・

m読
売
)

保
育
料
ニ
・
五
倍
に
怒
る

東
京
二
三
区
の
保
育
料
値
上
げ
に

不
服
審
査
請
求
が
北
、
板
橋
、
練
馬

三
区
だ
け
で
五
三

O
件
。
全
区
に
波

及
し
そ
う
。

(
1
・
お
読
売
)

保
母
の
半
数
、
転
出
望
む

世
田
谷
の
区
立
保
育
園
で
、
二
五

人
の
保
母
さ
ん
の
半
数
近
く
が
父
母

会
と
の
対
立
を
理
由
に
H

転
出
u

を

希
望
、
保
育
園
は
空
中
分
解
寸
前
。

(
2
・7
サ
ン
ケ
イ
)

「
こ
ぐ
ま
園
」
を
救
っ
て

心
臓
病
の
子
を
持
つ
母
親
た
ち
が
、

〈
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
〉

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
渋
谷
区
に
あ

る
教
会
の
集
会
室
で
運
営
し
て
い
る

保
育
園
。
都
の
補
助
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
た
め
、
存
続
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。

(
3
・
日
読
売
)

九
州
大
学
に
ニ
保
育
所

教
職
員
の
五
年
間
に
わ
た
る
運
動
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が
み
の
っ
て
、
二
保
育
園
を
福
岡
市

が
許
可
。
金
沢
大
、
名
古
屋
大
に
つ

い
で
全
国
で
三
番
目
。
ゼ
ロ
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
。
定
員
は
各
六

O
名。

一
般
市
民
の
入
国
も
可
。
(
4
・9
西
日
本
)

連
絡
簿
を
き
ち
ん
と

大
抵
の
保
育
所
で
は
、
園
児
の
生

活
の
様
子
を
記
入
す
る
連
絡
簿
を
用

意
し
て
い
る
が
「
仕
事
が
忙
し
い
せ

い
か
、
家
庭
の
様
子
を
あ
ま
り
熱
心

に
記
入
し
て
く
れ
な
い
親
が
多
く
て

困
る
」
と
保
母
さ
ん
た
ち
。
(m-m日
経
)

幼
稚
園
・
保
育
所
ニ
元
行
政
調
整
ヘ

幼
稚
園
や
保
育
所
に
は
五
歳
児
の

九
割
が
通
園
し
て
い
る
の
に
、
そ
の

設
置
状
況
は
か
な
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
。

そ
の
一
因
と
し
て
、
文
部
・
厚
生
両

省
に
よ
る
二
元
行
政
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
た
め
、
両
省
は
審
議
会
メ
ン
バ
ー

ら
に
よ
る
「
幼
稚
園
及
び
保
育
所
に

関
す
る
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

(
日
・

1
毎
日
)

保
育
料
毎
年
引
き
上
げ
も

厚
相
の
諮
問
機
関
、
中
央
児
童
福

祉
審
議
会
は
、
二

O
日
、
国
の
保
育

料
徴
収
基
準
に
つ
い
て
①
賃
金
・
物

価
に
毎
年
ス
ラ
イ
ド
す
べ
き
②
低
所

得
者
か
ら
も
食
事
料
を
徴
収
ー
ー
と

具
申
し
た
。
父
母
に
と
っ
て
は
き
び

e
し

い

答

申

。

(

ロ

-m読
売
)

〔
保
父
〕

保
父
に
門
戸
解
放

都
内
に
は
練
馬
・
立
川
・
足
立
・

大
田
の
四
高
等
保
母
学
院
が
あ
る
が

新
年
度
か
ら
保
育
所
で
働
い
て
い
る

男
性
に
も
門
戸
を
開
放
。
二
、
三
年

後
に
は
「
保
父
」
が
誕
生
す
る
。

(--m読
売
)

H

保
父
さ
ん
M

の
説
明
会

東
京
都
私
立
保
育
園
連
盟
対
策
雇

用
委
の
主
催
の
会
に
百
人
以
上
つ
め

か
け
た
。
四
時
間
立
ち
続
け
て
帰
ら

ぬ
参
加
者
の
九
割
が
男
性
。
養
成
校

は
?
仕
事
の
内
容
や
賃
金
は
?
と

熱
心
に
質
問
。
女
性
か
ら
は
「
女
性

の
職
場
を
狭
め
る
の
で
は
」
と
の
心

配
が
。

(
2
・2
朝
日
)

保
母
試
験
に
男
が
初
挑
戦

都
立
の
保
母
養
成
所
の
試
験
が
行

な
わ
れ
、
初
の
男
性
受
験
者
は
九
八

人
。
こ
の
中
に
は
す
で
に
保
育
所
で

働
く

n
無
資
格
保
父
さ
ん
M

の
姿
も

み
ら
れ
た
。

(
2
-
m各
紙
)

保
父
誕
生

全
国
の
保
育
園
で
働
く
男
性
の
数

は
約
四
百
人
だ
が
、
法
令
の
裏
付
け

の
な
い
H

無
認
可
保
母
九
全
国
男

性
保
育
者
連
絡
会
の
三
年
越
し
の
運

動
で
、
厚
生
省
は
三
月
中
に
も
政
令

改
正
を
行
な
い

n
認
知
u

す
る
動
き

だ
。
一
四
万
人
の
保
母
に
対
し
四
百

人
は
微
々
た
る
も
の
だ
が
、
大
企
業

入
社
の
困
難
、
家
事
の
共
同
負
担
な

ど
の
社
会
的
背
景
で
増
加
の
見
通
し
。

す
で
に
看
護
士
・
準
看
護
士
は
六
千

人
、
保
健
婦
に
男
性
採
用
の
要
望
も

あ
る
。

(
3
・
3
朝
日
)
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保
父
さ
ん
入
試
突
破

東
京
都
立
高
等
保
母
学
院
四
校
の

入
学
合
格
者
七

O
O人
中
、
男
性
三

二
人
。
そ
の
三
分
の
一
強
、
十
三
人

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
か
ち
の

転
身
組
。

(
3
-
m毎
日
)

「
保
父
」
さ
ん
認
知

男
性
保
母
を
一
五
日
か
ら
正
式
認

知
す
る
こ
と
が
十
一
日
の
閣
議
で
本

決
ま
り
。
た
だ
し
法
律
的
に
は
名
称

が
な
く
H

名
な
し
u

。
(
3
・
日
朝
日
)



保
父
さ
ん
認
可

改
正
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
施
行
令

が
一
五
日
か
ら
発
効
。
「
男
子
で
も

保
育
に
従
事
す
る
資
格
を
有
す
る
」

こ
と
に
な
っ
た
。
保
母
養
成
所
へ
の

入
所
、
保
母
試
験
の
受
験
も
0
・
K
。

(
3
・
お
読
売
)

男
子
職
員
を
保
育
所
に

力
仕
事
も
多
い
:
:
:
と
、
保
父
さ

ん
な
ら
ぬ
男
子
職
員
を
市
立
保
育
所

に
配
置
。
北
海
道
登
別
で
の
初
の
試

み。

(
4
・8
朝
日
)

保
父
志
願
も
ど
う
ぞ

東
京
都
は
、
練
馬
、
立
川
、
足
立
、

大
田
の
各
都
立
高
等
保
母
学
院
の
五

十
三
年
度
募
集
要
項
を
発
表
。
受
験

資
格
は
①
高
校
卒
業
(
五
十
三
年
三

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
)
、
ま
た
は

高
卒
者
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す

る
②
満
一
八
歳
以
上
で
、
児
童
福
祉

施
設
で
二
年
以
上
、
児
童
の
保
護
に

従
事
し
た
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

(
7
・
げ
朝
日
)

〔
子
育
て
〕

五
つ
子
ス
ク
ス
ク
満
一
歳

鹿
児
島
市
立
病
院
で
ウ
プ
声
を
上

げ
て
今
日
で
一
年
。

(
1
・
句
読
売
)

育
児
ニ
か
月
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
最
高

「
赤
ち
ゃ
ん
一
一

O
番
」
に
相
談
す

る
人
は
二
か
月
が
一
番
多
い
。
重
な

る
疲
労
、
心
の
不
安
。
夫
の
理
解
と

手
助
け
こ
そ
必
要
。

(
2
-
m
読
売
)

母
の
家
出

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
、
と
い

う
訴
え
が
児
童
相
談
所
に
相
つ
い
で

い
る
。
理
由
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、

「
母
の
家
出
」
。

一
般
的
に
母
親
は
子
ど
も
を
育
て

る
力
が
あ
っ
て
経
済
力
が
な
い
。
父

親
は
経
済
力
が
あ
っ
て
子
ど
も
を
育

て
る
力
が
な
い
。
そ
う
い
う
長
年
の

社
会
の
特
徴
が
こ
の
傾
向
を
助
長
し

て
い
る
。

(
4
・
幻
朝
日
)

M

支
え
u

を
欠
き
孤
立
す
る
母

「
最
近
の
母
親
は
、
ま
る
で
自
信
が

な
い
」
と
は
、
東
京
家
裁
の
非
行
少

年
係
。
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
泣
く
、
わ

め
く
。
子
を
守
り
、
監
督
す
る
親
の

姿
勢
な
ど
皆
無
。
し
か
し
こ
れ
は
母

親
を
支
え
て
や
る
者
が
い
な
い
か
ら

だ
と
千
葉
家
裁
の
前
沢
智
恵
子
調
査

官
は
言
う
。
育
児
の
悩
み
を
吸
収
・

消
化
し
て
い
た
親
せ
き
や
地
域
な
ど

緩
衡
地
帯
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
も

父
親
が
だ
ら
し
な
い
。
厄
介
な
こ
と

は
す
べ
て
妻
に
押
し
つ
け
る
。
子
ど

も
が
保
護
さ
れ
た
と
き
昔
は
父
親
が

飛
ん
で
き
た
が
、
今
は
九
割
以
上
が

母
親
、
と
警
察
は
嘆
く
。(
5
・8
毎
日
)

H

ベ
ビ
l
ホ
テ
ル
H
に
わ
か
に
プ
l
ム

ベ
ビ
l
ホ
テ
ル
、
ベ
ビ
ー
ル
l
ム

が
、
猛
烈
な
勢
い
で
東
京
中
心
に
増

え
て
い
る
。
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
際
に
利
用
す
る
ほ
か
、
旅
行
、
映

画
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
遊
び
の
た
め
に
子
ど
も
を
預
け

る
例
も
目
立
つ
。
ニ
ュ
l
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
利
用
が
ブ
l
ム
の
背
景
だ
が
、

死
亡
事
故
な
ど
を
招
い
た
例
も
あ
り
、

「
認
可
制
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声

も
強
い
。

(
7
・
4
朝
日
)

男
性
の
た
め
の
育
児
大
学
聞
く

三
O
名
(
申
し
込
み
は
二
四
O
名
)

の
ヤ
ン
グ
パ
パ
は
何
の
抵
抗
も
な
く

熱
心
に
講
習
を
受
け
た
。
(
8
-
m
西
日
本
)

小
樽
市
保
健
所
に
育
児
一
一

O
番

核
家
族
マ
マ
の
相
談
役
と
し
て
八
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月
か
ら
実
施
。
利
用
者
数
は
増
え
続

け
て
お
り
、
国
の
助
成
金
へ
の
要
望

が
強
い
。

(
9
-
m
道
新
)

広
が
る
赤
ち
ゃ
ん
電
話

六
年
前
、
東
京
で
始
ま
っ
た
電
話

育
児
相
談
は
、
い
ま

一
五
の
都
道
府

県
で
。
自
治
体
が
取
り
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
滋
賀
県
で
も
七
七

年
夏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
か
け
る
だ
け

で
安
心
す
る
若
い
母
が
増
え
て
い
る
。

(ロ
-
U
読
売
)

〔
母
と
子
〕

母
と
子
の
写
生
会
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母
と
子
の
読
書
の
つ
ど
い
県
大
会

親
子
で
絵
を
か
き
な
が
ら
対
話
を

深
め
よ
う
と
、
札
幌
は
じ
め
道
内
五

都
市
で
、
六
千
人
が
参
加
。

(
9
・
四
朝
日
北
海
道
)

八
月
九
日
久
留
米
市
で
第

二
ハ
回

を
開
催
。
子
ど
も
の
読
後
感
想
詩
を

発
表
の
予
定
。

(
7
・
幻
西
日
本
)



か
ら
だ

〔
健
康
〕

合
成
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
が
ん
に

母
親
が
流
産
予
防
の
た
め
に
飲
ん

だ
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
原
因
で
、
思
春

期
に
な
っ
た
娘
が
腹
(
ち
つ
)
が
ん

に
な
る
|
|
ジ
エ
チ
ル
ス
チ
ル
ベ
ス

ト
ロ
ー
ル

(
D
E
S
)
と
い
う
合
成

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
剤
の
副
作
用
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

D
E
S
は
す
で
に

H

追
放
H

さ
れ
て
い
る
が
、
メ
キ
シ

コ
で
聞
か
れ
た
国
際
産
婦
人
科
学
会

で
は
、
米
国
の
学
者
か
ら
約
一
八

O

も
の
症
例
が
報
告
さ
れ
、
改
め
て
話

題
を
呼
ん
だ
。

(--m朝
日
)

い
か
に
死
ぬ
か

全
国
の
家
庭
医
が
中
心
に
つ
く
っ

て
い
る
学
習
組
織
〈
実
地
医
家
の
た

め
の
会
〉
が
、
「
安
楽
死
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
植
物
状
態
患
者
を
め
ぐ
っ
て
」

を
聞
い
た
。

医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
つ
く
り

だ
さ
れ
た
難
題
で
あ
り
、
結
論
を
急

ぐ
こ
と
な
く
、
広
く
各
分
野
の
人
び

と
と
「
現
代
人
の
生
・
死
」
を
み
つ

め
て
い
き
た
い
、
と
い
う
の
が
会
の

基
本
的
考
え
方
。
長
期
看
護
に
疲
れ

果
て
て
い
る
家
族
に
も
社
会
的
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

(--m朝
日
)

風
疹
ワ
ク
チ
ン
三

O
万
人
分
O
K

ま
ず
適
齢
女
性
か
ら
接
種
を
。
た

だ
直
後
の
妊
娠
は
や
は
り
危
険
、
と

厚
生
省
。

(
2
・
1
朝
日
)

風
し
ん
大
流
行
の
兆
し

昨
年
、
一
昨
年
と
全
国
で
猛
威
を

ふ
る
っ
た
風
し
ん
が
ま
た
大
流
行
の

気
配
を
見
せ
始
め
た
。
厚
生
省
は
、

「
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
主
婦
は
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
を
」
と
呼
び
か
け
て

い
る
。
日
本
母
性
保
護
医
協
会
は
、

「
妊
娠
可
能
な
女
性
に
優
先
的
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
」
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
る
。

〈

2

・Mm
朝
日
)

リ
ュ
ー
マ
チ
は
女
性
に
多
い

原
因
が
ま
だ
不
明
、
治
療
の
キ
メ

手
の
な
い
リ
ュ
ー
マ
チ
に
つ
い
て
、

〈
日
本
リ
ュ
ー
マ
チ
友
の
会
〉
が
白

書
を
完
成
。

こ
れ
に
よ
る
と
患
者
の
八
割
以
上

が
女
性
。
二

O
l
三
O
歳
の
働
き
盛

り
の
女
性
に
多
い
の
は
知
ら
れ
ざ
る

事
実
。
発
病
年
代
は
三

O
歳
代
が
多

い
。
白
書
は
そ
の
他
リ
ュ
ー
マ
チ
の

特
徴
や
診
断
法
、
治
療
法
、
日
常
の

注
意
ま
で
網
羅
し
て
い
る
。
(
5
・
訪
朝
日
)
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タ
ン
ポ
ン
に
ご
注
意

生
理
用
品
は
目
覚
ま
し
い
普
及
率

だ
が
、
長
期
間
連
続
使
用
す
る
と
腹

に
か
い
よ
う
が
で
き
る
危
険
が
・
:
。

ア
メ
リ
カ
の
産
婦
人
科
品
子
雑
誌
に
、

コ
ロ
ラ
ド
大
の
パ
レ
ッ
ト
氏
ら
が
発

表。

(
5
・
泊
朝
日
)

乳
が
ん
早
期
発
見
ヘ
新
技
術

米
航
空
宇
宙
局

(
N
A
S
A
)
は、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
組
み
込
ん
だ
画
像

解
析
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
乳
が
ん

X

線
写
真
の
読
み
取
り
に
利
用
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は

X
線
写
真
の
微
妙
な
影
ま
で

判
断
し
、
そ
の
能
力
は
人
間
の
目
の

八
倍
。
こ
の
方
法
が
普
及
す
れ
ば
き

わ
め
て
初
期
の
乳
が
ん
発
見
も
可
能

に
な
り
、
手
遅
れ
に
な
っ
た
り
、
大

手
術
で
苦
し
む
女
性
の
数
も
減
少
す

る
は
ず
、
と
い
う
。

(
6
・

m朝
日
)

農
婦
の
貧
血

農
家
の
婦
人
が
献
血
し
た
ら
三
割
、

多
い
と
こ
ろ
で
は
五
割
が
「
血
が
薄

く
て
も
ら
え
な
い
」
と
。
十
年
前
の

話
。
と
こ
ろ
が
専
門
家
が
謁
べ
て
み

る
と
今
日
で
も
働
い
て
い
る
農
家
の

母
親
の
約
三
割
が
貧
血
状
態
。
大
部

分
は
「
鉄
欠
之
性
貧
血
」
。
鉄
分
の

多
い
肉
、
卵
、
魚
な
ど
を
と
る
べ
き
。

そ
の
ほ
か
に
過
労
が
あ
る
、
と
若
月

俊
一
医
師
。

(
7
・
ロ
朝
日
)

タ
バ
コ
と
乳
児
突
然
死
の
関
係

乳
児
突
然
死
症
候
群

(
S
I
D
S
)

の
原
因
は
母
の
タ
バ
コ
で
は
?
と

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
認
査
。

s
I
D
S
の
子
の
母
親
は
、
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
の
母
親
に
く
ら
べ
る
と

愛
煙
家
が
多
く
、
一
日
一
箱
で
一
・

八
倍
、
一
箱
以
上
は
三
・
五
倍
に
も

の
ぼ
っ
た
。
ア
ス
ピ
リ
ン
、
コ
l
ラ、

コ
ー
ヒ
ー
の
比
較
で
は
差
な
し
。

「
お
な
か
の
中
に
い
る
と
き
ゃ
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
呼

吸
器
が
ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
の

障
害
を
受
け
、
突
然
死
の
下
地
を
作

る
の
で
は
な
い
か
」
と
同
大
の
パ
!

グ
マ
ン
博
士
。

(
7
-
m朝
日
)

マ
マ
予
備
軍
の
風
し
ん
予
防

予
防
接
腫
法
施
行
令
の
一
部
改
正

が
一
九
日
の
閣
議
で
決
定
、
八
月
一

日
か
ら
中
三
の
女
子
生
徒
の
風
し
ん

の
予
防
接
腫
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

(
7
・
日
毎
日
)

「
植
物
人
間
」
に
痛
切
な
反
響

六
月
中
旬
か
ら
四
二
回
に
わ
た
っ

て
連
載
し
た
「
植
物
人
間
の
記
録
」

に
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
家
族

の
生
活
を
思
い
、
「
息
子
の
装
置
を

外
し
て
」
と
頼
む
母
親
、
妻
を
見
守

る
夫
、
医
師
へ
の
不
信
と
信
頼
。
記

者
の
調
べ
を
は
る
か
に
上
回
る
多
様

で
痛
切
な
苦
悩
が
あ
っ
た
。
(
8
・4
朝
日
)

B
型
肝
炎
、
予
防
に
光
明
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重
症
の
肝
臓
障
害
の
原
因
と
み
ら

れ
る
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
ル
ー

ト
解
明
と
、
予
防
対
策
を
研
究
し
て

い
た
東
京
都
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、
中
間
報
告
を
発
表
。
そ
の
な

か
で
、
①
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
大

半
は
、
妊
娠
中
や
分
べ
ん
の
さ
い
に
、

母
親
か
ら
子
へ
感
染
す
る
経
路
を
と

る
②
実
際
に
母
子
感
染
が
起
こ
る
の

は
、
母
親
が
感
染
性
の
強
い
ウ
イ
ル

ス
を
持
つ
場
合
に
限
ら
れ
る
③
し
た

が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
母
親
に
、
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
は
ば
む
作
用
を
持

つ
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
を
投
与
す
れ

ば
、
大
き
な
予
防
効
果
が
期
待
で
き

る
、
な
ど
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

(
8
・
日
朝
日
)

初
潮
年
齢
ま
た
早
ま
る

初
潮
は
、
最
近
で
も
、
テ
ン
ポ
は

お
そ
く
な
り
は
し
た
が
、
着
実
に
早

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
全
国
の
小
、



中
学
校
調
査
で
わ
か
っ
た
。
全
国
平

均
は
十
二
歳
と
六
か
月
。
戦
前
は
十

四
歳
か
ら
十
四
歳
半
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

初
期
年
齢
を
早
め
る
原
因
と
し
て
、

都
市
化
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

(
8
・
肝
心
朝
日
)

女
が
八
割
、
慢
怯
リ
ュ
ー
マ
チ

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
患
者
の
八

割
は
女
性
。

発
病
の
ピ

I
ク
は
二
つ
で
、
初
潮

時
か
ら
二
、
三

O
代
ま
で
と
、
更
年

期
。
急
性
は
高
熱
を
と
も
な
う
が
、

慢
性
は
疲
労
・
貧
血
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

程
度
で
す
ま
さ
れ
、
見
の
が
す
こ
と

が

多

い

。

(

日

-m読
売
)

〔
妊
娠
・
出
産
〕

不
妊
症
に
も
ハ
リ
治
療
が
有
望

十
三
人
中
二
人
に
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
。

長
崎
医
大
三
浦
助
教
授
ら
の
研
究
で
。

(
2
-
M
読
売
)

ジ
ン
臓
移
植
マ
マ
出
産

日
本
で
は
初
め
て
。
京
都
で
。

(
2
-
m
読
売
)

産
み
分
け
自
由
の
薬
、
人
体
実
験

イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ラ
l
ド
医
師
が
、

"
産
み
分
け
剤
u

を
開
発
。
ウ
サ
ギ

の
実
験
で
は
成
功
率
八

O
%。
こ
れ

か
ら
百
人
の
女
性
有
志
を
使
っ
て
テ

ス
ト
に
入
る
。

(
3
・
1
朝
日
)

お
産
ニ

O
万
円
時
代

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
と
、
妊

娠
中
の
健
康
診
断
や
入
院
分
べ
ん
料

だ
け
で
約
一
七
万
五

O
O
O円
、
こ

れ
に
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
な
ど
母
児
用
品

代
な
ど
間
接
経
費
を
加
え
る
と
二

O

万
円
を
軽
く
超
え
る
|
|
東
京
都
や

神
奈
川
県
の
母
親
一
四
四
人
を
対
象

に
し
て
、
出
産
に
ど
の
く
ら
い
費
用

が
か
か
る
か
国
立
公
衆
衛
生
院
の
前

田
信
雄
社
会
保
障
室
長
や
助
産
婦
の

斉
藤
益
子
さ
ん
ら
が
調
査
。
(
3
・
げ
朝
日
)

診
療
を
断
ら
れ
て
主
婦
死
亡

二
六
日
午
前
一
時
ご
ろ
、
神
奈
川

県
南
足
柄
市
の
女
性
が
自
宅
で
流
産
。

小
田
原
市
の
産
婦
人
科
病
院
二
か
所

に
入
院
や
診
察
を
依
頼
す
る
電
話
を

し
た
が
断
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
近
く

の
駐
在
所
に
助
け
を
求
め
、
救
急
車

で
小
田
原
市
内
の
病
院
に
運
ん
だ
が

出
血
多
量
で
、
病
院
に
到
着
し
た
時

は
す
で
に
死
ん
で
い
た
。(
5
-
m朝
日
)

母
乳
の

P
C
B
大
丈
夫
か
し
ら

厚
生
省
が
、
昨
年
全
国
で
行
な
っ

た
P
C
B
と
農
薬
に
よ
る
母
乳
汚
染

と
、
そ
の
母
乳
に
よ
る
母
子
の
健
康

調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

P
C
B
、

B
H
C
、
D
D
T
は
量
の
多
少
は
あ

る
も
の
の
検
査
し
た
す
べ
て
の
母
乳

か
ら
検
出
さ
れ
た
。

(
7
・
2
朝
日
)

人
工
じ
ん
臓
の
女
性
が
出
産

人
工
じ
ん
臓
を
使
っ
て
血
液
を
透

折
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
女
性
に
男

子
誕
生
。

女
性
の
じ
ん
不
全
患
者
が
透
折
を

受
け
る
と
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
妊
娠
し
な
く
な
る
。
妊
娠
し

て
も
自
分
の
体
を
維
持
す
る
の
に
せ

い
い
っ
ぱ
い
。
世
界
で
も
数
例
だ
け
。

母
、
市
坪
ク
ニ
子
さ
ん
、
父
、
久
雄

さ
ん
。

(
7
・
7
朝
日
)

赤
ち
ゃ
ん
の
血
液
検
査

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
一
万

人
に
一
|
三
人
は
先
天
性
代
謝
異
常
。

早
期
発
見
す
れ
ば
知
恵
遅
れ
を
防
げ

る
の
で
、
厚
生
省
は
今
秋
か
ら
血
液

検
査
を
実
施
す
る
。

(
7
・
幻
朝
日
)

不
妊
治
療
に
ビ
タ
ミ
ン

C
の
力

ビ
タ
ミ
ン

C
の
新
し
い
役
割
と
し

て
、
「
排
卵
誘
発
」
が
明
ら
か
に
な
っ
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た
。
群
馬
大
産
婦
人
科
の
五
十
嵐
正

雄
教
授
が
排
卵
誘
発
剤
を
与
え
て
も

排
卵
し
な
か
っ
た
不
妊
症
の
人
に
同

時
に
一
日
四

0
0ミ
リ
グ
ラ
ム
の
ビ

タ
ミ
ン

C
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
月
経

も
排
卵
も
な
か
っ
た
二
六
人
の
う
ち

十
二
人
が
排
卵
し
た
。
「
副
作
用
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
試
す
価
値
あ
り
」

と
同
教
授
。

(
9
・
幻
朝
日
)

妊
娠
と
同
時
に
個
別
相
談
開
始

出
生
後
の
指
導
だ
け
で
は
手
遅
れ
、

と
中
野
区
が
十
月
一
日
か
ら
「
母
子

保
健
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設
す
る
。

(9-m毎
日
)

未
熟
児
出
生
と
B
H
C
の
相
関
性
7

B
H
C
(有
機
塩
素
農
薬
)
に
よ

る
母
乳
汚
染
問
題
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
が
近
く
発
表
さ
れ
る
。

B
H
C

が
使
用
禁
止
に
な
っ
て
か
ら
約
六
年
。

し
か
し
「
母
乳
な
ど
人
体
へ
の
汚
染

は
続
い
て
お
り
、
使
用
量
が
多
か
っ

た
西
日
本
ほ
ど
未
熟
児
の
出
生
率
が

高
い
」
と
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
林

路
彰
母
性
小
児
衛
生
学
部
長
。

(m-m朝
日
)

出
産
白
書
で
一
万
枚
ア
ン
ケ
ー
ト

国
際
婦
人
年
大
阪
連
絡
会
(
四
三

団
体
)
が
、
大
阪
市
立
婦
人
会
館
で

記
者
会
見
し
、

H

出
産
白
書
“
づ
く

り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
一

般
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

十
月
末
、
妊
婦
の
ほ
か
助
産
婦
、

看
護
婦
ら
が
集
ま
っ
て
、
出
産
を
め

ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
席
で
と
く
に
多
か
っ
た
問
題
点
、

①
出
産
費
用
が
高
す
ぎ
る
②
陣
痛
誘

発
剤
へ
の
不
安
に
つ
い
て
、
近
隣
各

府
県
を
中
心
に
主
婦
、
職
業
婦
人
に

一
万
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
っ

て
、
本
格
的
な
調
査
を
始
め
る
こ
と

に
し
た
も
の
。
一
万
人
と
い
う
大
規

模
な
出
産
調
査
が
女
性
た
ち
の
手
で

行
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
例
が
な

い

。

(

ロ

・

口

朝

日

)

水
泳
で
お
産
を
軽
く

妊
婦
の
水
泳
は
欧
米
で
は
珍
し
く

な
い
が
、
日
本
で
は
H

べ
か
ら
ず
葬

の
筆
頭
。
し
か
し
川
崎
で
は
日
本
医

大
の
杉
山
医
師
を
コ
l
チ
に
、
H

泳
ぐ

妊
婦
グ
ル
ー
プ
H

が
血
行
が
よ
く
な

り
、
腰
痛
が
解
消
、
お
産
も
軽
い
と

好

評

。

(

ロ

-m読
売
)

〔
添
加
物
・
薬
害
〕

添
加
物
に
親
も
子
も
無
関
心

板
橋
区
の
都
立
志
村
高
校
、
家
庭

ク
ラ
ブ
の
女
生
徒
が
行
な
っ
た
「
食

品
を
見
直
そ
う
|
|
飲
み
も
の
易
追
っ

て
」
の
研
究
結
果
を
発
表
。

同
じ
仲
間
の
高
校
生
の
意
識
調
査

を
し
た
り
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
着

色
料
の
検
出
テ
ス
ト
を
し
た
り
、
地

域
の
自
動
販
売
機
を
調
べ
た
り
し
た

結
果
は
、
有
害
添
加
物
が
あ
ま
り
に

多
く
、
そ
れ
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
は
三
四
%
だ
け
。
知

ら
な
い
と
答
え
た
人
の
七
O
%
が
女

子

。

〈

2
-
m毎
日
)
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カ
ビ
防
止
剤
O
P
P

か
ん
き
つ
類
の
カ
ピ
防
止
剤
O
P

P
は
遺
伝
子
の
損
傷
作
用
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
米
国
産

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
レ
モ
ン
か
ら

O
P
P
が
検
出
さ
れ
た
。

し
か
し
米
国
は
O
P
P
許
可
を
要

求
し
つ
づ
け
、
つ
い
に
政
府
は
オ
ー

ケ
ー
を
だ
し
た
。

怒
っ
た
の
は
消
費
者
団
体
。
「
国

民
の
健
康
よ
り
も
日
米
関
係
を
重
視

し
た
政
治
的
許
可
」
と
各
消
費
者
団

体
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
よ
び
か
け
て
い

る

。

〈

7

・9
毎
日
)

「
遺
伝
毒
性
」
の
怖
さ
を
訴
え

主
婦
連
、
有
権
者
同
盟
等
、
四
団

体
が
、
サ
ッ
カ
リ
ン
な
ど
に
つ
い
て

の
連
続
勉
強
会
を
聞
く
。

〈

9
・
幻
毎
日
)



差
別

女
性
差
別
反
対

司
法
研
修
所
の
教
官
ら
四
人
(
裁

判
官
の
身
分
を
持
つ
)
が
、
女
子
司

法
修
習
生
に
「
男
が
生
命
を
か
け
る

司
法
界
に
女
の
進
出
は
許
せ
な
い
」

な
ど
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

「
女
の
人
権
、
働
く
権
利
を
踏
み
に

じ
る
裁
判
官
は
や
め
て
も
ら
お
う
」

と
呼
び
か
け
、
三
千
人
を
超
え
る
人
々

が
国
会
の
裁
判
官
訴
追
委
員
会
に
訴

追
を
申
し
立
て
。

(
1
・
mm
朝
日
)

女
子
大
開
放
し
て
男
子
教
員
作
れ

「
保
父
さ
ん
」
も
話
題
に
な
る
最

近
、
小
学
校
、
幼
稚
園
に
も
男
子
職

員
が
半
数
程
度
い
て
よ
い
と
思
う
が

問
題
は
免
許
状
取
得
。
国
公
立
大
教

員
養
成
過
程
と
一
部
私
大
を
除
く
と

幼
・
小
教
員
養
成
課
程
は
女
子
大
・

女
子
短
大
以
外
は
有
し
て
い
な
い
。

養
成
課
程
を
男
子
に
も
開
放
せ
よ
と

訴
え
た
い
。
(
投
書
)
(
2
・
却
朝
日
)

子
連
れ
の
傍
聴
拒
否
の
審
議
会

保
育
料
の
値
上
げ
案
の
審
議
を
聴

こ
う
と
子
ど
も
を
背
に
市
議
会
に
出

か
け
た
が
門
前
払
い
。
働
く
婦
人
へ

の
差
別
か
。
革
新
自
治
体
に
し
て
こ

の
暴
挙
?
(
投
書
)
(
2
-
M
朝
日
)

テ
レ
ビ
に
見
る
男
女
差
別

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
で
「
結
婚
の
と

き
作
る
着
物
の
紋
」
は
「
夫
の
紋
」

が
正
解
。
ド
ラ
マ
は
も
っ
と
心
痛
む

場
面
が
多
い
。
影
響
力
の
大
き
い
テ

レ
ビ
こ
そ
前
向
き
の
姿
勢
が
ほ
し
い
。

(
投
書
)
(
2
・mm
朝
日
)

尻
助
金
に
熊
本
女
性
カ
ッ
カ

道
路
掃
除
な
ど
地
区
の
共
同
作
業

に
女
性
が
出
る
と
男
の
三
分
の
二
以

下
と
評
価
さ
れ
尻
助
金
(
し
り
す
け

き
ん
)
を
五
百
円
か
ら
千
円
と
ら
れ

る
。
八

O
す
ぎ
た
男
が
一
人
前
と
さ

れ
、
よ
く
働
く
女
が
追
加
金
を
と
ら

れ
る
と
は
!
と
熊
本
婦
人
少
年

室
が
是
正
を
指
導
。

(
3
・
7
朝
日
)

父
子
家
庭
も
保
護
の
対
象
に

母
子
家
庭
の
保
護
は
保
障
さ
れ
て

い
る
が
父
子
家
庭
の
生
活
保
護
法
は

空
文
に
等
し
い
。
片
裁
の
場
合
は
ー

と
無
差
別
平
等
に
改
正
を
。
男
は
さ
っ

さ
と
再
婚
し
ろ
と
い
う
の
か
。

(
投
書
)
(
3
・
m毎
日
)

女
子
学
生
の
ジ
ー
パ
ン
は
不
可

大
阪
大
学
文
学
部
講
師
フ
ィ
リ
ッ
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プ
・
カ
l
ル
・
ベ

1
ダ
さ
ん
(
五
六
)

の
「
ジ
ー
パ
ン
学
生
は
授
業
を
受
け

さ
せ
な
い
」
発
言
を
め
ぐ
り
、
各
方

面
で
論
争
が
:
:
:
。

(
5
・
泊
朝
日
)

ぺ
l
ダ
さ
ん
の
辞
表
受
理

大
阪
大
学
文
学
部
は
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
カ
ー
ル
・
ベ

I
ダ
講
師
か
ら
出

て
い
た
辞
表
を
受
理
す
る
こ
と
を
決

め
る
。
「
あ
の
学
生
た
ち
と
議
論
す

る
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
頭
痛
が
し

て
く
る
。
頭
痛
の
タ
ネ
と
関
係
を
絶

ち
た
い
」
と
辞
表
を
出
し
て
い
た
。

(
7
・8
朝
日
)

女
子
に
も
甲
子
園
へ
の
道
を

「
女
の
子
に
だ
っ
て
甲
子
園
の
青

春
を
」

|

l

一
四
歳
の
女
子
中
学
生

の
投
書
が
「
声
」
の
欄
に
載
っ
た
。

が
、
日
本
高
校
野
球
連
盟
で
は
「
同

一
条
件
の
原
則
に
反
す
る
」
と
壁
は

厚
い
。
か
つ
て
の
女
子
ノ
ン
プ
ロ
、

サ
ロ
ン
パ
ス
チ
ー
ム
の
対
戦
相
手
は

九
割
強
が
男
性
で
、
勝
率
七
割
五
分

だ
っ
た
が
:
。

(
5
-
m朝
日
)

わ
ん
ぱ
く
大
相
撲
、
女
人
禁
止

杉
並
区
予
選
三
位
入
賞
の
女
の
子
、

国
技
館
の
土
俵
は
H

女
人
禁
止
u

と

あ
っ
て
出
場
で
き
ず
、
決
勝
戦
は
男

の
子
が
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
l
。
(
6
・
日
朝
日
)

日
本
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」
考

米
国
の
な

B
2品
目
許
と
は
男
女
平

等
論
者
の
こ
と
、
日
本
の
フ
ェ
、
、
二
一

ス
ト
は
男
女
不
平
等
論
者
で
女
好
き

の
男
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
H

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
a

運
動

は
放
送
局
が
一
貫
し
て
推
進
し
て
い

る
。
普
通
男
女
の
き
き
手
が
二
人
で

出
て
く
る
が
、
女
の
き
き
手
は
質
問

も
し
な
い
し
感
想
も
述
べ
な
い
。
つ

ま
り
放
送
局
は
若
く
美
し
く
頭
の
空
っ

ぽ
な
女
を
選
び
出
し
て
公
衆
に
示
す

事
業
を
組
織
的
に
実
行
し
て
い
る
。

米
国
の
リ
プ
は
ロ
σ
H
解
放
の
略

語
だ
が
、
日
本
の
リ
プ
は
ユ
σ
H
女

は
男
の
ア
パ
ラ
骨
の
一
本
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

(
真
面
目
な
元
談

7
・
日
毎
日
)

女
人
禁
制
、
甲
子
園
グ
ラ
ン
ド

「
甲
子
園
へ
の
女
子
参
加
反
対
論
は

非
論
理
的
な
感
情
論
。
テ
ニ
ス
に
混

合
ダ
ブ
ル
ス
が
で
き
た
と
き
の
こ
と

を
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
女
子
に
野

球
の
道
を
聞
く
の
は
関
係
者
の
意
識

の
変
革
し
か
な
い
」
と
団
地
少
年
野

球
部
を
見
て
い
る
平
城
さ
ん
は
言
う
。

(
7
・
幻
朝
日
)

平
等
は
慣
習
の
見
直
し
か
ら

今
も
根
強
く
残
る
男
女
の
差
別
意

識
や
役
割
分
担
。
一
方
で
は
女
性
自

身
が
差
別
に
甘
ん
じ
て
い
る
ふ
し
も

あ
る
。
平
等
意
識
を
培
う
に
は
女
性

自
ら
も
っ
と
積
極
的
に
「
社
会
慣
習

を
み
な
お
す
」
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

〈
日
・

2
日
経
)
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ま
だ
ま
だ
多
い
H

不
平
等
H

表
札
は
夫
の
名
前
、
年
賀
状
に
は

夫
の
名
を
大
き
く
、
夫
が
亡
く
な
る

と
喪
主
は
妻
で
な
く
男
子
、
地
域
の

共
同
作
業
に
出
る
と
男
の
五
l
八
割

の
報
酬
、
金
融
機
関
は
金
を
貸
さ
な

い
:
:
:
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
い
不
平

等
な
し
き
た
り
。
婦
人
週
間
に
「
社

会
慣
習
を
み
な
お
す
」
を
取
り
あ
げ

た
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
全
国
の
婦
人

少
年
室
を
通
じ
て
集
め
た
「
男
女
平

等
を
妨
げ
て
い
る
社
会
慣
習
な
ど
の

事
例
」
集
を
ま
と
め
た
。(日
・

8
読
売
)

女
性
の
体
力
は
劣
る
か

運
動
や
力
仕
事
で
女
は
ほ
ん
と
う

に
男
に
か
な
わ
な
い
の
か
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
学
者
が
調
査
し
た
報
告

に
よ
る
と
、
三
、
四
O
年
も
た
つ
と
、

女
性
の
世
界
記
録
は
男
性
の
記
録
に



追
い
つ
く
、
と
。
た
と
え
ば
水
泳
で

は
、
五
六
年
で
は
男
女
聞
の
差
が

一

0
・
六

%
、
六
六
年
に
は

一
O
%
、

七
六
年
に
は
八

・
五
%
に
も
ち
ぢ
ま
っ

た
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
記
録
が
劣
っ

て
い
た
の
は
生
理
機
能
の
差
で
は
な

く
、
女
性
に
競
技
の
場
を
与
え
な
か
っ

た
社
会
事
情
が
原
因
と
い
う
。

(日
・

9
読
売
)

働
く
女
、
ま
だ
イ
バ
ラ
の
道

東
京
都
民
生
局
が
都
内
の
成
人
女

性

一
五
O

O
人
を
対
象
に
「
婦
人
問

題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
な
っ

た。

「
現
在
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
」

四
二

・
五

%
、
こ
の
う
ち

「賃
金
が

安
い
」「
職
種
が
限
ら
れ
た
」
な
ど

で

「就
職
時
の
男
女
差
別
を
感
じ
た

人
」
三
四
・
八
%
。
家
事
分
担
で
は

食
事
の
用
意

・
片
づ
け

・
洗
濯
な
ど

に
は
八
割
の
夫
が
手
を
だ
さ
な
い
。

働
く
女
性
は
、
「
共
働
き
の
負
担
が

大
き
い
」

三
九

・
二
%
、
「
子
供
の

こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
」
二
二
%

な
ど
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

若
年
定
年
制
な
ど
に
つ
い
て
は
半

数
前
後
が
反
発
。
し
か
し
家
庭
の
負

担
な
ど
か
ら
男
性
と
同
等
の
勤
務
が

難
し
い
現
状
は
半
数
が
認
め
て
い
る
。

(
日
・

日
読
売
)
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活
動

〔
グ
ル
ー
プ
活
動
〕

〈
不
公
平
税
制
を
た
だ
す
奪
事
摩

全
国
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
同
盟
、
日
本

消
費
者
連
盟
、
総
評
、
日
本
生
協
連

な
ど
約
五

O
団
体
が
税
の
公
平
を
求

め
て
、
一
八
日
、
〈
不
公
平
税
制
を

た
だ
す
会
〉
を
発
足
さ
せ
る
。
「
国

民
本
位
の
福
祉
型
税
制
」
の
実
現
を

政
府
、
各
党
に
迫
り
、
一
幅
広
い
活
動

を
展
開
す
る
。

(
1
・
げ
朝
日
)

「
車
イ
ス
の
訴
え
」
実
る

「
私
た
ち
の
生
き
る
望
み
を
断
た

な
い
で
」
と
進
耳
慣
ν
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

の
患
者
た
ち
が
渡
辺
厚
相
に
訴
え
た

思
い
が
認
め
ら
れ
、
国
立
神
経
セ
ン

タ
ー
発
足
の
た
め
の
医
療
設
備
費
六

億
二
千
万
円
が
通
っ
た
。
一
時
は
来

年
度
予
算
の
大
蔵
原
案
で
ゼ
ロ
査
定

に
な
っ
て
い
た
が
。

(--m朝
日
)

運
賃
法
定
主
義
緩
和
に
は
反
対

主
婦
連
、
公
団
自
治
協
な
ど
二

O

団
体
で
つ
く
っ
て
い
る
全
国
消
費
者

団
体
連
絡
会
の
代
表
一
七
人
が
一
九

日
、
国
鉄
本
社
で
高
木
総
裁
に
「
運

賃
法
定
主
義
の
改
悪
と
値
上
げ
に
反

対
す
る
申
し
入
れ
」
を
文
書
で
手
渡

し
、
一
時
間
余
に
わ
た
り
懇
談
、
今

後
も
二
、
三
か
月
に
一
回
ぐ
ら
い
懇

談
の
機
会
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

(--m朝
日
)

過
疎
地
で
生
き
生
き
(
長
野
)

上
伊
那
郡
長
谷
村
に
主
婦
の
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
〈
か
や
の
実
〉
が
生

ま
れ
て
十
年
。
農
業
だ
け
で
は
暮
ら

せ
ず
内
職
生
活
だ
が
コ
ー
ラ
ス
や
手

芸
な
ど
も
楽
し
く
。

(
1
・
出
信
毎
)

〈
丸
の
内
女
性
文
化
ク
ラ
ブ
〉

東
京
・
丸
の
内
の
一
流
企
業
に
勤
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め
る

O
L
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
。
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
話
し
合
い
、
文
章
に

す
る
こ
と
で
、
自
分
を
見
つ
め
よ
う

と
い
う
も
の
。

「
高
い
給
料
払
っ
て
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
遊
ば
せ
て
く
れ
る
の
か
と

思
う
こ
と
が
あ
る
。
私
た
ち
、
も
っ

と
働
き
た
い
の
に
」

(
3
-
m毎
日
)

〈
一
葉
会
〉

重
度
心
身
障
害
者
の
施
設
e
つ
く
り

を
目
ざ
し
て
い
る
。
作
家
・
田
中
澄

江
さ
ん
が
顧
問
役
に
。
現
在
、
一

O

O
O万
円
の
募
金
活
動
を
進
め
て
い

る。

(
4
・5
朝
日
)



あ
た
り
ま
え
の
り
ブ
運
動

女
の
自
立
を
目
指
し
連
帯
の
輸
を

広
げ
よ
う
と
〈
女
性
の
ア
ク
セ
ス
を

求
め
る
会
〉
が
北
九
州
に
誕
生
し
て

一
年
。
二

O
代
か
ら
三

O
代
の
主
婦

ば
か
り
で
週
一
回
の
勉
強
会
を
ひ
ら

く
か
た
わ
ら
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
・
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
を
四
号
発
行
。

「
女
性
差
別
や
政
治
的
な
解
放
を

運
動
に
す
る
よ
り
は
、
主
婦
が
自
立

で
き
に
く
い
の
は
な
ぜ
、
と
い
う
身

辺
の
問
題
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
」

(
4
・7
西
日
本
)

離
別
母
子
世
帯
の
実
態
調
査

広
島
市
の
離
婚
し
た
母
親
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
〈
児
童
扶
養
手
当
を
一
八

歳
に
引
き
上
げ
る
会
〉
は
生
活
実
態

を
社
会
に
訴
え
よ
う
!
と
全
国
の
仲

間
に
呼
び
か
け
て
離
別
母
子
家
庭
の

実
態
調
査
を
始
め
る
。
調
査
内
容
は

①
生
活
②
仕
事
③
子
ど
も
の
三
つ
に

大
別
さ
れ
、
質
問
は
住
宅
事
情
、
職

場
の
待
遇
、
離
婚
に
よ
る
変
化
な
ど
、

一
一
一
一
項
目
に
及
ぶ
細
か
い
も
の
で
、

特
に
「
離
婚
の
子
ど
も
に
与
え
る
影

響
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

(
5
・9
信
毎
)

お
ん
な
情
報
誌
つ
く
っ
て
満
五
年

世
代
も
居
住
区
も
違
'
つ
け
れ
ど
、

「
い
ま
の
世
の
中
、
女
に
と
っ
て
生

き
に
く
い
」
と
い
う
思
い
で
結
ぼ
れ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
〈
あ
ご
ら
〉
は
、

宣
伝
も
せ
ず
、
一
般
に
は
無
名
に
近

い
が
「
女
た
ち
に
伝
え
た
い
情
報
は

何
か
」
を
唯
一
の
編
集
方
針
に
、
七

二
年
二
月
以
来
、
珠
玉
の
よ
う
な
情

報
を
送
り
続
け
て
い
る
。(
5
-
m
毎
日
)

ラ
イ
フ
・
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
会

暮
ら
し
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
勉
強
し
合
い
、
生
活
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
、
社
会
へ
発
言

し
て
い
こ
う
と
い
う
グ
ル
ー
プ
。

『
健
康
と
食
事
』
『
家
庭
看
護
」
『
老

後
の
プ
ラ
ン
』
等
の
小
冊
子
も
作
る
。

(
5
-
m朝
日
)

夫
婦
は
別
姓
で
も
い
い
の
で
は

〈
結
婚
改
姓
に
反
対
す
る
会
〉
で

は
、
結
婚
し
た
ら
ほ
と
ん
ど
夫
の
姓

を
名
の
る
こ
と
に
疑
問
。
長
い
間
、

女
自
身
の
中
に
血
肉
化
し
た
結
婚
観
、

夫
婦
観
を
洗
い
直
し
、
「
オ
レ
の
妻
」

「
う
ち
の
嫁
」
と
い
う
所
有
感
を
男

性
や
社
会
か
ら
な
く
し
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
、
一
万
通
の
請
願
書
を
提

出
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
教
師
、
タ

イ
ピ
ス
ト
、
弁
護
士
、

O
L
な
ど
六

人
。
さ
さ
や
か
だ
が
地
道
な
運
動
を

続
け
る
。

(
6
・
1
毎
日
)

〈
パ
ン
セ
〉

千
葉
の
主
婦
三
二
人
は
、
法
律
に

と
り
く
ん
で
い
る
。
と
い
っ
て
も
条

文
の
解
釈
で
は
な
く
、
法
的
な
考
え

方
の
道
す
じ
|
|
法
感
覚

l
iを
学

ん
で
い
る
。

市
教
委
が
主
催
し
て
い
る
「
婦
人

大
学
セ
ミ
ナ
ー
」
か
ら
独
立
。
グ
ル
ー

プ
名
は
〈
パ
ン
セ
〉
。

(
6
・
日
毎
日
)

〈
中
国
を
知
る
集
い
〉
初
会
合

松
岡
洋
子
・
江
間
章
子
・
高
峰
秀

子
さ
ん
ら
女
性
文
化
人
た
ち
の
呼
び

か
け
で
、
中
国
の
婦
人
十
人
を
招
い

て
話
し
合
い
。
賛
同
者
百
人
、
当
日

は
三
八
人
が
参
加
。

(
6
-
m毎
日
)

素
人
の
家
づ
く
り

女
性
一
級
建
築
士
の
前
田
邦
江
さ

ん
が
主
宰
す
る
「
住
ま
い
の
実
技
講

座
」
で
は
実
習
と
し
て
六
畳
の
離
れ

建
築
を
手
が
け
た
。
壁
や
内
装
な
ど

実
習
と
理
論
を
毎
月
重
ね
、
十
月
に

は
完
成
の
予
定
。
受
講
者
七
五
人
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
自
営
な
ど
全
部
素

人
。
女
性
も
主
婦
な
ど
二

O
余
人
が

参
加
。

(
8
・
1
読
売
)
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人
権
訴
え
リ
レ

I
行
進

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日
本
支
部
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
人
権
を
訴
え
な
が
ら
東
海

道
(
約
六
百
キ
ロ
)
を
歩
き
通
し
、

四
日
、
大
阪
市
・
大
阪
城
公
園
に
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
た
。

八
月
一
四
日
に
東
京
・
日
本
橋
を

出
発
、
二
一
泊
二
二
日
間
か
か
っ
た

「
ウ
ォ
l
カ
l
ソ
ン
(
ウ
ォ

I
ク
と

マ
ラ
ソ
ン
ど
に
は
、
東
大
生
、
主

婦
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
会
員
ら
延
べ

約
七
O
人
が
参
加
、
「
政
治
犯
釈
放
」

を
訴
え
た
。

(
9
・
5
朝
日
)

絵
本
に
表
わ
れ
た
性
別
役
割

性
差
別
を
考
え
続
け
て
い
る
グ
ル
ー

プ
〈
い
ど
ば
た
〉
が
七
三
|
七
四
年

に
発
行
さ
れ
た
絵
本
一
三
二
点
を
分

析
、
「
繰
り
返
さ
れ
る
類
型
像
を
子

ど
も
に
植
え
つ
け
て
い
る
の
に
、
作

者
も
疑
い
を
持
た
な
い
」
と
、
発
表
ι

人
間
の
多
様
像
が
ほ
し
い
と
訴
え
て

い
る
。

(
9
・
9
l
m朝
日
)

日
本
の
婦
人
運
動
は
終
わ
っ
た

中
ピ
連
解
散
を
誤
報
し
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
に
日
本
か
ら
抗
議

が
続
々
。
「
テ
リ
プ
ル
、
も
っ
と
調

べ
て
書
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
外
人
女

性
記
者
。
英
文
毎
日
九
月
一
四
日
号

に
も
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
の

記
者
は
日
本
男
性
の
専
制
ぶ
り
を
書

き
な
が
ら
、
彼
自
身
古
典
的
な
男
性

専
制
」
と
長
文
の
抗
議
文
が
載
っ
た
。

(
9
-
m毎
日
)

変
わ
り
ゆ
く
〈
全
地
婦
連
〉

社
会
奉
仕
か
ら
学
習
へ
、
さ
ら
に

実
践
へ
:
:
:
。
会
員
六
五
。
万
人
の

〈
地
婦
連
〉
が
変
身
し
つ
つ
あ
る
。

市
町
村
単
位
の
婦
人
会
の
全
国
組

織
と
し
て
昭
和
二
十
七
年
発
足
し
た

〈
地
婦
連
〉
は
、
三

O
l五
O
代
が

八
九
%
、
家
庭
婦
人
中
心
の
組
織
だ

が
、
国
際
婦
人
年
以
後
婦
人
問
題
に

も
関
心
、
「
入
浴
の
順
序
」
「
家
事
・

育
児
の
経
済
的
評
価
」
な
ど
も
テ
l

マ
に
。
が
、
新
し
い
活
動
を
ど
う
育

て
る
か
、
ま
だ
問
題
も
:
:
:
。

(m
・5
毎
日
)

ふ
え
る
婦
人
問
題
研
究
団
体

全
国
で
百
以
上
に
。
ほ
と
ん
ど
が

ミ
ニ
コ
ミ
を
発
行
。
「
過
激
な
言
葉

の
暴
力
で
女
の
怨
念
を
ぶ
ち
ま
け
、

女
が
女
自
身
を
拒
否
す
る
時
期
は
す

ぎ
た
。
男
性
敵
視
よ
り
主
体
性
の
確

立
を
」
と
い
う
〈
あ
ご
ら
〉
、
「
男
は

ジ
ャ
マ
、
と
り
あ
え
ず
は
女
か
ら
始

め
た
い
」
と
い
う
〈
ホ
l
キ
星
〉
な

ど
、
運
動
方
針
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

無
名
の
女
か
ら
女
へ
、
・
地
道
な
活
動

は
着
々
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
(m
・9
毎
日
)

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
本
部
で
活
躍

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
国
際

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
、
拷
問
禁
止
、
公

正
な
裁
判
、
死
刑
廃
止
な
ど
を
要
求
、

政
治
犯
の
救
援
活
動
を
続
け
て
い
る

国
際
的
な
民
間
の
人
権
擁
護
団
体
。

三
四
か
国
に
支
部
を
持
ち
、
会
員
一

五
万
、
日
本
に
も
千
人
の
会
員
が
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
そ
の
本
部
を

訪
れ
た
と
こ
ろ
、
百
人
ほ
ど
の
専
従

職
員
の
八
割
が
女
性
。
「
全
地
球
の

人
民
の
た
め
に
働
く
」
と
、
き
び
き

び
と
働
い
て
い
た
(
伊
地
知
優
子
)
。

(
m
-
U読
売
)
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不
安
な
老
後
を
訴
え
る

〈
独
身
婦
人
連
盟
〉
(
会
員
約
三

O

O
人
)
は
、
十
周
年
記
念
文
集
『
わ

だ
つ
み
の
声
を
と
わ
に
』
を
刊
行
し

た
。
職
場
で
の
冷
遇
へ
の
怒
り
や
ら
、

老
母
を
み
と
る
つ
ら
さ
な
ど
を
つ
づ

り
な
が
ら
、
老
後
対
策
を
切
々
と
訴

え
て
い
る
。

(
m
-
m朝
日
)

〈
あ
ご
ら
〉
初
の
全
国
集
会

ウ
ー
マ
ン
リ
プ
の
ミ
ニ
コ
ミ
代
表

誌
『
あ
ご
ら
」
が
発
刊
満
五
周
年
を

記
念
し
て
初
の
全
国
集
会
を
聞
い
た
。



で
き
た
ば
か
り
の
国
立
婦
人
教
育
会

館
で
。大
半
が
二

O
代
、
三
O
代
の
主
婦
。

子
連
れ
が
三
分
の
一
。
北
海
道
・
東

京
・
東
海
・
遠
く
は
九
州
・
四
国
か

ら
の
参
加
者
も
。
集
会
は
「
C
R
」

「
女
が
働
く
こ
と
」
「
リ
プ
論
」
な
ど

盛
ん
な
討
論
が
朝
方
ま
で
。
夫
に
同

窓
会
と
い
つ
わ
っ
て
出
席
し
た
会
員

も
こ
こ
で
は
同
志
に
固
ま
れ
て
言
い

た
い
こ
と
が
言
え
る
と
い
っ
た
ふ
ん

い
き
で
生
き
生
き
と
。
(日・

3
東
京
)

〈
女
・
エ
ロ
ス
〉
王
年

七
一
年
夏
、
長
野
県
の
リ
プ
合
宿

で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
が
つ
ど
い
、

「
今
、
こ
こ
に
、
私
た
ち
は
何
も
の

に
も
規
定
さ
れ
な
い
女
で
あ
る
」
と

七
三
年
末
、
雑
誌
『
女
・
エ
ロ
ス
』

の
産
ぷ
声
を
あ
げ
て
か
ら
五
年
。
ひ

た
む
き
に
自
ら
の
〈
生
〉
を
切
り
開

い
て
い
き
た
い
と
願
う
女
た
ち
の
共

通
の
場
で
あ
り
た
い
と
編
集
委
員
は

い-っ。

(日・

3
毎
日
)

た
ば
こ
追
放
・
女
の
会

「
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
が
い
る

と
こ
ろ
で
は
吸
っ
て
ほ
し
く
な
い
。

胎
児
ま
で
巻
き
添
え
に
さ
れ
る
の
は

ガ
マ
ン
な
ら
な
い
」
と
、
〈
タ
バ
コ

の
害
を
追
放
す
る
女
た
ち
の
会
〉
が

名
古
屋
に
生
ま
れ
た
。
ま
ず
病
院
や

乗
り
物
・
駅
・
映
画
館
・
地
下
露
苛

公
共
の
場
で
の
喫
煙
追
放
運
動
か
ら

始

め

る

。

(

日

・

日

読

売

)

〈
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
会
〉

会
員
約
二

O
人
。
東
京
ガ
ス
銀
座

セ
ン
タ
ー
三
階
の
料
理
教
室
で
発
会

式
が
聞
か
れ
た
。

「
今
日
ほ
ど
日
本
に
豊
か
に
、
あ

ら
ゆ
る
食
品
が
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
る

時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
今
日

ほ
ど
、
そ
れ
ら
食
品
に
真
心
が
失
わ

れ
て
い
る
時
代
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
自
ら
厨
一
民
に
入
り
、

あ
ら
ゆ
る
想
像
力
と
創
造
力
を
駆
使

し
、
食
べ
る
身
に
な
っ
て
真
心
を
こ

め
て
調
理
し
よ
う
と
思
い
た
ち
ま
し

た
」
(
発
会
宣
言
)
。
(
日
・

6
朝
日
)

*
 

〈
男
子
厨
一
民
に
入
ろ
う
会
〉
の
会
員

は
い
ま
中
学
生
か
ら
七

O
歳
ま
で
二

O
O人
。
「
仕
事
で
は
自
己
表
現
が

で
き
な
い
か
ら
代
わ
り
に
料
理
を
」

と
、
管
理
社
会
の
息
抜
き
場
と
し
て

「
知
的
創
作
活
動
」
の
料
理
は
男
た

ち
に
人
気
。
(
ロ
・

6
毎
日
)

女
性
学
会
ス
タ
ー
ト
台
に

女
性
学
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き

た
。
男
性
が
形
づ
く
っ
た
各
分
野
の

学
聞
を
女
性
の
視
点
か
ら
見
直
そ
う
、

と
い
う
も
の
。

女
性
学
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、

七
O
年
、
フ
ロ
リ
ダ
大
学
に
「
女
性

社
会
学
」
講
座
が
お
か
れ
て
か
ら
。

ウ
ー
マ
ン
リ
プ
の
学
者
か
ら
男
性
中

心
理
論
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
て

寺
己
ゃ
ん
。

日
本
で
も
女
性
学
講
座
を
持
つ
大

学
が
幾
っ
か
で
き
、
今
夏
に
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
で
日
本
女
性
研
究
を
し
て

い
る
女
性
た
ち
と
第
一
回
の
国
際
女

性
学
会
が
聞
か
れ
る
。
従
来
の
女
性

運
動
の
行
動
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く

理
論
化
す
る
こ
と
の
作
業
も
や
っ
て

い
き
た
い
、
と
国
際
女
性
学
会
の
慶

大
岩
男
寿
美
子
教
授
。

(
ロ
・
ロ
日
経
/

3
・
叩
朝
日
)

女
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

八
月
に
京
都
に
で
き
た
シ
ャ
ン
パ

ラ
(
地
下
王
国
)
。
ガ
ラ
ン
と
し
た

細
長
い
空
間
に
イ
ス
が
十
個
、
タ
ナ

に
は
ミ
ニ
コ
ミ
、
雑
誌
。
庖
と
い
う

よ
り
「
女
子
高
校
の
ク
ラ
ブ
室
」
と

い
っ
た
感
じ
。

女
た
ち
五
人
で
経
営
、
十
一
月
に

は
京
大
時
計
台
下
ホ
l
ル
で
「
女
の

祭
り
」
を
聞
い
た
。
か
つ
て
の
リ
プ

の
か
た
く
な
さ
は
な
く
、
だ
れ
も
が

楽
し
い
か
ら
や
っ
て
る
と
い
う
感
じ

だ

っ

た

。

(

ロ

-
U
読
売
)
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〔
会
議
・
集
会
〕

日
本
有
識
婦
人
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

テ
ー
マ
は
「
働
く
女
性
の
中
年
か

ら
の
生
活
設
計
」
、
安
定
し
た
老
後

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
の
点
で

も
圏
内
行
動
計
画
の
具
体
策
の
乏
し

さ
が
指
摘
さ
れ
、
特
別
委
員
会
を
設

置
、
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
決

議
し
た
。

(
2
・
9
読
売
)

徳
島
婦
人
会
議
聞
く

婦
人
週
間
の
記
念
行
事
の
一
つ
と

し
て
県
と
徳
島
婦
人
少
年
室
の
主
催

で
。
樋
口
恵
子
さ
ん
も
「
身
の
回
り

の
社
会
慣
習
を
見
直
す
」
と
題
し
て

講
演
。

(
4
-
m徳
島
)

働
く
婦
人
の
家
館
長
会
議

一
九
日
長
野
市
で
聞
か
れ
、
「
県

働
く
婦
人
の
家
連
絡
協
議
会
」
が
発

足
し
た
。
こ
れ
は
「
県
の
婦
人
問
題

行
政
の
総
合
的
窓
口
に
」
と
、
こ
の

四
月
県
労
政
課
内
に
発
足
し
た
福
祉

婦
人
係
の
呼
び
か
け
に
よ
る
も
の
で
、

各
館
長
が
五
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

勤
労
婦
人
問
題
を
研
究
協
議
し
、
勤

労
婦
人
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
も
の
。

(
5
-
m信
毎
)

第
一
八
回
全
国
婦
人
の
集
い
中
央
会

五
月
二

O
、
二
一
日
、
東
京
で

「
男
女
の
平
等
を
め
ざ
し
て
自
立
・

連
帯
・
行
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

同
盟
系
約
九
百
人
が
参
加
。
職
場
の

現
状
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。
全
体
会
、
分
科
会
で

は
、
男
女
の
賃
金
格
差
が
問
題
と
な

り
、
労
組
独
自
の
行
動
計
画
が
強
調

さ
れ
た
。

(
5
-
m読
売
/
信
毎
)

国
際
看
護
婦
協
会
第
一
六
回
大
会

七
十
数
か
国
の
参
加
を
得
て
成
功

裡
に
終
了
。

今
大
会
の
流
行
語
は
、
プ
ラ
イ
マ

リ
1
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
l
。
医
師
か

ら
独
立
し
て
予
防
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
る
看
護
婦
の
重

要
性
が
各
国
代
表
か
ら
強
調
さ
れ
た
。

西
独
で
は
「
開
業
看
護
婦
」
も
発
達
、

途
上
国
で
は
「
は
だ
し
の
看
護
婦
」

も
。
日
本
の
遅
れ
が
感
じ
ら
れ
た
。

(
6
・6
朝
日
)

「
私
の
声
」
北
信
北
区
集
会

各
立
場
の
二
十
数
人
が
信
毎
本
社

で
集
会
。
「
社
会
制
約
の
大
き
さ
」

「
組
織
と
の
か
か
わ
り
方
の
問
題
点
」

「
甘
え
・
家
事
中
心
(
社
会
参
加
密

度
に
個
人
差
が
あ
る
か
)
」
等
と
語

り
、
「
国
連
の

N

婦
人
の
十
年
u

も

残
り
八
年
。
ボ
ヤ
ボ
ヤ
せ
ず
力
を
つ

け
て
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
(
8
・1
信
毎
)

婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
総
会

八
月
一

oー
一
五
日
の
六
日
間
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
二
五
か
国
か
ら
三

百
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
る
。
「
平

和
の
問
題
は
政
府
だ
け
に
は
ま
か
せ

て
お
け
な
い
」
と
六

0
年
間
に
わ
た

り
女
性
の
立
場
か
ら
呼
び
か
け
て
い

る
国
連
の
外
郭
団
体
。
「
軍
国
主
義

は
男
女
平
等
主
義
と
真
っ
向
か
ら
相

対
す
る
も
の
」
と
。

(
8
-
m読
売
)
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「
人
類
を
守
る
の
は
女
性

l
l
私

の
考
え
で
は
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

て
世
論
を
起
こ
し
、
世
界
を
中
性
子

煤
得
の
危
機
か
ら
救
う
べ
き
で
あ
る
」

と
マ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
氏
が
演
説
。

(
8
・
日
朝
日
)

，
生
涯
教
育
u

の
全
国
大
会

生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
大
会

が
八
|
十
日
の
三
日
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、

八
百
人
が
参
加
。

家
庭
内
の
人
間
関
係
に
悩
む
数
人

の
主
婦
が
、
十
年
前
、
自
分
自
身
の

エ
ゴ
を
見
つ
め
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
会
は
、
一
人
一
人
の
内
面
的



な
自
己
教
育
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、

親
の
自
己
教
育
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
。

(
8
-
U
読
売
)

離
島
婦
人
会
議

第
七
回
会
議
は
、
二
七
|
三

O
日、

東
京
で
。
「
物
価
対
策
と
消
費
生
活
」

「
教
育
と
後
継
者
養
成
」
を
め
ぐ
っ

て
意
見
を
交
換
。

(
9
・
幻
毎
日
)

世
田
谷
婦
人
会
議

国
際
婦
人
年
を
記
念
し
て
発
足
し

た
〈
世
田
谷
婦
人
の
会
議
〉
の
第
三

回
大
会
が
、
八
日
、
世
田
谷
区
民
会

館
で
約
七
百
人
の
主
婦
を
集
め
て
聞

か
れ
た
。
一
番
ケ
瀬
康
子
さ
ん
の
講
演
の
あ

と
「
現
代
文
明
と
健
康
」
「
法
律
上

の
婦
人
の
地
位
」
な
ど
、
六
部
会
に

分
か
れ
て
討
議
。

(m
・
9
毎
日
)

H

出
産
問
題
μ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

出
産
を
め
ぐ
る
不
安
や
不
満
、
問

題
点
を
、
個
人
的
な
こ
と
で
終
わ
ら

せ
ず
、
み
ん
な
で
持
ち
ょ
っ
て
、
も

う
一
度
考
え
直
し
て
み
よ
う
ー
ー
と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
国
際
婦
人
年

大
阪
連
絡
会
主
催
で
聞
か
れ
た
。
出

産
に
か
か
る
費
用
の
ば
ら
つ
き
、
ま

か
不
思
議
さ
に
不
満
は
集
中
し
た
。

年
内
に
H

出
産
白
書
H

を
ま
と
め
る

予

定

。

(

日

・

3
朝
日
)

家
庭
や
慣
習
を
考
え
直
そ
う

労
働
省
主
催
「
日
本
婦
人
問
題
会

議
」
が
四
O
O人
余
り
の
女
性
を
集

め
て
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
男
女

平
等
と
社
会
慣
習
」
。
自
分
の
家
庭

生
活
、
地
域
慣
習
な
ど
を
考
え
直
し

た。
「
自
分
の
家
、
職
場
、
地
域
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
自
分
も
含
め
て
み

ん
な
が
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
で
出

来
上
が
る
の
が
社
会
慣
習
で
、
そ
れ

は
法
や
制
度
と
は
ズ
レ
た
部
分
手
持
っ

て
い
る
。
抽
象
論
や
一
般
論
で
は
解

決
で
き
な
い
」
と
東
大
教
授
の
松
原

治
郎
さ
ん
は
こ
の
問
題
を
整
理
し
た
。

(日・

4
朝
日
)

女
性
社
長
・
重
役
連
合
会

女
性
社
長
・
女
性
重
役
約
千
五
百

人
が
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
お
け
る

女
性
の
地
位
の
向
上
」
を
め
ざ
し
て

会
合
。
商
工
会
議
所
婦
人
会
の
連
合

会
が
年
一
回
の
総
会
を
聞
く
。
ま
だ

就
職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
女
子
大
生
、

会
場
に
行
っ
て
就
職
運
動
し
て
み
た

ら

。

(

日

・

8
毎
日
)

完
全
な
る
男
女
平
等
の
国

中
国
婦
人
代
表
団
を
迎
え
て
、
横

浜
で
中
国
婦
人
の
実
情
を
聞
く
会
が

も
た
れ
た
。

つ
婦
人
は
天
の
半
分
を
支
え
て
い

る
u

と
い
う
現
実
は
、
婦
人
の
労
働

参
加
・
社
会
参
加
に
お
い
て
男
性
と

全
く
平
等
、
母
性
保
護
に
も
特
に
考

慮
が
払
わ
れ
、
出
産
休
限
は
八
週
間

の
全
額
有
給
。
授
乳
時
間
は
午
前
、

午
後
一
回
ず
つ
。
そ
の
上
に
完
備
し

た
保
育
所
」
に
日
本
婦
人
は
た
め
息
。

(
日
・
日
毎
日
)

婦
選
会
館
一
五
周
年
の
集
い

婦
人
参
政
権
獲
得
の
記
念
と
、
理

想
選
挙
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
拠
点

と
し
て
設
け
ら
れ
た
婦
選
会
館
の
開

館
一
五
周
年
記
念
集
会
と
講
演
会
が

一
五
日
、
同
会
館
で
聞
か
れ
、
市
川

房
枝
さ
ん
ら
と
共
に
活
動
し
て
き
た

婦
人
や
同
会
館
の
市
民
大
学
講
座
で

学
ぷ
若
い
人
た
ち
一
六

O
人
が
一
五

年
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

(u-m読
売
)

全
米
婦
人
会
議
を
傍
聴
し
て

十
一
月
一
八
日
か
ら
一
二
日
ま
で

米
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
全

米
婦
人
会
議
が
聞
か
れ
た
。
四
日
間
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傍
聴
し
て
き
た
河
野
貴
代
美
さ
ん
の

報
告
ー
ー
。

壇
上
に
ず
ら
り
大
統
領
夫
人
が
そ

ろ
い
、
全
米
か
ら
七
千
人
の
出
席
者

と
い
う
大
集
会
。
憲
法
に
性
差
別
禁

止
の
項
目
を
、
レ
ズ
ピ
ア
ン
に
市
民

権
を
、
と
い
っ
た
、
よ
り
自
由
で
平

等
な
生
き
方
を
求
め
た
二
六
項
目
の

行
動
計
画
を
め
ぐ
っ
て
の
討
論
。
反

対
派
引
き
の
ば
し
作
戦
の
、
動
議
に

次
ぐ
動
議
の
な
か
、
計
画
案
通
り
承

認
さ
れ
て
終
会
。
さ
て
日
本
の
私
た

ち
は
次
の
世
代
に
何
を
残
せ
る
か
。

(ロ・

2
道
新
)

知
っ
た
本
当
の
育
児

「
子
ど
も
を
預
け
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
」
と
問
い
つ
つ
十
三
年
間

ユ
ニ
ー
ク
な
保
育
室
活
動
を
続
け
て

来
た
国
立
公
民
館
が
改
築
さ
れ
る
の

を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
か
か
わ
っ
た

す
べ
て
の
人
で
「
保
育
室
の
つ
ど
い
」

を
持
つ
。
い
ま
年
間
の
利
用
児
は
四

千
人
。
「
保
育
室
は
解
放
区
と
い
う

と
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
母
子

関
係
の
あ
り
方
を
問
い
、
復
権
の
望

み
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
」
と
、
あ
る

母
は
語
る
。
(
ロ
・

4
朝
日
)

〔
女
性
史
〕

主
婦
手
づ
く
り
の
現
代
史
採
用

来
年
四
月
か
ら
の
中
学
の
国
語
教

科
書
(
教
育
出
版
社
・
新
中
学
国
語

2
)
に
青
梅
市
内
の
主
婦
グ
ル
ー
プ

が
足
で
書
い
た
『
多
摩
の
お
ん
な
|

手
。
つ
く
り
の
現
代
史
」
の
一
部
が
採

用
さ
れ
た
。

(
7
・
4
読
売
)

初
の
「
女
性
史
の
つ
ど
い
」

「
私
た
ち
自
身
の
手
で
女
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
そ
う
」
と
各
地
に
生
ま

れ
た
女
性
史
研
究
会
の
第
一
回
が
名

古
屋
市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
二
日

間
に
わ
た
り
聞
か
れ
、
二
ハ

O
人
が

参
加
し
た
。
相
模
原
市
史
の
編
集
竜

北
海
道
女
性
史
研
究
会
、
兵
庫
県
婦

人
運
動
史
研
究
会
、
京
都
婦
人
の
あ

ゆ
み
研
究
会
な
ど
が
発
表
、
全
体
討

論
で
「
資
料
収
集
を
ま
ず
重
点
に
」

と
結
論
し
た
。

(
9
・
日
朝
日
)

女
性
史
研
究
、
全
道
的
に
展
開

昭
和
二

0
年
代
、
林
屋
辰
三
郎
氏

は
、
民
衆
史
の
発
展
の
た
め
に
、

「
地
方
・
部
落
・
女
性
」
の
歴
史
追

求
の
必
要
性
を
語
り
、
ま
た
高
倉
新

一
郎
氏
は
、
北
海
道
の
真
の
開
拓
史

を
、
「
女
に
よ
っ
て
、
も
し
く
は
女

の
助
け
を
か
り
て
」
掘
り
出
す
必
要

を
語
っ
た
が
、
な
お
女
性
史
の
分
野

は
と
り
残
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
三

O
年
た
っ
た
今
、
北
海
道
の
女
性
史

研
究
は
、
ま
さ
に
女
に
よ
っ
て
、
女

性
自
身
の
視
点
を
基
盤
に
全
道
的
規

模
で
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
(
桑

原
真
人
・
北
海
道
開
拓
記
念
館
学
芸

部
員
)

(

9

-

m

道
新
)

分
担
決
め
歴
史
研
究
発
表
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今
一
度
き
ち
ん
と
歴
史
を
学
び
直

し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
「
国
立
団

地
歴
史
サ
ー
ク
ル
」
(
会
員
一
一
一
人
)

が
、
月
一
回
の
会
を
団
地
集
会
所
で

も
つ
よ
う
に
な
っ
て
一
五
年
。
過
去

の
歴
史
を
客
観
的
に
認
識
し
つ
つ
現

代
を
ど
う
生
き
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
考
え
て
い
る
。
(日・

3
朝
日
)

発
掘
さ
れ
た

w
女
性
史
u

明
治
の
な
か
ご
ろ
、
将
来
を
望
ま

れ
な
が
ら
渡
米
し
た
ま
ま
、
‘
ば
っ
た

り
消
息
が
途
絶
え
、
そ
の
後
、
「
娼

婦
に
毒
殺
さ
れ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
立
井
信
三

郎
が
、
底
辺
女
性
史
の
研
究
家
、
山

崎
朋
子
さ
ん
の
調
べ
で
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
活
躍
し
た
女
流
評
誼
家
、

山
田
わ
か
を
娼
婦
の
境
遇
か
ら
救
い

出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
そ
の
死
は
、
山
田
わ
か
へ
の
愛
が



実
ら
な
か
っ
た
た
め
の
息
苦
判
喝

(u
・9
朝
日
)

〔
戦
争
・
平
和
〕

H

東
京
ロ

I
ズ
H

の
特
赦
が
決
定

米
・
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
一
九
日
、

第
二
次
大
戦
中
の
対
米
宣
伝
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
反
逆
罪
に
問
わ
れ

米
市
民
権
を
は
く
奪
さ
れ
た
「
東
京

ロ
l
ズ
」
の
ア
イ
パ
・
戸
栗
・
ダ
キ

ノ
さ
ん
(
六

O
)
の
特
赦
を
発
表
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

(--m朝
日
)

引
き
揚
げ
の
記
録
を
出
版

『
あ
』
母
な
る
国
』
を
出
し
た
田

端
ハ
ナ
さ
ん
(
七

O
)。
舞
鶴
で
援

護
運
動
の
先
頭
に
立
ち
続
け
「
戦
争

の
悲
劇
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
」

と
私
財
を
投
じ
て
記
録
集
を
刊
行
。

(
5
・1
朝
日
)

女
性
の
戦
争
体
験
記

「
戦
争
の
悲
劇
を
再
び
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
戦
時
下
の
無
名
の
女

性
た
ち
の
体
験
を
若
い
世
代
に
伝
え

た
い
」
こ
ん
な
願
い
か
ら
女
性
ば
か

り
の
手
に
な
る
戦
争
体
験
記
録
の
刊

行
運
動
が
、
京
都
市
で
ス
タ
ー
ト
。

来
年
一
月
に
は
第
一
号
が
刊
行
さ
れ

る。

(m
・
泊
朝
日
)

卒
業
三

O
年
の
記
念
誌

戦
時
中
、
旧
満
州
大
連
で
、
濠
掘

り
、
貯
水
池
e

つ
く
り
に
血
マ
メ
を
つ

く
っ
て
働
き
、
苦
難
の
引
き
揚
げ
で

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
羽
衣
高
女
の
一

七
回
生
が
、
戦
中
・
戦
後
の
女
の
歴
史

を
一
冊
の
文
集
に
。
(
ロ
・
羽
読
売
)

〔
消
費
者
運
動
〕

消
費
者
運
動
、

一
千
万
人
に

関
心
事
の
ベ
ス
ト
5
は
①
安
全
性

②
健
康
③
物
価
④
消
費
者
啓
発
、
教

育
⑤
生
活
環
境
(
ゴ
ミ
公
害
な
ど
)
。

(
1
・
剖
読
売
)

業
者
よ
り
強
か
っ
た
妻
た
ち

年
間
三
百
ト
ン
以
上
の
洋
酒
び
ん

の
ほ
と
ん
ど
を
市
が
処
理
す
る
川
西

市
で
、
婦
人
に
よ
る
運
動
が
み
の
り
、

サ
ン
ト
リ
ー
に
全
品
目
回
収
を
踏
み

切
ら
せ
た
。
今
後
も
運
動
の
輪
を
広

げ
、
回
収
・
再
利
用
に
よ
る
経
費
増

が
値
上
げ
の
理
由
に
さ
れ
な
い
よ
う

監
視
す
る
。

(
2
-
n
朝
日
)

放
出
野
菜
ほ
ん
と
に
あ
る
の
か

都
が
生
鮮
食
料
品
の
価
格
安
定
の

た
め
放
出
し
て
い
る
野
菜
が
庖
頭
に

見
当
た
ら
な
い
。
港
区
の
婦
人
調
査

員
の
自
主
追
跡
で
。

(
3
・
6
読
売
)

ソ
フ
ト
め
ん
の
ポ
リ
包
装
追
放

埼
玉
県
で
全
廃
に
決
定
。
埼
玉
消

費
者
連
絡
会
(
代
表
・
藤
田
佳
津
子

さ
ん
)
の
マ
マ
さ
ん
パ
ワ
l
に
応
え

た
も
の
。

(
6
・
2
毎
日
)

建
売
住
宅
調
査
六
七
%
は
欠
陥

〈
主
婦
連
〉
は
昨
年
十
一
月
、
東

京
、
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
で
四
百

人
の
建
売
購
入
者
を
調
査
。
六
七
%

が
「
入
居
し
た
ら
修
理
が
必
要
」
で

悪
質
な
も
の
も
多
か
っ
た
た
め
建
設

省
に
消
費
者
保
護
を
申
し
入
れ
た
。

(
7
・
幻
朝
日
)

子
ど
も
の
た
め
の
消
費
生
活
講
座

「
夏
休
み
子
ど
も
の
た
め
の
消
費

生
活
講
座
」
が
板
橋
区
消
費
者
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
。
小
学
五
、
六
年
生

五
二
人
は
、
「
ど
う
し
た
ら
テ
レ
ビ

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
ま
ど
わ
さ
れ
な

い
で
す
台
か
」
と
か
「
ニ
セ
も
の
ジ
ュ
ー

ス
を
ど
う
し
て
み
つ
け
る
か
」
な
ど

を
聞
い
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
を
つ
く
る

実
験
を
し
た
。

(
8
・
3
朝
日
)
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不
用
品
友
愛
セ
I
ル
好
評

不
用
に
な
っ
た
衣
料
品
や
更
生
品

の
友
愛
セ
l
ル
が
深
川
友
の
会
主
催

で
聞
か
れ
、
主
婦
た
ち
が
ワ
ン
サ
と

集
ま
っ
た
。

(
9
-
m道
新
)

マ
マ
さ
ん
人
形
劇
団
活
躍

公
安
口
や
ゴ
ミ
の
問
題
、
合
成
着
色

な
ど
、
暮
ら
し
の
中
の
消
費
者
問
題

を
わ
か
り
や
す
い
人
形
劇
に
し
て
子

ど
も
た
ち
に
訴
え
て
い
る
マ
マ
さ
ん

人
形
劇
団
が
あ
る
。
四
十
八
年
三
月

の
初
演
以
来
四
年
半
、
人
形
・
衣
裳
・

舞
台
装
置
、
す
べ
て
手
作
り
。
脚
本

も
母
親
た
ち
の
共
同
作
業
。
ゴ
ミ
問

題
を
あ
つ
か
っ
た
「
お
こ
っ
た
神
様
」
、

汚
れ
た
海
を
テ
l

マ
に
し
た
「
か
っ

ぱ
の
か
ん
平
」
な
ど
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
目
下
七
つ
。
(
日
・
ロ
毎
日
)

化
粧
品
の
景
品
付
き
販
売
規
制

日
本
消
費
者
連
盟
は
、
化
粧
品
業

界
が
法
に
違
反
し
て
景
品
付
き
販
売

を
行
な
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
公
取
委
に
取
り
締
り
の
強
化
を

要
請
、
業
界
各
社
に
も
自
主
規
制
を

申
し
入
れ
た
。
(
日
・
部
毎
日
)

市
民
が
選
ぶ
「
良
い
医
者
」

関
西
消
費
者
連
合
会
と
八
尾
市
民

消
費
問
題
研
究
会
(
と
も
に
角
田
静

子
会
長
)
は
大
阪
高
島
屋
前
で
「
良

い
医
者
名
鑑
」
を
配
布
。
両
会
が
開

設
し
た
「
良
い
医
者
探
し
二

O
番」

に
市
民
か
ら
通
報
さ
れ
た
「
親
切
で

良
心
的
」
な
医
者
一

O
三
人
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
だ
が
、
医
師
会

側
は
し
ぶ
い
顔
。
(
ロ

-m読
売
)

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〕

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
開
講

長
野
県
社
協
は
来
月
初
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
講
、
即
戦
力

を
養
成
。

(
1
・
幻
信
毎
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
定
供
給
を

身
障
者
や
寝
た
き
り
老
人
、
施
設

の
子
ど
も
た
ち
の
支
え
と
な
っ
て
働

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
質
の
向
上

と
w
安
定
供
給
u

を
め
ざ
す
組
織
を

民
間
ベ

l
ス
で
作
り
出
そ
う
と
「
静

岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ

I
ロ
I
」
が

四
月
に
発
足
す
る
。

(
1
・
お
朝
日
)

自
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

盲
人
の
た
め
の
テ
l
プ
図
書
館
づ

く
り
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
「
松

戸
朗
読
奉
仕
会
」
は
ほ
と
ん
ど
が
主

婦
。
ゆ
っ
く
り
、
息
長
く
、
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
。
発
足
五
年
、
テ
ー
プ

も
三
七

O
巻
に
な
っ
た
。
奉
仕
と
同

時
に
自
分
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な
っ

た
と
い
う
人
が
多
い
。
(
2
・9
毎
日
)

老
人
ヘ
毎
日
ニ
回
温
か
い
給
食

福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
春
日
市

で
始
め
て
一
年
半
。
本
人
負
担
は
月

一
万
三
千
円
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
で
、
大
阪
の
よ
う
に
主
婦
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
(
3
・2
朝
日
)
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
四
月
か
ら

活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ケ
ガ

や
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を
保
障
す

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
が
四
月

か
ら
試
験
的
に
実
施
さ
れ
る
。
年
二

百
円
の
掛
け
捨
て
で
最
高
百
万
円
支

払
う
。

(
3
・3
朝
日
)

女
性
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
場

全
国
初
の
試
み
と
し
て
、
北
九
州

市
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
喝

美
術
の
鑑
賞
が
三
度
の
メ
シ
よ
り
好

き
と
い
う
二

O
代
か
ら
五

O
代
ま
で

の
女
性
三
七
名
。
三
年
間
毎
週
一
回

の
研
修
で
美
術
史
の
専
門
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
た
と
い
う
彼
女
た
ち
が



常
設
展
示
室
に
待
機
。
入
館
者
の
求

め
に
応
じ
て
解
説
や
ガ
イ
ド
を
行
な

う。

(
5
・
8
西
日
本
)

女
同
士
黙
っ
て
お
れ
な
い
、
と

女
性
経
営
者
や
芸
術
家
た
ち
の
奉

仕
団
体
〈
東
京
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
〉
は
、

「
ね
む
の
木
学
園
」
の
宮
城
ま
り
子

さ
ん
に
バ
ザ
ー
な
ど
の
収
益
金
百
万

円
を
贈
呈
。

(
8
・H
毎
日
)

〔
文
化
〕

十
歳
迎
え
た
「
な
る
ほ
ど
展
」

婦
人
発
明
家
協
会
は
二
十
八
年
に

設
立
さ
れ
て
以
来
、
女
性
に
よ
る
発

明
の
保
護
と
育
成
、
ア
イ
デ
ア
の
商

口
忠
仙
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
な
っ

て
お
り
、
四
十
三
年
に
、
女
性
発
明

コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
第
一
回
「
な
る

ほ
ど
展
」
を
開
催
、
今
年
は
第
十
回
。

こ
の
十
年
間
に
出
品
さ
れ
た
発
明
品

は
二
千
点
。
う
ち
百
点
は
商
品
化
さ

れ
て
い
る
。

(
2
・
日
朝
日
)

若
松
賎
子
没
後
八
O
年
記
念
展

「
小
公
子
」
な
ど
の
初
版
本
の
ほ

か
明
治
女
学
校
の
寄
宿
舎
規
則
な
ど

明
治
期
の
女
子
教
育
資
料
も
。
東
京

シ
ミ
ズ
画
廊
で
。

(
2
・
お
読
売
)

職
能
専
門
高
等
学
校
入
学
式

身
体
不
自
由
児
た
ち
の
教
育
施
設

「
ね
む
の
木
学
園
」
(
宮
城
ま
り
子
園

長
)
が
六
日
で
十
年
目
。
学
園
内
で

モ
ノ
を
つ
く
り
、
成
人
に
な
っ
て
も

生
き
る
こ
と
を
保
障
で
き
る
施
設
ー

そ
の
一
歩
が
職
能
専
門
高
等
学
校
で

あ
る
。

(
4
・7
朝
日
)

水
着
の
一
世
紀
展

米
国
か
ら
届
い
た
一
世
紀
に
わ
た

る
五
七
点
を
含
め
て
、
女
性
の
水
着

展
が
関
か
れ
て
い
る
。

「
女
性
の
か
ら
だ
を
公
に
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
が
、
女
性
解
放
の
進
展

と
並
行
し
て
い
て
、
そ
れ
が
西
洋
に

お
け
る
女
性
解
放
を
如
実
に
反
映
し

て
い
る
」
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
衣
裳
研
究
部
プ
ラ
ム
女
史
。

(
5
・
お
朝
日
)

ご
り
ょ
ん
さ
ん
の
慰
労
会

博
多
山
笠
は
男
の
祭
り
。
期
間
中

は
商
売
も
裏
方
も
ご
り
ょ
ん
さ
ん

(
奥
さ
ん
)
ま
か
せ
と
な
る
。
そ
れ

を
ね
ぎ
ら
つ
て
慰
労
会
が
。

(
7
-
m西
日
本
)

ミ
三
町
会
図
書
館
十
年
に

江
東
区
大
島
中
央
町
の
町
会
図
書

館
は
、
同
町
に
住
む
母
親
た
ち
の
協

力
で
オ
ー
プ
ン
し
て
十
年
。
区
立
図

書
館
ま
で
足
を
運
べ
な
い
幼
児
や
低

学
年
の
子
ど
も
に
喜
ば
れ
、
本
を
通

じ
て

w
親
子
の
断
絶
M

も
な
く
な
っ

た
、
と
父
母
か
ら
感
謝
。(
7
-
m毎
日
)

マ
マ
さ
ん
H

演
劇
五
輪
H

ヘ

モ
ナ
コ
で
聞
か
れ
る
国
際
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
柏
原
演

劇
研
究
会
の

w

マ
マ
さ
ん
俳
優
u

七

人
が
出
演
。
夫
は
ボ
ー
ナ
ス
を
は
た

い
て
快
諾
、
子
ど
も
は
家
事
を
引
き

受

け

た

。

〈

8
-
M
読
売
)

託
児
室
っ
き
音
楽
会

音
大
を
出
て
、
音
楽
教
室
を
聞
い

て
い
る
〈
グ
ル
ッ
ベ
・
ク
l
ゲ
ル
〉

の
メ
ン
バ
ー
一
同
さ
ん
た
ち
は
、
若

い
お
母
さ
ん
方
に
も
安
心
し
て
音
楽

会
に
来
て
も
ら
お
う
と
、
保
母
さ
ん

と
託
児
室
を
用
意
し
た
音
楽
会
を
二

一
日
に
聞
く
。
室
蘭
で
二
度
目
の
試

み
だ
が
、
一
度
目
は
大
好
評
で
、
室

蘭
の
文
化
向
上
に
役
立
つ
試
み
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
〈

ω
・
3
道
新
)

お
母
さ
ん
の
人
形
劇
団

人
形
劇
の
好
き
な
主
婦
九
人
で
作
つ
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て
い
る
劇
団
〈
星
の
子
〉
。
練
習
と

家
事
と
の
両
立
は
た
い
へ
ん
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
目
に

出
会
う
と
そ
ん
な
苦
労
は
ふ
っ
と
ん

で
し
ま
う
。
(
叩
・
日
朝
日
)

日
本
女
性
の
素
顔
を
紹
介

婦
人
問
題
を
取
材
す
る
外
人
記
者

の
参
考
に
、
映
画
『
ザ
・
ラ
イ
フ
・

オ
プ
・
ウ
ィ
メ
ン
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
』
(
企
画
・
財
団
法
人
フ
ォ

1
リ

ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、
製
作
・
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
映
画
)
が
完
成
し

た
。
働
く
女
性
、
趣
味
を
楽
し
む
主

婦
な
ど
、
い
ま
生
き
て
い
る
日
本
女

性
の
全
体
像
を
デ
l
タ
を
中
心
に
描

い
た
も
の
。

(m
・
幻
朝
日
)

男
子
禁
制
の
図
書
館

「
主
婦
の
友
」
初
代
社
長
が
開
館

し
た
「
お
茶
の
水
図
書
館
」
が
三

O

周
年
を
迎
え
た
。
一
般
用
七
万
冊
の

ほ
か
、
徳
富
蘇
峰
の
七
万
冊
、
佐
々

木
信
綱
の
二
千
冊
も
収
蔵
、
利
用
度

の
高
い
一
万
冊
を
常
時
展
示
し
て
い

る
。
年
間
利
用
者
六
万
人
、
そ
の
七

割
が
女
子
大
生
、
も
っ
と
主
婦
や
O

L
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

H

教
養

の
集
い
H

も
随
時
開
催
し
て
い
る
」

と

、

館

。

(

ロ

・

1
毎
日
)

太
田
洋
子
の
文
学
碑

被
爆
体
験
の
記
録
『
屍
の
街
』
な

ど
で
知
ら
れ
る
作
家
、
太
田
洋
子

(
一
九
O
六
l
六
一
二
)
の
文
学
碑
を

ゆ
か
り
の
広
島
市
に
建
立
す
る
計
画

が
具
体
化
し
、
募
金
活
動
が
始
ま
っ

た

。

(

ロ

-m朝
日
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
〕

女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
探
せ

最
近
、
大
手
企
業
の
運
動
部
に
女

性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
大
活
躍
中
。
教

育
マ
マ
に
育
て
ら
れ
て
き
た
若
者
が

多
い
せ
い
か
、
女
性
に
シ
リ
を
た
た

か
れ
な
け
れ
ば
フ
ァ
イ
ト
が
わ
か
な

い
の
だ
と
い
う
。

(
3
-
m
毎
日
)

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
プ
l
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
子
チ
ー

ム
「
パ
パ
パ
」
が
来
日
。
日
本
の
女

子
チ
l
ム
と
対
戦
。
マ
マ
さ
ん
チ
ー

ム
や
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
の
春
季
大
会
も

た
け
な
わ
。

(
4
-
m
朝
日
)

婦
人
団
体
も
五
輪
誘
致
を
陳
情

札
幌
が
八
四
年
冬
季
五
輪
の
有
力

な
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
再
誘

致
運
動
が
活
発
化
。
札
幌
市
婦
人
連

絡
協
議
会
と
道
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

も
誘
致
を
陳
情
し
た
。

(
5
・
3
朝
日
北
海
道
)

増
え
た
ツ
ヨ

I
イ
女
の
子

ピ
ュ

I
テ
ィ
・
ベ
ア
の
所
属
す
る

目
黒
の
ジ
ム
で
は
少
女
た
ち
が
髪
ふ

り
乱
し
「
ギ
ャ
!
」
「
ウ
ォ

1
」
。
小

四
か
ら
四
O
歳
の
主
婦
ま
で
入
門
者

百
人
。
「
そ
れ
、
や
っ
つ
け
ろ
」
と

声
援
が
:
:
:
。

(
6
・
日
毎
日
)
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増
え
る
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

女
高
生
の
間
で
人
気
上
昇
中
な
の

が
「
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
。
東

京
大
会
出
場
の
都
立
八
八
校
も
半
分

は
女
子
マ
ネ
。

H

蔭
の
人
H

だ
が

H

参
加
で
き
る
喜
び
H

で
人
気
。

〈
7
・
日
朝
日
)

少
女
野
球
チ
l
ム

そ
の
名
も
〈
中
央
レ
デ
ィ
ー
ズ
〉
。

群
馬
県
前
橋
市
の
少
女
チ
l
ム
。
い

ま
ま
で
の
対
戦
成
績
は
二
勝
三
敗
。

練
習
は
毎
日
曜
日
、
約
二
時
間
、
し

ば
し
ば
監
督
の
カ
ミ
ナ
リ
が
落
ち
る
。

〈

8
-
m読
売
)

女
サ
ッ
カ
ー
先
生
大
奮
闘

群
馬
県
前
橋
市
の
明
和
女
子
短
大



付
設
幼
稚
園
教
育
養
成
所
で
は
サ
ッ

カ
ー
を
授
業
に
と
り
入
れ
て
い
る
。

「
女
子
が
サ
ッ
カ
ー
を
や
る
な
ん
て
」

と
反
発
さ
れ
た
が
、
四
年
前
に
開
設
。

任
地
で
幼
児
相
手
に
サ
ッ
カ
ー
教
育

を
試
み
る
広
告
歪
+
も
い
て
、
サ
ッ
カ
ー

熱
の
H

底
辺
H

を
広
げ
る
の
に

一
役

買
っ
て
い
る
。

(
8
・
M
東
京
)

，均字
画 供

差P
掴 tb
直 05

rCMにまどわ

されぬ知識を」

女
子
百
米
自
由
で
五
九
・
九
秒

山
崎
幸
子
さ
ん
(
一
五
)
が
日
本

で
初
め
て

一
分
の
壁
を
破
っ
た
。
世

界
記
録
は
五
五
秒
六
五
。(
7
・
幻
各
紙
)

fこ
が前
、回

電は
気ス
時ト
計ッ山
でプ中
もウ
五ォ
九 ッ
. チ

九だ
O つ
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秒
を
実
現
。

(
8
・
お
各
紙
)

女
流
剣
士
も
熱
戦
を
展
開

全
道
警
察
柔

・
剣
道
大
会
に
交
通

巡
視
員
ら

一
六
人
の
H

女
剣
士
H

が

技
を
競
っ
た
。

(m
-8道
新
)

少
女
野
球
チ
|
ム
奮
戦
す

札
幌
の

〈北
海
ベ
ア
l
ズ
〉
は
道

内
唯

一の
少
女
野
球
チ
l
ム
だ
が
、

結
成
=
一
か
月
で
対
少
年
チ
|
ム
の
成

績
が
二
勝
一
敗
。
来
夏
は
初
の
「
全

国
少
女
野
球
大
会
」
に
出
場
す
る
。

(m
-m朝
日
北
海
道
)

高い実用性自慢
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風
潮

〔
時
の
流
れ
〕

幕
開
け
た

w
枯
渇
の
時
代
H

あ
れ
も
こ
れ
も
か
ら
、
あ
れ
か
こ

れ
か
、
選
択
と
ケ
チ
ケ
チ
の
時
代
へ
。

(
1
・1
読
売
)

宝
塚
レ
ビ
ュ
ー
五

O
歳
に

身
長
平
均
約
二
ハ
三
、
入
学
七
・

二
倍
。
再
び
プ
l
ム
(
1
・
4
読
売
)

占
い
、
今
年
も
女
性
に
プ
I
ム

街
の
運
命
判
断
の
客
の
七
|
八
割

が
女
性
。
ヤ
ン
グ
か
ら
ミ
セ
ス
ま
で

家
庭
の
悩
み
が
半
数
。
(
-
-
U
道
新
)

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
モ
テ
モ
テ

二
月
一
四
日
は
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

デ

I
」
。
「
女
性
が
男
性
に
愛
を
う
ち

あ
け
て
も
い
い
」
日
に
、
ハ
ー
ト
型

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
四
百
円
か
ら
五
百
円

が
売
れ
て
、
売
れ
て
:
:
:
。
(
2
・5
読
売
)

バ
ス
ト
は
女
性
の
武
器
か
?

女
性
下
着
メ
ー
カ
ー
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
一
八
日
東
京
会
館
で
。

「
大
小
を
論
じ
る
根
本
に
は
男
性
支

配
の
社
会
が
あ
る
。
大
き
さ
を
決
め

る
の
は
自
分
で
い
い
」
|
|
野
坂
昭

如
氏
ほ
か
の
意
見
。

(
2
・
幻
朝
日
)

高
校
生
の
美
容
講
習
に
波
紋

資
生
堂
は
四
八
万
人
、
カ
ネ
ボ
ウ

は
女
高
生
四
O
万
、
男
高
生
一

O
万

人
対
象
に
実
施
中
。
日
本
消
費
者
連

盟
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
中
止
さ
せ
た

い
」
と
答
え
た
の
は
京
都
・
福
井
の

二
府
県
教
委
の
み
。
文
部
省
は
「
学

校
が
判
断
す
る
こ
と
」
と
例
に
よ
っ

て
見
守
る
構
え
。

(
3
・
2
朝
日
)

80 

女
性
の
検
事
志
望
ふ
え
る

昨
年
の
司
法
試
験
合
格
者
の
う
ち

女
性
は
、
八
・
四
%
。
そ
の
大
部
分

は
弁
護
士
志
望
の
よ
う
だ
が
、
検
事

志
望
も
ふ
え
て
い
る
。

「
い
ま
だ
に
女
性
検
事
が
話
題
に
な

る
よ
う
で
は
女
性
の
地
位
後
退
で
は
」

と
市
橋
千
鶴
子
さ
ん
。
(
3
・8
毎
日
)

「
花
の
機
動
隊
」
発
足

フ
ケ
イ
ト
ッ
キ
H
婦
人
警
察
官
特

別
機
動
隊
の
発
隊
式
が
二
六
日
、
北

の
丸
公
園
で
行
な
わ
れ
た
。
二

O
一



人
、
平
均
年
齢
二
一
歳
、
婦
人
・
老

人
・
身
障
者
の
デ
モ
の
警
備
に
。

(
4
・
幻
朝
日
)

「
女
、
釣
り
ま
す
」
で
繁
昌

デ
パ
ー
ト
の
売
上
高
は
、
期
間
中

二
O
万
人
を
動
員
す
る
カ
メ
ラ
シ
ョ
ー

よ
り
も
、
そ
の
半
数
の
生
花
展
の
ほ

う
が
ぐ
ー
ん
と
高
い
。

と
か
く
女
性
は
「
衝
動
買
い
」
に

走
り
が
ち
。
そ
こ
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近
に
は
プ
レ

タ
ポ
ル
テ
や
総
し
ぼ
り
を
並
べ
る
。

「
あ
ら
っ
」
「
見
る
だ
け
な
ら
」
か
ら

購
買
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
各
フ

ロ
ア
ご
と
に
甘
い
も
の
の
庖
を
設
置

し
、
安
価
に
し
て
い
る
の
も
女
客
の

引
き
止
め
策
。

(
5
・
日
朝
日
)

自
立
し
て
い
る
未
婚
の
母

戦
後
二

O
年
、
激
減
し
た
母
子
家

庭
が
ま
た
増
え
始
め
た
。
し
か
も
死

別
の
割
合
が
減
り
離
別
が
増
え
て
い

る
。
し
か
し
経
済
的
に
自
立
し
、
相

手
と
の
結
婚
や
援
助
を
期
待
し
な
い

H

見
上
げ
る
よ
う
な
u

未
婚
の
母
た

ち
も
増
え
て
い
る
。

(
5
・
幻
朝
日
)

「
い
の
ち
の
電
話
」
七
割
が
女
性

身
近
な
人
間
関
係
の
か
っ
と
う
、

ざ
折
な
ど
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
二
四
時

間
応
じ
て
く
れ
る
「
い
の
ち
の
電
器
巴
。

女
性
の
相
談
が
七
割
を
占
め
る
。

(5-m朝
日
)

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
解
散
宣
言

人
気
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
「
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
ズ
」
の
三
人
が
、
渡
辺
プ

ロ
の
製
作
部
長
と
と
も
に
記
者
会
見
。

「
今
年
の
秋
で
グ
ル
ー
プ
を
解
散
し
、

芸
能
界
を
引
退
し
た
い
」
。
(
7
-
m朝
日
)

ホ
ス
テ
ス
を
捕
え
て
み
た
ら

「
せ
っ
盗
罪
は
十
年
以
下
の
懲
役
。

で
も
初
犯
だ
か
ら
執
行
猶
予
っ
き
?

起
訴
猶
予
は
無
理
で
し
ょ
う
か
」
白

昼
の
ひ
っ
た
く
り
で
捕
え
ら
れ
た
ホ

ス
テ
ス
(
三
一
)
の
言
に
刑
事
が
び
っ

く
り
。
調
べ
て
み
る
と
、
夜
学
の
法

学
部
に
学
び
法
律
家
を
め
ざ
し
て
猛

勉
強
。
離
婚
↓
子
を
引
き
取
り
ホ
ス

テ
ス
に
↓
月
商
一
四

O
万
、
し
か
し

立
替
金
が
多
く
「
盗
ん
で
も
金
は
払

え
」
と
言
わ
れ
「
警
察
に
捕
ま
れ
ば

私
の
苦
し
み
が
庖
に
も
わ
か
る
と
思
っ

て
」
と
い
う
経
過
が
わ
か
っ
た
。

「
金
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

ハ
ダ
に
合
わ
な
い
ホ
ス
テ
ス
稼
業
と

ス
ツ
パ
リ
縁
を
切
り
た
か
っ
た
の
で

は
」
と
同
情
的
な
刑
事
も
:
:
:
。

(
m
-
9毎
日
)

O
L気
質

住
友
商
事
の
社
内
誌
『
こ
み
ゅ
に

て
い
』
(
十
月
号
)
の
(
女
子
社
員

対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
)
に
よ
る

と
一
か
月
の
貯
金
高
は
、
一
二
万
円
か

ら
四
万
円
と
い
う
人
が
約
四
割
で
最

も
多
い
。
小
遣
い
の
使
い
み
ち
に

「
書
籍
」
の
購
入
を
あ
げ
て
い
る
人

は
一
五
%
と
少
な
い
。
(
m
-
m朝
日
)

つ
き
あ
い
の
中
の
イ
エ
ス
・
ノ
ー

必
要
な
時
に
「
ノ
l
」
と
言
え
る

本
が
引
っ
込
み
思
案
の
主
婦
の
間
で

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
に
な
っ
て
い
る
。

B

O
C出
版
『
自
分
を
変
え
る
本
」
。

「
推
測
」
が
交
際
上
の
技
術
に
な
っ

て
い
る
日
本
の
社
会
、
「
ノ

1
」
と

い
う
の
は
大
変
。

「
た
だ
ノ
!
と
4=p
ぇ
、
と
い
う
の

は
無
理
。
主
婦
も
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
こ

そ
相
手
の
こ
と
も
自
然
に
考
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
」
と
武
田
京
子
さ

ん。
「
考
え
方
や
生
き
方
が
多
様
化
し

て
、
家
の
中
で
も
イ
エ
ス
か
ノ
l
か

を
は
っ
き
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
っ
た
」
|
|
白
石
浩
一
さ
ん
。

(日

-m東
京
)
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床
屋
さ
ん
続
々
美
容
院
に
転
身

長
髪
の
流
行
以
来
、
男
が
美
容
院

に
。
そ
こ
で
理
髪
庖
が
大
挙
し
て
美

容
院
に
転
業
、
女
性
経
営
者
が
大
多

数
だ
っ
た
美
容
業
界
に
男
が
進
出
し

始
め
た
。
中
に
は
材
料
も
商
品
も
共

同
購
入
す
る

S
P
C
も
登
場
、
パ
ー

マ
三
八

O
O円
の
格
安
料
金
、
カ
ッ

ト
も
い
い
と
主
婦
た
ち
に
も
好
評
で
、

今
や
理
美
容
業
界
は
ホ
ッ
ト
な
戦
い
。

(
日
・
幻
読
売
)

』
う
る
さ
い
独
身
古
参
O
L

「
必
ず
お
う
か
が
い
を
立
て
な
い

と
へ
ソ
を
ま
げ
ら
れ
イ
ジ
ワ
ル
さ
れ

る
」
と
男
た
ち
を
お
び
や
か
し
て
い

る
O
L
が
多
い
。
「
し
か
し
女
房
に

し
て
み
た
ら
会
社
で
鍛
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
姑
、
小
じ
ゅ
う
と
の
扱
い

方
が
う
ま
い
」
と
い
う
夫
か
ら
の
声

も。
一
方
、
男
性
た
ち
も
酒
を
飲
め
ば

上
司
の
悪
口
、
口
う
る
さ
い
、
人
を

軽
べ
つ
す
る
な
ど
、
サ
エ
な
い
男
が

多
い
。
(
企
業
の
中
の
し
ゅ
う
と
・

し
ゅ
う
と
め
)
(
ロ
・
目
、
加
毎
日
)

「
掬
ん
で
る
」
が
流
行
語

自
分
自
身
に
正
直
で
、
精
神
面
で

も
セ
ッ
ク
ス
で
も
充
足
を
求
め
る
女

を
追
求
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
エ
リ

カ
・
ジ
ョ
ン
グ
の
『
矧
ぶ
の
が
怖
い
』

が
、
日
本
で
も
五

O
万
部
の
大
ヒ
ッ

ト
。
以
来
、
「
朔
ぷ
」
が
大
流
行
。

「
何
か
変
わ
り
た
い
と
い
う
焦
燥

感
が
社
会
全
体
に
あ
る
の
で
は
」
と

『
M
O
R
E』
の
編
集
長
は
分
析
。

(
ロ
・
幻
朝
日
)

人
生
案
内
こ
の
一
年

例
年
ど
お
り
多
い
の
は
夫
婦
の
問

題
。
夫
が
無
口
で
い
や
だ
な
ど
、
女

の
要
求
過
多
も
ふ
え
た
。
安
易
な
早

婚
離
婚
。
子
ど
も
の
扱
い
に
悩
み
、

生
き
が
い
を
求
め
る
:
:
:
。
サ
ラ
金

の
問
題
が
多
か
っ
た
の
も
今
年
の
特

徴

。

(

ロ

・

剖

読

売

)

〔
主
婦
〕

聞
か
れ
た
家
事
ヘ

京
都
に
残
る
「
家
事
暦
」
に
よ
る

と
昔
は
男
の
家
事
分
担
も
あ
り
、
男

の
値
打
ち
を
子
に
教
え
る
機
会
に
な
っ

て
い
た
。
七
七
年
は
ま
ず
休
日
か
ら

改
革
を
。

(
1
・5
読
売
)

自
転
車
放
置
は
主
婦
が
大
半

H

自
転
車
放
置
u

に
悩
む
小
平
市

が
岡
市
内
六
駅
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
の
実
態
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
目

立
っ
た
の
は
、
二
、
三

O
代
の
主
婦

の
モ
ラ
ル
の
低
下
。
わ
ず
か
な
距
離

で
も
歩
こ
う
と
せ
ず
に
自
転
車
で
駅

ま
で
乗
り
つ
け
、
歩
道
や
道
路
に
あ

た
り
か
ま
わ
ず
と
め
る
傾
向
が
。

(
1
・7
毎
日
)

女
性
の
ア
ル
コ
ー
ル
患
者
ふ
え
る
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夫
や
家
族
を
送
り
出
し
て
か
ら
チ

ピ
チ
ピ
や
っ
た
り
、
夫
の
帰
り
を
待

ち
な
が
ら
飲
ん
だ
り
の
主
婦
が
増
加
。

(
1
・
日
毎
日
)

主
婦
を
と
ら
え
た
個
性

昨
年
二
月
に

N
E
T
系
で
始
ま
っ

た
『
徹
子
の
部
屋
』
が
好
調
だ
。
主

婦
の
心
を
と
ら
え
て
い
る
の
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
l
の
女
優
、
黒
柳
徹
子
。

「
世
の
中
、
変
わ
っ
て
き
た
な
あ
」

そ
し
て
「
主
婦
の
み
な
さ
ん
が
、
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
(
個
性
)
を
大
事
に

し
て
下
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最

高
に
う
れ
し
い
」
と
本
人
。
(--m朝
日
)

テ
レ
ビ
界
、
主
婦
層
に
巻
き
返
し

女
性
べ
っ
視
と
リ
プ
に
し
か
ら
れ

た
り
し
て
、
各
局
と
も
こ
こ
一
、
二

年
昼
メ
ロ
と
決
別
の
姿
勢
だ
っ
た
が



「
女
の
性
(
さ
が
)
路
線
」
が
再
び

流
行
の
気
配
。
リ
プ
路
線
よ
り
も
主

婦
路
線
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
時
代
を

映
す
鏡
と
か
。

(
2
-
m
朝
日
)

「
家
計
簿
」
に
男
性
も
入
選

第
二
三
回
目
の
「
わ
が
家
の
家
計

簿
」
体
験
談
入
選
四
八
編
に
男
子
三

人
が
含
ま
れ
た
。
な
お
こ
と
し
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
主
婦
が
昨
年
の

四
七
%
か
ら
六
七
%
に
ふ
え
、
年
代

は
四
O
歳
代
が
増
加
。
(
6
・
日
朝
日
)

が
っ
ち
り
計
画
性
ヤ
ン
グ
主
婦

東
京
新
聞
主
催
の
第
二
三
回
「
わ

が
家
の
家
計
簿
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
選
者
が
決
ま
っ
た
。
今
回
は
新

婚
の
主
婦
の
応
募
が
多
く
、
節
約
第

一
の
傾
向
が
薄
れ
て
い
る
反
面
、
見

事
に
「
計
画
経
済
」
を
導
入
。

(
7
・9
東
京
)

主
婦
の
一
坪
シ
ョ
ッ
プ
が
流
行

一
度
で
い
い
か
ら
、
小
さ
な
お
庖

を
や
っ
て
み
た
い
|
|
そ
ん
な
夢
を

く
す
ぐ
る

n
主
婦
の
軒
先
商
法
u

が

大
変
な
プ
l
ム。

(
8
・
幻
東
京
)

悩
み
は
深
し
長
男
の
妻

「
夏
に
心
乱
れ
る
長
男
の
嫁
」

「
親
と
同
居
し
な
い
兄
夫
婦
」
の
二

つ
の
投
書
に
六
O
通
の
反
響
が
。
長

男
の
委
の
立
場
に
苦
し
み
つ
つ
も
妥

協
点
を
探
す
姿
が
深
刻
。(
9
・4
朝
日
)

「
農
協
若
妻
の
主
張
」
発
表
大
会

県
農
協
婦
人
連
盟
と
県
農
協
中
央

会
共
催
の
「
農
協
若
妻
の
主
張
発
表

大
会
」
が
静
岡
県
農
業
会
館
で
聞
か

れ
た
。
審
査
の
結
果
、
伊
豆
中
央
農

協
若
妻
学
校
の
関
森
静
子
さ
ん
の

「
農
業
に
勇
気
と
自
信
を
」
が
優
秀

賞
に
、
藤
枝
市
若
妻
学
校
の
寺
田
千

恵
子
さ
ん
の
「
農
村
の
新
し
い
女
性

像
を
求
め
て
」
が
優
良
賞
に
選
ば
れ

た

。

(

凶

・

7
静
岡
)

当
世
「
嫁
・
姑
」

エ
リ
ー
ト
校
か
ら
エ
リ
ー
ト
企
業

に
入
っ
た
息
子
が
、
高
卒
で
読
書
よ

り
あ
み
も
の
が
好
き
な
妻
を
選
ん
だ

こ
と
が
母
は
気
に
入
ら
ず
猛
烈
な
嫁

教
育
を
。
妻
と
母
の
両
方
か
ら
グ
チ

を
聞
い
た
彼
は
嫁
教
育
を
や
め
る
よ

う
母
に
言
っ
た
が
事
態
は
悪
化
、
嫁

は
実
家
に
戻
っ
た
。

海
外
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
妻

を
伴
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
母
が
激
妹
山
、

高
血
圧
で
入
院
。
息
子
は
妻
を
母
の

看
病
の
た
め
に
残
そ
う
と
し
た
の
で

妻
は
離
婚
を
申
し
立
て
た
。
家
裁
は

看
病
は
家
政
婦
に
ま
か
せ
、
妻
と
と

も
に
赴
任
す
る
よ
う
調
停
し
た
が
、

「
今
日
あ
る
の
は
母
の
お
か
げ
、
妻

の
選
択
を
誤
っ
た
」
と
い
う
H

幼
な

夫
M

に
妻
は
失
望
、
離
婚
し
た
。

親
が
離
婚
の
フ
ィ
ク
サ
ー
で
あ
る

家
庭
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。

一
方
、
姑
い
び
り
も
盛
ん
。

E
子

は
「
母
は
長
男
が
み
る
」
と
い
う
約

束
を
信
じ
次
男
の

S
に
嫁
い
だ
が
母

は
S
の
も
と
に
来
、
ト
ラ
ブ
ル
に
。

そ
こ
で
兄
夫
婦
と
四
者
会
談
を
聞
き
、

母
を
養
老
院
に
入
れ
、
費
用
を
兄
夫

婦
が
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
母
は
そ

れ
を
拒
み
、
一
時
別
世
帯
を
持
っ
た

が
結
局
は
養
老
院
入
り
。

別
の
例
で
は
、
共
働
き
の
小
学
校

教
師
。
家
事
を
み
る
姑
に
感
謝
し
て

い
た
が
、
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
育
児

を
め
ぐ
り
衝
突
。
姑
は
養
老
院
行
き

を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
さ
り
受

け
入
れ
ら
れ
大
あ
わ
て
。
家
庭
相
談

員
は
「
い
ず
れ
世
話
に
な
る
の
だ
か

ら
体
の
動
く
う
ち
は
息
子
夫
婦
に
従

え
」
と
説
得
し
た
。

最
近
の
若
夫
婦
は
自
己
中
心
的
。

姑
は
「
う
ば
捨
て
」
か
「
内
助
の
功
」

以
外
生
き
る
道
が
な
い
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
は
口
々
に
言

う
。
「
夫
は
何
を
し
て
る
の
で
し
ょ

気
の
毒
な
姑
が
た
く
さ
ん
い
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る
の
に
呼
び
出
し
て
も
す
っ
ぽ
か
す

男
が
多
い
。
妻
に
母
を
ま
か
せ
き
り
。

妻
の
手
に
余
る
と
今
度
は
家
庭
相
談

員
に
オ
ン
プ
。
ダ
メ
男
が
ふ
え
た
」

(
あ
あ
嫁
・
姑

)(m-uー
お
毎
日
)

心
の
錠
前
を
と
く

主
婦
の
聞
に
社
会
参
加
を
望
む
声

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
い
く
ら

施
設
を
作
り
、
機
会
を
整
え
て
も
重

い
腰
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
は
ど
う

し
ょ
う
も
な
い
。
問
題
は
心
構
え
。

心
の
錠
前
の
カ
ギ
を
と
く
こ
と
が
必

要。
今
、
ア
メ
リ
カ
で
A
I
A
と
い
う

グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
使
っ
た

教
育
訓
練
が
さ
か
ん
。
「
で
き
っ
こ

な
い
」
「
ど
う
せ
ダ
メ
」
の
消
極
的

態
度
を
積
極
的
・
建
設
的
な
も
の
に

変
え
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
。
日
本

で
も
主
婦
層
や
女
子
社
員
教
育
に
と

り
入
れ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
(u
・2
日
経
)

七
七
年
の
主
婦
の
投
書

読
売
新
聞
の
主
婦
の
投
書
欄
「
赤

で
ん
わ
」
に
七
七
年
に
寄
せ
ら
れ
た

投
書
ベ
ス
ト
3
は
「
子
ど
も
の
息
校
」

「
主
婦
の
生
き
が
い
」
「
老
後
」
。
そ

の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
不
況
の
影
が
:
:
:
。

(
ロ
・
訓
読
売
)

〔
結
婚
・
離
婚
〕

企
業
グ
ル
ー
プ
が
結
婚
相
談
所

日
産
自
動
車
・
目
立
・
丸
紅
・
富

士
銀
行
な
ど
四
一
社
が
会
員
に
な
っ

て
結
婚
相
談
の
「
芙
蓉
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
プ
」
を
設
立
。
登
録
料
一
万
円
。

三
菱
グ
ル
ー
プ
、
三
和
グ
ル
ー
プ
で

す
で
に
好
評
。
企
業
離
れ
が
進
む
中

の
皮
肉
な
現
象
。

(
3
・
2
朝
日
)

男
も
お
色
直
し
時
代

最
近
の
披
露
宴
で
は
花
婿
の
お
色

直
し
が
常
識
化
し
た
。
多
い
の
は
白

の
タ
キ
シ
ー
ド
。
だ
が
「
バ
ン
ド
マ

ン
は
裏
へ
」
な
ん
て
い
わ
れ
る
人
も

い
る
。
イ
ヒ
ヒ
ヒ
。

(
鯨
岡
阿
美
子
)
(
3
・U
朝
日
)

親
の
離
婚
テ

I
マ
に

両
親
の
離
婚
問
題
を
テ
l
マ
に
し

た
児
童
文
学
書
が
ふ
え
て
い
る
。
た

と
え
ば
『
屋
に
帰
っ
た
少
女
』
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
中
に
重
い
テ
l
マ
を
。

(
3
-
m毎
日
)

二
五
組
合
同
銀
婚
式

金
婚
式
セ
ン
タ
ー
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
二
五
組
を
無
料
招
待

し
た
。
手
軽
に
男
女
が
結
ぼ
れ
る
現

代
の
風
潮
の
中
で
、
結
婚
式
そ
の
も

の
の
意
味
を
考
え
、
銀
婚
、
金
婚
と

い
っ
た
人
生
の
節
目
を
も
っ
と
大
切

に
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。

「
終
戦
の
混
乱
が
ま
だ
続
く
中
で
、

仕
娼
式
を
あ
げ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
」
と
参
加
者
。

(
5
・
1
朝
日
)

H

男
女
の
愛
H

中
学
の
教
科
書
に
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ヤ
l
コ
プ
レ
フ
作
『
花
む
こ
と
花

よ
め
」
な
ど
、
男
女
の
愛
を
テ
l

マ

に
し
た
も
の
が
国
語
の
全
教
科
書
に

登
場
。
「
愛
に
ふ
れ
る
こ
と
が
タ
ブ
ー

で
な
く
な
っ
た
」
と
東
京
都
教
育
研

究
会
議
は
指
摘
。

(
6
-
m
毎
日
)

老
人
ホ
l
ム
で
結
婚
式

軽
費
老
人
ホ
l
ム
清
和
荘
で
お
年

寄
り
同
士
の
ロ
マ
ン
が
実
り
、
初
の

挙
式
。

(
8
・
お
空
知
新
聞
)

〔
く
ら
し
〕

「
足
」
の
値
上
げ
目
白
押
し

運
輸
省
は
、
政
府
が
運
賃
値
上
げ

抑
制
を
打
ち
出
さ
な
い
限
り
、
「
足
」

の
値
上
げ
を
認
可
す
る
方
針
。
ま
ず

六
大
都
市
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
値
上
げ

を
一
月
下
旬
か
二
月
中
に
(
基
本
運

賃
三
百
円
台
)
、
営
団
地
下
鉄
、
都



営
地
下
鉄
の
値
上
げ
を
三
月
下
旬
か

四
月
に
認
可
。
ま
た
、
東
京
都
区
部

の
民
営
パ
ス
と
都
営
パ
ス
の
値
上
げ
、

航
空
運
賃
、
国
鉄
の
再
値
上
げ
、
私

鉄
の
値
上
げ
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
国
民
は
一
段
と
暮
ら
し
に
く
い

年
に
な
り
そ
う
だ
。

(
1
・
3
朝
日
)

物
価
は
一
回
・
六
%
上
昇

国
民
春
闘
共
闘
は
、
労
働
者
の
家

計
か
ら
見
た
独
自
の

n
物
価
指
数
M

と
最
近
の
家
計
の
収
支
状
況
を
発
考

社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
の
た

め
、
こ
れ
ら
を
織
り
込
ん
だ
実
際
の

H

物
価
指
数
M

は
昨
年
十
月
の
調
査

時
点
で
前
年
同
月
よ
り
一
四
・
六
%

も
上
が
っ
て
い
た
。

(--m朝
日
)

消
費
者
物
価
0
・
六
%
押
し
上
げ

倉
成
経
済
企
画
庁
長
官
は
二

O
目、

国
鉄
運
賃
、
電
話
基
本
料
金
な
ど
五

二
年
度
中
に
予
定
さ
れ
る
政
府
予
算

関
連
の
公
共
料
金
の
値
上
げ
(
国
鉄
・

電
話
・
医
療
費
な
ど
)
が
消
費
者
物

価
を

0
・
六
%
押
し
上
げ
る
、
と
の

見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
同

長
官
は
「
全
体
と
し
て
は
物
価
へ
の

悪
影
響
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

(--m朝
日
)

物
価
安
定
と
い
う
が

東
京
都
の
消
費
者
物
価
指
数
、
前

月
よ
り

0
・
六
%
、
前
年
同
二
月
よ

り
九
・
三
%
ア
ッ
プ
と
発
表
さ
れ
た
。

生
活
経
済
研
究
所
の
主
婦
会
員
た

ち
の
生
活
実
感
指
数
調
査
で
は
、
一

一
一
了
八
一
%
と
出
た
。
(
3
-
m読
売
)

〔衣〕
働
く
女
性
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

庖
頭
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
、
デ

ザ
イ
ン
の
バ
ッ
グ
が
並
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
。
男
性

用
の
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い

る
編
集
者
も
い
る
。
「
女
の
人
の
職

業
が
ち
ゃ
ん
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
バ
ッ

グ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
く
る

の
か
も
し
れ
な
い
」
と
鯨
岡
阿
美
子

さ
ん
。

(
4
・
9
朝
日
)

女
性
用
反
物
に
も
し
L
判

着
物
一
反
の
横
幅
は
男
物
で
一
尺
、

女
物
で
九
寸
七
分
が
こ
こ
十
年
来
の

寸
法
だ
が
、

L
L
サ
イ
ズ
の
一
尺
も

の
が
誕
生
。

L
L
判
に
ふ
み
切
っ
た

八
王
子
市
織
物
工
業
組
合
は
「
消
費

者
か
ら
の
要
望
も
あ
る
が
、
販
売
拡

張
の
意
味
合
い
が
強
い
」
と
説
明
。

(
5
-
n読
売
)

ベビ
l
用
品
が
好
評
の
交
換
市

旭
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
三

年
前
に
始
め
た
ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市
で

は
子
ど
も
用
品
の
交
換
が
好
評
。
ム

ダ
を
省
く
た
め
に
も
ど
し
ど
し
利
用

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

(
7
-
m朝
日
北
海
道
)

男
の
も
の
も
み
ん
な
女
の
も
の

シ
ャ
ツ
で
も
ジ
ー
ン
ズ
で
も
気
に

入
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
男
も
の
で
も

平
司
大
き
い
ほ
う
が
楽
だ
し
、
色
-

柄
も
豊
富
|
|
強
い
女
た
ち
の
勇
気

あ
る
行
動
が
普
遍
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
女
子
プ
ロ
レ
ス
、
樋
口
久
子

な
ど
、
H

強
い
女
H

が
人
気
の
時
代
。

(
8
-
M朝
日
)

ふ
え
た

n
男
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
u

男
性
服
が
ポ
ケ
ッ
ト
を
減
ら
し
ス

リ
ム
に
な
っ
た
た
め
、
世
界
的
に
流

行
。
女
性
用
と
の
ち
が
い
は
カ
ギ
が

か
け
ら
れ
る
こ
と
か
。
(
9
・7
朝
日
)

〔食〕
お
米
も
っ
と
食
べ
て

国
民
の
ご
は
ん
離
れ
で
米
が
余
る

状
態
が
続
い
て
い
る
た
め
、
食
糧
庁
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は
一
八
日
、
米
を
も
っ
と
食
べ
て
も

ら
う
対
策
を
新
年
度
か
ら
始
め
る
こ

と
に
決
め
た
。
小
・
中
学
校
の
米
飯

給
食
を
大
幅
に
伸
ば
し
、
米
を
原
料

に
し
た
新
し
い
加
工
食
品
を
開
発
す

る
メ
ー
カ
ー
に
、
原
料
米
を
無
償
で

提
供
す
る
な
ど
。

(
1
・
悶
朝
日
)

H

チ
ク
ロ
よ
り
こ
わ
い
H

ワ
ラ
ビ
?

ワ
ラ
ビ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
か
ら
発
が

ん
物
質
が
発
見
さ
れ
、
同
様
に
焼
き

魚
、
焼
き
肉
の
「
こ
げ
た
部
分
」
か

ら
も
。
「
天
然
食
品
と
は
い
え
安
心

は
禁
物
」
と
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研

究
所
の
河
内
卓
・
副
所
長
。
と
は
い

え
、
や
た
ら
に
心
配
す
る
よ
り
、
そ

の
度
合
い
、
含
有
量
を
判
断
し
て

「
付
き
合
う
」
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
、

と
コ
メ
ン
ト
。

(m
・
泊
朝
日
)

お
せ
ち
商
戦
、
様
変
わ
り

主
婦
の
腕
の
ふ
る
い
ど
こ
ろ
だ
っ

た
「
お
せ
ち
」
だ
が
、
デ
パ
ー
ト
で

の
セ
ッ
ト
売
り
に
予
約
殺
到
。
一
ー

三
万
円
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
。

「
女
性
が
無
精
っ
た
ら
し
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
そ
れ
も
学
校

給
食
に
起
因
す
る
」
(
池
田
弥
三
郎
)

「
今
や
食
べ
物
と
い
う
よ
り
飾
り
物
、

買
う
ほ
う
が
合
理
的
。
当
然
の
成
り

行

き

で

す

ヨ

」

(

俵

蔚

子

)

(ロ

-m読
売
)

〔住〕
宅
地
造
成
に
女
H

ご
意
見
番
u

昭
苑
興
業
と
い
う
、
千
葉
県
下
で

宅
地
開
発
を
手
が
け
て
い
る
会
社
が
、

「
人
と
住
ま
い
を
考
え
る
主
婦
会
議
」

の
メ
ン
バ
ー
七
人
と
モ
ニ
タ
ー
三

O

人
を
募
集
。
報
酬
は
、
メ
ン
バ
ー
が

週
一
回
の
会
議
参
加
で
月
十
万
円
、

モ
ニ
タ
ー
一
万
円
。
任
期
は
一
年
。

家
の
主
役
、
主
婦
を
ね
ら
い
、
不
動

産
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
も
期
待
さ

れ
る
、
と
い
う
の
が
ね
ら
い
。
二
千

人
の
応
募
の
中
か
ら
論
文
、
グ
ル
l

プ
討
論
と
面
接
で
七
人
が
選
ば
れ
た
。

(
-
-
U
朝
日
)

主
婦
が
つ
く
っ
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

「
人
と
住
ま
い
を
考
え
る
主
婦
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
主
婦
七
人
は
宅
地

建
物
関
係
の
法
令
や
業
務
の
勉
強
を

続
け
、
今
で
は
専
門
家
な
み
の
力
量
。

一
年
間
の
研
究
成
果
と
し
て
、
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
を
近
く
完
成
。(日
・

6
朝
日
)

公
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準
引
上
げ

全
国
一
五
五
万
二

O
O
O戸
の
公

営
住
宅
の
入
居
基
準
が
二
年
ぶ
り
で

改
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
老
人
、
障

害
者
な
ど
を
か
か
え
た
世
帯
ゃ
、
老

人
、
障
害
者
、
寡
婦
へ
の
新
た
な
控

除
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

閣
議
で
正
式
決
定
さ
れ
る
。

収
入
基
準
の
改
正
は
、
最
近
の
勤

労
世
帯
の
収
入
増
に
合
わ
せ
た
も
の

で
、
第
一
種
住
宅
で
約
二
二
%
、
第

二
種
住
宅
で
約
二
四
%
の
引
き
上
げ

と
な
る
。

(
1
・
泊
朝
日
)
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女
子
大
生
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン

横
浜
、
十
階
建
て
、
大
半
は
二
人

部
屋
で
食
費
・
管
理
費
と
も
六
万
|

七
万
二
千
円
。
男
性
は
父
兄
と
も
立

入
り
禁
止
。

(
2
・
9
朝
日
)

〔
雑
誌
〕

こ
と
し
の
編
集
方
針

今
年
の
編
集
方
針
を
各
誌
の
編
集

長
に
き
く
。

「
女
性
自
身
」
の
年
間
テ
i
マ
は

働
く
女
。
『
週
刊
女
性
』
は
、
「
夫
の

つ
か
ま
え
方
」
か
ら
「
男
と
の
別
れ

方
」
へ
の
路
線
を
。

(--m朝
日
)

女
が
作
る
『
週
刊
さ
ち
じ
よ
う
じ
』

全
員
女
性
記
者
と
い
う
こ
の
ミ
ニ

コ
ミ
が
百
号
を
迎
え
た
。
発
行
部
数



一
万
。
読
者
は
若
者
や
主
婦
。
記
者

は
中
学
三
年
か
ら
四
七
歳
の
主
婦
ま

で
「
パ

l
ト
」
の
八
人
。
一
部
三

O

円
。
二
、
三
日
で
売
り
切
れ
る
。

(
2
-
m
毎
日
)

婦
人
誌

w
戦
国
時
代
u

ヘ

ベ
ビ

l
プ
l
ム
の
世
代
が
読
者
年

齢
に
な
り
急
旋
風
。
家
事
を
夫
と
共

有
し
生
活
を
楽
し
む
よ
ュ
l
フ
ァ

ミ
リ
ー
族
H

を
対
象
に
『
あ
る
る
」

「
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』
『
M
O
R
E』
三

誌
が
誕
生
す
る
。

(
2
-
m
朝
日
)

多
様
化
時
代
の
三
誌

三
誌
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
主
婦
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
と
ら
え
ら
れ

な
い
考
え
方
・
行
動
様
式
を
も
っ
女

性
と
、
家
事
に
興
味
を
も
っ
男
性
が

対
象
。

(
3
・
お
毎
日
)

「
自
立
」
う
た
う
ニ
女
性
誌
創
刊

男
の
作
り
上
げ
た
社
会
を
女
の
目

で
見
直
そ
う

l
l
と
い
う
『
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
』
と
、
こ
れ
ま
で
の
n
主
婦
H

で
は
な
い
新
し
い
女
の
イ
メ
ー
ジ
を

訴
え
る
『
わ
た
し
は
女
』
。

(
7
-
m東
京
/

8
・
加
毎
日
)

女
性
誌
に

n
晩
秋
H

一
千
万
部
、
七

O
種
近
い
雑
誌
の

約
七

O
%は
女
性
雑
誌
だ
が
、
「
ノ

ラ
』
は
四
か
月
で
廃
刊
。
『
ア
ミ
カ
」

『
す
て
き
な
お
母
さ
ん
」
も
廃
刊
の

運
命
。
過
当
競
争
の
上
、
編
集
の
ま

と
を
し
ぼ
り
き
れ
ず
。
(日

-m毎
日
)

〔性〕
少
女
む
し
ば
む
ポ
ル
ノ

「
街
頭
ポ
ル
ノ
」
と
異
名
の
つ
い

た
雑
誌
を
自
動
販
売
機
で
買
う
少
女

が
ふ
え
て
い
る
。

(
1
・
7
読
売
)

ポ
ル
ノ
自
販
機
、
追
放
ヘ

ポ
ル
ノ
自
動
販
売
機
の
設
置
が
ふ

え
続
け
、
奈
良
県
を
筆
頭
に
他
三
県

も
規
制
へ
。
二
ペ
規
制
は
「
表
現
・

出
版
の
自
由
」
の
侵
害
と
い
う
声
も
。

「
規
制
よ
り
性
教
育
が
必
要
」
と
朝

山
新
一
医
博
。

(
3
-
m毎
日
)

「
性
」
に
困
惑
、
ス
ポ
ー
ツ
界

セ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ッ
ク
(
性
別
検
査
)

を
テ
ニ
ス
で
も
始
め
た
。
性
転
換
し

て
女
性
に
な
っ
た
テ
ニ
ス
選
手
が
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
両
オ
ー
プ
ン
、

に
出
場
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
、
染

色
体
検
査
を
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

「
男
性
」
。
本
人
は
「
女
だ
」
と
い
い
、

性
の
問
題
が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。

(
5
・
泊
朝
日
)

女
性
側
の
性
の
証
言

全
米
に
十
万
枚
ま
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
回
収
さ
れ
た
三

O
一
九
人

(
一
四
歳
l
七
八
歳
)
の
女
性
の
側

か
ら
の
セ
ッ
ク
ス
・
レ
ポ
ー
ト
『
ハ

イ
ト
・
リ
ポ
ー
ト
』
の
著
者
、
シ
ェ

ア
l

・
ハ
イ
ト
さ
ん
が
来
日
。

「
男
性
支
配
の
社
会
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
女
は
毎
日
傷
つ
い
て

い
る
。
特
に
、
性
は
男
性
が
つ
く
り

上
げ
た
神
話
の
も
っ
と
も
強
い
部
企

「
性
は
ひ
じ
よ
う
に
個
人
的
な
も
の

で
、
自
分
の
肉
体
に
対
し
て
自
分
個

人
が
主
導
権
や
選
択
権
を
握
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
」
と
語
る
。

男
性
側
の
性
の
証
言
も
、
三
年
後
に

ま
と
め
る
予
定
。

(
7
・
3
朝
日
)

街
頭
の
ポ
ル
ノ
一
掃
を
は
か
る

東
京
都
中
野
区
に
環
境
浄
化
推
進

協
議
会
が
発
足
。
不
良
雑
誌
を
売
る

自
動
販
売
機
の
乱
立
に
、
小
中
学
校

の
P
T
A
連
合
会
を
は
じ
め
、
青
少

年
育
成
地
区
委
員
会
な
ど
約
三

O
団

体
が
加
盟
。
不
健
全
な
看
板
や
出
版

物
、
自
然
破
壊
な
ど
に
監
視
を
強
め

る

。

(

ロ

・

7
朝
日
)
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調
査

〔
労
働
〕

現
代
男
性
の
「
あ
こ
が
れ
の
職
業
」

ベ
ス
ト
叩
は
①
一
級
建
築
士
②
機

械
工
場
の
技
師
③
牧
場
主
④
従
業
員

三
O
人
ぐ
ら
い
の
会
社
の
社
長
⑤
同

千
人
の
大
会
社
の
社
長
⑥
同
十
人
の

町
工
場
の
工
場
主
⑦
普
通
の
商
居
⑧

大
会
社
の
課
長
⑨
開
業
医
⑪
弁
護
士
1

特
殊
法
人
雇
用
促
進
事
業
団
職
業

研
究
所
の
調
査
で
。

(
-
-
H
読
売
)

大
卒
女
性
の
職
業
生
活

職
業
研
究
所
婦
人
雇
用
研
究
室
が

• 
統
計

昭
和
三
十
五
年
に
大
学
を
出
た
女
子

を
調
べ
た
結
果
は
、
十
五
年
間
退
職

せ
ず
は
一
五
%
で
、
残
り
は
結
婚
・

出
産
退
職
。
八
年
目
か
ら
は
内
職
希

望
が
急
増
。
「
子
ど
も
が
で
き
て
も

で
き
る
限
り
継
続
す
べ
き
」
が
四
四

%
も
あ
る
が
。

(
2
・
お
読
売
)

活
発
な
婦
人
の
社
会
参
加

民
間
放
送
教
育
協
会
が
、
昨
年
十

月
に
送
っ
た
視
察
団
の
レ
ポ
ー
ト
が

ま
と
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
婦
人
の

自
立
」
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
学
校
の

先
生
は
九
七
%
が
女
性
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
小
学
校
で
、
「
男
の
仕
事
、

女
の
仕
事
」
と
い
う
考
え
を
も
た
せ

な
い
教
育
。

(
3
-
m
毎
日
)

女
性
の
就
業
者
増

昨
年
一
年
間
平
均
の
労
働
力
調
査

に
よ
る
と
、
女
性
の
就
業
者
が
二
三

万
人
増
え
た
。
こ
れ
は
、
「
家
事
の

か
た
わ
ら
仕
事
を
す
る
女
性
」
が
多

く
な
っ
た
た
め
。

(
3
-
m毎
日
)

劣
悪
な
家
内
労
働
の
現
状

約
二
ハ
二
万
の
家
内
労
働
者
の
う

ち
九
三
%
は
女
子
。
一
時
間
あ
た
り

平
均
二
五

O
円
の
工
賃
。
月
平
均
二

88 

万
七
九

O
O円
。
家
内
労
働
旬
聞
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
:
:
:
。(
5
-
m読
売
)

女
の
多
い
企
業
ほ
ど
株
価
が
高
い

①
女
性
は
結
婚
退
社
な
ど
に
よ
り

回
転
が
早
く
平
均
年
齢
を
若
く
維
持

で
き
る
叩
②
賃
金
負
担
は
相
対
的
に

軽
く
て
す
み
、
従
業
員
の
若
さ
が
企

業
の
活
力
と
な
る
、
と
野
村
総
合
研

の
調
査
か
ら
。

(
7
-
m
西
日
本
)

主
婦
の
内
職

県
下
の
内
職
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど



女
性
で
約
三
万
二
千
人
。
一
時
間
二

百
|
三
百
円
以
下
で
一
日
就
業
時
間

四
|
六
時
間
が
多
い
。
女
性
の
平
均

月
収
約
二
万
六
千
円
だ
が
「
外
に
出

ら
れ
な
い
か
ら
」
の
理
由
が
多
く
、

年
代
は
三

O
代
が
四
二
%
で
最
高
。

技
術
講
習
に
殺
到
、
「
目
標
を
も
っ

組
」
と
「
何
も
し
な
い
よ
り
は
組
」

が
あ
り
、
以
前
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は

消
え
た
。

(
8
・
2
l
m信
毎
)

女
性
失
業
者
一
七
・
六
%
増

政
府
発
表
の
六
月
分
労
働
力
調
査

で
は
失
業
率
二
・

O
八
%
で
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
後
最
高
。
特
に
女
性
失
業

者
は
前
年
同
月
比
で
六
万
人
増
。

(
8
-
m
読
売
)

大
幅
に
増
え
た
パ

l
卜
の
比
重

労
働
省
が
五
十
一
年
度
雇
用
動
向

調
査
を
ま
と
め
た
。

就
職
率
は
前
年
を
上
回
っ
た
が
大

半
は
臨
時
、
日
雇
い
。
特
に
女
子
の

新
就
業
者
の
三
分
の
一
、
二
一
万
人

は
パ

l
ト
と
し
て
就
職
、
前
年
に
比

ベ
バ

l
ト
は
四
六
%
の
大
幅
増
。
企

業
は
正
規
の
常
用
労
働
者
を
敬
遠
、

パ
l
ト
を
中
心
と
し
た
女
性
で
雇
用

を
ま
か
な
お
う
と
し
て
い
る
。

(
8
-
M
読
売
)

労
働
力
移
動
に
関
す
る
実
態
調
査

二
六
日
の
通
産
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
産
業
界
は
①
女
子
従
業
員
を
中

心
に
人
減
ら
し
が
活
発
②
三
社
に
一

社
が
配
置
転
換
を
実
施
な
ど
、
四
十

九
年
か
ら
五
十
一
年
度
に
か
け
て
企

業
の
「
減
量
経
営
」
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
。
(
9
・
幻
朝
日
)

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
予
想
は
?

富
士
銀
行
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

庭
の
主
婦
や
独
身
男
女
あ
わ
せ
て
八

千
人
に
ボ
ー
ナ
ス
予
想
調
査
を
。
去

年
よ
り
増
え
そ
う
三
五
%
、
減
り
そ

う
八
%
。
使
い
み
ち
は
、
貯
金
八
七
・

二
%
、
買
物
七
七
・
一
%
、
旅
行
・

レ
ジ
ャ
ー
四
六
・
六
%
。
三
世
帯
に

一
世
帯
の
割
合
で
住
宅
資
金
の
積
み

立
て
を
し
て
い
る
。

(
H
-
U
毎
日
)

〔
女
性
の
意
識
〕

社
会
慣
習
を
見
直
す
婦
人
週
間

昨
年
の
総
理
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

男
女
の
地
位
を
平
等
に
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
に
対
し
、

「
古
い
封
建
的
な
慣
習
を
な
く
す
こ

と
」
と
い
う
回
答
が
ト
ッ
プ
。
女
性

の
社
会
進
出
を
阻
む
も
の
に
、
社
会

慣
習
の
無
言
の
圧
力
が
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
強
調
が
逆
効
果
の
場
合
も
。
不

合
理
な
社
会
慣
習
を
乗
り
越
え
て
活

躍
し
て
い
る
女
の
実
例
を
一
不
す
こ
と

も
必
要
。

(
4
・
日
朝
日
)

十
年
後
の
婦
人
像
は
?

十
年
後
の
婦
人
の
地
位
や
社
会
参

加
の
形
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
|
|

内
閣
審
議
会
が
各
分
野
の
男
女
専
門

家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

そ
れ
に
よ
る
と
女
子
の
四
年
制
大

学
進
学
率
は
現
在
の
三
倍
近
い
一
二

%
、
大
卒
女
子
を
採
用
す
る
企
業
が

ふ
え
、
組
織
の
中
で
責
任
と
影
響
力

を
持
つ
地
位
に
つ
く
婦
人
も
増
加
す

る
。
離
婚
は
や
や
増
加
。
婦
人
議
員

は
現
状
の
一
%
か
ら
も
っ
と
ふ
え
一

一
%
が
目
標
と
。

(
4
・
日
朝
日
)

*
 

各
分
野
の
専
門
家
対
象
の
総
理
府

調
査
(
過
半
数
が
五

O
l六
九
歳
で
、

女
性
九
・
八
%
)
の
回
答
に
み
る
女

性
像
は
、
進
学
、
就
職
、
育
児
期
間

終
了
後
の
社
会
参
加
率
こ
そ
増
え
る

が
、
あ
く
ま
で
も
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
の
分
業
路
線
。
女
性
た
ち

の
描
く
十
年
後
と
一
致
す
る
か
:
:
:
。

(
4
-
m信
毎
)

女
性
は
仕
事
を
持
つ
べ
き

八
王
子
婦
人
セ
ン
タ
ー
は
「
婦
人
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の
意
識
調
査
」
を
ま
と
め
た
。
「
婦

人
の
生
き
が
い
」
は
有
職
者
で
「
趣

味
」
一
二
一
一
了
五
%
、
「
仕
事

=
=
7

七
%
、
無
職
者
は
「
趣
味
」
三
六
・

一
%
、
「
家
庭
と
家
族
」
二
四
・
三

%。
「
女
性
の
地
位
向
上
は
何
に
よ
っ

て
高
め
ら
れ
る
か
」
は
「
婦
人
が
自

覚
し
積
極
的
に
教
養
を
高
め
る
」
が

二
九
%
、
「
男
性
の
理
解
と
協
力
が

必
要
」
一
九
%
。

「
職
業
を
持
た
な
い
ほ
う
が
よ
い
」

と
答
え
た
の
は
わ
ず
か
一
%
そ
こ
そ

こ
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
回
答
者
の
半
数
以
上
が

希
望
し
て
い
る
「
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
ら
再
就
職
し
た
い
」
に
つ
い

て
は
、
現
実
問
題
と
し
て
難
し
く
、

こ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
く
て

は
、
と
セ
ン
タ
ー
所
長
の
中
橋
美
奈

子
さ
ん
。

(
6
・
日
朝
日
)

女
性
の
意
識
と
女
性
を
見
る
目

「
女
の
子
は
小
さ
い
時
か
ら
女
ら

し
く
」
の
肯
定
者
は
八
九
%
。
「
家

風
に
あ
わ
な
い
嫁
は
離
縁
さ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
」
と
い
う
意
見
も
一
七

%。
埼
玉
県
地
域
婦
人
会
連
合
会
の

「
農
村
婦
人
の
意
識
に
つ
い
て
の
再

調
査
」
で
。

(
9
・
5
東
京
)

私
が
結
婚
し
た
ら

「
毎
朝
ク
ツ
磨
き
ま
す
」
六
三
了

九
%
、
「
着
替
え
手
伝
い
ま
す
」
五

八
・
五
%
、
「
耳
そ
う
じ
し
ま
す
」

五
一
日
七
%
、
「
肩
を
お
も
み
し
ま

す
」
六
六
・
九
%
。
そ
の
ほ
か
「
帰

宅
を
寝
な
い
で
待
つ
」
「
愛
情
弁
当

を
毎
日
つ
く
る
」
な
ど
、
ど
れ
も
五

O
%
以
上
。
半
数
を
割
っ
た
の
は

「
先
に
入
浴
し
な
い
」
四
六
%
、
「
ツ

メ
を
切
っ
て
あ
げ
る
」
三
四
・
八
%

ぜ
』
+
ノ
。

-

』東
郷
記
念
館
が
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ

ア
に
来
た
未
婚
女
性
三
O
二
人
を
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
。

(m-m毎
日
)

〔
結
婚
・
離
婚
〕

離
婚
率
は
昭
和
の
最
高

厚
生
省
の
五
十
一
年
度
人
口
動
態

統
計
に
よ
る
と
、
四
十
六
年
ご
ろ
よ

り
減
り
始
め
た
婚
型
半
が
さ
ら
に
減
っ

て
、
戦
後
最
低
の
七
・
七
に
な
っ
た
。

一
方
、
離
婚
は
三
十
年
代
半
ば
よ
り

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
続
け
、
つ
い
に
十
二

万
件
を
突
破
。
離
婚
率
千
人
当
た
り

一
・
一
一
組
と
、
昭
和
の
五

0
年
間

で
最
高
の
数
字
と
な
っ
た
。
離
婚
の

特
徴
と
し
て
、
永
年
連
れ
そ
っ
た
夫

婦
の
離
婚
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

(
1
・
1
朝
日
)

何
を
意
味
す
る
離
婚
率
増

厚
生
省
発
表
の
五
十
一
年
人
口
動

態
統
計
調
査
結
果
(
推
計
)
で
目
を

ひ
く
の
は
離
婚
の
増
加
。
十
二
万
四

千
件
。
離
婚
率
一
・
二
で
戦
後
最

高
。
特
に
結
婚
二
O
年
以
上
の
層
は

昭
和
四
十
年
の
倍
と
い
う
激
増
ぷ
り
。

若
い
層
に
刺
激
さ
れ
た
と
い
う
説
も

あ
る
が
原
因
は
不
明
。
だ
が
一
一
%

に
未
成
年
の
子
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

母
が
引
き
取
る
。

(
1
・
5
読
売
)
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働
く
妻
の
離
婚
減
る
傾
向

ア
メ
リ
カ
の
場
合
も
、
共
働
き
の

方
が
育
児
や
家
事
、
夫
の
世
話
な
ど

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
離
婚
率
が
高

い
と
思
わ
れ
て
お
り
、
最
近
の
離
婚

の
増
加
は
働
く
女
性
が
増
え
た
た
め

と
結
論
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
社
会
学
者
エ
ル

ウ
ッ
ド
・
カ
ー
ル
ソ
ン
が
一
九
五
O

年
、
六
O
年
、
七
O
年
の
国
勢
調
査

の
雇
用
と
結
婚
状
態
に
つ
い
て
調
査

し
た
結
果
、
離
婚
は
仕
事
を
持
つ
女

性
の
場
合
、
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

(
1
・
8
朝
日
)

新
婚
旅
行
、
主
導
権
は
女
性
が

行
き
先
は
、
九
州
が
関
西
を
抜
き

ト
ッ
プ
に
。
費
用
は
三
O
万
円
以
内



で
、
十
組
に
一
組
は
外
国
へ
。
選
択

の
主
導
権
は
女
性
が
握
っ
て
い
る
。

|
日
本
交
通
公
社
札
幌
支
庖
の
墾
弓

(
-
-
U道
新
)

男
女
学
生
意
識
調
査
|
l
名
城
大

結
婚
の
理
由
は
精
神
安
定
の
た
め

が
ト
ッ
プ
で
男
四
四
%
、
女
三
六
%
。

同
棲
賛
成
は
両
性
の
約
半
数
。

将
来
日
分
の
趣
味
に
あ
っ
た
暮
ら

し
を
、
が
女
六
六
%
、
男
四
四
%
。

男
の
九
五
%
、
女
の
八
九
%
が
就

職
希
望
だ
が
、
「
結
婚
し
て
か
ら
も

妻
が
働
き
続
け
る
」
は
男
三
四
%
、

女
一
八
%
。
子
の
成
長
後
の
再
就
職

希
望
は
六
五
%
。

(
2
・

ω朝
日
)

花
む
こ
の
九
割
が
H

お
色
直
し
H

東
京
の
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
が
昨
年
挙

式
し
た
七
O
八
組
を
調
査
し
た
結
果

で
は
花
む
こ
の
九
割
が
紋
服
か
ら
白

の
タ
キ
シ
ー
ド
に
着
替
え
て
い
た
。

(
3
・1
朝
日
)

米
国
の
夫
の
半
数
は
妻
に
暴
力

「
最
も
知
ら
れ
ざ
る
犯
罪
」
ワ
イ

フ
・
ビ
l
テ
ィ
ン
グ
(
妻
殴
打
)
の

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
緊
急
報
告
が
女
性

上
位
の
米
国
で
発
表
さ
れ
た
o

w
な
わ
の
れ
ん
H

が
な
い
国
の
欲
求

不
満
解
消
法
か
。

(
7
-
M
朝
日
)

結
婚
の
お
値
段
三

O
六
万
円

結
納
・
住
宅
・
着
物
等
の
費
用
を

除
い
て
も
、
両
家
で
三

O
六
万
一

O

O
O円
か
か
る
、
と
三
和
銀
行
女
性

謁
査
グ
ル
ー
プ
が
発
表
。
前
年
の
七

%
ア
ッ
プ
。
結
納
等
を
含
め
る
と
男

側
二
二
三
万
八
O
O
O円
、
女
側
二

三
九
万
九
O
O
O円
で
男
女
差
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
新
婚
旅
行
は
三
組
に

一
組
が
海
外
。

(
9
・
幻
毎
日
)

結
婚
の
パ
タ
ー
ン

挙
式
は
親
が
か
り
、
旅
行
は
自
前

で
海
外
へ
、
で
き
れ
ば
家
事
と
仕
事

を
両
立
さ
せ
た
い
、
恋
愛
仕
娼
八
五
・

三
%
、
親
と
別
居
七

0
・
五
%
ー
ー

「
ニ
ュ

1
カ
ッ
プ
ル
の
行
動
か
ら
見

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
(
商
品
科
学

研
究
所
と
組
織
工
学
研
究
所
の
共
同

調
査
か
ら
)
。

(
H
-
m読
売
)

日
本
の
夫
婦
像

結
婚
後
の
男
女
の
望
ま
し
い
夫
の

あ
り
方
は
「
家
庭
第
一
に
考
え
る
」

四
四
%
、
「
仕
事
を
第
一
に
考
え
る

夫
」
四
二
%
。
仕
事
よ
り
家
庭
と
い

う
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
が
、
全
般
的
な

傾
向
。

(
N
H
K
放
送
世
論
調
査
所

が
十
月
に
実
施
し
た
二

O
歳
以
上
の

男
女
三
六
O
O人
の
調
査
で
)
。

(ロ・
1
日
経
)

〔
主
婦
〕

生
涯
学
習
調
査

日
本
余
暇
学
会
が
行
な
っ
た
、
受

講
生
対
象
の
「
生
涯
学
習
調
査
」
に

よ
る
と
、
受
講
生
の
八
八
%
は
女
性

で
、
五
五
%
が
主
婦
。
年
齢
別
で
は

四
O
歳
代
が
三
三
%
を
占
め
た
。

(--m朝
日
)

商
品
・
物
価
に
主
婦
は
不
満

主
婦
の
五
人
に
二
人
が
購
入
し
た

食
料
品
や
衣
料
品
に
不
満
を
持
っ
た

り
被
害
を
受
け
て
お
り
、
五
人
に
四

人
は
物
価
に
不
安
と
不
満
。
|
|
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
コ
辛
人
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
。

(
6
・
1
毎
日
)

O
し
よ
り
主
婦
が
読
書
好
き

富
士
銀
行
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

O

L
・
主
婦
九
千
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し

た
結
果
で
は
、
読
み
た
い
本
は
男
性

が
政
治
・
経
済
・
法
律
。
女
性
は
外

国
小
説
や
生
活
・
育
児
・
教
育
。
が

現
在
読
ん
で
い
る
本
で
圧
倒
的
人
気

は
推
理
小
説
・
現
代
小
説
。
一
か
月

の
本
代
は
独
身
O
L
よ
り
主
婦
の
方

が
多
い
。

(
6
-
m
信
毎
)
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主
婦
は
手
紙
ば
な
れ

二
O
歳
以
上
の
男
女
一
万
人
を
対

象
に
し
た
全
逓
の
調
査
で
「
前
ほ
ど

手
紙
を
書
か
な
い
」
が
五
O
%
。
特

に
主
婦
、
つ
い
で
大
学
生
が
多
か
っ

た。

(
9
-
m毎
日
)

女
房
あ
っ
て
の
亭
主
ヨ

現
代
の
主
婦
に
と
っ
て
、
内
助
の

功
は
依
然
重
要
な
女
の
務
め
ら
し
い
。

家
庭
主
婦
の
七
五
・
五
%
が
こ
れ
を

肯
定
、
勤
労
主
婦
の
中
に
も
肯
定
派

が
七
一
・
七
%
を
占
め
る
が
、
「
夫

の
収
入
の
半
分
は
妻
の
も
の
」
は
六

二
・
三
%
で
「
全
部
夫
の
も
の
」
は

わ
ず
か
二
・
五
%
。

ウ
ー
マ
ン
リ
プ
に
対
し
て
は
、

「
権
利
を
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、

男
性
と
の
協
調
対
話
が
必
要
」
「
自

分
た
ち
と
は
遊
離
し
て
い
る
」
な
ど

非
支
持
層
が
三
分
の
二
近
く
あ
っ
た
。

〈
日
本
主
婦
同
盟
〉
の
首
都
圏
主
婦

二
千
名
の
意
識
調
査
か
ら
。

(
日
・

4
日
経
)

主
婦
の
買
い
物
実
態

三
分
の
二
は
毎
日
買
い
物
。
一
週

間
の
平
均
買
い
物
数
は
東
京
五
・
八

日
、
大
阪
五
・
九
日
だ
が
、
東
京
は

午
前
七
%
、
午
後
二
七
%
、
夕
方
六

一
%
、
大
阪
は
午
前
三
六
%
、
午
後

二
六
%
、
夕
方
三
八
%
。
買
い
物
時

間
三
O
分
以
内
は
、
東
京
三
人
に
一

人
、
大
阪
五
人
に
一
人
。
電
電
公
社

が
五
百
人
の
主
婦
を
調
査
し
た
仕
留
末
。

(ロ・

9
読
売
)

主
婦
の
小
遣
い

H

夫
に
内
証
の
へ
ソ
ク
リ
H

を
持
っ

て
い
る
人
は
三
三
・
六
%
、
額
は
平

均
四
五
万
七
千
円
。
そ
の
財
源
は

「
家
計
か
ら
」
が
四
割
、
あ
と
は
パ
ー

ト
収
入
、
株
、
親
か
ら
。
三
和
銀
行

女
性
調
査
グ
ル
ー
プ
「
奥
さ
ま
と
小

遣
い
に
関
す
る
調
査
」
か
ら
。

(
ロ
・
口
朝
日
)

〔
く
ら
し
〕

春
遠
し
、
庶
民
の
台
所

春
闘
共
闘
会
議
の
組
合
員
三
三
五

世
帯
を
対
象
に
し
た
家
計
調
査
に
よ

れ
ば
、
被
服
費
、
光
熱
費
な
ど
実
質

0
・
三
%
の
減
少
で
、
家
計
の
切
り

つ
め
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
家
賃
代
は
二
二
・
七
%
も

上
昇
。
収
入
面
で
は
四
軒
に
一
軒
は

妻
が
内
職
や
パ

l
ト
で
補
っ
て
い
る
。

(
2
-
m毎
日
)

お
ふ
く
ろ
の
味
よ
り
C
M
の
味

「
子
ど
も
文
化
研
究
所
」
の
食
べ

物
謁
査
に
よ
る
と
好
物
上
位
は
テ
レ

ビ
C
M
で
お
な
じ
み
の
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
で
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
カ
レ
ー

が
一
、
二
位
1

き
ら
い
な
も
の
は
ピ
ー

マ
ン
。子
ど
も
の
味
覚
は
C
M
で
決
ま
る

よ
う
な
も
の
と
は
、
評
論
家
、
石
子

順
さ
ん
の
弁
。

(
2
-
m毎
日
)

物
価
安
定
と
い
う
が
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東
京
都
の
消
費
者
物
価
指
数
、
前

月
よ
り
0
・
六
%
、
前
年
同
二
月
よ

り
九
・
三
%
ア
ッ
プ
と
政
府
発
表
。

生
活
経
済
研
究
所
の
主
婦
会
員
た
ち

の
、
生
活
実
感
指
数
調
査
で
は
、
一

三
・
八
一
%
と
出
た
。
(
3
-
m
読
売
)

母
の
細
腕
に
重
い
負
担

交
通
事
故
で
父
を
奪
わ
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
奨
学
資
金
を
出
し
て
い
る

「
交
通
遺
児
育
英
会
」
は
交
通
遺
児

の
進
路
と
教
育
費
に
関
し
て
調
査
を

行
な
っ
た
。
四
三
%
に
あ
た
る
一
O

九
二
人
が
回
答
。
う
ち
二
五
%
が
大

学
・
短
大
へ
、
過
半
数
が
就
職
。
特

に
全
体
の
約
半
数
に
あ
た
る
世
帯
収

入
九
万
円
未
満
の
家
庭
で
の
大
学
進

学
率
は
一
三
%
。
「
ほ
ん
と
う
に
追

い
つ
め
ら
れ
た
家
庭
は
回
答
す
る
余

裕
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
数
字
に

あ
ら
わ
れ
た
の
は
上
の
水
準
」
と
同



会
理
事
。

(
4
・
幻
朝
日
〉

女
性
は
訪
問
販
売
に
弱
い

長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
調
べ
に

よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
訪
問
販
売

に
関
す
る
苦
情
一
七
件
、
相
談
二
七

件
。
う
ち
苦
情
二
ハ
件
、
相
談
一
七

件

は

女

性

。

〈

5
-
n信
毎
)

み
そ
汁
の
人
気
は
夫
の
好
み

首
都
圏
調
査
に
よ
る
と
、
朝
の
摂

取
が
減
り
(
五
O
歳
以
上
で
六
O
%
、

二
O
歳
で
三
O
%
)
、
夕
食
時
が
増

加
。
愛
好
者
は
女
よ
り
男
、
子
ど
も

よ
り
大
人
。

(
8
・
口
毎
日
)

女
手
一
つ
に
不
況
風
寒
く

交
通
遺
児
育
英
会
が
六
三
O
世
帯

を
調
査
し
た
結
果
で
は
、
母
が
「
健

康
」
は
わ
ず
か
二
一
了
五
%
、
働
く

母
の
月
収
は
九
割
が
十
万
円
以
下
、

七
割
が
百
人
以
下
の
小
企
業
勤
め
。

同
育
英
会
は
「
遺
児
家
庭
の
母
親
の

雇
用
促
進
法
」
制
定
を
働
き
か
け
十

一
日
に
大
会
を
聞
く
。

一
方
、
婦
人
少
年
局
に
よ
る
「
寡

婦
の
就
業
調
査
」
(
三
千
人
、
う
ち

死
別
五
一
二
ハ
%
、
離
別
四
0
・
四

%
)
で
は
、
子
ど
も
数
平
均
一
・
七

人
、
親
を
扶
養
す
る
者
二
・
七
%
、

家
計
費
一
一
万
一
千
円
で
、
「
一
番

困
る
こ
と
」
の
筆
頭
は
経
済
問
題
。

八
九
・
六
%
が
働
き
、
そ
れ
だ
け

で
一
家
を
支
え
て
い
る
者
が
七
四
・

三
%
、
月
収
は
息
白
が
二
ニ
万
五
千
、

家
族
従
業
者
九
万
八
千
、
雇
用
労
働

者
八
万
九
千
、
内
職
五
万
五
千
円
。

(
ロ
・
日
毎
日
)

〔
家
族
・
家
庭
〕

継
父
で
も
子
は
満
足

家
族
と
し
て
一
緒
に
住
む
父
親
が

血
縁
関
係
の
な
い
継
父
で
あ
っ
て
も

親
子
の
対
立
や
衝
突
は
少
な
く
、
子

ど
も
の
ほ
と
ん
ど
は
幸
福
で
満
足
し

て
い
る
と
サ
ン
タ
・
パ

l
パ
ラ
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
調
査
報
告
。

母
親
が
世
帯
主
よ
り
も
、
継
父
の
い

る
方
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
。

(--m朝
日
)

し
つ
け
厳
し
い
フ
ラ
ン
ス
家
庭

「
家
庭
で
の
し
つ
け
が
き
び
し
い
」

の
定
説
通
り
の
伝
統
を
色
濃
く
残
し

な
が
ら
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

の
が
フ
ラ
ン
ス
。
二
年
間
パ
リ
で
暮

ら
し
た
彦
根
市
立
南
中
、
荻
田
教
諭

の
調
査
で
は
、
パ
リ
の
母
親
約
二
百

人
中
、
わ
が
子
を
大
学
に
は
二
三
%
、

能
力
し
だ
い
が
六
六
%
。(2
・
日
朝
日
)

病
気
の
予
防
に
は
家
庭
円
満

ひ
ん
ぱ
ん
な
引
越
し
、
身
内
の
死

亡
、
失
業
、
離
別
な
ど
の
家
庭
で
は

羅
病
率
や
事
故
の
率
が
二
|
三
倍
高

い
と
、
全
米
公
衆
保
健
協
会
年
次
大

会
で
発
表
。

(
3
・
3
朝
日
)

〔
高
齢
者
〕

自
ら
望
む
一
人
暮
ら
し

港
区
で
の
老
人
調
査
(
六
O
歳
以

上
)
で
「
老
後
は
何
が
不
安
か
」
と

い
う
問
い
に
「
病
気
や
体
の
衰
え
」

が
六
O
%
。
「
生
活
費
」
を
挙
げ
た

の
は
一
O
%
足
ら
ず
。
年
を
と
っ
て

も
働
き
た
い
と
訴
え
る
人
が
目
立
っ

た。

(
1
・6
読
売
)

老
後
の
同
居
希
望
は
三
四
%

〈
い
ず
み
の
会
〉
会
員
一
五
O
人

の
調
査
結
果
で
、
「
将
来
同
居
し
た

い
」
が
三
四
%
、
そ
の
う
ち
息
子
夫

婦
と
が
七
二
%
、
娘
夫
婦
と
が
二
八

%
だ
が
、
台
所
を
別
に
し
た
い
人
は

四
二
%
。

別
居
希
望
者
六
六
%
中
「
老
人
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い
」
は
二
O
%
。

(
5
・7
朝
日
)
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男
も
女
も
寿
命
さ
ら
に
延
び
る

厚
生
省
統
計
情
報
部
が
二
五
日
ま

と
め
た
「
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、

五
十
一
年
度
の
平
均
寿
命
は
男
が
前

年
よ
り

0
・
三
九
年
延
び
七
二
・
一

五
歳
、
女
は
0
・
四
O
年
延
び
七
七
・

三
五
歳
に
達
し
た
。

欧
米
六
昆
ベ
て
主
恩
程
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ど
と
世
界
一
、
二
を
争
う
ま

で
に
延
び
、
女
性
も
五
指
に
入
る
ほ

ど
の
長
寿
国
に
な
っ
た
。(
6
-
m
朝
日
)

寂
し
い
老
後
、

一
段
と

都
の
老
人
ホ
l
ム
利
用
者
は
、
高

齢
化
・
虚
弱
化
が
進
ん
で
い
る
。
八

O
歳
以
上
が
四
割
近
い
。
過
去
一
年

間
に
何
ら
か
の
病
気
を
し
た
人
が
八

割
以
上
。
名
前
・
年
齢
・
自
室
を
忘

れ
た
り
、
妄
想
が
あ
る
人
も
一
割
近

収
入
は
一
万
五
千
未
満
が
七
割
。

社
会
施
設
利
用
率
も
低
く
、
地
域
社

会
と
の
交
流
も
少
な
い
。(
7
・1
毎
日
)

寝
た
き
り
老
人
と
家
族
の
関
係

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
看
護
学

研
究
室
は
五
十
一
年
三
月
、
小
金
井

市
内
の
寝
た
き
り
老
人
八
四
人
を
調

査
、
そ
の
う
ち
こ
と
し
三
月
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
一
七
人
の
家
族
に
対
し

面
接
調
査
し
た
。

コ
屑
の
荷
を
お
ろ
し
た
」
「
ホ
ッ

と
し
た
」
な
ど
の
声
が
多
烏
吟
ま
た
、

介
護
者
の
半
分
は
嫁
で
、
娘
、
妻
、

と
続
く
。
同
研
究
室
は
「
看
護
指
導

や
家
族
へ
の
心
理
的
支
援
の
大
切
さ

を
感
じ
た
」
と
。

(
9
・
6
朝
日
)

高
齢
に
な
る
ほ
ど
女
性
優
位

六
五
歳
以
上
は
九
五
五
万
人
、
う

ち
女
五
四
五
万
。
八
五
歳
以
上
は
男

一
四
万
、
女
三
O
万
で
女
が
二
倍
以

上
(
総
理
府
統
計
局
発
表
九
月
一
五

日
現
在
)
。

(
9
・
日
毎
日
)

別
居
希
望
は
三
人
に
一
人

都
民
生
局
が
一
万
三
三
O
O
人
の

老
人
を
調
査
し
た
結
果
、
一
人
暮
ら

し
で
子
ど
も
が
い
る
人
は
七
割
、
そ

の
七
割
は
一
時
間
以
内
の
と
こ
ろ
に

子
が
い
た
。
別
居
老
人
は
三
三
%
で
、

四
十
六
年
度
に
比
べ
一
O
%
も
増
加
。

(
9
・n毎
日
)

〔
子
ど
も
〕

子
ど
も
に
も
多
い
動
脈
硬
化

厚
生
省
研
究
班
の
初
の
全
国
的
な

調
査
に
よ
る
と
、
動
脈
硬
化
の
目
安

に
な
る
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
す
ぎ
る
子
ど
も
が
全
体
の
四
i

二
七
%
も
お
り
、
研
究
班
は
「
食
事

指
導
な
ど
本
格
的
な
対
策
が
必
要
」

と
い
っ
て
い
る
。

(
1
・
ロ
朝
日
)

成
長
ス
ト
ッ
プ
東
京
っ
子

東
京
都
の
学
校
保
健
統
計
調
査
で

は
、
戦
後
、
急
成
長
を
続
け
て
き
た

H

東
京
っ
子
H

の
体
位
は
、
身
長
、

体
重
、
胸
囲
と
も
全
体
に
伸
び
が
止

ま
り
、
「
女
子
一
七
歳
」
の
胸
囲
は

十
年
前
よ
り
も
小
さ
く
な
る
な
ど
。

都
教
育
庁
で
は
、
深
刻
な
シ
ョ
ッ
ク
。

(
1
・
幻
読
売
)
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母
の
願
い
は
H

一
男
一
女
“

五
O
歳
未
満
の
既
婚
婦
人
を
対
象

に
出
生
動
向
を
調
査
。
子
ど
も
の
い

な
い
人
は
二
人
希
望
が
五
八
・
三
%
、

子
供
が
一
人
い
て
あ
と
一
人
生
む
は
、

五
七
・
三
%
。
二
人
い
て
あ
と
い
ら

な
い
六

0
・
一
%
、
一
男
一
女
が
ほ

し
い
は
九
O
%
以
上
。
(
6
・
ロ
毎
日
)

幼
児
教
育
施
設
実
態
調
査

文
部
省
は
一
七
日
、
厚
生
省
の
協

力
に
よ
る
五
十
一
年
度
の
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
①
幼
稚
園
、
保
育
所

は
合
計
約
三
万
二
五
O
O
。
全
国
の



九
七
%
の
市
町
村
に
設
置
。
②
通
う

子
ど
も
は
三
八
O
万
人
、
同
年
代
児

の
六
三
・
五
%
が
平
均
値
だ
が
、
五

歳
児
だ
け
は
九
O
%
ー
ー
な
ど
の
現

状
が
浮
き
彫
り
に
。
ま
た
、
幼
稚
園

児
の
十
人
に
七
人
が
私
立
へ
通
園
、

公
立
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
つ
。

(m-m朝
日
)

し
つ
け
教
育
は
マ
マ
ゴ
ン
が

子
ど
も
へ
の
マ
ナ
1
教
育
担
当
者

は
、
母
四
八
・
二
%
、
先
生
三
九
・

七
%
、
祖
父
母
の
順
。
父
は
わ
ず
か

七
・
八
%
。
「
あ
き
缶
処
理
対
策
協

会
」
が
、
親
一
三
四
人
、
子
一
一
ム
ハ

人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
。

(
ロ
・

6
毎
日
)

非
行
少
女
ふ
え
る
一
方

少
年
非
行
に
「
女
子
」
の
か
か
わ

る
ケ
l
ス
が
加
速
度
を
増
し
て
い
る

こ
と
が
、
警
察
庁
の
ま
と
め
た
今
年

の
「
少
年
非
行
白
書
」
で
浮
き
彫
り
。

刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
る
男
子
が
四
九

年
を
ピ
l
ク
に
減
少
し
て
い
る
の
に
、

女
子
は
五
年
前
の
一
・
八
四
倍
に
。

家
出
少
年
の
数
も
初
め
て
男
子
を
上

回
っ
た
。
そ
の
十
人
に
一
人
は
「
少

女
売
春
」
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
者
に

な
っ
て
い
る
。
(
ロ
・

mm
朝
日
)

〔性〕
「
最
後
の
線
ま
で
」
は
六
人
に
一
人

「
婚
前
の
女
性
は
性
交
ま
で
進
ん

で
よ
い
」
と
い
う
答
え
は
、
男
子
学

生
グ
ル
ー
プ
で
は
三
五
%
、
親
世
代

で
は
二
五
%
い
た
が
、
女
子
学
生
自

身
は
一
七
%
。
田
中
靖
政
・
学
習
院

大
教
授
の
調
査
か
ら
。〈
1

・7
朝
日
)

性
意
識
・
総
理
府
四
十
九
年
度
統
計

.
全
国
十
二
都
市
の
中
学
|
大
学
生

五
千
人
中
、
性
的
関
心
は
十
二
歳
で

男
四
四
%
、
女
二
三
%
(
六
O
年
は

一
O
%
、
三
%
)
。
デ
l
ト
経
験
率

は
女
が
上
位
。
一
方
一
部
の
大
学
女

子
学
生
が
保
守
的
。
「
今
後
モ
ラ
ル

の
階
級
分
化
が
考
え
ら
れ
る
。
本
当

の
男
女
の
出
会
い
に
は
社
会
構
造
と

意
識
の
変
革
が
必
要
」
と
土
日
清
氏
。

(
5
-
U
読
売
)

子
宮
摘
出
、
「
性
」
へ
の
不
安

鹿
児
島
大
産
婦
人
科
の
森
一
郎
教

授
ら
が
、
卵
巣
や
子
宮
を
摘
出
し
た

婦
人
た
ち
の
性
意
識
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
性
へ
の
関
心
や
悩
み
が
、
摘
出

し
て
い
な
い
婦
人
に
比
べ
て
か
な
り

強
く
、
悩
み
を
だ
れ
か
に
打
ち
明
け

た
い
と
い
う
欲
求
も
強
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

(
U
・
7
朝
日
)

〔
そ
の
他
〕

減
っ
た

n
新
成
人
H

総
理
府
統
計
局
に
よ
る
と
、
成
人

式
を
迎
え
た
青
年
は
、
男
子
八
一
万

人
、
女
子
七
七
万
人
。
新
成
人
が
ピ
ー

ク
に
達
し
た
の
は
、
さ
る
四
十
四
年
、

四
十
五
年
の
二
四
四
万
人
で
、
そ
の

後
は
、
ほ
ぼ
毎
年
減
少
。(
1
・
日
読
売
)

女
心
と
フ

7
yン
ヨ
ン

数
量
化
E
類
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
H
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
。
類
型
化
分

析
日
資
生
堂
。
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
が
新
亙
A
の
調
査
分
析
を
行
な
っ

た
結
果
は
、
低
成
長
期
で
衣
料
支
出

も
最
低
額
。
「
安
く
て
も
よ
い
か
ら

た
く
さ
ん
買
い
た
い
」
一
方
、
シ
ン

プ
ル
ラ
イ
フ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
離
れ
。

「
も
の
が
あ
ふ
れ
で
い
る
の
に
ほ
ん

と
う
に
自
分
の
欲
し
い
も
の
が
な
い
」

|
t
「
む
ず
か
し
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
」
と
担
当
者
。

(
4
・
日
朝
日
)

女
は
男
の
二
倍
の
砂
糖
好
き

商
品
科
学
研
究
所
の
荻
窪
テ
ス
ト

キ
ッ
チ
ン
・
コ
ア
の
主
婦
会
員
二
六
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三
人
の
調
査
に
よ
る
と
砂
糖
の

一
人

一
日
の
摂
取
量
は
八
九

・
三
グ
ラ
ム

か
ら
五

・
九
グ
ラ
ム
ま
で
大
き
な
開

き
が
あ
り
、

二

O
代
を
除
く
と
女
性

は
男
性
の
二
倍
量
。

(5
-m読
売
)

親
子
心
中
の
実
態

親
子
心
中
の
八
割
が
母
子
心
中
。

動
機
の
六
五
%
は
子
ど
も
の
病
気
や

障
害
、
家
庭
不
和
。

三
四
歳
未
満
の

母
親
が
一
歳
未
満
の
乳
児
を
道
連
れ

に
す
る
例
が
多
い
。
東
洋
大
、
学
者

グ
ル
ー
プ
の
調
査
で
。

「
妊
娠

・
育

児
期
の
母
親
の
多
く
が
孤
立
し
、
社

会
的
に
も
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
同

大
、
田
村
建
二
教
授
。
(
6
・
-
朝
日
)

平
均
的
日
本
人

総
理
府
統
計
局
が
発
表
し
た
社
会

生
活
基
本
調
査
に
よ
る
と
|
|
小
学

時
代
か
ら
塾
通
い
、
中
学

・
高
校
時

代
は
ガ
リ
勉
。
大
学
に
入
れ
ば
趣
味

や
娯
楽
、
交
際
を
楽
し
む
。
男
性
は

職
場
や
仕
事
に
、
女
性
は
家
庭
に
そ

れ
ぞ
れ
縛
ら
れ
が
ち
。
年
を
と
れ
ば
、

ぶ
ら
ぶ
ら
過
ご
す
。

(m-m朝
日
)

男
は
学
業
、
女
は
異
性
で
自
殺

五
十
二
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
の

六
か
月
間
の
二
O
歳
未
満
の
自
殺
者

数
は
全
国
で
三
九
八
人
。
男
二
六
七

人
、
女

二
三

人
、
二
対

一
の
割
合

で
男
性
が
多
い
。

高
校
生
が

一
二
四
人
会
二

・
二

%
)
で
最
も
多
く
、
有
職
少
年
九
五

人

(
二

O
人

(
二
O
.
一
%
)
。
小
学
生
も

三
人
い
た
。
動
機
は

「学
業
」

一
O

六
人
(
二
六

・
六
%
)
「
家
庭
」
五

四
人
、
「異
性
」
五
二
人、

「病
苦
」

=
一
九
人
、
「
職
場

・
生
活
」

一
五
人

な
ど
。
(
答
察
庁
発
表
)(叩

・
日
朝
日
)

独
身
O
L
は
き
も
の
好
き

O
L
の
き
も
の
願
望
は
強
い
が
、

着
る
の
は
年
に

一
、
二
回
。
一

人
で

着
ら
れ
る
の
は
一
割
。
全
日
本
き
も

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
が
、
関
東

と
関
西
の

O
L
千
人
を
調
査
し
た
結

果。

(
u
-
m
w
読
売
)
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女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
調
査

動
機
は

「女
で
も
運
転
ぐ
ら
い
で
き

た
ほ
う
が
よ
い
」
二
七
・

三
%
、
以

下

「家
族
の
送
迎
」
「
シ
ヨ
ツ
ピ
ン

グ
」
「
レ
ジ
ャ
ー
」
の
順
。

日
常
点
検
を
「
必
ず
す
る
」
は
わ

ず
か
一

0
・
四
%
。
富
士
重
工
の
五

百
人
調
査
で
。
(
ロ

・
8
毎
日
)

串
山
崎
窮
命
窓
お
彊
ぴ
る

51年人口~

ス

人よ
暮 g
h い

乙霊
西長
欧露
型唱

に



Ai:ー
思

見

〔
政
治
〕

も
っ
と
女
性
の
政
策
決
定
参
加
を

都
の
予
算
や
政
策
決
定
に
は
、
ど

れ
だ
け
女
性
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の

か
。
本
庁
の
課
長
ク
ラ
ス
以
上
の
女

性
職
員
は
二
部
長
(
都
民
生
局
婦
人

青
少
年
部
長
、
同
消
費
生
活
部
長
)

が
最
高
の
ポ
ス
ト
。
技
術
系
で
出
先

機
関
の
部
長
同
等
職
が
六
人
。
本
職

の
課
長
ク
ラ
ス
は
八
人
。
知
事
部
局

職
員
五
万
七
九

O
O人
の
う
ち
二
三

%
が
女
性
。
女
性
管
理
職
の
比
率
が

あ
ま
り
に
低
す
ぎ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ。

(
1
・9
毎
日
)

議
会
に
女
性
代
表
を

女
性
の
校
長
は
、
長
野
県
下
小
・

中
学
を
通
じ
て
一
人
も
い
な
い
が
、

そ
れ
は
単
に
長
野
の
男
性
に
認
識
が

な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
女
性
に
も

原
因
が
あ
る
。
心
狭
い
向
性
が
足
を

ひ
っ
ば
る
こ
と
を
や
め
て
、
連
帯
の

輸
を
拡
げ
よ
う
。

(
金
原
良
子
)
(
1
-
m
信
毎
)

婦
人
票
の
重
さ

美
濃
部
さ
ん
が
女
性
に
人
気
が
あ

る
の
は
定
評
が
あ
る
が
、
名
古
屋
市

長
に
当
選
し
た
本
山
さ
ん
も
婦
人
票

を
つ
か
ん
で
成
功
し
た
。
選
挙
後
、

応
援
団
体
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
「
男

性
票
は
系
列
化
さ
れ
自
由
を
奪
わ
れ

て
い
る
が
、
婦
人
は
純
粋
な
目
で
候

補
者
を
選
べ
る
」
と
語
っ
た
が
、
た

し
か
に
そ
う
い
う
見
方
も
で
き
る
。

(
「
今
日
の
問
題
か
ら
」
4
・
お
朝
日
)

目
ざ
め
よ
主
婦
も
女
性
議
員
も

選
挙
の
た
び
に
女
性
議
員
が
減
少

し
て
い
る
の
は
日
本
の
家
族
制
度
が

原
因
。
夫
の
意
見
に
ま
ど
わ
さ
れ
な

い
よ
う
。
ま
た
女
性
議
員
も
、
議
員

は
最
終
の
生
活
安
定
の
場
と
思
う
こ

と
な
く
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

(
5
・
日
朝
日
)

な
ぜ
女
性
議
員
は
少
な
い
か

人
口
の
半
数
以
上
を
女
性
が
占
め

て
い
る
の
に
女
性
議
員
が
少
な
い
。

つ
い
向
性
に
点
数
が
辛
い
と
い
う
習

性
が
あ
る
。
夫
に
失
望
し
て
い
る
多

く
の
主
婦
が
同
類
項
の
男
性
に
期
待

の
一
票
を
投
じ
る
の
は
妙
な
話
で
は

な

い

か

。

〈

5
・
7
朝
日
)

働
く
議
員
こ
そ
ジ
ー
パ
ン
党

台
所
か
ら
町
議
へ
と
び
出
し
た
が
、

ス
l
ツ
で
は
ど
う
に
も
働
け
ず
ジ
l
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パ
ン
を
愛
用
し
て
い
る
。
先
日
の
全

国
革
新
無
所
属
地
方
議
員
会
議
で
も
、

や
り
手
は
男
女
を
問
わ
ず
ジ
ー
パ
ン

党
だ
っ
た
。
(
川
名
靖
子
)
(
6
・U
朝
日
)

参
院
選
と
女
性

『
思
想
の
科
学
」
に
長
く
関
係
し

て
き
た
が
、
十
年
前
は
七
%
だ
っ
た

女
性
読
者
が
現
在
で
は
四
O
%
に
も

達
し
て
い
る
。
「
自
立
」
意
識
を
も

っ
女
性
の
増
加
に
よ
っ
て
男
性
社
会

の
政
治
が
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え

る
の
で
は
な
い
か
。

(
大
野
力
)
(
6
・
泊
朝
日
)

候
補
者
へ
の
手
紙
か
ら

年
金
は
月
四
万
円
も
あ
っ
て
一
人

暮
ら
し
の
老
人
に
は
使
い
よ
う
が
な

い
。
ネ
コ
四
匹
の
生
活
と
テ
レ
ビ
と

盆
栽
い
じ
り
の
毎
日
。
週
二
回
来
る

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
の
話
が
楽
し
み
。

眠
れ
な
い
夜
な
ど
、
ど
こ
か
捨
て
子

が
あ
っ
た
ら
も
ら
っ
て
来
て
育
て
た

い
、
と
バ
カ
げ
た
こ
と
を
考
え
る
。

ヘ
ル
パ

1
に
週
も
う
一
度
来
て
話
し

相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
|
|
増

田
さ
ん
(
七
二

)
0
(
6
-
m朝
日
)

女
の
ひ
と
り
暮
ら
し

戦
争
と
の
関
係
で
ひ
と
り
暮
ら
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
女
た
ち
が
定
年

期
に
入
っ
た
。
社
会
の
空
気
は
女
の

ひ
と
り
暮
ら
し
に
冷
淡
だ
。
参
院
選

の
婦
人
候
補
者
も
誰
一
人
そ
れ
に
ふ

れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
何
と
重
い

事
実
か
。(
佐
多
稲
子
)
(
8
-
m
読
売
)

婦
人
問
題
こ
の
一
年

政
策
決
定
の
場
に
女
が
い
な
け
れ

ば
女
の
問
題
は
解
決
し
な
い
、
と
い

う
声
が
女
の
側
か
ら
出
て
、
何
人
か

の
女
性
候
補
者
が
立
っ
た
け
れ
ど
、

結
果
は
惨
敗
。
す
そ
野
の
広
が
り
が

な
い
ま
ま
、
幻
想
と
期
待
を
持
っ
て

出
た
わ
け
で
、
そ
う
で
な
い
こ
と
が

認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

婦
人
運
動
の
方
向
を
指
し
示
し
て
い

る
。
(
武
田
京
子
・
評
論
家
)

*
 

あ
る
意
味
で
女
は
強
く
な
っ
た
と

思
う
け
れ
ど
、
先
陣
争
い
を
し
て
い

る
の
で
は
ね
え
。
男
の
至
ら
な
さ
を

怒
る
の
で
は
な
く
、
男
と
女
が
一
緒

に
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
な
く
ち
ゃ
。

(
小
室
加
代
子
・
評
論
家
)

(ロ

-
m
l
m信
毎
)

〔
解
放
・
平
等
〕

「
平
等
」
の
大
事
さ
教
え
る
番
組

米
国
の
子
供
番
組
『
セ
サ
ミ
ス
ト

リ
ー
ト
』
は
人
種
、
性
、
年
齢
、
目

的
の
異
な
っ
た
人
々
が
一
つ
の
こ
と

を
共
同
で
行
な
う
大
事
さ
、
楽
し
さ

を
繰
り
返
し
教
え
る
。
黒
人
男
女
が

一
つ
の
新
聞
を
読
み
な
が
ら
歌
う
。

「
分
け
あ
っ
て
い
っ
し
ょ
の
こ
と
を

す
る
っ
て
楽
し
い
:
:
:
」

(
「
番
組
評
」

2
・
日
朝
日
)
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「
婦
人
の
目
」
制
定
の
動
き
に
疑
問

平
等
と
は
名
ば
か
り
、
い
ま
だ
に

男
子
本
位
の
世
の
中
な
の
に
制
定
の

意
図
は
何
か
。
参
院
選
へ
の
ア
メ
玉

と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

(
投
書
)
(
3
・5
朝
日
)

月
三
日
「
婦
人
の
日
」
に
は
反
対

ひ
な
祭
り
を
「
婦
人
の
日
」
に
は

反
対
。
祝
日
に
す
る
の
は
賛
成
で
あ

る
が
、
「
婦
人
の
日
」
の
制
定
に
よ
っ

て
本
来
の
「
ひ
な
祭
り
」
が
軽
視
さ

れ
か
ね
な
い
。

(
会
社
員
必
歳
)
(
3
・
8
信
毎
)

婦
人
研
究
者
の
地
位
向
上
を

日
本
学
術
会
議
第
七
二
回
総
会
で

「
婦
人
研
究
者
の
地
位
改
善
に
つ
い

て
」
の
要
望
を
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。

戦
後
、
科
学
研
究
の
分
野
に
婦
人



が
進
出
し
た
が
、
不
当
な
差
別
は
深

刻
化
し
た
感
が
あ
る
。
た
と
え
ば
四

年
制
大
学
の
婦
人
研
究
者
は
平
均
し

て
五
%
。
そ
の
う
ち
助
手
九
%
、
講

師
五
%
、
助
教
授
三
%
、
教
授
一
・

五
%
、
学
長
ゼ
ロ
な
ど
。

(
猿
橋
勝
子
)
(
5
-
m
朝
日
)

女
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

女
は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
岡
持
し
、

は
っ
き
り
認
識
し
た
上
で
社
会
に
固

定
さ
れ
た
矛
盾
に
立
ち
向
か
う
べ
き
。

「
性
を
意
識
す
る
こ
と
」
イ
コ
ー
ル

「
社
会
通
念
を
認
め
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
女
性
の
解
放
を
上
か

ら
の
運
動
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
問
題
の
よ
う
に
、
一
見

さ
さ
い
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
波
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
必
狭
山
。

(
学
生
担
歳
)
(
6
・
9
朝
日
)

権
利
の
上
に
眠
る
な

男
女
平
等
の
権
利
が
与
え
ら
れ
た

の
に
そ
れ
を
意
識
し
て
い
な
い
婦
人

が
多
い
。
女
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
方
々
に
も
「
権
利
の
上
に
眠
る
な
」

と
言
い
た
い
。

(
市
川
房
枝
)
(
6
・
日
朝
日
)

M

女
流
u

と
は
男
性
標
準
の
意
識

H

女
流
H

と
は
、
モ
ノ
を
創
り
だ
す

行
為
が
、
本
来
男
の
仕
事
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
時
代
の
コ
ト
。

米
国
の
女
性
文
学
者
た
ち
は
、

H

女
流
u

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
反
抗

し
、
そ
れ
と
の
訣
別
で
知
的
独
立
宣

言
を
し
た
。
(
渥
美
育
子
)
(
6
・
日
読
売
)

ア
メ
リ
カ
で
花
盛
り
「
女
性
学
」

七
O
年
秋
か
ら
東
部
海
岸
の
女
子

大
や
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
ウ
イ

メ
ン
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
l
ズ
」
は
、
三
、

四
年
後
に
は
米
国
全
土
百
数
十
の
大

学
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま

で
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
を
女
性
の
見
方

に
よ
っ
て
正
し
、
歴
史
を
書
き
直
そ

う
と
い
う
学
問
の
革
命
。
日
本
の
大

学
で
も
内
か
ら
突
き
上
げ
が
起
こ
っ

て
ほ
し
い
。
(
渥
美
育
子
)
(
7
・
却
毎
日
)

女
が
電
車
で
新
聞
を
読
む
こ
と

「
車
内
で
女
性
が
新
聞
を
読
む
姿

は
感
じ
悪
い
わ
」
と
は
私
の
友
人
。

車
内
で
新
聞
を
読
む
女
性
が
い
な
い

の
は
、
も
し
か
し
た
ら
本
能
的
に
男

性
の
目
(
生
意
気
だ
と
思
う
感
じ
)

を
意
識
し
て
の
こ
と
か
。
男
女
同
権

の
声
は
高
く
と
も
、
男
女
の
質
的
な

違
い
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
表
わ
れ
て

来
る
。
本
質
的
相
違
の
基
盤
の
上
に
、

男
女
平
等
を
築
い
て
ゆ
き
た
い
。

(
寺
島
道
子
主
婦
問
歳
)

(m
・
日
朝
日
)

男
女
の
寿
命
差
に
思
う

百
歳
以
上
の
男
は
女
の
二
割
、
平

均
寿
命
も
女
が
五
年
多
く
、
こ
れ
で

見
る
限
り
は
女
の
人
生
の
ほ
う
が
め

で
た
い
。

が
、
明
治
初
期
に
は
女
は
男
よ
り

五
O
万
も
少
な
か
っ
た
。
間
引
き
さ

れ
る
の
は
女
だ
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か

ら
支
配
層
は
多
妻
の
一
方
、
妻
や
住

居
を
持
つ
こ
と
も
で
き
な
い
男
も
多

く
、
同
じ
階
層
出
身
の
売
春
婦
に
わ

ず
か
な
慰
め
を
得
て
い
た
。

い
ま
男
の
寿
命
が
短
い
の
は
労
働

災
害
や
交
通
戦
争
が
よ
り
多
く
男
に

害
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

男
女
の
被
害
状
況
は
そ
の
軽
重
が
見

定
め
が
た
い
。
が
、
男
た
ち
は
「
女

よ
り
ま
し
」
と
思
い
こ
ん
で
身
に
こ

う
む
る
不
条
理
を
耐
え
る
。
男
女
の

未
来
を
ひ
ら
く
に
は
、
互
い
の
構
造

的
被
害
を
認
識
し
、
役
割
分
担
を
と

り
は
ら
う
こ
と
だ
。

(
も
ろ
さ
わ
・
ょ
う
こ
)
(
日
・

5
朝
日
)

女
も
の
は
小
さ
く
・
・
・
・
・
・
は

か
つ
て
ハ
ン
カ
チ
は
婦
人
用
は
小

さ
か
っ
た
が
今
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
大
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き
さ
、
同
じ
柄
に
。
し
か
し
茶
わ
ん

や
傘
は
女
用
が
小
さ
い
。
子
連
れ
女

に
は
小
ぷ
り
の
傘
は
小
さ
す
ぎ
る
。

女
用
だ
か
ら
小
さ
く
と
、
根
拠
も
な

く
決
め
る
の
は
こ
こ
ら
で
す
べ
て
や

め
て
ほ
し
い
。

(
近
田
登
志
子
・
話
力
研

Z
m助
き

(ロ

-m読
売
)

〔
こ
と
ぱ
〕

女
の
解
放
と
女
こ
と
ば

英
語
も
日
本
語
も
、
丁
寧
な
話
し

方
に
は
、
女
に
高
い
基
準
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
女
が
自
由

に
考
え
、
表
現
す
る
神
経
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
規
制
す
る
足
か
せ
。

「
女
性
は
主
体
性
が
な
く
、
創
造

性
に
乏
し
い
」
と
一
般
に
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
育
て
て
き

た
社
会
的
文
化
的
条
件
づ
け
の
産
物

に
す
ぎ
な
い
と
。

(
井
出
祥
子
)
(
2
・
3
毎
日
)

「
女
ら
し
い
」
は
ほ
め
こ
と
ば
か

女
性
に
対
す
る
ほ
め
こ
と
ば
「
女

ら
し
い
」
に
疑
問
。
人
間
と
し
て
成

長
し
て
い
く
た
め
に
こ
と
さ
ら
女
ら

し
さ
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
。
女

ら
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
人
生
の

目
的
で
は
な
く
、
女
性
の
本
能
で
も

な
い
。
「
父
系
社
会
の
秩
序
の
維
持

の
た
め
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
来
た
」

と
宮
本
百
合
子
は
言
っ
て
い
る
。

(
大
塚
敏
子
)
(
5
・
泊
朝
日
)

』
と
ば
と
社
会
意
識

「
女
の
く
せ
に
」
「
女
だ
か
ら
」

と
世
間
の
期
待
像
の
中
に
と
じ
こ
め

ら
れ
、
あ
る
時
期
を
す
ぎ
て
も
結
婚

し
な
い
と
「
売
れ
残
り
」
。
「
美
人
」

は
女
の
人
と
決
ま
っ
て
い
る
。
美
し

い
男
は
「
美
男
子
」
で
男
と
い
う
字

が
入
る
。
女
に
と
っ
て
美
し
さ
が
そ

れ
ほ
ど
重
要
と
さ
れ
て
き
た
。
男
は

世
の
中
を
動
か
す
主
役
。
女
は
わ
き

役。

男
女
の
性
別
役
割
を
作
る
過
程
の

認
識
形
成
の
面
で
一
役
買
っ
て
い
る

の
が
こ
と
ば
。

(
井
出
祥
子
)
(
6
・
1
読
売
)

女
性
の
よ
び
方
さ
ま
ざ
ま

お
ば
あ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
奥
さ

ん
な
ど
。
「
職
場
で
男
性
は
私
の
こ

と
を
平
気
で
『
お
ば
さ
ん
』
と
よ
ぷ
。

女
性
が
男
性
を
『
お
じ
さ
ん
」
と
よ

ぼ
う
も
の
な
ら
大
変
」
(
会
社
員
川
崎
歳
)

「
婦
人
科
、
婦
人
会
、
婦
人
学
級
。

男
性
の
私
に
も
な
ぜ
婦
人
だ
け
特
別

な
の
か
不
可
解
」
(
男
性
同
歳
〉

「
奥
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
と
お
互
い

を
よ
び
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
個

性
の
な
い
『
奥
さ
ん
』
と
い
う
よ
び

方

」

(

主

婦

泊

歳

)
(
6
・8
読
売
)

女
の
子
は
泣
か
な
い

娘
ば
か
り
の
わ
が
家
で
は
、
「
女

の
子
は
強
い
の
、
泣
か
な
い
の
」
が

モ
ッ
ト
ー
。
と
こ
ろ
が
娘
た
ち
は
、

「
泣
い
て
い
い
の
は
男
の
子
と
赤
ん

坊
」
と
逆
差
別
す
・

1
無
意
識
に

使
わ
れ
て
い
る
日
常
語
を
再
考
し
て

男
女
差
別
の
な
い
社
会
を
き
ず
け
る

よ
う
な
子
育
て
を
し
た
い
。

(
投
書
)
(
6
-
m
朝
日
)

100 

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」
と
は

日
本
製
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」
は
女

に
甘
い
男
。
し
か
し
英
語
で
は
男
女

平
等
論
者
、
女
性
解
放
論
者
の
こ
と
。

(
「
身
の
回
り
の
カ
タ
カ
ナ
こ
と
ば
」
)

(
8
・
幻
読
売
)

長
男
・
長
女
は
お
か
し
い
?

男
女
の
別
な
く
出
生
順
序
に
よ
っ

て
長
子
、
次
子
ま
た
は
長
女
、
次
男

と
呼
ぶ
|
|
こ
れ
は
試
案
に
過
ぎ
な

い
が
検
討
し
て
ほ
し
い
。
末
っ
子
が

長
男
と
い
う
の
は
形
式
的
に
過
ぎ
る
。

(
8
-
m毎
日
)



〔
働
く
〕

制
度
改
善
し
て
看
護
の
心
を

賃
上
げ
要
求
に
固
執
す
る
と
看
護

は
魂
を
失
う
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
百
年
前
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

に
戻
れ
と
い
う
こ
と
。
保
健
医
療
制

度
の
改
善
が
課
題
で
は
。

(
大
国
美
智
子
)
(
2
・
2
朝
日
)

商
庖
婦
人
の
悩
み
首
相
ご
存
じ
F

中
小
、
ま
し
て
零
細
企
業
の
女
の

労
働
条
件
向
上
は
夢
で
、
庖
員
も
長

続
き
で
き
な
い
。
漁
・
農
協
婦
人
部

の
団
結
は
強
い
が
、
同
業
者
と
競
争

の
自
営
商
庖
界
の
女
の
地
位
は
昔
と

変
わ
ら
ず
、
心
が
い
た
む
。

(
投
書

)
(
2
-
m朝
日
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
も
賞
与
を

私
は
非
常
勤
嘱
託
と
い
う
職
名
の

ホ
1
ム
ヘ
ル
パ

l
。
訪
問
す
る
老
人

か
ら
ボ
ー
ナ
ス
が
で
て
い
い
ね
、
と

い
わ
れ
る
が
全
く
ゼ
ロ
。
仕
事
を
始

め
て
九
年
。
一
度
で
い
い
か
ら
人
並

み
に
封
筒
の
重
み
を
感
じ
た
い
。

(
6
・
日
毎
日
)

看
護
婦
の
あ
り
方
(
対
談
)

〔
看
護
婦
〕
階
層
的
指
示
に
従
い
、

患
者
に
は
共
同
体
意
識
で
ご
ま
か
す
。

准
看
・
補
助
看
に
吊
忍
働
の
シ
ワ
寄
せ
。

反
発
に
は
知
識
が
い
る
。
医
師
と
同

じ
教
育
で
分
業
が
理
想
。

〔
医
師
〕
地
位
が
医
者
に
近
い
と

共
犯
的
関
係
に
な
る
。
串
劣
台
の
立
場

で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
は
。
知
識
を
つ

け
て
も
、
力
関
係
・
医
師
頂
点
の
階

級
制
は
強
い
。

(
6
・
日
l
M
m
信
毎
)

国
鉄
職
員
に
女
子
採
用
を

国
鉄
総
裁
高
木
様
。
た
び
重
な
る

不
正
事
件
で
国
鉄
の
威
信
は
落
ち
、

加
え
て
財
政
の
破
局
的
バ
ン
ク
。
そ

こ
で
今
年
採
用
予
定
の
六
千
人
の
う

ち
思
い
切
っ
て
二
千
人
ぐ
ら
い
は
女

子
職
員
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

出
札
、
改
札
、
車
掌
、
案
内
な
ど
の

ニ
コ
ニ
コ
し
た
笑
顔
が
明
る
い
国
鉄

づ
く
り
の
H

特
効
薬
a

で
す
。

(
投
書
)
(
7
・
泊
朝
日
)

女
子
大
生
の
就
職

女
子
大
生
各
人
が
四
年
間
真
剣
に

勉
学
に
励
み
、
能
力
を
た
く
わ
え
て

い
く
こ
と
が
、
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
門

を
聞
く
唯
一
の
道
で
あ
る
。

(
大
学
生
幻
歳
)

女
の
子
だ
か
ら
、
自
宅
外
だ
か
ら
、

と
い
う
理
由
で
採
用
さ
れ
な
い
風
司

こ
こ
に
来
て
や
は
り
社
会
の
不
合
理

に
ゆ
き
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

(
大
学
生
幻
歳
)

高
校
出
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大

卒
の
男
子
以
上
の
仕
事
を
す
る
し
、

前
向
き
に
仕
事
を
す
る
。
そ
れ
だ
け

真
剣
で
あ
り
「
女
ら
し
さ
」
が
ど
こ

と
な
く
に
じ
ん
で
い
る
。
女
子
大
生

も
鏡
を
み
る
ま
え
に
、
ま
ず
自
分
自

身
を
よ
く
み
つ
め
直
し
て
ほ
し
い
。

(
男
性
会
社
員
必
歳
)

(
叩
・

6
朝
日
)

ミ
セ
ス
の
就
職

世
間
一
般
に
お
け
る
職
業
婦
人
と

し
て
の
ミ
セ
ス
の
評
価
は
驚
く
ほ
ど

に
低
く
、
就
職
は
全
く
ま
ま
な
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、
実
力
さ
え
持
っ
て

い
れ
ば
問
題
な
い
こ
と
な
の
だ
、
と

自
身
に
言
い
聞
か
せ
、
「
実
力
」
な

る
も
の
を
必
死
に
勉
強
。
し
か
し
、

先
は
遠
い
。
あ
あ
、
就
職
。

(
戸
田
淑
子
主
婦
幻
歳
)

(
m
-
m朝
日
)

看
護
婦
不
足
は
な
ぜ
か

毎
年
看
護
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

数
は
四
万
な
の
に
、
看
護
婦
総
数
は

そ
れ
に
比
し
て
増
え
て
い
な
い
。
都

内
の
病
院
を
調
査
し
た
(
五
十
一
ー

五
十
二
年
)
結
果
で
は
、
退
職
者
の

割
合
が
七
割
を
超
え
、
し
か
も
退
職
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者
は
二

O
代
か
ら
三

O
代
の
中
堅
層

が
占
め
て
い
る
。

退
職
の
原
因
は
、
不
満
が
一
番
多

く
、
そ
の
中
身
は
上
司
の
職
場
管
理

と
夜
勤
が
多
い
。

問
題
は
わ
が
国
の
看
護
教
育
。
こ

れ
ま
で
政
府
は
質
よ
り
量
を
優
先
さ

せ
て
き
た
。
看
護
天
学
は
十
校
だ
け
。

病
院
付
属
の
看
護
学
校
は
各
種
学
校

で
、
私
学
助
成
の
対
象
に
も
な
ら
な

い
。
諸
外
国
並
み
の
英
断
的
改
革
が

必
要
。(
小
島
ユ
キ
エ
・
日
本
看
護
協
会
)

(
H
-
m
読
売
)

「
働
く
寡
婦
」
食
い
違
う
調
査
結
果

労
働
省
の
調
査
は
「
交
通
追
児
育

英
会
」
の
調
査
と
大
き
な
流
れ
と
し

て
は
変
わ
ら
な
い
が
深
刻
さ
が
表
わ

れ
て
い
な
い
。
雇
用
形
態
の
解
釈
に

大
き
な
違
い
が
あ
る
た
め
だ
。

前
者
は
全
体
の
八
六
・
九
%
が
常

雇
で
、
七
五
・
八
%
が
比
較
的
安
定

し
た
身
分
だ
と
す
る
が
、
後
者
は

「
安
定
は
一
五
%
」
と
す
る
。

本
当
に
寡
婦
の
四
分
の
三
は
「
比

較
的
安
定
し
た
身
分
」
で
働
い
て
い

る
の
か
。
例
え
ば
知
人
の
ー
さ
ん
は

常
雇
だ
が
、
契
約
は
一
年
事
薪
だ
し
、

O
さ
ん
の
会
社
は
社
員
三
人
、
倒
産

寸
前
だ
。
数
字
だ
け
で
雇
用
促
進
法

を
不
要
と
判
断
す
る
の
は
危
険
き
わ

ま
り
な
い
。
(
谷
川
俊
記
者
)
(
ロ
・
日
読
売
)

〔
主
婦
〕

主
婦
で
は
相
手
に
な
ら
な
い
の
か

投
資
勧
誘
な
ど
で
「
ご
主
人
は
」
と

く
る
と
腹
が
立
つ
。
そ
う
い
う
電
話

は
相
手
に
し
な
い
と
決
意
し
た
。

(
投
書

3

・mm
毎
日
)

「
妻
」
を
分
析
し
た
い

父
系
社
会
の
残
り
か
す
で
な
く
、

母
性
的
あ
た
た
か
さ
を
、
ど
う
し
た

ら
大
地
に
し
み
こ
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
(
羽
仁
説
子
)
(
4
・4
朝
日
)

娘
が
く
れ
た
母
の
日
の
幸
せ

外
に
出
て
働
く
私
だ
が
、
母
の
日

は
朝
、
布
団
の
中
で
新
聞
を
読
む
。

小
学
六
年
の
長
女
が
朝
食
の
用
意
、

二
年
の
次
女
が
お
こ
づ
か
い
で
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
:
:
:
。
今
年
も
幸
せ

な
一
目
。
(
小
樽
市
・
看
護
婦
)

(
5
・
日
朝
日
北
海
道
)

「
主
婦
」
と
い
う
言
葉
は
|
|

投
書
の
山
か
ら
拾
う
と

i
職
業

で
な
く
無
職
。
主
婦
O
Oと
か
マ
マ

さ
ん

O
Oと
い
わ
れ
る
と
無
能
者
か

片
手
開
業
の
よ
う
な
軽
視
の
感
じ
。

一
見
主
婦
ふ
う
、
な
ん
て
サ
エ
な
い
。

職
業
欄
に
主
婦
と
書
い
て
も
公
的
に

は
ま
っ
泊
さ
れ
る
。
「
家
庭
管
理
士
」

と
し
て
報
酬
を
。

(
5
-
m読
売
)

真
版

w

一
豊
の
妻
u
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へ
ソ
ク
リ
を
拠
出
し
た
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
山
内
一
豊
の
妻
は
明
治

三
十
年
代
の
教
科
書
で
は
ス
ゴ
腕
の

亭
主
操
縦
者
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

教
科
書
が
固
定
に
な
っ
て
か
ら
婦
唱

夫
随
の
す
す
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、

か
ん
じ
ん
の
部
分
が
削
ら
れ
た
も
の
。

(
佐
藤
忠
男
)
(
5
-
m朝
日
)

M

仕
事
中
毒
u

の
夫
を
持
っ
て

妻
に
は
、
あ
き
ら
め
型
、
従
順
型
、

告
発
型
、
発
散
型
が
あ
る
。
「
良
妻
」

も
中
身
は
多
様
。
全
部
が
ほ
ん
と
う

に
忙
し
い
の
だ
ろ
う
か
?
忙
し
い

こ
と
に
夫
は
甘
え
て
い
な
い
か
、
と

い
う
の
は
、
作
家
・
黒
井
千
次
氏
。

H

ひ
と
と
き
H

へ
の
投
書
の
感
想
。

(
6
・5
朝
日
)

女
で
な
く
人
間
と
し
て
生
き
よ

母
親
た
ち
の
多
く
が
生
き
が
い
の



中
心
は
「
子
」
と
か
「
夫
」
と
か
答

え
る
が
さ
び
し
い
限
り
だ
。
子
ど
も

は
自
分
ひ
と
り
の
生
き
が
い
を
見
つ

け
る
だ
け
で
も
苦
労
な
の
に
:
:
:
。

我
が
娘
に
は
働
き
ぬ
く
道
を
選
ば
せ

切』、。
J
'
t‘
 
(
早
乙
女
勝
元
)
(
6
-
m
朝
日
)

姑
の
悪
口
は
P
T
A
で

結
婚
し
て
い
る
女
性
は
、
ど
の
て

い
ど
実
家
の
人
々
に
婚
家
の
こ
と
を

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
か
。

か
つ
て
の
嫁
入
り
婚
の
妻
た
ち
の

感
情
の
吐
け
口
は
実
家
で
あ
り
、
親

き
ょ
う
だ
い
し
か
な
か
っ
た
。
が
、

こ
の
ご
ろ
の
ミ
セ
ス
は
P
T
A
の
A
E

合
の
あ
と
で
雑
談
。
言
う
ほ
う
も
平

気
、
聴
く
ほ
う
も
ま
た
平
気
、
い
か

に
も
ひ
ら
か
れ
た
感
じ
で
、
女
は
た

し
か
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を

も
う
一
歩
進
め
て
、
婚
家
の
人
々
と

の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
対
話
に
も
っ
て

ゆ
け
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
投
書
〉

(
6
-
m
信
毎
)

主
婦
業
は
職
業
に
価
し
な
い

二
十
余
年
の
職
業
生
活
を
終
え
家

庭
に
入
り
、
む
な
し
さ
と
焦
燥
感
を

味
わ
っ
て
い
る
。
日
曜
に
一
週
間
分

片
づ
け
て
い
た
掃
除
、
洗
た
く
も
毎

日
半
日
か
け
て
の
ん
び
り
・
:
。
ど
う

し
て
こ
れ
が
職
業
と
い
え
る
か
。

(
投
書
)
(
6
-
m
朝
日
)

「
後
家
」
さ
ん
堂
々
と
生
き
よ

未
亡
人
と
い
う
こ
と
ば
は
き
ら
い
。

私
の
母
は
一
二
三
歳
で
「
後
家
」
と
な
っ

た
が
、
仕
事
を
持
ち
つ
つ
私
た
ち
を

育
て
て
く
れ
た
。
そ
の
後
再
婚
、
幸

せ
に
や
っ
て
い
る
。

ご
主
人
を
な
く
さ
れ
た
方
々
、
ど

う
か
周
囲
の
カ
ゲ
口
な
ど
気
に
し
な

い
で
堂
々
と
胸
を
は
っ
て
生
き
て
下

さ
い
。

(
7
・
5
朝
日
)

主
婦
は
職
業
ヨ

「
主
婦
は
職
業
で
は
な
い
」
H

ひ
と

と
き
a

欄
に
寄
せ
ら
れ
た
声
に
反
対

投
書
百
通
近
く
。
家
事
・
育
児
は
、

日
曜
・
祝
日
・
病
休
な
く
、
無
給
の

た
い
へ
ん
な
仕
事
、
と
厳
し
い
怒
り
。

「
家
事
・
育
児
は
女
が
一
人
で
背

負
い
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
大
切
な

営
み
は
周
囲
の
み
ん
な
が
背
負
い
合

い
、
そ
の
こ
と
が
人
間
と
し
て
の
優

し
さ
を
生
み
だ
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
伊
藤
雅
子
氏
。
(
7
-
m朝
日
)

甘
え
て
い
る
主
婦
職
業
論

農
家
や
商
家
で
は
、
育
児
・
家
事

は
仕
事
の
仲
間
に
入
ら
な
い
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
主
婦
が
い
く
ら
料
理
・

洗
た
く
を
立
派
に
や
っ
て
も
働
い
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
生
活
が
成

り
立
た
な
い
。

も
し
収
入
が
な
く
な
り
自
ら
働
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、

主
婦
は
職
業
だ
な
ど
と
は
決
し
て
い

わ
な
い
だ
ろ
う
。
(
投
書
)
(
7
-
m朝
日
)

主
婦
の
能
力
を
生
か
し
て

主
婦
の
潜
在
能
力
を
遊
ば
せ
て
お

く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
子
ど
も
の

手
が
離
れ
て
も
外
に
働
く
場
が
な
い
。

生
き
が
い
が
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

登
録
な
ど
し
て
い
つ
で
も
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
制
度
を
作
っ
て
は
。

(
7
-
m毎
日
)

人
生
は
自
立
へ
の
旅
の
は
ず

旅
は
人
生
だ
と
思
う
。
と
こ
ろ
が

独
身
女
性
は
海
外
旅
行
は
結
婚
前
の

一
発
勝
負
。
帰
つ
で
き
た
ら
あ
き
ら

め
て
主
婦
に
な
る
。

(
お
そ
ど
ま
さ
こ
・
ト
ラ
ベ
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

(
7
-
m東
京
)

被
雇
用
者
兼
奥
さ
ん

日
本
の
女
性
は
文
学
部
に
行
っ
て

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
気
か
き
い
て
い
て
、

し
か
し
あ
ん
ま
り
き
き
す
ぎ
な
い
程

度
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
結
婚
と
い
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う
永
久
就
職
を
す
る
。
そ
し
て
、
と

き
ど
き
雇
わ
れ
人
、
と
き
ど
き
奥
さ

ん
。
こ
れ
じ
ゃ
自
分
の
周
囲
を
変
革

す
る
の
は
難
し
い
。
結
婚
だ
け
が
人

生
の
目
的
で
あ
る
よ
う
な
教
育
は
い

け
ま
せ
ん

l
l
在
日
九
年
に
な
る
英

女
性
の
意
見
。

(
9
-
m読
売
)

亭
主
殿
、
家
事
分
担
額
み
ま
す

共
か
せ
ぎ
家
庭
と
い
っ
て
も
、
二

人
の
仕
事
の
量
・
質
・
通
勤
時
間
・

疲
労
度
な
ど
千
差
万
別
。
余
裕
の
あ

る
ほ
う
が
や
れ
ば
い
い
。
こ
う
い
う

仕
事
は
女
房
が
や
る
べ
き
だ
と
か
い

う
原
則
は
な
い
。
相
手
へ
の
思
い
や

り
さ
え
あ
れ
ば
、
家
事
も
ま
た
楽
し

か
ら
ず
や
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

働
く
妻
を
持
つ
世
の
亭
主
た
ち
に
頭

の
切
り
替
え
を
願
い
た
い
。

(
立
松
喜
久
子

)(u
・1
日
経
)

主
婦
の
有
給
休
暇

結
婚
す
る
と
き
互
い
に
年
一
回
の

休
暇
を
約
束
し
た
。
十
二
年
目
の
今

年
は
十
二
日
の
休
暇
。
香
港
で

w
独

身
貴
族
u

を
楽
し
ん
だ
。
夫
も
「
独

身
気
分
に
な
れ
て
い
い
」
と
歓
迎
。

(
小
林
文
子
部
歳
)
(
ロ
・

9
毎
日
)

夫
が
死
ん
で
得
た
自
由
な
ん
て

「
主
人
が
い
た
ら
と
て
も
こ
ん
な

外
出
は
で
き
な
か
っ
た
」
|
|
ふ
と

耳
に
し
た
老
女
た
ち
の
会
話
に
が
く

ぜ
ん
。
夫
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、

し
た
い
こ
と
を
し
た
い
。

(
椿
芳
子
日
歳
)
(
ロ

-m読
売
)

友
を
増
や
せ
る
よ
う
な
老
後
を

人
間
の
知
己
の
増
え
か
た
は
、
そ

の
人
の
精
神
活
動
、
今
は
や
り
の
言

い
か
た
で
い
え
ば
n
河
ん
で
い
る
か

否
か
に
比
例
す
る
H

と
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
顕
わ
く
ば
い
つ
ま
で
も
飛

到
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
ま
で
も

新
し
い
友
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
自
分
の
老
後
で
あ
り
た
い
。

〈
中
田
芳
子

日
叩
歳
)
(
ロ

-m朝
日
〉

〔
子
育
て
・
教
育
〕

保
父
さ
ん
歓
迎
し
ま
す

私
の
勤
め
る
保
育
所
に
男
子
大
学

生
が
卒
論
の
た
め
毎
週
通
い
特
に
年

長
男
児
や
母
子
家
庭
の
子
の
人
気
を

集
め
た
。
若
い
男
性
が
他
の
職
場
と

同
様
幼
児
保
育
を
仕
事
に
選
ん
で
ほ

し
い
。
(
投
書
)
(
2
-
m
朝
日
)

手
作
り
保
育

幼
稚
園
に
入
れ
な
い
こ
と
に
決
心
。

子
ど
も
と
学
び
子
ど
も
と
遊
ぶ
自
宅

幼
稚
園
を
始
め
た
。
保
育
講
習
会
に

参
加
申
し
込
み
も
し
て
大
張
り
切
り
。

(
投
書
)
(
5
-
m
朝
日
)

満
た
さ
れ
ぬ
女
子
大
生

「
で
さ
る
こ
と
な
ら
結
婚
し
て
も

働
き
た
い
が
、
結
局
O
L
三
年
ゃ
っ

て
結
婚
す
る
し
か
な
い
の
よ
」
大
学

の
講
義
は
私
た
ち
を
満
た
し
て
く
れ

な
い
し
、
社
会
の
矛
盾
を
学
ぶ
場
も

な
い
。
同
じ
大
学
生
で
も
マ
ス
コ
ミ

は
「
女
子
大
生
」
と
呼
ぶ
。
が
、
私

た
ち
は
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
ぬ

く
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
く
な
い
。

(
投
書
)
(
6
・
泊
朝
日
)
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話
し
相
手
が
い
な
い

孤
独
な
若
い
お
母
さ
ん
。
夫
と
の

育
児
チ
I
ム
プ
レ
ー
は
い
い
よ
う
だ

が
、
一
つ
歯
車
が
狂
う
と
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
考
え
た

い
の
が
「
集
団
育
児
」
。

(
泉
美
智
子
)
(
7
・
口
東
京
)

女
教
師
を
信
用
し
な
い
母
親
た
ち

男
性
教
師
に
あ
て
は
ま
る
不
満
も
、

母
親
は
女
教
師
に
向
け
る
。
父
親
が

母
親
を
低
め
て
い
る
家
庭
の
子
は
女

教
師
を
信
用
し
な
い
。

(
投
書
)
(
8
・4
毎
日
)



女
先
生
が
ん
ば
っ
て

女
の
教
師
は
劣
る
、
と
い
わ
れ
な

が
ら
、
彼
女
ら
は
だ
ま
っ
て
い
る
。

あ
な
た
た
ち
を
日
常
押
し
つ
ぶ
し
て

い
る
の
が
男
と
女
の
か
か
わ
り
で
あ

る
こ
と
を
、
な
ぜ
明
か
さ
な
い
の
か
。

ほ
と
ん
ど
の
先
生
が
共
働
き
で
、
家

庭
に
何
か
が
あ
る
と
仕
事
を
犠
牲
に

す
る
の
は
女
の
ほ
う
。
仕
事
か
ら
と

ん
で
帰
っ
て
家
事
・
育
児
の
中
途
ハ

ン
パ
な
共
働
き
で
は
ほ
ん
と
う
の
教

育
は
育
た
な
い
。
働
く
女
た
ち
の
側

で
、
ま
ず
自
ら
の
生
き
方
に
き
び
し

す
ぎ
る
ほ
ど
の
批
判
を
注
ぐ
こ
と
か

ら
出
発
す
べ
き
だ
。
突
き
上
げ
を
受

け
て
負
け
犬
に
な
る
よ
う
な
も
ろ
さ

で
、
先
生
が
っ
と
ま
る
は
ず
が
な
い
。

(
永
畑
道
子
)
(
日
・

2
読
売
)

赤
ち
ゃ
ん
の
最
初
の
教
育
は

ス
イ
ス
で
出
産
し
た
が
、
出
産
は

夫
婦
と
も
ど
も
の
仕
事
と
夫
も
立
ち

合
っ
た
。
産
後
自
力
で
歩
い
て
病
室

へ
。
出
産
は
病
気
で
は
な
い
と
。

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
ま
ず
教
え

る
の
は
昼
夜
の
区
別
。
夜
ど
ん
な
に

泣
い
て
も
お
乳
を
与
え
な
い
。
お
む

つ
も
変
え
な
い
。
こ
の
た
め
一
週
間

で
夜
泣
き
は
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
た
。

(
町
田
ひ
ろ
子
・
住
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

(ロ・

9
読
売
)

役
に
立
た
な
い
進
学
ロ

I
ン

低
所
得
層
援
助
と
い
う
が
、
据
え

置
き
期
間
や
金
利
の
点
で
弱
者
救
済

の
視
点
に
欠
け
る
。
貸
付
金
は
育
英

会
の
奨
学
資
金
制
度
と
同
様
に
、
本

人
卒
業
後
に
本
人
の
負
担
で
返
済
す

る
と
い
う
原
則
を
貫
く
べ
き
だ
。
金

融
問
題
で
は
な
く
て
教
育
問
題
だ
。

「
天
声
人
語
」
(
ロ
・
泊
朝
日
)

〔
そ
の
他
〕

夢
も
希
望
も
忘
れ
た
婦
人
誌

各
誌
と
も
晴
れ
着
姿
は
美
し
い
が

中
身
が
な
い
。

(
1
・3
読
一
売
)

ま
じ
め
な
S
さ
ん

私
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
に

S
さ
ん
と

い
う
無
口
で
お
と
な
し
く
、
ま
じ
め

な
人
が
い
ま
す
。

S
さ
ん
は
い
つ
も

八
時
半
過
ぎ
に
会
社
に
来
て
コ
ピ
ー

を
し
ま
す
。
会
社
の
人
た
ち
は
何
も

か
も
S
さ
ん
に
さ
せ
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
コ
ピ
ー

の
仕
事
が
ど
ん
な
に
大
切
か
、
ま
た

そ
れ
以
上
に
S
さ
ん
の
仕
事
の
ま
じ

め
な
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
(
投
書
)
(
1
・
6
毎
日
)

賞
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

賞
と
は
、
ロ
ク
に
家
へ
も
婦
ら
ず

晩
め
し
も
一
緒
に
食
べ
な
い
亭
主
を

あ
て
に
せ
ず
家
事
と
育
児
に
明
け
暮

れ
て
年
を
と
っ
た
女
房
へ
の
実
は
い

い
わ
け
で
あ
り
、
彼
女
へ
の
ご
ほ
う

び
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
森
繁
久
菊
)
(
1
・6
毎
日
)

自
己
を
さ
ら
け
出
す
勇
気
を

ア
メ
リ
カ
で
は
、
女
同
士
で
も
ト
ー

タ
ル
な
人
間
関
係
が
あ
る
の
に
、
日

本
で
は
部
分
的
な
つ
き
あ
い
し
か
な

い
。
一
人
の
人
聞
が
他
の
人
間
と
生

き
生
き
と
結
び
つ
い
て
い
く
た
め
に

は
、
自
分
を
見
つ
め
、
見
つ
め
た
自

分
を
人
に
伝
え
る
H

勇
気
M

と
技
術

が
必
要
。
(
河
野
貴
代
美
)
(
1
・
ロ
読
売
)

婦
人
の
知
識
低
下

「
問
題
提
起
し
て
も
意
見
が
出
な

い
。
テ
ー
マ
を
選
ぶ
の
に
苦
労
。
主

婦
の
工
場
勤
め
が
原
因
」
と
社
会
教

育
の
先
輩
に
指
摘
さ
れ
シ
ョ
ッ
ク
。

(
投
書
)
(
2
・4
信
毎
)

飲
酒
・
喫
煙
を
や
め
よ
う

最
近
、

O
L
、
女
子
大
生
の
飲
酒

や
喫
煙
が
盛
ん
と
な
り
、
都
会
で
は

三
人
に
一
人
の
割
合
で
第
旬
結
婚
・
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出
産
に
備
え
て
若
い
女
性
た
ち
が
精

神
的
に
も
体
力
的
に
も
欠
陥
の
な
い
、

立
派
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
欲
し
い
。

(
学
校
職
員
団
歳
)
(
3
-
m
信
毎
)

動
き
出
す
壁
の
花

日
本
の
生
活
水
準
の
向
上
が
婦
人

の
社
会
進
出
に
そ
れ
ほ
ど
直
結
し
て

い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。
国
際

舞
台
で
は
日
本
女
性
は
男
性
よ
り
評

判
が
よ
い
こ
と
が
多
い
く
ら
い
な
の

に
。
(
帰
国
特
派
員
)
(
4
・
6
朝
日
)

根
性
の
な
い
男
に
見
せ
た
い

樋
口
久
子
が
全
米
女
子
プ
ロ
で
優

勝
し
た
。
女
性
の
身
体
は
(
そ
し
て

心
も
)
、
子
ど
も
を
生
ん
で
か
ら
の

方
が
強
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
近
藤
経
一

)
(
6
-
H
朝
日
)

五
輪
種
目
に
女
子
マ
ラ
ソ
ン
を

米
国
体
協
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
と
し
て
女
子
マ
ラ
ソ
ン
を

採
用
す
る
よ
う
国
際
陸
連
に
要
望
書

を
送
っ
た
。
米
国
は
じ
め
欧
州
・
極

東
各
地
で
普
及
し
た
こ
と
を
強
調
、

女
性
に
も
有
害
で
は
な
い
と
理
論
づ

け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
科
U

字
ア
カ
デ
ミ
ー

の
研
究
を
引
用
し
て
い
る
。
な
お
現

在
女
子
の
陸
上
最
長
距
離
種
目
は
千

五
百
メ
ー
ト
ル
。

(
6
・
お
毎
日
)

女
は
美
人
が
得
?
に
反
響

H

ひ
と
と
き
u

欄
へ
の
反
響
は
、

「
同
感
。
し
か
し
四

O
歳
か
ら
の
顔

は
自
分
で
創
る
も
の
」
が
多
か
っ
た
。

男
性
か
ら
は
一
通
、
「
単
な
る
目
鼻

立
ち
で
の
美
人
、
不
美
人
の
時
代
は

終
わ
っ
た
」
。

(
6
・
泊
朝
日
)

現
代
の
日
本
女
性
、
と
て
も
い
い

ん作男
が家の弓
:た人 25
:ち、て
」は幸す
そ福¥
んで祉
なす空
表:告

官15
し日三
ま本立
せのヨ。

「
女
性
を
文
学
の
中
に
十
分
に
あ

ら
わ
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か
ら

で
し
ょ
う
」

平
家
物
語
を
翻
訳
中
の
モ
ス
ク
ワ

大
助
教
授
イ
リ
l
ナ
・
リ
ュ
ポ
1
ワ

さ
ん
。

(
6
・
幻
朝
日
)

劇
作
の
原
点
は
「
女
」

私
の
芝
居
体
験
は
お
神
楽
見
物
か

ら
始
ま
る
。
お
転
婆
だ
、
行
儀
が
悪

い
と
朝
に
タ
に
女
の
子
と
し
て
の
た

し
な
み
を
求
め
ら
れ
息
が
つ
ま
っ
て

い
た
の
で
、
お
面
を
か
ぶ
っ
て
生
身

の
人
間
と
別
の
も
の
に
な
る
お
神
楽

の
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
を
深
め
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

歌
舞
伎
も
私
の
血
を
わ
か
せ
た
。

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
女
を
殺

し
、
い
じ
め
、
さ
い
な
む
場
面
が
あ

る
。
今
に
大
き
く
な
っ
た
ら
男
を
殺

し
、
い
じ
め
、
や
っ
つ
け
る
芝
居
を

書
き
た
い
と
思
っ
た
。

(
田
中
澄
江
)
(
7
・
ロ
読
売
)

教
養
と
労
働
で
美
を
磨
こ
う
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昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
男
性
の
女
性
愛

が
ん
物
観
が
女
性
の
不
幸
の
も
と
。

女
性
は
自
尊
心
を
確
立
し
て
心
を
磨

き
、
男
性
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
女

性
の
ほ
ん
と
う
の
美
し
さ
に
目
ざ
め

る
べ
き
。

(
7
-
m西
日
本
)

女
の
長
電
話
は
欲
求
不
満
7

井
戸
端
会
議
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

生
活
の
会
話
不
足
を
長
電
話
が
解
消

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
藤
井
暁
さ

ん。

(
7
-
m西
日
本
)

人
間
の
H

値
引
き
H

は
無
用

人
間
に
対
す
る
値
引
き
と
は
、
自

分
、
他
人
を
含
め
て
現
実
よ
り
割
り

引
い
て
評
価
す
る
こ
と
。
自
分
自
身

と
他
人
に
対
す
る
「
値
引
き
」
を
や

め
る
こ
と
が
健
康
人
と
し
て
生
活
す

る
上
で
何
よ
り
も
大
切
。

(
深
沢
道
子
)
(
8
・
げ
読
売
)



相
談

家
庭
顧
み
ぬ
甘
え
亭
主

四
二
歳
の
主
婦
、
周
年
の
夫
と
の

聞
に
高
三
、
中
三
の
子
供
。
家
族
へ

の
思
い
や
り
な
く
、
パ
チ
ン
コ
に
狂

い
、
性
に
狂
う
夫
。

〔
答
〕
徐
々
に
甘
え
を
切
り
な
が

ら
亭
主
と
し
て
責
任
を
持
た
せ
る
訓

練
が
必
要
。
あ
な
た
が
夫
の
つ
も
り

で
こ
き
っ
か
う
こ
と
を
す
す
め
る
。

(
平
井
富
雄
)

(
1
-
m読
売
・
相
談
)

長
い
別
居
は
妻
に
不
利
か
7

夫
か
ら
出
て
い
け
と
い
わ
れ
別
居

し
た
。
夫
の
弁
護
士
は
離
婚
裁
判
で

妻
に
不
利
と
い
う
が
:
:
:
。

〔
答
〕
夫
の
愛
人
関
係
が
原
因
の

場
合
は
夫
が
訴
訟
し
て
も
認
め
ら
れ

ま

せ

ん

。

(

鍛

治

千

鶴

子

)

(
1
・
お
読
売
)

毎
朝
亭
主
が
朝
食
作
り

低
血
圧
で
起
き
ぬ
妻
。
娘
へ
の
影

響
が
心
配
だ
が
・
・
・
・
・
・
。

〔
答
〕
娘
さ
ん
よ
り
あ
な
た
や
奥

さ
ん
に
よ
く
な
い
の
で
は
。
病
気
で

は
な
い
本
態
性
の
低
血
圧
も
あ
る
。

正
し
い
治
療
を
。
(
小
糸
の
ぷ
)

(
3
・4
読
売
)

会
社
と
結
婚
し
た
夫

私
生
活
も
な
い
、
お
飾
り
は
イ
ャ
。

〔
答
〕
自
分
で
も
う
答
を
出
し
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
と
つ
く

の
昔
に
会
社
と
結
婚
し
て
い
る
男
を

失
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
い
つ
ま
で
も

メ
ソ
メ
ソ
し
て
い
る
あ
な
た
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
(
へ
レ
ン
お
ば
さ
ん
)

(
3
・6
読
売
)

故
障
の
多
い
身
障
者
仕
様
車

昨
年
、

D
K
ホ
ン
ダ
に
身
障
者
仕

様
車
を
発
注
。
夫
の
職
場
へ
の
送
迎

や
配
達
等
に
使
っ
て
い
た
が
、
故
障

が
多
く
、
車
の
交
換
を
購
入
先
に
申

し
入
れ
た
が
応
じ
て
く
れ
な
い
。

〔
答
〕
七
か
月
間
に
七
回
も
故
障

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
北

海
道
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
調
査
の
結

果
、
メ
ー
カ
ー
、
販
売
底
、
部
品
メ
ー

カ
ー
に
善
処
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
同

種
の
車
両
と
交
換
す
る
こ
と
で
解
常

業
者
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も
十

分
意
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。
(
6
-
m朝
日
)

更
年
期
、
早
い
人
は
三
五
歳
で

四
一
歳
と
四
三
歳
の
主
婦
。
生
理

が
止
ま
っ
た
り
、
出
血
が
多
か
っ
た
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り
す
る
。
も
う
更
年
期
だ
ろ
う
か
。

〔
答
〕
閉
経
年
齢
は
昔
は
四
五
歳

ぐ
ら
い
が
平
均
で
、
今
は
五

O
歳
近

く
。
た
だ
し
、
早
い
人
は
三
五
歳
、

遅
い
人
は
六
O
代
と
、
個
人
差
が
大

き

い

。

(

松

山

栄

吉

)

(
8
・7
朝
日
)

離
婚
す
れ
ば
年
金
権
は
消
失

二
0
年
間
違
れ
そ
っ
た
夫
と
離
埼

そ
の
二
年
後
に
彼
が
死
亡
。
遺
族
年

金
(
厚
生
年
金
)
は
も
ら
え
る
か
?

〔
答
〕
も
ら
え
な
い
。
離
婚
す
れ

ば
、
夫
の
厚
生
年
金
と
の
縁
も
切
れ

て
し
ま
う
。
代
わ
っ
て
国
民
年
金
に

加
入
を
。

(
9
・
5
読
売
)

夫
婦
関
係
を
こ
ぱ
む
妻

五
一
歳
の
公
務
員
、
妻
は
五
O
歳、

結
婚
生
活
二
八
年
で
す
が
、
一
年
半

ほ
ど
前
か
ら
妻
が
全
く
セ
ッ
ク
ス
を

拒
否
、
「
他
の
女
性
と
つ
き
あ
う
ぞ
」

と
言
っ
て
も
、
「
離
婚
し
な
い
の
な

ら
い
い
」
と
い
う
始
末
で
す
。

〔
答
〕
軽
度
の
糖
尿
病
、
パ
ー
ト

勤
務
、
そ
れ
に
三
人
の
お
子
持
ち
、

そ
れ
が
五

O
歳
代
女
性
に
と
っ
て
負

担
に
な
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

欲
望
の
赴
く
ま
ま
衝
動
に
走
る
あ
な

た
。
奥
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
も
う
少

し
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
他
に
適
当
な
女
性
を
求
め
て
」
は

虫
が
よ
す
ぎ
ま
す
。
(
平
井
富
雄
)

(m-m読
売
)

H

男
性
社
会
u

の
原
稿
に
コ
チ
ン

新
聞
を
広
げ
て
「
今
日
は
ど
の
ぐ

ら
い
怒
る
こ
と
が
あ
る
か
し
ら
」
男

性
社
会
で
作
ら
れ
た
特
有
の
無
神
経

な
表
現
に
、
私
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・

ア
ン
テ
ナ
が
ピ
リ
ピ
リ
。
先
日
も

「
流
通
」
問
題
、
コ
明
で
っ
か
ち
に
な
っ

た
と
は
い
え
、
女
性
に
頼
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
で
怒
り
は
頂
点
に
。

な
ぜ
男
に
は
で
き
て
女
に
で
き
な
い

と
い
わ
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
の

か。

〔
答
〕
差
別
表
現
に
は
気
を
使
っ

て
い
て
現
在
婦
人
部
の
重
要
な
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
び
は
婦

人
部
に
女
性
の
デ
ス
ク
も
生
ま
れ
た
。

ご
支
援
を
得
て
さ
ら
に
努
力
を
続
け

た

い

。

(

山

本

婦

人

部

長

)

〈

m-
日
読
売
)

年
下
の
男
性
と
の
交
際
は
?

友
人
(
四
七
)
が
二
五
歳
も
年
下

の
男
と
交
際
中
。
う
ま
く
い
く
か
し

'りつ・〔
答
〕
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

女
は
四
O
代
に
入
っ
て
人
生
の
お
も

し
ろ
さ
を
知
り
魅
力
的
に
な
る
。
そ

う
い
う
女
性
と
つ
き
あ
う
こ
と
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
い
る
青
年
は
た
く
さ

ん
い
る
。
(
へ
レ
ン
お
ば
さ
ん
)

(
U
・
日
読
売
)

妻
の
パ

l
卜
収
入
が
あ
る
と

パ
ー
ト
で
も
、
収
入
が
あ
れ
ば
夫

の
扶
養
者
か
ら
除
外
さ
れ
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
税
金
を
徴
収
さ
れ
ま
す
か
。

〔
答
〕
一
年
の
収
入
が
七

O
万
円

以
下
な
ら
所
得
税
は
か
か
ら
ず
配
偶

者
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
七
O
l

七
九
万
円
だ
と
所
得
税
は
か
か
ら
な

い
が
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
七
九
万
円
を
超
す
と
所
得
税

が
か
か
り
配
偶
者
控
除
も
な
く
な
り

ま

す

。

(

日

・

幻

読

売

)
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劣
等
感
で
死
に
た
い
ほ
ど

子
供
の
頃
か
ら
顔
や
性
格
に
劣
等

感
を
抱
き
悩
ん
で
い
る
。
外
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
前
夜
は
眠

れ
ず
下
痢
ま
で
し
て
し
ま
う
あ
り
さ

ま
。
夫
も
無
愛
想
だ
、
田
舎
者
メ
、

と
パ
カ
に
す
る
。
子
供
さ
え
い
な
け

れ
ば
、
と
死
を
思
う
毎
日
。

〔
答
〕
三
九
歳
に
も
な
っ
て
な
ん

と
情
け
な
い
。
美
し
い
ほ
う
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
が
心
ば
え
の
美
し
さ

に
男
性
は
ひ
か
れ
る
も
の
。
長
く
結

婚
し
て
い
れ
ば
相
互
の
不
満
は
で
て

く
る
。
劣
等
感
を
つ
の
ら
せ
て
心
の



逃
避
を
し
て
い
る
の
で
は
。
「
死
を

思
う
」
と
い
う
の
も
敗
北
の
心
理
。

「
子
供
さ
え
い
な
か
っ

た
ら
」
と
は

何
事
か
。
亭
主
の

エゴ
に
ま
け
る
な
。

(
平
井
富
雄
〉

(日

・
m
m
読
売
)

「
化
粧
し
な
い
」
と
離
婚
話

昨
年
見
合
い
結
婚
し
た
二
四
歳
の

女
。
ち
ょ
っ
と
し
た
夫
婦
げ
ん
か
か

ら
「
化
粧
も
し
な
い
」
と
離
婚
を
申

リ]白日て
あ
り
ま
す
・
四
十
i
r

p月
8
2か
げ
で

た
ち

U
Z
Fの
で
・
と
の
人

f
.
fドM
H

6
人
。
葺
も
の
で
す
帽
、
'

牢
足
ら
ず
か
ら
十
年
十
い

人
草
で
さ
ま
S
壇
で
す
・

ど
同
市
智
也
必
ず

寄
何
で
白
よ
を
屯

'vλ
も
並

行
4
6草

Uz--EE

，，、u
t
-
-町
a
l

z何
ら
か
の
事
ト

7

1奇
居
一
じ
て
い
手
-

.L

と
申
極
度
か
ら
崎

、
本
当
に
他
町
原
因
布

一げ

-
t
f
f・日、

い人は3fi蔵で・・ん
一『、、。しく倹i

し
渡
さ
れ
、
荷
物
を
引
き
取
り
ま
し

た
。
そ
の
後
半
年
、
何
の
連
絡
も
あ

り
ま
せ
ん
が
。

〔答
〕
別
れ
る
に
し
で
も
な
っ
と
く

の
い
く
別
れ
方
を
す
べ
き
で
、
仲
人

が
聞
に
立
つ
の
も
い
い
で
し
ょ
う
が

問
題
は
本
人
同
士
で
す
。
さ
さ
い
な

こ
と
を
理
由
に
離
婚
を
迫
る
夫
に
こ

そ
問
題
が
あ
る
わ
け
で
、
家
裁
に
調

停
申
し
立
て
を
す
る
の
が
一
番
よ
い

で
し
ょ
う
。
(
鍛
冶
千
鶴
子
)

(ロ

-m読
売
)

女
に
ふ
ら
れ
帰
っ
て
来
た
彼

サ
ム
と
同
棲
し
て
七
年
、
次
々
に

秘
書
に
手
を
出
し
、
今
度
は
ふ
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
彼
と
よ
り
を

戻
す
べ
き
か
・

:
。
(
お
歳
の
女
)

〔答
〕
戻
っ
て
き
た
と
し
て
も
、

魅
力
あ
る
男
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
思

い
出
は

「株
券
及
び
家
の
権
利
書
」

の
箱
に
収
め
て
、
新
し
い
ロ
マ
ン
ス

の
道
へ
l

(
へ
レ
ン
お
ば
さ
ん
)

(ロ
-
m
m
読
売
)

娘
を
傷
も
の
に
し
た

と
、
二
二
歳
の
息
子
が
慰
謝
料
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
。
(
母
)

〔答
〕
結
婚
の
約
束
を
し
て
肉
体

関
係
に
は
い
っ
た
の
に

一
方
的
に
破
っ

た
と
い
う
の
な
ら
と
も
か
く
、
慰
謝

料
を
払
え
と
は
へ
ん
な
話
。
当
人
同

士
が
解
決
す
る
の
が
筋
。

そ
れ
で
も

解
決
し
な
い
な
ら
調
停
を
頼
む
ほ
か

な
い
で
し
ょ
う
。

(
小
山
い
と
子
)

(ロ
-
m
m
読
売
)
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人

〔人〕
防
災
の
第
一
線
で

佐
藤
俊
子
さ
ん
(
二

O
)。
昨
春
共

立
女
子
短
大
を
出
て
六
・
七
倍
の
婦

人
消
防
官
試
験
に
合
格
。
「
い
ま
は

ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
の
死
体
に
も
慣
れ

た
:
:
:
」
。

(
1
・
1
毎
日
)

平
凡
な
女
の
持
つ
豊
か
さ

青
江
三
奈
さ
ん
に
は
、
平
凡
で
古

風
な
女
が
持
っ
て
い
る
豊
か
さ
み
た

い
な
も
の
が
あ
ふ
れ
で
い
る
。
だ
が
、

最
近
の
彼
女
は
、
美
空
ひ
ば
り
が
い

ま
だ
に
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
な

毒
々
し
さ
と
か
、
い
た
た
ま
れ
な
さ

み
た
い
な
も
の
が
薄
れ
て
き
て
し
ま
っ

た
。
も
う
一
歩
踏
み
こ
ん
で
ほ
し
い
。

(
鈴
木
忠
志
)
(
1
・7
朝
日
)

手
づ
く
り
絵
本

百
余
冊

川
上
ヨ
リ
さ
ん
(
六
二
)
。
母
か
ら
、

祖
母
か
ら
、
子
守
歌
が
わ
り
に
聞
い

た
物
語
・
民
話
・
昔
話
・
童
話
を
素

材
に
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
絵
本

百
余
冊
を
つ
く
り
、
下
町
っ
子
に
昔

話
を
伝
え
続
け
て
い
る
。(1
・U
毎
日
)

遺
産
を
国
際
文
化
会
館
ヘ

国
際
交
流
・
文
化
活
動
で
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
坂
西
志
保
さ
ん
が
、

私
財
一
億
数
千
万
円
を
国
際
文
化
会

館
の
活
動
資
金
に
寄
付
し
た
と
一
周

忌
を
機
会
に
発
表
さ
れ
た
。
(
1
・
日
毎
日
)

「
東
京
ロ

I
ズ
」
を
追
跡
調
査

日
系
人
女
性
の
歴
史
研
究
を
と
、

図
書
館
で
手
が
か
り
を
求
め
て
い
る

と
き
目
に
と
ま
っ
た
の
が
、
「
東
京

ロ
l
ズ
」
。
記
録
や
資
料
を
読
め
ば

読
む
ほ
ど
の
め
り
こ
み
、
追
跡
調
査
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を
本
に
ま
と
め
る
。
「
執
筆
の
一
年

間
は
、
主
婦
と
し
て
も
母
と
し
て
も

ゼ
ロ
で
し
た
」
と
語
る
ド
ウ
ス
昌
代

さ
ん
。

(
1
・
泊
朝
日
)

』
け
し
に
女
の
魂
を

会
津
若
松
の
井
上
ゆ
き
子
さ
ん
。

四
十
七
年
以
来
、
こ
け
し
工
人
と
し

て
幾
多
の
賞
を
。

(
1
・
お
読
売
)

一
級
寝
具
技
能
士

通
学
三
年
で
ふ
と
ん
仕
立
て
の
仕

事
場
を
。
斎
藤
年
子
さ
ん
(
三
五
三

(
1
・
お
読
売
)



国
連
大
学
翻
訳
官
に
女
性
採
用

男
女
応
募
者
一
二
五
四
人
の
中
か

ら
た
だ
一
人
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
内

定
し
た
田
代
泰
子
さ
ん
さ
三
)
。
試

験
は
三
次
ま
で
行
な
わ
れ
、
最
後
の

面
接
に
残
っ
た
十
一
人
(
う
ち
女
五

人
)
の
ほ
と
ん
ど
が
翻
訳
の
仕
事
を

し
て
い
た
。

田
代
さ
ん
は
国
際
基
督
教
大
人
文

学
科
卒
。
英
国
留
学
の
経
験
が
あ
り
、

現
在
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
の
会
社
の

P
R雑
誌
を
編
集
し
て
い
る
。
「
正

確
な
言
葉
の
選
択
、
基
本
姿
勢
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
点
に
好
感
が
持
て
た
」

と
採
用
者
。

(
1
・
幻
朝
日
)

料
理
計
量
化
の
先
覚
者

香
川
綾
さ
ん
(
七
七
三
東
京
女
子

医
専
卒
後
、
栄
霊
芝
料
理
に
導
入
、

世
界
唯
一
の

w
栄
養
大
デ
を
創
恐
喝

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
欠
か
さ
な
い
一
徹

な
明
治
の
女
。

(
2
・
2
朝
日
)

商
品
危
害
に
食
い
つ
く

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
調
査
役
青
山

ミ
チ
子
さ
ん
(
四
五
)
。
経
企
庁
、
生

産
性
本
部
、
消
費
者
協
会
と
転
職
を

重
ね
、
「
そ
の
た
び
に
主
婦
業
に
逃

げ
こ
も
う
か
と
思
っ
た
」
が
、
今
は

M

危
害
情
報
u

の
シ
ス
テ
ム
e
つ
く
り

に
専
念
。

(
2
・
8
読
売
)

私
は
大
学
聴
講
生

長
野
県
の
主
婦
・
酒
井
か
お
る
さ

ん
(
四
三
)
は
昨
年
十
月
か
ら
信
州
大

学
教
育
学
部
の
聴
講
生
に
。
農
家
の

嫁
と
し
て
無
我
夢
中
で
働
く
う
ち
、

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
作
り
に
。
さ
ら

に
自
分
の
人
生
を
納
得
の
い
く
も
の

に
と
勉
強
を
熱
望
、
や
っ
と
聴
講
生

に
な
れ
た
。
が
、
無
気
力
な
学
生
や

高
い
授
業
料
に
不
満
。

(
2
・
ロ
毎
日
)

老
後
問
題
は
婦
人
問
題

奴
隷
の
よ
う
な
農
村
婦
人
の
姿
を

見
て
自
立
を
決
意
、
教
員
生
活
三
三

年
の
瀬
尾
逸
子
さ
ん
(
六
八
)
。

「
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
で
は

育
児
だ
け
を
仕
事
に
し
て
い
る
女
性

は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
。

老
後
問
題
研
究
会
な
ど
四
つ
の
会

員。

(
2
-
M
読
売
)

今
年
か
ら
長
篇
を
執
筆

一
四
日
に
第
二
八
回
読
売
文
学
賞

を
受
賞
し
た
河
野
多
恵
子
さ
ん
、

「
今
度
は
コ
丁
五
年
の
長
篇
に
取
り

組
み
た
い
、
水
路
で
長
旅
に
出
る
心

境
」
と
。

(
2
・

m毎
日
)

食
用
廃
油
を
粉
石
け
ん
に
交
換

使
い
捨
て
の
食
用
油
を
回
収
し
て

油
脂
会
社
に
渡
し
、
粉
石
け
ん
と
交

換
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
消
費
者
運
動

〈
和
甲
グ
ル
ー
プ
〉
の
リ
ー
ダ
ー
石

原
貞
子
さ
ん
(
四
一
)
。(
2
・
ω毎
日
)

七
O
歳
の
自
費
出
版
夢
み
て

佐
藤
愛
子
さ
ん
(
五
一
)
。
貯
金
を

は
た
い
て
『
昭
和
の
点
景
』
を
自
費

出
版
。
次
は
七
O
歳
ご
ろ
に
:
:
:
。

〈

2
-
n読
売
)

中
山
千
夏
|
|
女
に
つ
い
て
の
本

一
か
月
サ
イ
ク
ル
で
作
家
や
タ
レ

ン
ト
選
の
本
百
冊
を
展
示
即
売
す
る

某
書
屈
で
、
中
山
さ
ん
は
体
・
解
放
・

歴
史
な
ど
に
分
類
し
た
女
の
本
を
披

露
し
た
。
女
性
問
題
に
関
心
を
持
っ

た
の
は
結
婚
し
て
か
ら
と
い
う
。

(
2
・
泊
朝
日
)

全
盲
の
身
で
盲
人
ガ
イ
ド
手
帳
を

視
覚
障
害
者
に
関
す
る
情
報
を
網

羅
し
て
作
成
し
た
昆
野
留
美
子
さ
ん

(
二
四
)
。
盛
岡
在
住
。
(
2
-
m読
売
)
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基
地
と
若
者
を
児
童
文
学
に

岩
瀬
成
子
さ
ん
合
ヱ
ハ
)
が
『
朝
は

だ
ん
だ
ん
見
え
て
く
る
』
を
出
版
。

新
鮮
な
世
代
感
覚
が
生
き
生
き
。

(
3
・4
朝
日
)

東
京
大
空
襲
の
画
展

銀
座
「
は
ば
た
き
」
画
廊
の
田
中

那
須
子
さ
ん
(
五
一
)
が
計
画
。

(
3
・5
読
売
)

婦
人
検
事
活
躍

千
葉
県
政
界
を
ゆ
る
が
し
た
千
葉

開
発
汚
職
事
件
を
担
当
し
て
い
る
の

は
、
渡
辺
靖
子
千
葉
地
検
検
事
、
四

O
歳。

(
3
・4
毎
日
)

四
歳
、
ア
フ
リ
カ
を
行
く

主
流
画
家
の
集
ま
り
H

朱
葉
の
会

の
会
長
、
吉
田
ふ
じ
さ
ん
(
八
九
)
は
、

な
お
制
作
に
余
念
な
く
、
昨
年
暮
れ

に
は
、
ヶ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
も
訪

れ
た
。

(
3
・
9
毎
日
)

国
連
報
道
官
と
し
て
活
躍

木
村
裕
子
さ
ん
(
三

O
)
。
各
国

代
表
の
個
性
あ
ふ
れ
る
演
説
を
そ
の

場
で
発
表
文
に
ま
と
め
る
。
抜
群
の

語
学
力
・
集
中
力
・
文
章
力
で
、
多

い
日
は
一
日
六

0
ペ
ー
ジ
も
書
く
。

(
3
・
m朝
日
)

自
分
流
の
リ
プ

わ
た
し
は
自
分
流
の
方
法
で
運
動

し
て
い
る
。
「
女
の
銀
行
」
の
株
主

で
も
あ
る
。
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ

て
行
進
は
し
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う

人
も
た
い
せ
つ
。
来
日
し
た
パ

l
プ

ラ
・
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
さ
ん
。

(
3
・
日
朝
日
)

マ
マ
さ
ん
大
エ

一
歳
の
長
男
を
保
育
所
に
入
れ
、

滝
川
専
修
職
訓
校
建
築
科
を
卒
業
し

た
深
沢
幾
子
さ
ん
(
三
二
)
。
た
だ
の

大
工
で
は
な
く
、
女
性
の
立
場
で
日

本
の
住
宅
を
改
革
す
る
と
張
り
切
っ

て
い
る
。

(
3
・
U
朝
日
)

マ
マ
さ
ん
医
学
生
誕
生

大
阪
市
内
に
住
む
二
児
の
母
親
が
、

三
年
が
か
り
の
受
験
勉
強
で
大
阪
市

立
大
医
学
部
に
合
格
。

「
大
学
は
時
間
に
余
裕
が
あ
る
か

ら
、
共
働
き
の
主
婦
よ
り
ず
っ
と
楽
。

何
年
か
か
っ
て
も
、
本
物
の
医
者
に

な
ら
な
く
ち
ゃ
あ
」
。

(
3
-
m毎
日
)

闘
士
発
掘

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
営
生
、
ジ
l

ン
・
カ
ラ
ザ
ス
さ
ん
(
二
四
)
が
、
近

藤
三
郎
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
。

近
藤
氏
は
、
セ
レ
ベ
ス
島
で
の
旧
日

本
海
軍
の
軍
政
に
反
対
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
独
立
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
新
聞
記
者
。

(
3
-
m毎
日
)

さ
わ
や
か
な
修
了
式
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茨
城
県
、
勝
田
市
の
小
滝
晴
子
さ

ん
(
四
二
三
早
大
・
同
大
学
院
で
、

十
一
年
間
学
び
続
け
、
見
事
に
修
士

号
を
手
に
。
「
家
事
も
テ
キ
パ
キ
や

り
、
立
派
だ
と
思
い
ま
す
」
と
長
老

(
3
・
お
毎
日
)

ニ
O
歳
の
女
性
刑
事

岐
阜
県
関
署
で
誕
生
し
た
。
小
島

久
美
子
巡
査
。
「
聞
き
込
み
な
ど
も
、

若
い
女
性
な
ら
協
力
者
が
あ
る
の
で

は
」
と
署
長
。
「
内
気
な
あ
の
子
に

で
き
る
か
」
と
母
は
心
配
。
(
3
・U
朝
日
)

片
山
潜
の
長
女
帰
る

昭
和
八
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
病
死
し

た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
の
片
山
港
の

長
女
ヤ
ス
さ
ん
(
七
八
)
が
帰
国
。

約
三
週
間
滞
在
す
る
。
現
在
は
「
ソ

日
協
会
」
副
会
長
。
〈
4
・
1
毎
日
)



ル
ソ
l
流
の
育
児
休
暇

フ
リ
l

・
ラ
イ
タ
ー
の
桐
島
洋
子

さ
ん
、
三
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
ア

メ
リ
カ
へ
。
自
然
に
か
え
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
鍛
え
た
い
、
と
。
(
4
-
m朝
日
)

文
学
座
と
共
に
四
十
年

文
学
座
が
劇
団
創
立
四
十
年
を
迎

え
た
。
こ
の
四
十
年
間
、
文
学
座
の

中
心
女
優
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
杉

村
春
子
さ
ん
。
「
だ
れ
が
選
ん
で
く

れ
た
ん
で
も
な
い
自
分
で
選
ん
だ
道
」

(
4
-
U
毎
日
)

ラ
・
パ
シ
ョ
ナ
リ
ア

ス
ペ
イ
ン
共
産
党
議
長
、
ド
ロ
レ

ス
・
イ
パ
ル
リ
さ
ん
、
党
合
法
化
で

帰
国
。
八
一
歳
の
今
も
元
気
で
、
ス

ペ
イ
ン
共
産
党
の
支
柱
。(
4
-
M
朝
日
)

サ
ッ
チ
ャ

l
訪
日

英
、
保
守
党
党
首
サ
ッ
チ
ャ
l
女

史
が
、
四
日
間
の
予
定
で
わ
が
国
を

訪
れ
て
い
る
。

「
や
さ
し
い
外
貌
か
ら
は
想
像
も

で
き
な
い
よ
う
な
鋭
い
政
治
感
覚
の

持
ち
主
」
に
は
福
田
首
相
ら
も
耳
を

傾
け
る
べ
き
こ
と
が
多
い
に
ち
が
い

な
い
。

(
4
・
日
朝
日
)

「
女
」
強
調
は
お
断
り

「
予
期
以
上
の
美
女
、
才
女
」
|

エ
レ
ガ
ン
ト
な
笑
み
を
ふ
り
ま
い
て

去
っ
た
サ
ッ
チ
ャ
l
党
首
。
自
動
車

工
場
の
視
察
で
は
組
み
立
て
中
の
車

の
下
に
入
り
込
ん
で
エ
ン
ジ
ン
の
取

り
付
け
方
ま
で
質
問
。

「
政
治
家
に
男
女
の
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の

w
女
性
u

を
強
調
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
」
と
、
キ
ッ
パ
リ
。

(
4
・
口
朝
日
)

女
子
高
生
、
空
の

w
ひ
と
り
歩
き
u

北
九
州
市
の
女
王
口
同
生
が
十
七
日
、

岡
市
上
空
を
小
型
飛
行
機
で
単
独
飛

行
し
た
。
こ
の
「
雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
・

九
州
版
」
は
高
校
三
年
・
寺
西
ひ
と

み
さ
ん
(
一
七
)
で
、
こ
と
し
一
月
に

家
族
と
小
型
機
に
乗
っ
て
以
来
空
の

魅
力
に
ひ
か
れ
た
。
自
家
用
機
の
免

許
は
取
得
済
み
だ
が
、
「
免
許
を
と
っ

た
ら
、
家
族
や
友
達
と
遊
覧
飛
行
を

し
て
み
た
い
」
。

(
4
-
m朝
日
)

マ
ラ
ソ
ン
・
マ
マ

ゴ
l
マ
ン
・
美
智
子
さ
ん
(
四
五
)
。

ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
に
女
子
の
部

で
再
び
優
勝
。

(
4
・
mm
読
売
)

婦
警
一
目
特
別
機
動
隊
初
代
隊
長

中
西
道
子
さ
ん
(
五
三
)
。
婦
警
二

百
人
の
機
動
隊
を
率
い
る
。
「
オ
ン

ナ
が
警
備
す
る
な
ん
て
、
わ
れ
わ
れ

を
差
別
し
て
い
る
証
拠
だ
」
と
あ
る

グ
ル
ー
プ
に
言
わ
れ
て
、
「
そ
う
い

う
こ
と
こ
そ
差
別
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
反
論
。

(
4
-
m
朝
日
)

一
日
欠
か
さ
ず
五

O
年
の
日
記

山
本
松
枝
さ
ん
は
古
稀
と
金
婚
式

を
記
念
し
て
、
結
婚
後
の
日
記
を
も

と
に
自
伝
を
書
き
自
費
出
版
。

(
5
・3
読
売
)

難
病
を
克
服
し
て
出
産

ベ
l
チ
ェ
ッ
ト
病
患
者
A
子
さ
ん

(
二
八
)
は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
出
産
。
育
児
一
年
半
で
母
子
と
も

に
順
調
。

(
5
-
m朝
日
北
海
道
)

川
崎
製
鉄
初
の
女
係
長

高
橋
千
代
子
さ
ん
〈
五
一
)
。
社
員

三
万
七
千
名
中
、
女
性
は
二
千
人
の

男
性
中
心
の
職
場
、
川
崎
製
鉄
初
の

女
性
管
理
職
に
。
社
歴
は
二
七
年
。

(
5
・
m千
葉
日
報
)
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ラ
イ
オ
ン
や
カ
パ
の
獣
医

夏
目
典
子
さ
ん
(
三
三
〉
。
上
野
動

物
園
田
人
の
獣
医
の
紅
一
点
。

「
ゾ
ウ
は
ゾ
ウ
ら
し
く
野
生
の
本
来

の
姿
を
見
せ
る
の
が
使
命
。
ベ
ッ
ト

の
感
覚
で
は
動
物
を
ダ
メ
に
す
る
」
。

(
5
・U
朝
日
)

『
ミ
ナ
マ
タ
』
を
訪
れ
た
秋
吉
敏
子

組
曲
『
ミ
ナ
マ
タ
』
を
収
録
し
た

『
イ
ン
サ
イ
ツ
』
で
ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ

ス
ク
大
賞
・
金
賞
を
受
賞
し
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
作
曲
家
の
秋
吉
敏
子
さ
ん

が
九
州
公
演
。

「
私
は
九
州
出
身
だ
か
ら
、
水
俣
を

通
じ
て
繁
栄
は
幻
に
す
ぎ
な
い
こ
と

を
表
現
し
た
か
っ
た
」
。
(
5
・M
西
日
本
)

国
際
看
護
協
会
大
会
を
準
備

小
林
富
美
栄
さ
ん
(
五
六
)
。

「
看
護
は
医
師
の
手
伝
い
じ
ゃ
な

ぃ
。
患
者
や
地
域
の
人
を
中
心
に
、

医
者
と
看
護
婦
が
ど
う
協
力
し
て
い

くか・・・・・・」

八
七
か
国
、
一
万
二
千
人
の
大
会

を
進
行
さ
せ
る
。

(
5
・
η
朝
日
)

ろ
う
あ
教
育
の
母

辻
本
モ
ト
さ
ん
(
七
六
)
。
昭
和
三

年
、
夫
の
繁
氏
と
共
に
八
雲
町
に
ろ

う
あ
学
院
を
創
設
。
後
、
室
蘭
市
に

移
設
。
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
ろ
う

あ
教
育
に
尽
力
。(
5
-
M朝
日
北
海
道
)

説
得
力
で
女
性
解
敏
を

ブ
ラ
ジ
ル
で
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
て
い
る
『
母
な
る
奥
地
』
を

書
い
た
デ
ィ
ナ
ー
-
ケ
イ
ロ
ス
女
史

が
来
日
。

作
家
で
あ
る
と
同
時
に
女
性
解
放

運
動
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

「
女
性
の
武
器
は
説
得
力
で
す
。
女

性
同
士
の
協
力
が
大
事
」
と
。

(
5
・mm
読
売
)

全
国
で
た
だ
一
人
の
女
性
騎
手

吉
田
弥
生
さ
ん
つ
二
)
。
騎
手
に

な
っ
て
一
年
、
盛
岡
競
馬
場
で
白
い

ム
チ
を
振
る
。
月
給
四
万
円
、
ま
だ

三
勝
。
「
で
も
馬
は
ウ
ソ
つ
か
な
い

か
ら
好
き
」
。

(
5
-
m
朝
日
)

手
づ
く
り
で
政
治
に
パ
イ
プ

「
女
の
味
方
を
議
会
へ
」
と
呼
び

か
け
る
舟
本
恵
美
さ
ん
(
三
六
)
。
小

柄
で
色
白
、
リ
プ
仲
間
で
は
無
口
。

と
は
い
え
、
と
し
ふ
り
た
る
全
学
速

の
感
じ
で
運
動
の
趣
旨
・
方
針
な
ど

言
う
べ
き
こ
と
は
一
吉
守
つ
。(
6
・1
朝
日
)

市
議
会
議
長
は
ジ
ー
パ
ン
党

上
福
岡
市
議
の
亀
井
麗
子
さ
ん

(
三
三
)
。
本
職
は
著
述
業
だ
っ
た
が
、

「
地
域
グ
ル
ー
プ
か
ら
誰
か
を
」
で
、

子
な
し
の
亀
井
さ
ん
が
市
議
選
に
出
1

こ
の
三
月
に
は
つ
い
に
議
長
に
。

「
市
町
村
議
会
は
全
員
女
性
だ
っ
て

い
い
。
こ
れ
ま
で
男
性
の
ご
都
合
主

義
に
や
ら
れ
て
い
た
」
と
。

〈

6

・4
朝
日
)
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ニ
人
目
の
信
州
大
教
授

小
野
貞
子
さ
ん
(
六
四
)

o

n

教
育

県
長
野
u

で
も
女
の
教
頭
は
四
人
、

校
長
ゼ
ロ
。
け
わ
し
い
H

谷
聞
の
開

拓
者
九
「
女
教
師
批
判
に
は
腹
が
立

ち
ま
す
。
教
職
を
目
指
す
女
子
学
生

は
真
剣
に
学
ん
で
い
る
の
に
」
。

(
6
・6
毎
日
)

集
団
遺
伝
学
十
一
年

三
島
市
の
国
立
遺
伝
学
研
究
所
集

団
遺
伝
部
第
一
研
究
室
長
の
太
田
朋

子
さ
ん
(
四
三
)
。
東
大
農
学
部
か
ら

ノ
l
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
大
学
院

を
出
て
こ
の
道
一
筋
~
「
非
ダ
l
ウ
イ

ン
進
化
の
H

中
立
説
乙
で
世
界
的



論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
「
肉
体
労

働
で
な
い
か
ら
、
女
性
向
き
で
は
」
。

一
児
の
母
。

(
6
・
7
毎
日
)

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
創
始
者

マ
リ
1
・
ク
ワ
ン
ト
さ
ん
が
英
国

か
ら
訪
日
。
「
女
性
が
常
に
女
っ
ぼ

く
し
て
い
る
必
要
は
な
い
」
「
ミ
ニ

は
女
性
に
解
放
感
を
味
わ
せ
る
」
と
。

(
6
-
m朝
日
)

「
騒
音
一
一

O
番
」
事
務
局
長

二
年
前
に
続
き
雇
音
二

O
番」

を
開
設
し
た
佐
野
芳
子
さ
ん
(
六
七
)
。

四
十
五
年
「
騒
音
被
害
者
の
会
」
を

結
成
。
「
う
る
さ
型
、
と
片
づ
け
ら

れ
ま
す
が
」
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
執

念
を
も
や
す
。
「
近
隣
騒
音
」
の
編

集
者
で
も
あ
る
。

(
6
-
m朝
日
)

看
護
婦
五
十
年

十
五
の
と
き
実
母
が
急
死
、
こ
の

道
を
志
し
た
甲
賀
は
な
さ
ん
(
六
八
)
。

静
岡
赤
十
字
病
院
看
護
婦
部
長
。
五

月
に
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
記
章
を
。
「
若
い
人
は
思
い
や
り

が
な
い
っ
て
言
わ
れ
ま
す
が
看
護
婦

を
志
し
て
い
る
人
は
や
さ
し
い
」
。

(
6
・H
毎
日
)

「
受
験
資
格
な
し
」
を
克
服

朝
鮮
高
を
出
て
準
看
護
婦
学
校
に

入
ろ
う
と
し
て
ダ
メ
と
い
わ
れ
た
が
、

都
の
再
試
験
を
求
め
合
格
し
た
黄
奈

美
さ
ん
(
一
八
)
。
「
被
差
別
体
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
朝
鮮
人
と
言
わ
れ
は

し
た
が
、
事
実
そ
う
な
ん
だ
し
、
言

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
。
(
6
・U
毎
日
)

金
華
山
の
宮
司

奥
海
陸
さ
ん
。
二

O
年
前
夫
が

他
界
、
二
児
を
預
け
て
国
学
院
大
三

年
に
編
入
、
女
性
第
一
号
の
「
岡
階
」

の
資
格
を
も
ら
い
、
宮
司
に
突
如
転

進
。
「
女
性
宮
司
は
全
国
で
も
八
五

人
、
ほ
と
ん
ど
私
同
様
、
家
庭
の
事

情
で
な
っ
た
人
」
。

(
6
-
U
毎
日
)

貧
立
て
舶
の
女
船
長

西
村
美
津
子
さ
ん
。
「
女
だ
て
ら

に
つ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、
海
が
好
き

だ
か
ら
っ
て
言
っ
て
や
る
の
」
一
五

O
万
円
で
中
古
船
を
買
っ
て
松
島
湾

で
賃
立
て
料
理
を
。

(
6
-
m毎
日
)

ご

ぜ

最
後
の
嘗
女
引
退

中
静
ミ
サ
ヲ
さ
ん
(
六
七
)
、
金

子
セ
キ
さ
ん
(
六
五
)
、
手
引
き
の

関
矢
ハ
ナ
さ
ん
(
六
七
)
の
、
昭
和

二
年
以
来
の
コ
ン
ビ
が
、
盲
老
人
セ

ン
タ
ー
に
。
「
行
く
先
々
で
親
切
に

さ
れ
て
幸
せ
で
し
た
」
(
6
-
m毎
日
)

H

野
焼
き
オ
ブ
ジ
ェ
u

を
つ
く
る

藤
田
昭
子
さ
ん
(
四
四
)
。
直
径
十

五
メ
ー
ト
ル
の
「
原
住
居
空
間
・
出

縄
」
を
平
塚
市
に
つ
く
っ
た
。
世
界

で
も
初
め
て
。
気
迫
に
満
ち
た
野
人

と
の
評
も
あ
る
。

(
6
-
m朝
日
)

文
部
省
初
の
女
性
局
長

国
立
で
は
世
界
で
も
初
め
て
と
い

う
「
婦
人
教
育
会
館
」
館
長
に
縫
回

路
子
さ
ん
(
五
五
)
が
内
定
。
(
6
-
m各
紙
)

*
 

縫
回
さ
ん
は
し
た
た
か
で
賢
く
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
。
四
十
六
年
、
四
九
歳
の
若

さ
で
都
の
民
生
局
長
に
。
た
ち
ま
ち

職
員
の
ア
イ
ド
ル
に
な
り
、
ま
む
し

議
員
た
ち
を
そ
ろ
っ
て
シ
ン
パ
化
。

「
古
風
な
れ
ど
リ
プ
」
と
評
さ
れ
た

こ
と
を
う
れ
し
が
る
。

(
6
-
m毎
日
/
信
毎
)

*
 

「
婦
人
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー

が
生
か
さ
れ
る
の
が
気
に
入
っ
た
」

「
特
に
国
際
交
流
を
柱
に
し
た
い
」

と
女
性
解
放
ひ
と
筋
。
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(
7
・6
東
京
)

六
九
歳
で
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

川
森
佐
智
子
さ
ん
。
自
宅
の
十
メ
ー

ト
ル
の
壁
面
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

「
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
る
し
、

ス
マ
ー
ト
に
な
る
わ
よ
」
。
(
7
・5
朝
日
)

主
婦
の
夢

テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
の
黒
柳
徹
子
さ

ん
は
「
い
わ
ば
主
婦
の
夢
。
解
放
さ

れ
、
聞
け
っ
ぴ
ろ
げ
で
、
率
直
で
:!ι

と
武
者
小
路
公
秀
氏
夫
人
。
(
7
-
U東
京
)

肝
っ
玉
か
あ
ち
ゃ
ん
世
界
一
周

食
堂
の
お
ば
ち
ゃ
ん
大
平
さ
ち
子

さ
ん
(
四
八
)
が
八
つ
下
の
父
ち
ゃ
ん

と
弟
の
お
し
り
を
ひ
っ
ぱ
た
き
な
が

ら
ヨ
ッ
ト
で
世
界
一
周
し
た
。
「
女

に
と
っ
て
四
O
代
は
何
か
で
き
る
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
の
よ
う
な
気
が
し
た

ん
で
す
」
0

(

7

・
日
朝
日
)

放
送
作
家
の
権
利
を
主
張

寺
島
ア
キ
子
さ
ん
(
五
一
)
。
脚
本

料
は
安
す
ぎ
る
と
主
張
し
続
け
「
ホ

サ
レ
ち
ゃ
っ
た
」
と
笑
う
。
日
本
放

送
作
家
組
合
常
務
理
事
。(7
・
日
朝
日
)

タ
イ
か
ら

n
ガ
u

の
研
究
に

福
岡
の
英
彦
山
に
タ
イ
の
女
性
昆

虫
学
者
ア
ヌ
l
ン
・
リ
ュ
ワ
ニ
さ
ん

合
二

O
)が
「
母
国
の
農
業
に
役
立
て

た
い
」
と
ガ
の
採
集
に
来
日
。

(
7
・
2
西
日
本
)

七
O
歳
で
日
本
一
周
マ
ラ
ソ
ン

波
多
野
斐
さ
ん
。
日
中
は
化
粧

品
会
社
で
幼
児
の
世
話
。
夕
方
ひ
と

休
み
の
あ
と
料
理
屋
で
深
夜
一
時
す

ぎ
ま
で
サ
ラ
洗
い
し
て
マ
ラ
ソ
ン
の

資
金
に
。
な
ぎ
な
た
・
水
泳
も
す
る

H

明
治
四
十
年
女
九

(
7
・
泊
朝
日
)

設
計
に
男
女
は
な
い

鈴
木
玲
子
さ
ん
。
三
年
前
、
秋
田

県
で
初
の
女
性
一
級
建
築
士
に
。
秋

田
工
高
時
代
の
同
級
生
の
夫
と
設
計

事
務
所
を
。
「
以
前
働
い
て
い
た
東

京
の
設
計
事
務
所
の
所
長
が
、
女
建

築
家
を
育
て
る
夢
を
抱
い
て
お
り
、

男
な
み
に
ど
な
り
ち
ら
さ
れ
た
。
そ

れ
が
よ
か
っ
た
」
。

(
7
・
叩
毎
日
)

心
身
障
害
者
授
産
指
導
所
開
設

荒
巻
静
枝
さ
ん
(
六

O
)
が
養
護
学

校
の
退
職
金
で
、
春
日
市
に
一
昨
年
、

福
岡
市
に
今
年
、
開
設
。
組
み
ヒ
モ

を
指
導
。

(
8
・
2
西
日
本
)

サ
ッ
カ
ー
の
女
性
監
督

少
年
サ
ッ
カ
ー
リ
l
グ
の
優
勝
チ
ー

ム
清
水
F
C
の
監
督
は
、
辻
小
学
校

の
綾
部
美
知
枝
先
生
(
二
八
三
出
来

の
悪
い
試
合
の
翌
日
は
、
歌
わ
せ
笑

わ
せ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。
大
事

な
試
合
で
た
く
さ
ん
得
点
し
た
選
手

は
あ
と
で
シ
ュ

l
ト
の
特
訓
。
「
気

分
を
よ
く
し
て
い
る
と
き
に
練
習
し

た
こ
と
は
全
部
吸
収
す
る
か
ら
」
と
。

そ
の
へ
ん
の
男
の
コ

l
チ
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
力
が
あ
る
。

(
8
・
4
読
売
)
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炎
く
ぐ
っ
て
パ
ス
を
運
転

昭
和
二

O
年
八
月
一
回
目
、
運
転

す
る
大
阪
市
バ
ス
を
車
庫
に
入
れ
よ

う
と
し
た
と
き
機
銃
掃
射
を
受
け
、

車
体
は
ハ
チ
の
巣
の
よ
う
に
。
奇
跡

的
に
助
か
っ
た
が
、
何
人
も
の
同
僚

女
性
が
死
ん
だ
。
あ
れ
は
ま
さ
に
戦

場
だ
っ
た
。
男
な
み
ど
こ
ろ
か
男
以

上
の
働
き
を
し
た
日
々
を
語
る
桂
あ

や
子
さ
ん
(
五
五
)
。

(
8
・
凶
読
売
)

き
り
絵
で
H

夫
婦
の
戦
後
史
u

金
子
静
枝
さ
ん
(
四
七
)
、
徳
好
さ



ん
(
五
二
)
が
、
戦
後
の
社
会
を
一
市

民
と
し
て
反
戦
一
筋
に
生
き
て
き
た

夫
婦
の
歩
み
を
、
「
き
り
絵
で
つ
づ

る
|
|
あ
る
夫
婦
の
戦
後
史
』
に
ま

と
め
出
版
。
日
中
出
版
。
一
五

O
O

円。

(
8
・
お
読
売
)

ナ
マ
放
送
を
ニ

O
年
で
六
千
回

ラ
ジ
オ
番
組
「
秋
山
ち
え
子
の
談

話
室
」
で
世
相
や
政
治
や
身
辺
の
あ

れ
こ
れ
を
語
り
つ
づ
け
た
秋
山
さ
ん
。

(
8
・
部
毎
日
)

お
嬢
さ
ん
劇
作
家
誕
生

芸
術
座
の
『
つ
ゅ
の
ひ
ぬ
ま
』
で
、

遠
藤
公
愛
さ
ん
(
二
八
)
が
抜
て
き
さ

れ
た
。劇
作
家
不
足
に
悩
む
演
劇
界
で
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
本
人
は
「
十
年

以
上
早
か
っ
た
。
こ
の
一
作
に
自
分

を
出
し
き
っ
た
」
と
首
を
す
く
め
る
。

〈

8
・
幻
朝
日
)

紅
一
点
の
一
塁
手

松
本
市
の
草
野
球
チ
l
ム
「
リ
ポ
ー

ズ
」
の
一
塁
手
は
紅
一
点
、
中
山
和

子
(
二
四
)
さ
ん
。
守
っ
て
軽
快
、
打
っ

て
逆
転
打
を
放
つ
。
応
援
か
ら
正
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
た
。
今
は
チ
l
ム
の

主
力
。

(
9
・7
読
売
)

公
害
五
百
年
を
年
表
に

東
大
医
学
部
助
手
の
飯
島
仲
子
さ

ん
(
三
八
)
が
、
こ
の
ほ
ど
労
作
を
発

表
し
た
。

新
た
な
公
害
が
発
生
す
る
と
「
予

告
で
き
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、

企
業
・
住
民
と
も
に
歴
史
を
知
っ
て

い
た
ら
防
げ
た
は
ず
、
と
六
年
間
、

毎
日
最
低
一
時
間
は
原
典
に
当
た
っ

て
集
大
成
。

大
阪
市
大
の
宮
本
教
授
も
「
比
肩

す
る
も
の
の
な
い
資
料
的
価
値
が
あ

り
、
科
学
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
客
観
性
も
備
え
て
い
る
」
と
激
寄

(
9
・9
朝
日
)

O
L
ロ
l
ン
の
社
長

鹿
島
初
江
さ
ん
合
ニ
三
)
。
デ
パ
ー

ト
の

O
L
か
ら
転
身
、
毎
月
六
千
万

円
を
動
か
す
。
主
な
客
は
二

O
l
二

五
歳
、
使
い
道
は
一
に
旅
行
、
二
に

買
い
も
の
。
「
生
活
の
に
お
い
が
し

て
く
る
と
危
な
い
。
主
婦
は
お
断
り
」
。

(
9
-
m朝
日
)

方
言
辞
典
を
編
む

長
田
須
磨
さ
ん
(
七
五
三
「
ノ
ロ

(
亙
女
)
の
血
の
な
せ
る
わ
ざ
」
で
、

発
心
以
来
三

O
年
近
く
か
け
て
こ
の

ほ
ど
「
奄
美
方
言
分
類
辞
典
』
上
巻

を
出
し
た
。
さ
ら
い
年
に
は
下
巻
が

出
る
。

(
9
-
U
読
売
)

九
三
歳
で
英
語
整
教
師

小
平
市
の
吉
田
其
枝
さ
ん
。
八
三

歳
で
開
い
て
十
年
目
。
い
ま
生
徒
は

一
九
人
、
一
人
一
時
間
ず
つ
の
マ
ン
・

ツ
1
・
マ
ン
教
授
。
問
題
集
も
市
販

は
使
わ
ず
全
部
手
書
き
で
。

「
先
生
?
う
ー
ん
六

O
歳
ぐ
ら
い

か
な
」
と
生
徒
。

(
9
・
日
朝
日
)

七
九
歳
の
英
語
の
先
生

お
年
寄
り
た
ち
の
「
寿
墓
語
教
室
」

(
恵
比
寿
区
民
会
館
)
教
師
も
長
寿

の
中
込
富
士
子
さ
ん
。

「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
サ
イ
ン
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
孫
に
尊
敬
さ
れ
た
」

と
生
徒
た
ち
も
大
喜
び
。
(
9
・
日
毎
日
)

国
際
捜
査
の
女
刑
事

警
視
庁
に
新
設
の
国
際
捜
査
共
助

係
の
女
性
刑
事
第
一
号
に
清
水
康
子

さ
ん
合
一
六
)
が
。
昨
年
暮
れ
、
南
米

系
外
人
ス
リ
団
上
陸
の
さ
い
、
ス
ペ

イ
ン
留
学
の
経
験
が
あ
る
彼
女
の
ス

ペ
イ
ン
語
が
捜
査
に
役
立
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
の
起
用
。
(
9
-
m道
新
)
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お
茶
大
出
の
巡
査
部
長

斎
藤
澄
江
さ
ん
。
学
生
時
代
は
権

力
的
な
警
察
に
反
感
、
五
十
年
卒
業

時
、
教
員
試
験
も
パ
ス
し
た
が
「
女

性
の
新
し
い
職
場
と
し
て
魅
力
を
感

じ
」
警
察
入
り
。
将
来
の
女
署
長
と

上
司
が
目
を
細
め
る
勤
務
ぷ
り
。

(
9
-
n
毎
日
)

女
性
解
放
の
論
文
集
を
出
版

ま
す
ま
す
執
筆
に
意
欲
を
示
す
山

川
菊
栄
さ
ん
(
八
七
万
『
女
性
解
放

へ
社
会
主
義
婦
人
運
動
論
』
(
日
本

婦
人
会
議
出
版
局
刊
)
に
は
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
当
時
を
中
心
に
、
晶

子
・
ら
い
て
・
つ
等
と
の
「
母
性
保
護

論
争
」
な
ど
十
三
篇
を
収
載
、
校
正

も
自
分
の
手
で
行
な
い
、
か
つ
て
検

閲
で
削
除
さ
れ
た
部
分
を
補
っ
た
。

「
当
用
漢
字
に
時
々
古
い
字
が
ま
じ

り
ま
し
て
ネ
、

M

動
脈
硬
化
だ
u

と

自
分
を
叱
っ
て
お
り
ま
す
」
。

(
9
・2
毎
日
)

鉄
と
取
り
組
ん
で
三
七
年

新
日
鉄
・
釜
石
製
鉄
所
で
研
究
ひ

と
筋
の
半
田
ミ
ナ
さ
ん
。
コ
ー
ク
ス

量
節
減
や
「
高
純
度
鋳
物
鉄
」
の
生

産
化
な
ど
に
成
功
。
一
七
歳
で
入
社
-

三
日
日
か
ら
「
一
番
弱
い
化
学
の
仕

事
を
や
ら
さ
れ
」
「
死
ぬ
ま
で
勉
強

と
工
夫
で
す
」
。

(9-m毎
日
)

ア
イ
ヌ
語
と
日
本
の
敬
語
研
究

博
士
号
を
と
っ
た
キ
l
ス
テ
ン
・

田
中
さ
ん
。
二
九
歳
、
デ
ン
マ
ー
ク

生
ま
れ
。
「
敬
語
を
な
く
す
に
は
、

男
女
・
上
下
の
関
係
を
な
く
す
、
平

等
に
な
る
、
つ
ま
り
社
会
状
況
を
変

え
な
き
ゃ
。
女
性
を
解
放
し
な
き
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
な
あ
」

(m
・
3
朝
日
)

n
ド
ヤ
街
u

の
保
健
婦

保
健
婦
生
活
三

O
年
の
渡
辺
幸
子

さ
ん
(
五
一
)
。
日
雇
一
い
労
働
者
や
家

族
と
の
交
流
を
『
寿
町
保
健
日
記
』

に
ま
と
め
た
。
「
こ
の
町
に
一
度
入

る
と
、
と
り
こ
に
な
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
解
放
感
が
あ
り
ま
す
。
人
聞
が

と
に
か
く
仲
間
な
の
ね
。
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
が
普
通
の
社
会
通
念
と

違
う
。
知
識
の
あ
る
人
の
ほ
う
が
冷

た
い
わ
ね
」

0
(
m
-
m朝
日
)

生
活
問
題
専
門
学
校

「
生
活
の
専
門
家
・
生
活
問
題
の
プ

ロ
」
と
自
任
す
る
山
本
松
代
さ
ん

(
六
八
歳
、
農
林
省
初
代
生
活
改
善

課
長
)
。
生
活
問
題
の
専
門
家
養
成

の
ミ
ニ
学
校
を
つ
く
る
。
「
生
活
優

先
か
、
経
済
成
長
優
先
か
、
じ
ゃ
な

い
。
生
活
が
目
的
で
経
済
は
手
段
で

す」

0

(

m

-

m朝
日
)

患
者
の
謝
礼
辞
退
運
動

「
金
品
の
お
礼
に
勝
る
患
者
の
笑
顔
」

な
ど
の
標
語
で
、
患
者
か
ら
の
お
礼

辞
退
運
動
を
し
て
い
る
立
山
正
子
さ

ん
(
五
一
)
。
日
本
看
護
協
会
看
護
婦

部
会
秋
田
支
部
長
。

(
m
-
U
道
新
)
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表
彰
さ
れ
た
女
性
警
察
職
員

全
国
優
良
警
察
職
員
と
し
て
警
察

庁
か
ら
表
彰
さ
れ
た
相
沢
み
よ
さ
ん

(
五
三
)
。
女
性
の
受
賞
は
初
め
て
。

戦
時
下
の
一
九
四
三
年
、
旭
川
署
に

交
換
手
と
し
て
勤
務
代
一
時
退
職
後
、

道
庁
警
察
部
に
再
就
職
、
三
三
年
間

に
わ
た
り
交
換
手
一
筋
。
今
で
も
夜

勤
を
続
け
る
。

(m-m道
新
)

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
外
交
官
誕
生

外
務
省
に
二

O
年
ぷ
り
の
女
性
キ
ャ

リ
ア
外
交
官
が
。
外
務
公
務
員
上
級

試
験
に
清
井
美
紀
恵
さ
ん
(
二
三
)
と

楠
田
か
お
る
さ
ん
つ
ゴ
一
)
が
合
格
。

将
来
は
女
性
大
使
か
誕
生
す
る
か
も
。

(m-m日
経
/
朝
日
)

共
産
党
初
の
女
性
幹
部

党
員
四

O
万
弱
。
幹
部
会
委
員
は



四
二
人
。
「
党
員
の
三
分
の
一
は
女

性
だ
か
ら
大
い
に
が
ん
ば
れ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
」
と
語
る
小
笠
原
貞

子
さ
ん
(
五
七
)
。
脳
卒
中
で
倒
れ
た

夫
と
八
八
歳
の
老
母
と
二
人
と
も
寝

た
き
り
。
ハ
シ
を
と
り
、
二
人
に
食

べ
さ
せ
て
い
る
。

(m
・
幻
道
新
)

身
障
者
へ
の
理
解
を
ひ
ろ
げ
る

広
告
ゼ
ロ
、
口
コ
ミ
だ
け
で
一
万

四
千
部
、
さ
ら
に
増
刷
中
の
小
さ
な

一
冊
『
と
も
に
い
き
る
・
身
障
者
に

正
し
い
理
解
を
』
を
ま
と
め
た
片
岡

み
ど
り
さ
ん
(
五
O
V
N
H
K劇
団

二
期
生
、
朗
読
を
通
じ
て
〈
身
障
友

の
会
〉
に
入
り
、
理
事
長
を
十
二
年
。

「
人
に
は
や
さ
し
い
心
が
:
・
そ
れ
を

掘
り
起
こ
し
た
い
」
。
(
日
・

4
朝
日
)

サ
モ
ア
で
産
む

南
太
平
洋
の
小
さ
な
島
国
西
サ
モ

ア
に
住
む
若
い
夫
婦
、
大
石
敏
雄
・

登
代
子
さ
ん
は
サ
モ
ア
で
二
回
出
産
U

「
小
さ
な
島
国
で
は
、
土
地
の
人
々

と
の
連
帯
な
し
に
は
、
充
実
し
た
生

活
は
営
め
ま
せ
ん
。
お
産
の
た
び
に

帰
国
す
る
白
人
た
ち
は
地
元
の
人
々

か
ら
み
れ
ば
H

ビ
ジ
タ
ー
u

に
過
ぎ

な
い
。
地
元
の
人
と
仲
良
く
な
る
た

め
に
も
西
サ
モ
ア
で
お
産
を
す
る
覚

悟
を
決
め
ま
し
た
」
。

出
産
費
用
は
千
四
百
円
。
(
日
・
日
朝
日
)

不
幸
を
パ
ネ
に
生
き
る

『
婦
人
公
論
』
編
集
部
次
長
か
ら
作

家
と
な
っ
た
沢
地
久
枝
さ
ん
。
一
四

歳
の
と
き
満
州
で
敗
戦
、
二
八
歳
の

と
き
心
臓
病
で
倒
れ
、
一
方
会
社
で

は
、
夜
間
大
学
出
・
女
・
異
例
の
若

さ
な
が
ら
編
集
次
長
に
な
っ
た
こ
と

等
へ
の
あ
つ
れ
き
に
苦
し
む
。
「
意

地
で
も
へ
こ
た
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
」
。

学
生
結
婚
の
夫
は
酒
飲
み
の
共
産

党
員
、
つ
い
に
離
婚
、
三
八
歳
で
ま

た
心
臓
の
大
手
術
、
こ
と
し
の
六
月

に
も
失
神
、
「
ま
た
、
た
め
さ
れ
て

い
る
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
:
:
:
と
思
う

こ
と
も
あ
る
。
で
も
私
は
後
悔
し
た

く
な
い
人
間
な
ん
で
す
。
生
き
て
い

る
限
り
怠
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
当
は
弱
虫
な
ん
だ
け
ど
。
〈
運
命

は
不
幸
以
外
の
ム
チ
を
知
ら
な
い
〉

と
ツ
ア
イ
ク
は
室
田
い
て
い
る
」
。

(u
・
ロ
読
売
)

初
の

n
女
船
長
u

ヘ

甲
種
一
等
航
海
士
の
筆
記
試
験
に

女
で
初
め
て
合
格
し
た
若
原
千
鶴
子

さ
ん
つ
一
三
)
。
一
年
間
船
に
乗
っ
て

経
験
を
積
み
、
口
述
試
験
に
受
か
れ

ば
、
初
の
女
船
長
誕
生
と
な
る
。

「
海
は
い
い
で
す
よ
ね
。
ほ
ん
と
、

海
み
て
る
と
、
小
さ
な
こ
と
な
ん
か

す
ぐ
忘
れ
ち
ゃ
・
っ
か
ら
」
。
(
日
・
ロ
朝
日
)

日
本
の
伝
統
ヱ
芸
に
気
を
吐
く

来
春
、
イ
タ
リ
ア
の
古
城
で
ア
ク

セ
サ
リ
l
の
展
示
会
を
聞
く
村
山
治

江
さ
ん
(
四
九
)
。
装
が
即
日
田
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

「
デ
ザ
イ
ン
す
る
だ
け
だ
か
ら
製
品

と
し
て
の
値
段
は
わ
か
ら
な
い
」
と
。

東
南
ア
ジ
ア
や
南
米
に
決
死
の
貴
石

採

掘

。

(

日

・

日

読

売

)

四
八
歳
で
社
会
保
険
労
務
士

子
持
ち
で
会
社
勤
め
の
札
幌
の
女

性
(
四
八
)
が
、
職
場
の
仕
事
を
通
じ

猛
勉
強
、
三
度
目
の
正
直
で
国
家
試

験
に
合
格
。
で
き
れ
ば
開
業
し
た
い

と
語
っ
て
い
る
。
(
日
・
口
道
新
)

女
性
青
年
海
外
協
力
隊
員

一
盛
和
世
さ
ん
つ
ヱ
ハ
)
と
平
岩
千

尋
さ
ん
(
二
四
)
。
南
太
平
洋
の
西
サ

モ
ア
で
、
世
界
保
健
機
関
の
医
師
団

と
と
も
に
象
皮
病
撲
滅
の
第
一
線
に
。

朝
夕
、
蚊
を
採
取
、
血
液
検
査
に
出

か
け
る
。

(
u
-
m朝
日
)
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男
よ
り
も
仕
事
を
選
ぶ

「
フ
ラ
ン
ス
航
空
宇
宙
工
業
会
日

本
代
表
」
「
貿
易
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

の
肩
書
を
持
つ
平
野
清
子
さ
ん
。
日

仏
の
男
た
ち
の
聞
に
立
っ
て
商
談
を

成
立
さ
せ
て
い
る
。
学
生
時
代
フ
ラ

ン
ス
語
は
全
く
や
ら
な
か
っ
た
の
に
、

必
要
に
迫
ら
れ
宝
豆
閣
で
マ
ス
タ
ー
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
秘
書
を
置
い
て
独
立

独
歩
。

(
u
-
m朝
日
)

研
究
こ
そ
生
き
る
支
え

「
幾
つ
も
の
カ
ベ
が
あ
り
、
H

死
に

た
い
思
い
u

を
し
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
乗
り
越
え

て
き
た
」
と
い
う
君
島
久
子
さ
ん

(
五
二
)
。
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
、

中
国
文
学
・
歴
史
民
族
学
専
攻
。

(
日
・
四
読
売
)

婦
人
消
防
官
活
躍

目
黒
消
防
署
の
婦
人
消
防
官
西
条

五
子
さ
ん
(
二
五
)
。
階
級
章
は
星
一

つ
。
も
の
お
じ
し
な
い
で
人
の
中
に

入
っ
て
い
け
る
、
と
自
己
P
R
を
入

署
面
接
に
。

「
社
会
の
お
役
に
直
接
立
て
る
仕

事
が
や
り
た
く
て
」
就
職
。
幼
稚
園

や
独
り
暮
ら
し
の
老
人
訪
問
、
広
報

紙
作
成
な
ど
、
仕
事
は
山
積
。

(日・

2
読
売
)

走
り
続
け
る
四
二
歳

世
界
女
子
マ
ラ
ソ
ン
界
の
第
一
人

者
、
ミ
チ
コ
・
ゴ

l
マ
ン
夫
人
は
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
ボ
ス
ト
ン
・
マ

ラ
ソ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ス
タ
ー
ズ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
・
マ
ラ
ソ
ン

で
優
勝
。

「
彼
女
の
意
気
込
み
は
大
し
た
も

の
だ
」
と
は
夫
の
マ
イ
ク
氏
の
弁
。

(
日
・
幻
読
売
)

英
断
に
こ
た
え
た
二
号
a

文
部
省
情
報
図
書
館
課
長
の
遠
山

敦
子
さ
ん
。
六
二
年
に
文
部
省
が
採

用
し
た
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
組
の
第

一号。小
学
四
年
の
娘
が
、
最
近
の
作
文

に
将
来
は
職
業
を
持
ち
た
い
と
書
い

た
。
そ
れ
を
知
っ
て
、
「
そ
れ
な
り

に
私
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
て
く
れ
る

の
か
な
あ
」
。
(
日
・
剖
読
売
)

ジ
ェ
ッ
ト
整
備
の
婦
人
自
衛
官

一
等
航
海
士
加
藤
了
子
さ
ん
(
二

0
1
「
心
身
の
鍛
錬
に
な
る
し
、
女

性
の
職
業
と
し
て
安
定
す
る
と
思
っ

て
」
。
月
給
八
万
五
千
円
。
将
来
は

整
備
士
の
資
格
を
と
り
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
も
な
り
た
い
、
と
夢
い
っ
ぱ
い
。

(
日
・
泊
朝
日
)

野
坂
恵
子
意
欲
の
二
十
弦
筆

二
十
弦
写
の
野
坂
恵
子
が

w
等
で

ド
ラ
マ
を
弾
く
M

と
銘
打
っ
て
、
十

二
月
二
日
、
七
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル

を
聞
く
。

曲
目
の
最
初
は
『
鎮
魂
歌
』
で
、
長

崎
で
被
爆
し
た
十
歳
の
と
き
の
荻
野

美
智
子
の
詩
に
野
坂
が
曲
を
つ
け
、

ソ
プ
ラ
ノ
の
増
田
睦
美
が
歌
う
。

(日

-m読
売
)
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下
町
を
歩
く
米
国
女
性

「
下
町
は
明
る
く
て
人
情
が
厚
い

の
で
大
好
き
」
と
体
の
不
自
由
な
ド

ロ
シ
l

・
テ
ッ
ソ
ン
さ
ん
(
三
五
)
は
、

江
戸
時
代
の
町
人
文
化
を
研
究
す
る
。

下
町
っ
子
の
案
内
で
、
電
動
イ
ス
に

乗
っ
て
あ
こ
が
れ
の
浅
草
か
い
わ
い

を
歩
く
。

(u
・
泊
朝
日
)

女
性
の
昭
和
史
佐
多
稲
子
会
集

講
談
社
か
ら
佐
多
稲
子
全
集
全
一

八
巻
が
出
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
キ
ャ

ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』
な
ど
一
九
二

0

年
代
後
半
か
ら
三
三
年
ま
で
の
初
期

作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
少
女
た
ち

の
姿
は
胸
を
打
つ
。
不
況
の
農
村
か



ら
上
京
し
て
工
場
の
寄
宿
舎
に
寝
泊

り
し
て
働
く
少
女
た
ち
は
、
け
な
げ

で
哀
切
で
あ
る
。

現
在
の

O
L
た
ち
は
豊
か
で
海
外

旅
行
に
も
出
か
け
て
い
く
。
し
か
し
、

佐
多
さ
ん
は
疑
問
を
持
つ
。
婦
人
労

働
者
は
そ
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
?
不
況
で
女
子
就
職
難
が

起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
:
:
:
。

婦
人
問
題
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
。

こ
れ
は
佐
多
さ
ん
の
生
涯
の
テ
l

マ

と
な
っ
た
。
(
ロ
・

I
読
売
)

文
も
絵
も
自
作

上
質
紙
を
九
つ
に
切
り
、
そ
の
二

枚
を
半
分
に
折
っ
て
ホ
ッ
チ
キ
ス
で

と
め
た
だ
け
の
八
ペ
ー
ジ
の
絵
本
|

こ
れ
が
赤
間
紀
子
さ
ん
(
三
四
)
の
手

作
り
絵
本
。
い
ま
七
冊
目
を
製
作
中
。

「
や
っ
て
い
る
最
中
は
つ
ら
く
て
、

も
う
や
め
よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
、

終
わ
る
と
ま
た
次
を
考
え
て
る
」
。

(ロ・

4
読
売
)

素
焼
き
の
家
を
完
成

陶
土
一
四
0
ト
ン
、
世
界
最
大
の

n
素
焼
き
の
家
μ

を
平
塚
市
郊
外
に

つ
く
っ
た
藤
田
昭
子
さ
ん
(
四
四
)
。

新
し
い
分
野
を
精
力
的
に
開
拓
し
て

い
る
女
流
彫
刻
家
。
夢
は
「
み
ん
な

が
参
加
で
き
る
焼
物
公
園
」
。

(ロ・

5
読
売
)

女
ひ
と
り
ヨ
ッ
ト
で
世
界
一
周

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ア
ン
・

ガ
ッ
シ
ュ
さ
ん
(
五
四
)
。
二
年
半
前

「
ど
う
せ
引
き
止
め
ら
れ
る
か
ら
」

と
家
族
に
内
証
で
出
港
、
無
事
世
界

一
周
を
。
「
英
国
へ
行
く
の
に
お
金

が
足
り
な
か
っ
た
の
で
ヨ
ッ
ト
で
行
っ

た
の
よ
」
と
祝
杯
!
(
ロ
・

6
読
売
)

ソ
連
・
東
欧
・
お
ん
な
一
人
旅

旅
行
レ
ポ
ー
タ
ー
・
久
保
田
弘
子

さ
ん
は
、
ジ
ー
ン
ズ
で
二

0
キ
ロ
余

り
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
ソ
連
・

東
欧
を
約
二
か
月
間
旅
行
し
、
土
地

の
人
た
ち
の
熱
い
心
に
触
れ
た
。

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
出
会
っ
た
ベ

ラ
は
、
三
組
に
一
組
と
い
う
ソ
連
の

離
婚
率
の
高
さ
の
例
に
も
れ
ず
、
離

婚
経
験
者
。
第
二
次
大
戦
後
、
男
女

の
比
率
が
一
対
一

O
近
く
に
な
り
、

女
た
ち
が
男
を
大
事
に
し
す
ぎ
た
か

ら
、
亭
主
関
白
が
い
っ
そ
う
強
く
な
っ

た

と

か

。

(

ロ

・

6
読
売
)

車
イ
ス
少
女
、
短
大
ヘ

車
イ
ス
の
生
活
が
続
く
桑
名
敦
子

さ
ん
(
一
八
)
は
、
福
島
市
の
聖
母

女
子
短
大
の
推
せ
ん
入
学
に
合
格
、

「
大
学
で
英
語
を
学
び
、
独
り
立
ち

し
た
い
」
と
い
う
夢
を
実
現
。

(ロ・

6
朝
日
)

駿
河
ダ
コ
の
伝
統
を
守
る

一
日
中
、
時
に
は
夜
な
べ
ま
で
し

て
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
タ
コ
の
武
者

絵
を
摘
く
静
岡
市
の
四
代
目
凧
八

(
た
こ
は
ち
て
加
藤
阿
さ
子
さ
ん

(
四
九
三
父
の
あ
と
を
継
い
で
三
年
。

「
女
の
描
く
武
者
絵
は
や
っ
ぱ
り
線

が
弱
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
反
接
し

て
筆
勢
を
強
く
す
る
。
(ロ
-
U読
売
)

「
奇
人
で
け
つ
こ
う
」

二
五
年
間
、
妻
と
し
て
付
き
人
と

し
て
見
つ
め
た
左
ト
全
さ
ん
の
思
い

出
を
ま
と
め
た
三
ケ
島
糸
さ
ん
。

「
夫
の
実
像
の
き
び
し
さ
か
な
し
さ
、

特
異
な
芸
の
出
ど
こ
ろ
を
、
独
り
秘

め
て
お
く
に
は
切
な
過
ぎ
ま
し
た
」
。

(
ロ
・
ロ
読
売
)

モ
ン
ゴ
ル
の
先
覚
女
性

教
育
近
代
化
に
成
功
し
た
モ
ン
ゴ

ル
。
そ
の
芽
は
七
O
年
前
、
若
い
日

本
女
性
、
河
原
操
子
に
よ
っ
て
ま
か

れ
た
。
東
京
女
官
同
師
を
出
て
明
治
三

六
年
単
身
モ
ン
ゴ
ル
へ
。
女
学
堂
を

聞
き
、
卒
業
生
三
人
を
日
本
に
留
学
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さ
せ
る
な
ど
尽
力
し
た
。(
ロ
・
日
毎
日
)

自
立
す
る
女
の
マ
ン
ガ
を

チ
ピ
ッ
子
に
パ
カ
う
け
の
『
キ
ャ

ン
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
の
作
家
、

い
が
ら
し
ゆ
み
こ
さ
ん
(
二
七
)
。
高

三
か
ら
漫
画
雑
誌
で
デ
ビ
ュ
ー
。

「
一
人
ぼ
っ
ち
で
も
明
る
く
、
自
分

で
考
え
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
行
こ

う
っ
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
借
り
て
訴

え

て

る

」

。

(

ロ

-m読
売
)

ボ
ク
シ
ン
グ
レ
フ
ェ
リ
ー

女
で
た
だ
ひ
と
り
の
レ
フ
ェ
リ
ー
、

今
は
水
沢
市
の
体
育
協
会
で
事
務
を

と
る
大
久
保
令
子
さ
ん
。
東
海
大
学

二
年
生
の
と
き
資
格
を
取
っ
た
。
女

を
意
識
せ
ず
に
ひ
た
走
っ
た
学
生
時

代
。
そ
れ
が
い
ま
や
「
ボ
ク
シ
ン
グ
」

と
「
女
で
あ
る
自
分
」
と
の
聞
に
す

き
間
が
ヒ
ュ

l
ヒ
ュ
!
と
。
(
ロ
・

η
朝
日
)

赤
い
ド
レ
ス
の
う
ら
な
い
師

銀
座
日
航
ホ
テ
ル
前
で
人
気
の
杉

田
典
映
さ
ん
さ
二
)
。
慶
大
法
学
部

在
学
中
か
ら
こ
の
道
に
。
田
中
角
栄

の
没
落
、
江
川
君
の
プ
ロ
入
り
拒
否

等
を
早
々
と
予
告
。
夢
は
易
学
を
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
取
り
入
れ
る

こ

と

。

(

ロ

-m毎
日
)

H

水
原
勇
気
μ

は
い
た
1

ピ
ュ
ン
ピ
ュ
ン
と
左
腕
か
ら
快
速

球
、
打
者
を
三
振
に
打
ち
と
る
女
投

手
、
星
野
富
恵
ち
ゃ
ん
(
小
六
)
。

「
レ
ッ
ド
サ
ン
ズ
」
の
五
番
打
者
で

一
番
の
ノ
ッ
ポ
。

ず
っ
と
男
の
子
と
野
球
を
や
り
た

い
と
い
う
彼
女
、
中
学
の
野
球
部
が

受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
。

(ロ

-n読
売
)

混
血
孤
児
を
育
て
る

日
本
の
役
人
か
ら
も
、
主
婦
か
ら

も
米
軍
将
校
夫
人
か
ら
も
、
混
血
孤

児
の
世
話
な
ん
て
と
責
め
ら
れ
た
。

「
反
接
し
て
意
地
で
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
ん
で
す
」
と
い
う
沢
由
美

喜
さ
ん
(
七
六
)
。

罪
を
犯
し
た
子
に
面
会
に
行
っ
た

控
室
で
「
い
い
年
し
て
ヒ
モ
が
い
る

の
か
よ
」
と
か
ら
ま
れ
、
「
ヒ
モ
の

意
味
知
ら
な
く
て
、
パ
ン
ツ
の
ヒ
モ

が
と
け
た
の
か
と
、
足
も
と
見
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
ホ
ホ
ホ
」
。
二
千
人
を

世
話
し
、
い
ま
園
児
は
九

O
人。

(
ロ
・

m読
売
)

身
障
者
に
電
動
式
車
イ
ス
を

西
洋
料
理
と
ア
1
ト
・
フ
ラ
ワ
ー

を
三

O
年
教
え
て
い
る
飯
田
深
雪
さ

ん
(
七
四
)
。
五
十
年
秋
、
勲
五
等
宝

冠
章
を
受
け
て
以
来
、
な
に
か
世
間

に
役
立
つ
こ
と
は
な
い
か
と
身
障
者

に
電
動
式
車
イ
ス
を
贈
り
つ
e

つ
け
て

い

る

。

(

ロ

・

剖

朝

日

)

〔
骨
員
〕
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ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ
ス
ク
大
賞
、
金
賞

第
十
回
ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ
ス
ク
大
賞

(
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
主
催
)

の
金
賞
に
秋
吉
敏
子
が
。(
1
・7
朝
日
)

第
四
回
テ
ア
卜
口
演
劇
賞

奈
良
岡
朋
子
さ
ん
〈
劇
団
民
芸
女

優
)
に
決
定
。
民
芸
公
演
「
奇
蹟
の

人
」
「
七
人
み
さ
き
」
、
芸
術
座
公
演

「
忍
ぶ
川
」
の
演
技
成
果
で
。

A
2
-
m朝
日
)

第
十
七
回
田
村
俊
子
賞

木
々
康
子
氏
「
蒼
龍
の
系
諮
』
と

武
田
百
合
子
氏
「
富
士
日
記
』
に
決

定
。
授
賞
は
四
月
。

(
3
・
5
朝
日
)

*
 

武
田
泰
淳
氏
夫
人
、
武
田
百
合
子

さ
ん
は
、
泰
淳
氏
の
最
後
の
夏
か
ら



入
院
ま
で
の
日
記
を
ま
ず
発
表
、

《
海
}
に
連
載
中
の
『
富
士
日
記
』

で
受
賞
。

(
3
・
げ
七
読
売
)

第
二
十
回
群
像
新
人
賞
(
評
論
)

中
島

梓
さ
ん

(
4
-
m各
紙
)

赤
松
賞

四
十
年
に
死
去
し
た
参
院
議
員
赤

松
常
子
さ
ん
(
民
社
)
を
記
念
し
て
、

埋
も
れ
た
仕
事
に
献
身
す
る
女
性
に

贈
ら
れ
る
赤
松
賞
。
今
年
の
受
賞
者

は
、
西
村
好
江
(
全
国
婦
人
相
談
員

連
絡
協
議
会
会
長
〉
、
万
代
房
子
、

楠
本
か
ず
枝
さ
ん
。

(
5
・
5
朝
日
)

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
複
で
優
勝

京
都
の
日
中
親
善
大
会
で
出
会
っ

て
一
目
ぼ
れ
。
東
京
・
大
阪
と
離
れ

ば
な
れ
を
電
話
や
手
紙
の
練
習
計
画

で
お
ぎ
な
い
見
事
優
勝
し
た
栂
野
尾

悦
子
さ
ん
と
植
野
恵
美
子
さ
ん
。

(
5
-
U朝
日
)

第
十
六
回
女
流
文
学
賞

宮
尾
登
美
子
さ
ん

(
6
・
8
各
紙
)

高
橋
た
か
子
さ
ん

(
6
・
8
各
紙
)

ゴ
ル
フ
で
全
米
を
制
す

樋
口
久
子
さ
ん
さ
二
)
。
全
米
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
最
終
日
に

逆
転
優
勝
、
八
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
成
功
。

(
6
・
日
朝
日
)

*
 

年
収
コ
二
八
七
万
円
、
男
子
を
ふ

く
め
て
も
日
本
の
プ
ロ
で
は
三
位
の

高
収
入
。

(
6
・

m毎
日
)

*
 

「
だ
が
、
ゴ
ル
フ
を
除
け
ば
普
通

の
女
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ
よ
」
と
夫

の
松
井
プ
ロ
。

(
6
-
U
毎
日
)

マ
ン
ガ
原
作
者
の
紅
一
輪

水
木
杏
子
さ
ん
、
「
キ
ャ
ン
デ
ィ

-
キ
ャ
ン
デ
ィ
』
で
第
一
回
講
談
社

漫
画
賞
を
受
賞
。
少
女
小
説
出
身
。

つ
幼
な
妻
u

が
流
行
に
な
っ
て
か
ら

や
め
て
た
ん
で
す
が
、
マ
ン
ガ
の
依

頼
が
来
て
、
小
説
で
書
け
な
い
も
の

を
:
:
:
」
と
。
男
性
原
作
者
が
マ
ン

ガ
家
と
対
等
の
待
遇
な
の
に
、
少
女

マ
ン
ガ
の
原
作
者
の
待
遇
は
低
い
の

を
問
題
視
。

(
6
-
m毎
日
)

「
浅
草
の
女
」
沢
村
貞
子
さ
ん

二
冊
目
の
『
私
の
浅
草
』
で
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
を
。
情
が
深

く
、
自
分
を
よ
く
知
っ
て
い
て
お
だ

て
に
の
ら
な
い
の
が
「
浅
草
の
女
」
。

女
も
経
済
的
に
独
立
し
た
ほ
う
が
よ

い
、
と
女
優
に
。

(
6
・
幻
朝
日
)

第
十
一
回
超
空
賞

芸
術
上
、
実
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
迫
害
や
困
難
に
決
し
て
つ
ぶ
さ
れ

ず
、
端
然
と
し
て
歌
作
に
は
げ
ん
で

い
る
斉
藤
史
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。
そ

の
歌
集
『
ひ
た
く
れ
な
い
』
の
佳
吟

は
著
者
の
強
固
な
熟
成
を
示
し
て
い

る。

(
6
-
m朝
日
)

国
際
赤
十
字
映
画
祭

「
ね
む
の
木
学
園
」
を
描
い
た

『
ね
む
の
木
の
詩
が
き
こ
え
る
』
(
宮

城
ま
り
子
さ
ん
製
作
・
監
督
・
主
演
)

が
特
別
優
秀
賞
。
被
爆
問
題
を
扱
っ

た
『
生
き
る
ー
ー
そ
の
証
の
た
め
に
』

(
秋
吉
宣
子
さ
ん
製
作
)
が
短
編
部

門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
。

(
6
・
幻
朝
日
)

久
留
島
武
彦
文
化
賞

小
鳩
く
る
み
さ
ん

(
7
・
3
各
紙
)

第
十
回
道
芸
術
新
賞
受
賞

小
倉
和
子
さ
ん
(
五
六
)
。
日
本
い

け
花
芸
術
協
会
特
別
会
員
、
道
い
け

花
連
盟
理
事
、
草
月
流
支
部
草
和
会

長
。
全
米
に
生
け
花
を
紹
介
し
、
海

外
交
流
に
尽
く
し
て
き
た
。
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(
8
-
m朝
日
北
海
道
)

第
五
回
ウ
ィ
ン
ナ

l
ワ
ル
ド
・

オ
ペ
ラ
賞
大
賞

中
沢
桂
さ
ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
)

(m
・
日
朝
日
)

映
画
一
す
じ

〈
日
本
映
画
復
興
の
た
め
に
〉
と
私

財
を
投
じ
て
文
化
財
団
を
設
立
し
た

山
路
ふ
み
子
さ
ん
の
第
一
回
「
山
路

ふ
み
子
映
画
功
労
賞
」
を
・
つ
け
る
浦

辺
粂
子
さ
ん
。
一
七
歳
で
浅
草
の
コ
ー

ラ
ス
ガ
l
ル
に
。
根
性
の
な
い
人
は

消
え
れ
ば
い
い
、
と
き
び
し
い
名
バ

イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

(
m
-
U
読
売
)

中
三
で
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
一
位

中
村
紘
子
以
来
二
人
目
の
中
学
生

一
位
と
な
っ
た
千
住
真
理
子
さ
ん

(
十
五
)
。
「
天
性
の
音
楽
家
」
と
審

査
員
も
感
激
。

(m
・
mm
毎
日
)

旭
川
市
文
化
奨
励
賞

伊
藤
雪
女
さ
ん
(
七
九
三
東
京

女
子
薬
学
校
卒
。
俳
句
の
道
六
O
年。

「
花
棒
社
」
主
宰
。
育
っ
た
俳
人
一

二
O
O人
。
道
俳
句
協
会
地
主
審
弓

(
叩
・
お
朝
日
北
海
道
)

第
一
四
回
日
本
翻
訳
文
化
賞

湯
棋
ま
す
、
薄
井
担
子
、
小
玉
香

津
子
さ
ん
ら
、
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

著
作
集
(
全
三
巻
)
』
で
。
第
二
二

回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
も
同
時
に

受
賞
。

(
u
-
U
読
売
)

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
女
性
が
受
賞

一
九
七
六
、
七
七
両
年
度
の
ノ
ー

ベ
ル
翠
和
営
霞
賞
式
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
オ
ス
ロ
大
学
で
。

七
六
年
度
が
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

平
自
埠
動
の
二
・
人
の
女
性
1

ベ
テ
ィ
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
夫
人
(
三
四
)
と
、

メ
ア
リ
l
ド
・
コ
リ
ガ
ン
さ
ん
(
二

に四。七)
七に
年
度
が
国
際

〆ー、"7

12ム
11さ
朝合
円ア

とユ イ

人
権
擁
護
賞
を
大
阪
の
主
婦
に

国
際
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
韓
国
委
員
会

は
、
同
委
が
新
し
く
設
け
た
人
権
擁

護
賞
を
大
阪
府
豊
中
市
の
主
婦
・
恒

成
和
子
さ
ん
に
贈
っ
た
。

七
三
年
十
一
月
か
ら
日
本
ア
ム
ネ

ス
テ
ィ
第
十
グ
ル
ー
プ
で
韓
国
政
治

犯
に
下
着
を
差
し
入
れ
た
り
、
釈
放

さ
れ
た
学
生
の
職
業
訓
練
な
ど
の
た

め
に
計
千
万
ウ
ォ
ン
(
約
五
五

O
万

円
)
に
の
ぼ
る
救
援
基
金
を
継
続
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

(
ロ
・
日
朝
日
)

第
二
回
歴
史
文
学
賞
を
受
け
る

松
本
幸
子
さ
ん
(
四
六
)
。
二
児
の

母
。
パ
ー
ト
の
事
務
員
。
授
賞
作
は

『
閑
谷
の
日
々
』
。
(
ロ

-m読
売
)

〔
逝
去
〕
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女
義
太
夫
の
第
一
人
者

竹
本
小
土
佐
さ
ん
(
一

O
四
)
。
一

世
を
わ
か
せ
た
名
人
、
美
人
、
八
八

歳
で
引
退
。

(
1
・
3
読
売
)

新
国
劇
の
母

久
松
喜
世
子
さ
ん
(
九

O
)。
老
衰

で。

(
1
・4
各
紙
)

金
山
ら
く
さ
ん

七
日
、
老
衰
の
た
め
。
八
十
八
竜

日
本
の
女
性
理
学
士
第
一
号
。

一
O
六
歳
で
大
往
生

宮
崎
県
の
最
高
齢
者
夏
田
ナ
ツ
さ

ん
が
八
日
老
衰
で
。
全
国
百
歳
の
会

副
会
長
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
ず
縫
い
も

の
を
し
て
い
た
。

(
2
-
m毎
日
)



沢
崎
梅
子
さ
ん
九

O
歳
で

二
一
目
、
老
衰
の
た
め
。
料
理
研

究
家
。

(
2
-
m
毎
日
)

無
形
文
化
財
瞥
女
唄
伝
承
者

伊
平
タ
ケ
さ
ん
〈
九
一
)
。
二
四
日

急
性
じ
ん
臓
炎
の
た
め
。(2
・
お
各
紙
)

佐
藤
雅
子
さ
ん

二
八
日
、
肝
し
ゅ
よ
う
の
た
め
。

料
理
研
究
家
。

(
3
・
1
朝
日
)

高
田
せ
い
子
さ
ん

現
代
舞
踊
の
草
分
け
。

大
動
脈
り
ゅ
う
破
裂
で
。(
3
-
n各
紙
)

一
九
日
、

田
中
絹
代
さ
ん

二
一
日
、
脳
し
ゅ
よ
う
で
。
六
七

歳
。
無
声
映
画
時
代
に
デ
ビ
ュ
ー
。

日
本
初
の
ト
ー
キ
ー
作
品
に
主
演
。

昭
和
の
映
画
史
の
一
人
。(
3
-
m
朝
日
)

荻
原
正
吟
さ
ん

関
西
の
代
表
的
等
曲
家
、
無
形
文

化
財
記
録
保
持
者
、
京
都
市
文
化
功

労
者
。
二
三
日
脳
軟
化
症
で
。
七
六

歳。

(
4
-
M
朝
日
)

ジ
ョ

l
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

十
日
、
心
臓
発
作
の
た
め
。
六
九

歳
。
米
女
優
。

(
5
・
日
朝
日
)

辰
巳
浜
子
さ
ん

料
理
研
究
家
。
十
一
日
、
心
臓
マ

ヒ
で
。
七
三
歳
。

(
6
-
U
朝
日
)

森
田
翠
香
さ
ん

書
家
。
六
月
一
五
日
、
老
衰
の
た

め
豊
中
市
で
。
七
六
歳
。
女
性
で
た

だ
一
人
の
日
展
審
査
員
を
つ
と
め
た

人。

(
6
・
日
朝
日
)

長
谷
部
広
子
さ
ん

元
参
議
院
議
員
。
六
月
一
八
日
胆

道
し
ゅ
よ
う
で
。
七
八
歳
。
(
6
-
m朝
日
)

土
岐
タ
カ
さ
ん

歌
人
。
六
月
一
五
日
、
胆
の
う
炎

で
。
九

O
歳。

(
6
・
幻
朝
日
)

森

三
千
代
さ
ん

作
家
。
脳
出
血
の
た
め
。
七
六
竜

夫
、
金
子
光
晴
氏
の
三
回
忌
の
前
日
、

六
月
二
九
日
に
。

(
6
-
m朝
日
)

宮
園
千
之
さ
ん

古
曲
家
元
、
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
。
三
ハ
日
、
肺
炎
で
、
八
五
竜

(
7
-
m朝
日
)

マ
リ
ア
・
力
ラ
ス

二
ハ
日
、
パ
リ
で
。
心
臓
発
作
、

五
三
歳
。
広
い
音
域
、
美
貌
で
奔
放

な
生
涯
を
。
「
他
の
歌
手
よ
り
キ
ャ

ン
セ
ル
は
少
な
い
の
に
キ
ャ
ン
セ
ル

で
有
名
な
の
は
、
そ
れ
だ
け
苦
情
が

多
い
、
つ
ま
り
客
の
失
望
が
多
い
っ

て
こ
と
よ
」

(
9
・
げ
各
紙
)

吉
野
せ
い
さ
ん

四
日
、
い
わ
き
市
で
。
七
八
歳
。

作
品
集
「
渓
(
は
な
〉
を
た
ら
し
た

神
』
で
第
一
五
回
田
村
俊
子
賞
と
第

六
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
を
。
農
民
作
家
。

(u
・
5
各
紙
)

山
高
し
げ
り
さ
ん

一
三
日
、
急
性
ジ
ン
不
全
で
。
七

八
歳
。
大
正
末
期
の
婦
人
参
政
権
運

動
以
来
、
五

O
年
余
、
わ
が
国
婦
人
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望
月
優
子
さ
ん

一
日
、
肺
腫
ガ

ン
で
。
六

O
歳。

H

日
本
の
お
母
さ
ん
M

と
し
て
親
し

ノ、'
む

-
刀
ら

温

μ

必
刊

ム
ロ
即
日

舞
酬
の
等
院
鮮
人

ま
れ
た
女
優
。
七

一
年
の
参
院
選
で

は
百
万
以
上
の
票
を
集
め
た
が
今
ー

は
落
選
、
「
芝
居
は
生
の
あ
か
し
J

国
会
よ
り
も
闘
え
る
」
と
病
魔
に
む

し
ば
ま
れ
た
体
を
若
い
人
に
負
わ
ー

な
が
ら
演
出
に
打
ち
込
ん
で
い
た
C

1

;

(

ロ
・1
各
紙
)
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本

女
性
ば
か
り
の
童
話
同
人
誌

『
海
賊
』
が
発
刊
満
十
年
。
三
月

十
二
日
、
日
本
女
子
大
で
「
詩
と
童

話
の
ま
つ
り
」
を
。

(
1
・5
朝
日
)

あ
る
ス
モ
ン
女
性
の
青
春

星
三
枝
子
さ
ん
(
二
八
)
。
八
年

間
に
わ
た
る
点
字
手
記
『
春
は
残
酷

で
あ
る
』
(
毎
日
新
聞
社
刊
)
を
一

月
下
旬
に
出
版
。

(
1
・6
毎
日
)

『
私
の
言
い
た
い
こ
と
』

市
川
房
枝
著
。
四
分
の
一
く
ら
い

が
自
伝
。
あ
と
は
日
本
の
政
治
の
仕

組
み
と
問
題
点
を
示
し
た
も
の
。

(
1
・8
道
新
)

ひ
め
ゆ
り
教
師
の
本

沖
縄
戦
線
で
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ

た
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」
た
だ
一
人

の
引
率
女
教
師
、
親
泊
千
代
さ
ん
を

し
の
ぶ
一
冊
の
本
が
、
東
京
女
子
高

等
師
範
学
校
(
現
お
茶
の
水
女
子
さ

時
代
の
同
級
生
辻
千
鶴
子
さ
ん
の
子

で
自
費
出
版
さ
れ
た
。

一
一
ヱ
ハ
ベ

i
ジ
の
小
型
本
『
伊
原

野
(
い
ば
る
の
)
に
死
す
」
(
1
・9
読
売
)

n
北
の
女
た
ち
u

を
追
求

高
橋
三
枝
子
さ
ん
が
主
宰
す
る
北

海
道
女
性
史
研
究
会
で
昨
年
十
一
月
、

『
北
海
道
の
女
た
ち
』
を
発
刊
。
北

海
道
開
拓
の
支
え
と
な
り
な
が
ら
、

日
の
当
た
る
こ
と
が
な
か
っ
た
母
や

祖
母
た
ち
の
歴
史
ー
ー
そ
の
生
き
ざ

ま
を
H

女
の
視
点
u

か
ら
見
つ
め
直

そ
う
と

Y
証
言
M

を
聞
き
書
き
し
た

も
の
。

(
-
-
U道
新
)

薬
の
山
に
殺
さ
れ
た
娘

重
症
無
力
症
で
入
院
中
の
女
性
が

突
然
、
呼
吸
困
難
を
起
こ
し
て
植
物

人
間
に
な
り
、
死
亡
。
母
親
は
「
薬

の
大
量
投
与
で
娘
が
死
ん
だ
」
と
し

て
、
病
床
日
記
に
独
自
調
査
の
資
料

を
つ
け
、
一
冊
の
本
を
出
版
、
医
学

論
争
に
発
展
。

(--m読
売
)

『
ス
ペ
イ
ン
子
連
れ
留
学
生
』

七
歳
と
四
歳
と
二
歳
の
女
の
子
を

連
れ
て
一
年
間
ス
ペ
イ
ン
に
留
学
し

た
マ
マ
の
「
子
連
れ
留
学
記
」
が
出

版
さ
れ
た
。

(
-
-
U各
紙
)

女
性
民
俗
学
会
雑
誌
復
刊

柳
田
国
男
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
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〈
女
の
会
〉
に
よ
る
『
女
性
と
経
験
』

が
復
刊
。
年
一
回
刊
、
三
百
円
。
連

絡
先
は
、
新
宿
区
東
大
久
保
二
l
二

o、
瀬
川
清
子
。

(--n読
売
)

『
都
市
と
主
婦
た
ち
』

神
戸
市
を
舞
台
に
、
戦
後
の
主
婦

た
ち
が
い
か
に
自
分
を
見
つ
め
、
自

分
た
ち
の
住
む
町
の
あ
り
方
を
考
え

行
動
し
、
成
長
し
た
か
、
消
費
者
運

動
・
市
政
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
解

き
あ
か
し
た
本
。

(--m毎
日
)

「
お
ん
な
の
事
典
」
コ
ー
ナ
ー

三
省
堂
書
庖
(
新
宿
・
渋
谷
・
池

袋
各
庖
)
は
、
二
月
五
日
か
ら
二
八

日
ま
で
「
お
ん
な
の
事
典
」
コ
ー
ナ
ー

を
特
設
。
女
性
解
放
情
報
書
を
集
め

て
販
売
。

(
2
・5
読
売
)

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
狂

宮
沢
洋
子
さ
ん
(
二
三
)
。
専
門

月
刊
誌
「
F
I
L
M
-
-
M
』
を
編

集。

(
2
・6
朝
日
)

『
日
本
の
家
庭

世
界
の
家
庭
』

日
本
の
夫
婦
は
な
ぜ
デ
ー
ト
し
な

い
・
:
。
家
庭
を
無
視
し
て
残
業
す
る

な
ど
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
い

本
が
出
た
。
高
橋
歌
著
。
(
2
・
幻
読
売
)

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
自
分
史
』

村
山
マ
ス
さ
ん
(
八
六
)
が
自
費

出
版
。

(
3
・U
朝
日
)

『
男
た
ち
よ
1
』

男
が
主
導
権
を
握
っ
て
き
た
社
会

で
女
は
男
の
つ
く
っ
た
神
話
に
と
じ

こ
め
ら
れ
て
き
た
。
女
の
本
当
の
像

を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
堂
弓

中
山
千
夏
著
、
話
の
特
集
刊
。

(
3
・η
朝
日
)

『
マ
マ
本
に
し
て
い
い
よ
』

自
閉
症
児
を
持
つ
母
が
出
産
前
の

日
記
か
ら
始
め
、
兆
候
、
対
応
な
ど

洗
い
ざ
ら
い
発
表
し
た
記
録
書
。
杉

津
子
著
、
創
世
社
刊
。
(
3
・
叩
朝
日
)

『
静
か
な
終
末
』

愛
に
結
ぼ
れ
て
結
婚
し
た
が
「
男

か
ら
の
独
立
」
を
目
指
し
て
離
脱
し

た
児
童
文
学
者
、
矢
川
澄
子
さ
ん
の

著
。
筑
摩
書
房
刊
。

(
4
・
1
朝
日
)

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
一
周
年

「
女
性
の
手
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

新
聞
」
と
し
て
主
婦
ら
六
人
で
発
行

し
て
い
る
同
紙
が
近
く
一
三
号
を
迎

え
る
。

(
4
・
4
朝
日
)

ニ
人
の
女
性
が
変
身
実
験

ナ
ン
シ

l
・
ウ
ェ

1
パ

l
著
小
沢

瑞
穂
訳
『
自
分
を
み
つ
め
る
旅
に
出

て
み
た
』
は
ア
メ
リ
カ
女
性
の
ラ
イ

フ
・
ス
ワ
ッ
プ
(
人
生
交
換
)
の
記

録。
中
途
で
ざ
折
。
だ
が
、
二
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
自
信
を
強
め

た
よ
う
に
見
え
る
。
三
笠
書
房
刊
、

九
八

O
円。

(
4
・4
朝
日
)
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ブ
ラ
ジ
ル
文
学
翻
訳

ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
て
四
O
余
年
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
独
学
で
修
め
た
河

井
美
津
子
さ
ん
(
五
六
)
が
、
デ
ィ

ナ
・
ケ
イ
ロ
ス
女
史
の
『
城
壁
』
を

日
本
語
に
翻
訳
。
女
主
人
公
の
気
丈

さ
に
ひ
か
れ
て
。

(
4
・
7
朝
日
)

白
血
病
児
の
記
録

野
崎
明
子
著
『
お
姉
ち
ゃ
ん
お
嫁

に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
』
が
反
響
を
呼
び
、

ご
ま
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

(
4
・7
朝
日
)



『
平
塚
ら
い
て
う
』

著
者
は
、
「
元
始
、
女
性
は
太
陽

で
あ
っ
た
』
の
編
集
を
手
伝
い
、
ら

い
て
う
と
生
活
を
共
に
し
た
小
林
登

美
枝
。
「
ら
い
て
う
の
実
像
に
肉
迫

し
た
か
っ
た
」
と
。
大
月
書
庖
刊
。

(
4
・
日
毎
日
)

『
中
世
の
女
た
ち
』

一
九
四
O
年
に
世
を
去
っ
た
英
国

の
女
性
経
済
学
者
の
遺
稿
や
ノ
I
ト

を
編
集
し
た
中
世
女
性
史
へ
の
入
門

書
。
女
た
ち
の
生
活
が
粗
い
タ
ッ
チ

で
は
あ
る
が
的
確
に
浮
か
び
上
が
る
。

ア
イ
リ
l
ン
・
パ
ゥ
ア
章
句
思
索
社
-

一二

O
O円。

(
5
・9
読
売
)

J
ン
ョ
ン
グ
旋
風
u

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
『
珂
ぶ
の

が
怖
い
』
は
日
本
で
も
好
評
。
ア
メ

リ
カ
で
は
女
性
学
講
座
の
テ
キ
ス
ト

に
使
う
大
学
も
あ
り
、
映
画
も
上
映

さ
れ
る
予
定
。

(
6
-
m毎
日
)

*
 

世
間
は
と
か
く
女
を
精
神
型
か
セ
ッ

ク
ス
型
の
二
つ
に
分
け
て
見
ょ
う
と

し
た
。
で
も
現
代
の
女
が
自
分
自
身

に
正
直
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
そ
の
両

方
を
持
っ
た
存
在
に
な
る
。
そ
の
点

を
、
熱
意
を
こ
め
て
し
か
も
風
刺
的

に
追
求
し
た
の
が
受
け
た
の
で
し
ょ

，つ。(
『
朔
ぶ
の
が
怖
い
』
の
著
者
、
エ
リ

ヵ
・
ジ
ョ
ン
グ
さ
ん
の
話
)

(
9
・5
読
売
)

『
看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
が
ん
ば
る
』

〈
看
護
婦
の
オ
ヤ
ジ
の
会
〉
が
で

き
て
三
年
、
会
報
に
の
せ
た
文
書
や

マ
ン
ガ
を
一
冊
に
ま
と
め
た
。
「
一

同
、
大
臣
国
を
訪
問
、
子
ど
も
の
お

シ
メ
を
と
り
か
え
る
姿
な
ん
て
、
考

え
た
だ
け
で
も
愉
快
」
|
|
要
求
だ

け
で
な
く
ユ
ー
モ
ア
に
も
あ
ふ
れ
で

い
る
。
(
あ
ゆ
み
出
版
八
O
O円
)

(
6
・
お
朝
日
)

『
房
総
の
女
』

各
時
代
を
生
き
ぬ
く
女
人
群
像
に

光
を
あ
て
た
好
読
み
も
の
。
荒
井
愛

子
著
。
昭
和
図
書
出
版
刊
、
一
五

O

O
円。

(
6
・
幻
千
葉
日
報
)

『
別
の
女
』

ア
フ
リ
カ
女
流
作
家
の
双
壁
の
一

人
、
ケ
ニ
ア
の
女
流
住
家
グ
レ
イ
ス
・

オ
ゴ
ト
の
短
編
集
。

「
教
授
」
は
、
西
欧
的
思
考
と
ア

フ
リ
カ
的
思
考
の
対
立
を
浮
き
彫
り

に
し
た
作
品
で
、
彼
女
の
短
編
中
の

白
眉
の
一
つ
と
い
え
る
。(6
・
幻
朝
日
)

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
針
』

夫
と
わ
か
れ
、
娘
も
巣
立
ち
、
一

人
に
な
っ
た
女
流
作
家
の
自
伝
風
な

連
作
。
中
里
恒
子
著
、
講
談
社
刊
。

〈
7
・
日
朝
日
)

『
越
後
嘗
女
唄
冬
の
旅
』

三
味
線
を
か
か
え
、
背
に
は
生
活

用
具
一
式
を
背
負
い
、
三
人
五
人
と

組
を
つ
く
っ
て
村
々
を
た
ど
り
あ
る

い
た
盲
目
の
女
芸
人
ゴ
ゼ
(
瞥
女
)

さ
ん
た
ち
の
一
年
間
の
旅
ぐ
ら
し
を

描
い
た
小
説
。
村
山
富
士
子
著
・
筑

摩
書
一
房
刊
。

(
7
・
お
朝
日
)

『
続
・
テ
レ
ビ
に

子
守
り
を
さ
せ
な
い
で
』

「
テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
さ
せ
な
い
で
』

(
水
曜
社
刊
)
を
出
版
し
た
岩
佐
京

子
さ
ん
は
、
石
崎
輝
子
さ
ん
と
と
も

に
ル
ナ
子
ど
も
相
談
所
を
関
い
た
。

こ
の
相
談
所
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
の
様
子
、
自
閉
症
児
を
受
け
入

れ
た
保
育
園
の
と
ま
ど
い
な
ど
を
続

編
に
。

(
7
・
幻
朝
日
)
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『
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
評
伝
』

長
年
サ
ン
ド
研
究
に
打
ち
こ
ん
で

き
た
著
者
が
、
サ
ン
ド
復
権
の
た
め

に
愛
情
こ
め
て
書
き
つ
づ
っ
た
労
作
ι

長
塚
隆
二
著
。
読
売
新
聞
社
刊
。

(
8
・
-
読
売
)

『
ロ
ン
リ
l
・
ウ
ー
マ
ン
』

な
に
か
し
れ
ぬ
内
部
の
渇
望
に
翻

弄
さ
れ
る
女
た
ち
が
主
人
公
。
独
立

し
た
短
編
と
し
て
発
表
さ
れ
た
五
編

を
た
く
み
な
構
成
で
ひ
と
つ
の
長
編

小
説
へ
と
組
み
立
て
て
い
る
。
高
橋

た
か
子
著
。

(
8
・
1
読
売
)

『
谷
中
村
問
題
と
学
生
運
動
』

田
中
正
造
に
傾
倒
、
生
涯
ベ
ン
で

戦
い
通
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
菊

池
茂
の
論
文
集
を
娘
の
斎
藤
英
子
さ

ん
(
五
一
一
)
が
編
集
、
自
己
出
版
。

こ
れ
か
ら
十
年
の
問
に
四
、
五
巻
は

出
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

(
8
・2
読
売
)

『
あ
な
た
に
似
た
ひ
と
』

選
択
の
余
地
な
く
向
こ
う
か
ら
や
っ

て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
生
き

抜
い
た
十
一
人
の
女
の
物
語
。
沢
地

久
枝
著
・
文
芸
春
秋
社
刊
。
(
8
・3
読
売
)

『
む
し
ろ
女
人
の
性
を
礼
拝
せ
よ
』

平
塚
ら
い
て
う
が
大
正
か
ら
昭
和

の
は
じ
め
に
か
け
て
婦
人
雑
誌
に
発

表
し
た
性
・
結
婚
・
家
庭
・
職
業
を

め
ぐ
る
女
性
問
題
評
論
集
。

借
り
も
の
の
理
論
に
よ
ら
ず
、
自

分
の
体
験
の
な
か
か
ら
プ
自
分
の
頭

で
考
え
ぬ
い
た
、
ひ
と
り
の
女
の
提

言
。
平
塚
ら
い
て
う
著
、
人
文
書
院

刊。

(
8
・9
読
売
)

一
つ
の
女
性
解
放
史

『
雑
草
の
よ
う
に
逗
し
く

1
|
赤

松
常
子
の
足
あ
と
』
は
、
初
の
参
議

院
議
員
と
な
り
、
婦
人
労
働
運
動
家

と
し
て
活
躍
し
た
赤
松
さ
ん
の
短
畝
・

文
章
・
年
譜
、
共
に
闘
っ
た
人
々
の

思
い
出
の
記
を
お
さ
め
た
も
の
。
赤

松
常
子
顕
彰
会
刊
。

(
8
-
m
読
売
)

思
い
悩
む
人
生
に
助
け
舟

『
小
山
い
と
子
の
人
生
相
談
』
大
陸

書
房
刊
。

弁
護
士
鍛
治
千
鶴
子
さ
ん
に
よ
る

法
律
的
視
野
か
ら
の
回
答
は
『
人
生

案
内
』
(
評
論
社
)
に
。
(
8
-
m読
売
)

『
ワ
ル
ツ
と
嘘
子
』

日
本
は
う
ら
や
ま
し
い
女
性
天
胃

女
の
役
割
が
は
っ
き
り
二
つ
に
わ
か

れ
て
い
る
。
家
庭
婦
人
と
芸
者
や
パ
l

で
男
を
楽
し
ま
せ
る
役
割
と
。
西
洋

で
は
一
人
が
二
役
を
す
る
。
ま
た
西

洋
で
は
男
は
女
を
信
用
せ
ず
子
ど
も

扱
い
、
日
本
で
は
女
の
人
を
お
か
あ

さ
ん
の
よ
う
に
考
え
大
事
に
し
て
い

る
。
ド
ロ
シ
l
・
プ
リ
ト
ン
著
、
実

業
之
日
本
社
刊
。

(
8
・
回
読
売
)
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『
限
り
な
く
透
明
に
近
い

ブ
ル

l
』
を
英
訳

訳
者
の
ナ
ン
シ
l

・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

さ
ん
合
ニ

O
)
は
「
私
の
大
学
時
代

は
n
変
革
H

の
時
代
だ
っ
た
。
私
は

女
性
運
動
に
身
を
投
じ
た
。
こ
の
作

品
は
、
自
己
変
革
の
時
代
と
妙
に
重

な
り
あ
っ
て
気
持
ち
ゃ
感
情
で
共
鳴

し
た
」
と
。

(
8
・
日
読
売
)

J

ニ
十
三
年
目
の
証
言
u

女
性
が
戦
時
記
録
を
出
版
ー
ー
も

と
挺
身
隊
員
た
ち
が
今
も
生
活
の
原

点
で
あ
る
体
験
を
「
胸
に
穴
が
あ
い

た
』
『
生
き
残
っ
た
者
の
務
め
』
に

ま
と
め
た
。

飯
田
の
婦
人
会
は
『
衣
と
食
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
集
』
上
回
の
創
作
グ

ル
ー
プ
は
『
引
き
揚
げ
記
録
』
を
。



(
8
・
日
|
げ
信
毎
)

『
漂
泊
と
定
住
と
』

柳
田
国
男
の
社
会
変
動
論
の
内
容

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
浮

き
ぼ
り
に
し
て
、
そ
の
方
向
が
現
代

の
課
題
と
い
か
に
か
か
わ
る
か
を
究

明
し
た
労
作
。
鶴
見
和
子
著
、
筑
摩

書
一
民
刊

(
8
-
m読
売
)

『
高
群
逸
枝
』

日
本
近
代
史
の
研
究
者
、
鹿
野
政

直
氏
は
逸
枝
の
共
同
体
の
論
理
に
、

詩
人
の
堀
場
清
子
さ
ん
は
女
の
論
理

に
、
よ
り
深
い
関
心
を
も
っ
。
こ
の

夫
婦
に
よ
る
優
れ
た
共
同
作
業
は
、

逸
枝
と
夫
、
橋
本
憲
三
の
「
同
行
二

人
」
の
人
生
と
そ
の
論
理
を
い
っ
そ

う
深
い
も
の
に
し
た
。
(
8
・mm
読
売
)

脈
打
つ
H

断
固
公
害
追
放
u

有
害
食
品
で
数
々
の
ヒ
ッ
ト
を
と

ば
し
て
い
る
美
唄
消
費
者
協
会
が
、

今
ま
で
の
活
動
を
一
冊
の
本
に
ま
と

め
た
。
『
ベ
カ
ン
ベ
の
詩
つ
っ
た
と
。

ベ
カ
ン
ベ
は
ア
イ
ヌ
が
常
食
し
た
植

物
の
実
で
、
公
害
の
な
い
自
然
食
品

を
と
願
っ
た
題
名
。
地
元
の
女
性
史

な
ど
も
収
録
し
て
あ
り
一
冊
目

0
0

円。

(
9
・
幻
道
新
)

『
ほ
づ
つ
の
あ
と
に
』

従
軍
看
護
婦
た
ち
の
手
記
集
『
ほ

づ
つ
の
あ
と
に
|
|
殉
職
従
軍
赤
十

字
看
護
婦
追
悼
記
」
が
関
係
者
の
手

で
ま
と
め
ら
れ
た
。
十
代
、
二

O
代

の
若
さ
で
看
護
婦
に
な
っ
た
女
性
た

ち
の
手
記
一
六
編
が
収
録
さ
れ
て
い

る。
編
集
責
任
に
当
た
っ
た
日
本
赤
十

字
社
幹
部
看
護
婦
研
修
所
前
教
務
部

長
の
小
林
清
子
さ
ん
は
「
敵
、
味
方

な
く
傷
病
者
を
看
護
し
た
真
実
の
姿

や
生
き
方
は
平
和
を
考
え
る
上
で
の

礎
石
」
と
追
悼
す
る
。
一

O
O
O円。

(
9
・
泊
朝
日
)

『
化
粧
品
公
害
リ
ポ
ー
ト
』

化
粧
品
公
害
研
究
会
(
事
務
局
・

大
阪
)
が
化
粧
品
被
害
の
実
態
な
ど

を
ま
と
め
て
発
刊
し
た
。

医
師
、
化
学
者
、
主
婦
ら
の
「
化

粧
品
と
障
害
の
因
果
関
係
」
「
運
動

の
経
過
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
、

被
害
の
実
態
調
査
報
告
、
被
害
者
の

手
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
五

O
O

円。

(m
・9
朝
日
)

『
ゆ
た
か
で
つ
よ
い
心
を
そ
だ
て
る
』

荘
司
雅
子
編
。
幼
児
期
に
「
成
諮
問
に

「
根
性
」
の
気
持
ち
を
植
え
つ
け
る

必
要
性
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
提
言

や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
結
果
を
報
告
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
話
し
あ
っ

た
教
育
学
者
た
ち
の
座
談
会
記
録
も

添
え
て
い
る
。
幼
児
教
育
の
う
ち
家

庭
の
分
担
す
べ
き
分
野
は
ど
こ
ま
で

か
と
い
う
問
題
も
提
示
、
テ
キ
ス
ト

用
に
好
適
。
キ
ュ
ッ
ク
リ
ヒ
記
念
財

団
刊
、
七

O
O円。

(
m
-
M朝
日
)

『
ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
一

O
O九
人
』

『
一
二
世
紀
を
苧
む
女
の
カ
タ
ロ
グ

ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
一

O
O九
」
と
い

う
本
が
近
く
出
版
さ
れ
る
。
女
た
ち

が
選
ん
だ
世
界
人
物
事
血
(
の
女
性
埼

企
画
・
立
案
・
編
集
・
筆
者
す
べ
て

女
。
上
巻
に
収
録
さ
れ
た
の
は
阿
部

定
か
ら
ス
l
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
ま
で

四

八

五

人

。

(

日

-m朝
日
)

女
っ
て
7

女
と
は
何
ぞ
や
、
は
永
遠
の
な
ぞ
。

四
人
の
新
聞
記
者
が
そ
の

w
本
質
M

に
せ
ま
っ
て
歩
き
ま
わ
っ
た
。
題
し

て
「
女
』
。
読
売
新
聞
社
大
阪
本
社
、

八
五

O
円。

(
H
-
U読
売
)
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『
母
子
福
祉
四

O
年
』

戦
前

・
戦
中

・
戦
後
各
編
に
、
著

者
(
山
高
し
げ
り
)
と
と
も
に
婦

1

運
動
を
進
め
て
き
た
人
た
ち
の
手
目

が
数
多
く
入
れ
て
あ
り
、
母
子
福
祉

の
足
跡
を
た
ど
る
う
え
で
貴
重
な
資

料
。
河
文
化
刊
、
九
八

O
円
。

(日

・
引
読
売
/
日

・
初
日
経
)

心
を
う
つ

H

女
の
悲
し
み
H

大
原
富

題
作
ほ
か
校
著

『
信
従
の
海
』
は
表

三
編
を
収
め
た
小
説
集
だ

が
、
全
体
と
し
て
四
部
作
を
な
す
よ

う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

川
を
表
題
と
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

い
つ
も
同
じ

の
川
の
ほ
と
り
に
は
、

一
人
の
女
が
た
た
ず
ん
で
い
る
。
微

J

Y

ク
な
川
の
姿
が
女

・沙
に

エ
ロ
テ
ィ
・
ク

の
心
を
反
映
し
、
そ
の
ひ
そ
か
な
思

い
を
、
客
観
化
し
て
い
る
。

(日

・
お
読
売
)

『生
物
時
計
を
さ
ぐ
る
』

字
尾
淳
平
圭
弓
サ
l
カ
デ
ィ
ア
ン

・

リ
ズ
ム
を
調
節
す
る
の
は
食
道
下
神

経
節
だ
と
い
う
定
説
を
破
り
、
そ
れ

は
視
葉
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
研
究
体
験
記
。
米

・
英

・
独
と
留

学
先
を
変
え
、
家
族
も
ち
の
女
性
科

学
者
が
困
難
を
こ
え
て
研
究
を
進
め

に
立
派
。
蒼
樹

て
い
く
姿
は
ま
こ

書
房
、

一
八

O
O円。
(ロ

・
5
読
売
)

自
己
主
張
が
自
他
を
幸
せ
に

米
国
の
女
流
心
理
学
者
た
ち
に
よ

る
自
己
主
張
の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
の
具

体
的
事
例
集

『自
分
を
変
え
る
本
』

が
ほ
ん
訳
出
版
さ
れ
た
。
声
高
で
は

な
い
が
、
女
の
解
放
を
着
実
に
目
指

し
た
本
O
B
O
C
出
版
部
、

一
三

O

O
円

。

(

ロ

・
9
各
紙
)
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事
件

〔
母
子
心
中
〕

札
幌
市
の
ホ
テ
ル
の
七
階
か
ら
、

泣
き
叫
ぶ
二
児
突
き
落
と
し
母
も
。

夫
婦
げ
ん
か
し
て
。

(--m各
紙
)

神
奈
川
県
下
の
小
田
急
線
に
、
主

婦
(
三
四
)
が
長
女
(
六
つ
)
と
長

男
(
四
つ
)
と
飛
び
込
み
、
長
男
だ

け
助
か
っ
た
。
原
因
は
二
人
の
子
供

の
言
語
障
害
。

(
2
・8
毎
日
)

二
六
日
未
明
、
山
梨
県
八
田
村
で

発
生
し
た
火
災
で
焼
跡
か
ら
母
子
五

人
の
焼
死
体
が
み
つ
か
っ
た
。
夫
の

女
性
関
係
を
苦
に
し
て
の
心
中
の
疑

い。

(
2
-
m毎
日
)

東
京
・
小
松
川
の
都
営
団
地
で
十

階
か
ら
母
子
三
人
飛
び
降
り
。
夫
が

新
聞
販
売
庖
で
早
起
き
な
の
を
苦
に

し
て
。

(
3
・
4
朝
日
)

長
野
県
豊
野
町
で
母
親
(
三

O
)

が
一
歳
四
か
月
の
長
男
を
絞
殺
後
、

首
つ
り
自
殺
。
育
児
に
悩
ん
で
。

(
3
・
時
信
毎
)

北
海
道
後
志
庁
泊
村
で
母
子
三
人
、

海
中
へ
。
夫
婦
げ
ん
か
な
ど
を
苦
に

し
て
。
警
察
の
保
護
手
配
に
間
に
合

わ
ず
。

(
4
・9
朝
日
)

大
阪
の
女
性
が
、
愛
知
県
下
で
、

夫
の
経
営
す
る
町
工
場
の
不
振
を
苦

に
、
子
ど
も
三
人
を
殺
し
、
駐
車
中

の
他
人
の
車
の
中
に
放
置
し
た
う
え
、

東
海
道
線
に
飛
び
込
み
自
殺
を
図
っ

た。

(
5
・1
信
毎
)

武
蔵
野
市
の
若
い
母
親
(
二
七
)

が
、
病
弱
を
苦
に
子
ど
も
二
人
を
道

連
れ
に
電
車
に
飛
び
込
み
、
無
理
心

中。

(
5
-
m信
毎
)

千
葉
県
で
家
庭
不
和
を
苦
に
母
子

四
人
が
入
水
、
母
は
三
二
歳
。

(
6
・
ロ
信
毎
)

東
京
で
、
四
三
歳
の
母
、
八
歳
の

長
男
と
電
車
に
飛
び
込
み
心
中
。

(
6
・
日
毎
日
)

四
日
市
市
内
で
母
(
二
七
)
と
子

(
六
歳
、
五
歳
)
が
。
ぜ
ん
そ
く
を

苦
に
。

(
6
-
m朝
日
)

春
日
部
市
内
で
三
一
歳
の
妻
が
実

母
(
八
五
)
、
長
男
(
十
一
)
を
道

連
れ
に
。
夫
に
家
出
さ
れ
て
。

(
6
・
日
毎
日
)

十
一
日
、
千
葉
県
八
千
代
市
で
三

一
歳
の
母
、
三
児
を
連
れ
て
入
水
。

「
お
許
し
下
さ
い
。
強
く
生
き
る
こ
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と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
遺
書
。

(
6
・
日
朝
日
)

四
三
歳
の
母
、
追
っ
て
き
た
長
男

(
八
)
を
道
連
れ
に
、
日
野
市
で
京

王
線
に
飛
び
込
ん
だ
。
(
6
・
日
朝
日
)

愛
知
県
豊
田
市
で
持
病
を
苦
に
し

た
母
(
二
四
)
が
三
人
の
子
ど
も

(
四
歳
、
二
歳
、
六
か
月
)
を
道
連

れ
に
団
地
の
八
階
か
ら
飛
び
降
り
、

無
理
心
中
。
(
6
-
m
朝
日
/
6
・
幻
信
毎
)

二
児
を
絞
殺
、
京
都
の
ホ
テ
ル
八

階
か
ら
母
つ
ヱ
ハ
)
が
飛
び
降
り
。

(7-m毎
日
)

相
模
湖
で
入
水
。
母
(
三
四
)
、

子
(
五
つ
)
。

(7-m毎
日
)

日
頃
義
父
母
と
仲
の
悪
か
っ
た
若

い
嫁
が
子
を
道
連
れ
に
。
子
ど
も
を

山
笠
祭
り
に
連
れ
て
行
く
か
否
か
の

口払細から・・・。

(7-m西
日
本
)

「
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚

し
た
の
で
実
家
に
戻
れ
な
い
」
と
走

り
書
き
し
て
母
が
子
二
人
と
。
家
庭

不
和
が
原
因
か
?
(
7
・
お
西
日
本
)

小
倉
駅
ホ
l
ム
か
ら
子
ど
も
と
飛

び
込
み
助
か
り
、
小
倉
北
署
に
保
護

中
、
母
だ
け
が
屋
上
か
ら
投
身
自
殺
。

(
7
・
幻
西
日
本
)

夫
と
の
別
居
を
悩
み
教
師
〈
三
三
)

が
五
歳
児
と
ガ
ス
心
中
。(
8
・8
毎
日
)

母
親
(
二
四
)
が
長
女
(
一
)
と
。

夫
婦
仲
を
苦
に
。

(
8
・
9
西
日
本
)

長
野
市
内
の
ア
パ
ー
ト
で
、
若
い

母
親
(
二
四
)
が
、
長
女
の
病
弱
を

苦
に
無
理
心
中
。
長
女
死
亡
、
母
親

重
体
。

(
8
-
m信
毎
)

一
人
の
子
が
お
り
、
夫
が
病
気
で

は
と
、
横
浜
の
ホ
ス
テ
ス
(
二
七
)

が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
を
。

(
8
-
m毎
日
)

七
年
前
に
夫
に
死
別
、
寂
し
さ
に

耐
え
か
ね
た
と
、
子
二
人
を
道
連
れ

に。

(
8
-
m西
日
本
)

家
計
簿
に
「
E
N
D
」
と
書
い
て

船
員
の
夫
の
留
守
中
に
下
関
市
の
母

子
三
人
が
ガ
ス
心
中
。(
8
・
印
西
日
本
)

東
京
都
福
生
市
で
、
母
(
四
一
)

が
長
女
(
五
)
を
道
連
れ
に
プ
ロ
パ

ン
心
中
。

(
9
・
3
朝
日
)

五
日
、
春
日
部
市
で
、
夫
婦
仲
を

苦
に
母
(
三
二
)
が
七
、
四
歳
の
二

児
を
道
連
れ
に
。

(m
・
5
各
紙
)

六
日
、
旭
川
で
ホ
ス
テ
ス
(
三
一
)

が
養
女
合
己
を
殺
し
、
自
分
は
未

遂
。
夫
(
三
五
)
が
長
期
出
張
で
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
気
味
。

(m
・
7
道
新
)

十
一
日
、
武
蔵
村
山
市
で
、
母

(
三
三
)
が
一
歳
を
刺
殺
。
家
庭
不

和
を
苦
に
。

(
m
-
U各
紙
)
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一
七
日
、
東
京
で
母
(
三

O
)
が

四
歳
を
殺
し
ガ
ス
息
収
を
は
か
っ
た
。

夫
は
借
金
を
残
し
て
蒸
発
中
。

(m
・
げ
毎
日
)

二
二
日
、
船
橋
市
で
母
(
二
九
)

が
九
歳
と
。
夫
に
現
金
紛
失
を
と
が

め
ら
れ
。

(m-m毎
日
)

二
四
日
、
小
金
井
市
で
母
(
二
三
)

が
一
歳
を
抱
き
飛
び
込
み
。
夫
の
葬

式
二
日
後
。

(m
・
お
各
紙
)

二
九
日
、
大
阪
で
母
(
二
四
)
が

五
、
二
歳
と
。
八
O
万
円
の
借
金
を

苦
に
。
夫
会
一
五
)
の
月
収
は
一
一
一
一
ー

二
三
万
、
「
な
ぜ
秘
密
の
借
金
を
」

と

驚

得

。

〈

m
・
叩
毎
日
)

一
目
、
町
田
市
で
住
宅
の
ロ
l
ン

と
長
男
の
病
気
を
苦
に
母
(
三
一
)



が
子
(
七
、
五
)
と
放
火
心
中
。
父

親
は
ぼ
う
ぜ
ん
。

(u
・
2
毎
日
)

八
日
、
浦
和
市
で
自
分
の
病
気
に

加
え
二
児
の
看
病
に
疲
れ
た
母
(
三

二
)
が
二
児
を
背
負
っ
て
国
電
に
飛

び
込
み
心
中
。
(
日
・

8
毎
日
)

一
八
日
、
流
産
後
の
母
(
=
一
二
)

が
長
男
(
五
)
を
遠
れ
て
焼
身
自
殺
。

(日

-m毎
日
)

二
二
日
、
東
京
で
母
(
五
二
)
が

子
(
十
二
)
と
。
夫
の
る
す
の
夜
に
。

進
学
問
題
で
夫
と
争
っ
て
。

(
ロ
・
剖
毎
日
)

二
三
日
、
東
京
で
母
(
五
二
)
が

子
(
十
一
一
)
を
絞
殺
し
て
放
火
心
中
。

病

苦

。

(

ロ

-m読
売
)

〔
父
子
心
中
〕

東
久
留
米
市
で
妻
に
蒸
発
さ
れ
た

夫
(
四
五
)
が
長
男
(
一

O
)
を
道

連
れ
に
。

(
6
-
m
毎
日
)

妻
に
家
出
さ
れ
た
翌
朝
カ
ス
心
中
。

父
(
二
八
)
、
子
(
四
歳
、
一
歳
)
。

(
7
・2
朝
日
)

一
ム
ハ
日
、
福
岡
で
父
(
三
二
)
が

新
生
児
を
抱
い
て
妻
(
一
九
)
の
目

の
前
で
飛
び
降
り
。
「
オ
レ
の
収
入

が
少
な
い
の
に
病
院
の
個
室
に
入
る

と
は
」
と
。

(
9
・
η
各
紙
)

二
一
日
、
那
須
で
父
(
三
四
)
が

八
、
六
、
四
歳
と
無
理
心
中
。
夫
婦

仲
が
悪
く
。

(
9
・

n各
紙
)

二
一
日
、
富
士
市
で
父
(
三
六
)

が
四
歳
を
巻
き
添
え
に
。
事
業
不
時

委
は
パ

l
ト
に
出
て
い
た
。
(
9
-
m各
紙
)

六
日
、
館
林
で
父
(
四
五
)
が
一

五
、
九
、
五
歳
と
猟
銃
心
中
。
三
月

に
妻
に
死
な
れ
て
か
ら
家
庭
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
。

(m
・
6
毎
日
)

一
九
日
、
パ

l
に
勤
め
て
い
る
妻

(
二
五
)
と
の
不
和
を
苦
に
し
て
長

女
つ
む
を
抱
い
て
橋
の
ら
ん
か
ん

か
ら
パ
パ
(
二
八
)
が
飛
び
お
り
自

殺。

(u
・
悶
毎
日
)

水
商
売
を
や
め
な
い
妻
に
「
疲
れ

た
」
と
遺
書
を
残
し
て
会
社
員
(
四

O
)
が
長
男
(
中
一
)
を
殺
し
て
自

殺。

(
U
-
m毎
日
/
読
売
)

一
四
日
、
松
戸
市
で
父
(
三
六
)

が
二
児
(
四
、
二
)
を
殺
し
て
自
殺

未
遂
。
妻
は
忘
年
会
、
一
人
で
酒
を

飲

ん

で

。

(

ロ

-m各
紙
)

二
九
日
、
父
(
四
四
)
が
子
(
七
)

と
。
妻
(
四
五
)
が
借
金
返
済
の
た

め
ホ
ス
テ
ス
に
な
り
蒸
発
し
た
た
め
。

(ロ

-m各
紙
)

こ
家
心
中
〕

渋
谷
区
内
の
旅
館
で
四
O
歳
す
ぎ

の
女
性
と
五
歳
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が

死
ん
で
い
た
。
中
年
の
男
と
三
人
で

宿
泊
し
た
が
、
男
は
明
け
方
、
山
の

手
線
渋
谷
駅
で
飛
び
込
み
自
殺
。

(
2
・
日
毎
日
)

宇
和
島
市
で
父
母
が
二
児
を
ひ
っ

ぱ
り
列
車
へ
。
病
気
、
借
金
苦
に
。

(
6
・6
朝
日
)

一
七
日
、
船
橋
で
夫
(
四
一
)
と

妻
(
四
一
己
が
三
歳
を
道
連
れ
に
。

商
売
不
振
で
。

(m
・
口
毎
日
)

一
八
日
、
鴨
川
市
で
山
口
の
夫
妻

(
四
八
、
四
一
ニ
)
が
一
五
、
一
二
歳

と
。
妻
の
病
弱
を
苦
に
。(m-m各
紙
)

二
七
日
、
窃
盗
で
重
要
参
考
人
と

し
て
取
調
べ
を
う
た
け
こ
と
に
抗
議

し
て
夫
婦
(
三

O
、
二
一
二
)
が
二
児

(
一
、
二
)
を
道
連
れ
に
ガ
ス
心
中
。

一
歳
の
子
供
は
死
亡
、
三
人
は
命
を

取
り
と
め
た
。
(
日

-m毎
日
)
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二
三
日
、
妻
の
け
が
で
二
か
月
会

社
を
休
ん
だ
夫
が
、
会
社
の
昇
格
試

験
に
う
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
苦
に
、

妻
と
二
児
を
道
連
れ
に
。(
ロ
・
目
朝
日
)

〔
心
中
〕

愛
人
を
殺
し
て
ガ
ス
自
殺

三
鷹
市
の
ア
パ
ー
ト
で
女
底
員

(
三
九
)
が
ガ
ス
自
殺
、
そ
ば
に
愛

人
(
四
七
)
が
首
を
絞
め
ら
れ
て
死

ん
で
い
た
。

(
2
-
U毎
日
)

一
五
日
、
神
奈
川
県
の
山
林
で
三

O
歳
前
後
の
男
女
と
幼
女
の
死
体
が

見
つ
か
る
。
互
い
に
配
偶
者
が
あ
っ

た。

(
2
・
日
毎
日
)

二
一
日
、
国
立
で
夫
妻
(
四
一
、

四
四
)
が
一
五
歳
を
殺
し
失
跡
。
借

金
主
。
父
は
二
七
日
大
阪
で
息
吟

(四

-m、
お
各
紙
)

〔
子
捨
て
〕

捨
て
子
の
母
捜
し
放
映

N
E
T
テ
レ
ビ
局
に
捨
て
ら
れ
た

女
の
子
(
四
か
月
三
局
は
、
「
モ
ー

ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
で
、
母
親
に
「
名

乗
り
出
て
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

(--m朝
日
)

*
 

嬰
児
を
置
き
去
り
に
し
、
父
親
が

逮
捕
さ
れ
た
の
を
知
っ
て
、
蒸
発
し

た
母
親
が
出
頭
。
「
夫
と
別
れ
子
供

と
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
た
い
」
と
。

(
1
・
ロ
各
紙
)

寒
空
に
幼
い
兄
弟
捨
て
た
父
親

妻
に
逃
げ
ら
れ
、
「
チ
カ
レ
タ
」

と
五
歳
、
二
歳
を
新
宿
駅
に
置
き
去

り。

(
1
・
お
各
紙
)

*
 

「
チ
カ
レ
タ
」
父
が
自
首
、
逮
捕

さ
れ
た
。

(
1
・
幻
各
紙
)

幼
い
妹
弟
を
捨
て
た
父

新
宿
児
E豆

相
談
* セ
令ン

:タ

主E
'iG。

父
が
自
首
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ロ
ー

ン
が
焦
げ
つ
き
放
浪
中
の
一
家
。
母

は
H

客
待
ち
a

で
捕
え
ら
れ
て
い
た
。

(
3
・6
読
売
)

〔
子
殺
し
〕

母
が
子
を

二
歳
の
子
を
湯
ぷ
ね
で
。
広
島
の

主
婦
(
二
二
)
。

(
1
・
お
信
毎
)

五
歳
と
二
歳
の
子
を
刺
し
た
二
九

歳
の
母
。
横
浜
で
。

(
1
-
m
信
毎
)

赤
ち
ゃ
ん
刺
殺

練
馬
区
で
生
後
十
か
月
の
嬰
児
を
。

「
育
児
に
自
信
を
無
く
し
た
」
と
母

親
が
犯
行
を
自
供
。
〈

--m読
売
)

継
母
が
六
歳
坊
や
惨
殺
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福
岡
県
で
若
い
継
母
が
。
「
愛
人

を
つ
く
っ
た
夫
へ
の
報
復
」
と
自
時

(--m読
売
)

赤
ち
ゃ
ん
投
げ
殺
す

埼
玉
県
児
玉
郡
で
「
先
妻
の
子
」

殺
し
事
件
。

(
2
・
4
毎
日
)

赤
ち
ゃ
ん
捨
て
死
な
す

板
橋
区
の
主
婦
(
三
四
)
が
自
室

で
女
児
を
出
産
し
た
が
出
血
多
量
で

死
亡
。
夫
は
赤
ち
ゃ
ん
の
処
置
に
困

り
、
空
家
に
捨
て
死
な
せ
た
。

(
2
・9
毎
日
)

育
児
に
悩
み
、
長
女
を
絞
殺

太
田
区
の
主
婦
(
二
九
)
が
生
後

六
か
月
の
長
女
を
絞
殺
。
ミ
ル
ク
だ

け
で
育
て
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
も
っ

て

い

た

。

〈

2
・
9
毎
日
)



借
財
を
残
し
家
出
の
夫
に
悩
ん
で

石
廊
崎
で
娘
(
三
二
)
を
絞
殺
し

た
放
心
状
態
の
母
親
(
五
四
)
を
逮

捕。

(
2
-
m
朝
日
)

新
婚
旅
行
の
宿
で
出
産
し
て
殺
す

ハ
ネ
ム
ー
ン
中
の
花
嫁
が
投
宿
先

で
夫
と
は
別
の
男
性
の
子
を
出
産
、

始
末
に
困
っ
て
殺
し
、
死
体
を
自
宅

に
隠
し
て
い
た
の
が
発
覚
。
(
2
-
m毎
日
)

雪
中
約
一
米
に
え
い
児
死
体

志
賀
高
原
駐
車
場
で
。
(
2
・
泊
朝
日
)

う
な
さ
れ
て
長
女
殺
し
も
自
供

長
男
殺
し
で
逮
捕
さ
れ
た
母
(
二

二
)
が
夢
で
う
な
さ
れ
て
八
か
月
前

の
長
女
殺
し
も
自
供
。
女
に
狂
う
夫

へ
の
面
当
て
で
長
女
を
殺
し
た
が
病

死
と
さ
れ
香
典
が
集
ま
っ
た
の
に
味

を
し
め
。

(
3
・
2
朝
日
)

天
井
裏
に
わ
が
子
の
ニ
死
体

東
京
下
町
の
団
地
で
、
す
で
に
三

児
を
も
っ
母
親
(
三
三
)
が
二
度
ま

で
ト
イ
レ
で
産
み
落
と
し
て
隠
し
た

も
の
。
こ
れ
以
上
育
て
き
れ
な
い
と
。

(
3
・M
m
信
毎
)

紙
袋
入
り
え
い
児
死
体

上
野
駅
、
み
ど
り
の
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
で
。

(
3
・
お
毎
日
)

父
が
三
児
を
殺
す

岩
手
県
で
会
社
員
(
二
八
)
が
、

四
、
三
、
一
歳
の
女
児
を
フ
ロ
で
水

死
さ
せ
た
。

(
4
・
6
朝
日
)

わ
が
子
四
人
絞
殺

母
親
、
夫
婦
げ
ん
か
の
果
て
。
福

島
県
岩
瀬
郡
で
。

(
4
・9
朝
日
)

つ
ま
み
食
い
を
責
め
て

一
五
日
、
東
京
・
足
立
区
の
母
親

(
二
七
)
、
つ
ま
み
食
い
を
し
た
男
児

を
せ
っ
か
ん
し
て
。

(
4
・
日
朝
日
)

裁
判
で
イ
ラ
イ
ラ

生
後
六
七
日
の
長
女
の
泣
声
に
父

(三

O
)
が
殴
殺
。
交
通
裁
判
で
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。

(
6
-
m毎
日
)

夫
へ
の
怒
り
で

ギ
ャ
ン
ブ
ル
亭
主
に
怒
っ
た
母

(
三
四
)
が
八
つ
当
た
り
し
て
、
生

後
五

O
目
の
子
を
。

(
8
・
ロ
読
売
)

未
婚
ゆ
え
に

未
婚
で
出
産
、
殺
し
た
遺
体
と
二

年
八
か
月
を
共
に
し
て
い
た
母
(
三

四
)
が
東
京
で
自
首
。

〈

8
・
お
朝
日
)

父
が
幼
女
を
車
中
で
死
な
す

研
究
会
に
行
く
こ
と
で
口
論
し
た

妻
を
追
い
か
け
た
夫
が
三

O
度
を
越

す
残
暑
の
車
の
中
に
三
歳
の
娘
を
置

き
去
り
、
幼
女
は
脱
水
死
。
夫
婦
は

二
七
歳
共
働
き
。
夫
婦
仲
は
よ
く
な

か
っ
た
と
い
う
。

(
9
-
m読
売
)

息
子
の
荷
物
に
乳
児
の
死
体

北
九
州
市
で
A
さ
ん
が
東
京
か
ら

引
き
取
っ
た
息
子
の
荷
物
を
整
理
し

た
ら
中
か
ら
乳
児
の
死
体
が
。
息
子

は
失
業
し
て
姿
を
消
し
て
い
る
。

(
9
-
m西
日
本
)

夫
に
死
別
し
て

一
六
日
、
東
京
で
母
会
主
己
が

十
歳
、
八
歳
を
。
夫
に
死
別
、
自
分

は
病
弱
で
。

(
9
-
m各
紙
)
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ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で

二
二
日
、
母
(
二
四
)
が
乳
児
を

川
へ
投
げ
捨
て
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
だ
っ

た。

(
9
-
m各
紙
)

妊
娠
を
告
げ
ら
れ
ず

札
幌
の
地
下
鉄
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

で
発
見
さ
れ
た
え
い
児
は
母
(
三
O
)

の
犯
行
と
判
明
。
同
棲
中
の
男
は
妊

娠
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。(m
・7
道
新
)

愛
人
が
い
や
が
っ
た
の
で

九
月
十
一
日
、
大
阪
湾
で
発
見
さ

れ
た
水
死
体
(
五
歳
)
は
父
(
二
七
)

の
犯
行
と
判
明
。
妻
と
別
れ
愛
人
と

同
居
し
た
が
愛
人
が
子
を
い
や
が
っ

た
の
で
。

(
m
-
H
各
紙
)

子
に
保
険
を
か
け
て

二
八
日
発
見
さ
れ
た
水
死
体
(
六

歳
)
は
母
会
二
)
の
犯
行
。
三
年

前
離
婚
、
生
活
に
困
り
娘
に
保
険
を

か
け
て
。

(m
・
出
毎
日
)

「
障
室
己
を
悲
観

三
日
、
横
浜
で
母
(
二
四
)
が
二

歳
を
。
生
ま
れ
つ
き
耳
が
悪
い
の
を

悲

観

。

(

ロ

・

4

毎

日

)

イ
タ
ズ
ラ
を
せ
っ
か
ん
し
て

九
日
、
内
縁
の
男
女
(
共
に
二
四
)

が
二
歳
を
。
い
た
ず
ら
が
過
ぎ
る
と

せ
っ
か
ん
、
一
昼
夜
縛
っ
て
放
置
し

て

。

(

ロ

-m各
紙
)

飲
ん
で
八
つ
当
た
り

十
一
日
、
北
九
州
で
父
(
三
七
)

が
欽
み
残
し
の
酒
が
な
い
と
八
つ
当

た
り
、
乳
児
を
。
屋
台
底
で
働
く
妻

(
三
八
〉
の
る
す
中
だ
っ
た
。

(
ロ
・
ロ
毎
日
)

連
れ
子
を
せ
っ
か
ん

十
二
日
、
横
浜
で
男
(
二
九
)
が

内
妻
の
連
れ
子
(
一
歳
)
を
せ
っ
か

ん

し

て

。

(

ロ

-
M各
紙
)

泣
く
子
を

一
四
日
、
松
戸
で
父
(
二
五
)
が

泣
く
子
(
五
か
月
)
を
ふ
と
ん
む
し
。

(
ロ
・
日
毎
日
)

〔
夫
殺
し
〕

口
論
、
妻
が
夫
に
熱
湯

1¥ 
)妻
はく三
死・吾
亡己
。の

実
力

2E 
4で
朝夫

g五

パ
カ
と
な
じ
っ
た
夫
を
殴
殺

酔
っ
て
朝
帰
り
し
た
内
縁
の
夫

(六

O
)
を
。
旭
川
市
の
女
(
五
五
)
。

(
3
-
m朝
日
)

浮
気
を
怒
る
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二
九
日
、
東
京
で
三

O
歳
の
妻
が

四
三
歳
の
夫
を
刺
殺
。
夫
の
浮
気
が

理
由
。

(
9
-
m毎
日
)

つ
も
る
怒
り
で

一
三
目
、
東
京
で
夫
(
三
七
)
の

ボ
ー
ナ
ス
が
少
な
い
、
禁
酒
の
約
束

を
破
っ
た
と
妻
(
三
四
)
が
刺
殺
。

(
ロ
・
日
各
紙
)

殺
し
て
と
せ
が
ま
れ
て

二
O
日
、
東
京
で
老
妻
(
六
九
)

が
脳
軟
化
症
の
夫
(
七
八
)
を
殺
し
、

自
分
は
未
遂
。
「
殺
し
て
」
と
せ
が

ま
れ
た
と
ぼ
う
然
。
(
ロ

-n読
売
)

浮
気
を
と
が
め
ら
れ
た
妻
が
兇
行

先
月
一
一
六
日
、
横
手
市
で
妻
(
三

五
)
が
夫
を
ハ
ン
マ
ー
で
殴
殺
。
娘

を
絞
殺
。
夫
の
出
稼
ぎ
中
に
愛
人
を



つ
く
っ
た
の
を
非
難
さ
れ
て
。

(ロ

-m各
紙
)

〔
妻
殺
し
〕

販
売
成
績
気
に
病
み
妻
を
刺
殺

販
売
成
績
が
悪
く
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の

夫
(
三
四
)
が
妻
(
二
八
)
を
。
横

浜
で
。

(
3
・
3
読
売
)

妻
を
殴
り
殺
す

酒
好
き
で
ケ
ン
カ
が
絶
え
ぬ
夫

(
四
五
)
が
妻
(
四
一
)
を
。
横
浜

で。

(
3
・7
読
売
)

〔
刺
傷
〕

妻
へ
の
し
っ
と
で
ニ
歳
の
子
を
刺
す

川
崎
で
会
社
員
の
父
が
二
歳
の
長

男
の
背
中
を
刺
す
。

(
1
・
日
朝
日
)

弘
田
三
枝
子
さ
ん
刺
さ
れ
る

愛
人
の
妻
に
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
、

全
治
十
日
間
。

(
1
・
お
各
紙
)

〔
殺
さ
れ
た
女
〕

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
に
殺
さ
れ
る

山
形
市
の
女
性
(
一
八
)
が
広
島

の
男
(
二

O
)
に
。
三
度
文
通
し
、

会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
そ

の
初
対
面
で
。

(
6
・
担
毎
日
)

〔
女
が
殺
人
〕

H

女
の
仲
u

冷
め
て
血
で
清
算

埼
玉
県
上
尾
の
団
地
で
、
三
五
歳

の
主
婦
が
、
三
六
歳
の
主
婦
を
刺
常

(
7
・
却
毎
日
/
読
売
)

不
仲
の
嫁
が
し
ゅ
う
と
め
刺
す

夫
の
両
親
の
と
こ
ろ
に
娘
が
一
泊

し
た
の
を
娘
を
と
ら
れ
る
と
心
配
し

た
母
(
三
七
)
が
し
?
つ
と
め
(
六

二
)
を
包
丁
で
。

(
9
・
1
朝
日
)

借
金
の
返
済
を
迫
ら
れ
て

二
O
目
、
加
古
川
で
、
四
五
歳
の

ベ
テ
ラ
ン
保
険
外
交
員
が
主
婦
を
殺

害
。
一
千
万
円
の
借
金
の
返
済
を
迫

ら
れ
た
た
め
。

(
9
-
m
各
紙
)

嫁
を
殺
し
て
自
殺

三
日
、
神
戸
市
内
で
老
女
(
七
九
)

が
家
人
の
す
き
を
み
て
自
宅
に
放
火

し
た
上
、
日
ご
ろ
折
あ
い
の
悪
い
嫁

(
五
一
)
を
ナ
イ
フ
で
め
っ
た
突
き

に
し
て
重
傷
を
負
わ
せ
自
分
も
焼
身

自

殺

。

(

日

・

4
毎
日
)

〔
孤
独
な
死
〕

死
ん
だ
老
夫
と
三
日
間

神
戸
市
で
発
見
。
老
夫
(
七
四
)

の
そ
ば
に
妻
(
八
一
)
が
衰
弱
し
き
っ

て
い
た
。

(
1
・
6
各
紙
)

娘
さ
ん
孤
独
な
死

一
八
日
、
中
野
区
の
四
畳
半
の
ア

パ
ー
ト
の
電
気
コ
タ
ツ
で
死
後
一
か

月
の
沖
縄
出
身
元
美
容
師
見
習
女
性

が
発
見
さ
れ
た
。
食
物
も
お
金
も
皆

無
で
。

(--m各
紙
)

一
八
歳
娘
、
孤
独
の
凍
死

二
四
日
、
世
田
谷
区
内
の
ア
パ
ー

ト
で
S
さ
ん
(
一
八
)
が
死
ん
で
い

る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
美
容
院
の
勤

め
を
や
め
、
イ
ラ
ス
ト
の
勉
強
。
ほ

と
ん
ど
外
出
も
近
所
付
合
い
も
な
か
っ

た。

(
2
・
お
毎
日
)

大
学
講
師
、
孤
独
の
死

帝
京
大
専
任
女
性
講
師
(
四
一
)

が
死
後
二

O
日
後
に
ア
パ
ー
ト
自
室

で
発
見
さ
れ
た
。
入
浴
中
病
死
?
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(
4
・2
朝
日
)

五
児
残
し
て
内
職
の
母
衰
弱
死

病
気
で
失
業
し
た
夫
に
代
わ
り
、

内
職
を
し
て
月
三
万
円
で
五
人
の
幼

児
を
養
っ
て
き
た
主
婦
が
、
栄
養
失

調
に
よ
る
衰
弱
死
。

子
ど
も
た
ち
は
よ
く
太
り
、
自
分

は
パ
ン
の
耳
と
水
。
「
あ
す
は
食
べ

る
も
の
が
何
も
な
い
」
と
飢
餓
日
記

を
残
し
て
い
た
。

(
5
・
幻
読
売
)

ト
ル
コ
嬢
孤
独
死

浅
草
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
一
か
月
後

発
見
。
名
前
も
身
元
も
不
明
。

(
9
・7
朝
日
〉

〔
自
殺
〕

キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
焼
身
自
殺

五
年
キ
ャ
リ
ア
の
キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー

が
腕
の
し
び
れ
で
通
院
し
て
い
た
が
、

回
復
に
絶
望
し
、
庭
先
で
焼
身
自
脅

埼
玉
県
草
加
市
で
。

(
-
-
U各
紙
)

女
性
ス
タ
イ
リ
ス
ト
焼
身
自
殺

仕
事
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
四

歳
の
子
ど
も
を
も
っ
母
親
が
、
仕
事

と
育
児
の
は
ざ
ま
で
悩
み
焼
身
自
常

(
1
・η
各
紙
)

身
投
げ
の
主
婦
助
か
る

投
身
自
殺
の
江
島
区
大
島
の
主
婦
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
ら
が
救
助
。
原
因

は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
。

(4-m朝
日
)

女
子
小
学
生
が
首
つ
り

国
分
寺
市
の
女
子
小
学
生
(
十
)

が
首
つ
り
自
殺
。
自
宅
物
置
で
テ
レ

ビ
「
舎
貝
差
口
」
の
H

自
殺
ギ
ャ
グ
a

を
ま
ね
て
い
た
可
能
性
。(m-m朝
日
)

〔
女
の
自
殺
〕

一
四
日
、
東
京
で
老
女
(
七
一
)

の
死
体
発
見
。
預
金
四
百
万
だ
っ
た

が
。
老
人
ホ
1
ム
は
三
l
十
一
倍
の

難
関
。

(
9
・
日
毎
日
)

一
五
日
、
足
立
区
で
老
女
(
七
一
二
)

が
発
見
さ
れ
た
。
夫
は
山
形
に
療
養

に
行
っ
て
留
守
。

(
9
-
m読
売
)

一
五
日
、
埼
玉
で
八
三
歳
、
六
三

歳
の
老
女
が
そ
れ
ぞ
れ
自
殺
。
東
京

で
は
大
学
教
授
を
息
子
に
も
つ
富
裕

な
七
一
歳
が
家
に
放
火
し
て
焼
死
。

(
9
-
m毎
日
)

二
一
日
、
京
王
線
に
老
女
(
七
四
)

が
飛
び
込
み
。
高
血
圧
を
苦
に
。

(
9
・
辺
各
紙
)

三
O
日
、
中
野
で
老
女
(
八
一
二
)

が
焼
身
自
殺
?
一
人
暮
ら
し
は
さ

み
し
い
と
言
っ
て
い
た
。(ロ・

1
毎
日
)

一
四
日
、
静
岡
の
母
の
眠
る
霊
園

の
そ
ば
で
五
五
歳
が
。
(ロ
-
M毎
日
)
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一
ム
ハ
目
、
川
崎
で
一
人
暮
ら
し

(
六
二
)
が
飛
び
込
み
。
町
工
場
の

給
料
が
ス
ト
ッ
プ
、
老
人
ホ
1
ム
に

も

入

れ

ず

。

(

ロ

・

η
読
売
)

一
九
日
、
東
京
で
飛
び
降
り
た
五

二
歳
。
夫
の
三
回
忌
だ
っ
た
。

(
ロ
・
加
毎
日
)

〔
激
増
す
る
少
女
売
塞

女
子
高
校
生
ら
を
そ
そ
の
か
し
て

売
春
さ
せ
て
い
た
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

経
営
者
と
、
友
達
を
世
話
し
た
少
女

二
人
を
逮
捕
。

(--m各
紙
)

札
幌
ス
ス
キ
ノ
浄
化
作
戦
で
、
家

出
少
女
を
ト
ル
コ
ぶ
ろ
で
働
か
せ
て

い
た
暴
力
団
員
五
人
を
逮
捕
。

(
4
・
泊
朝
日
/
道
新
)



中
学
生
や
ホ
ス
テ
ス
な
ど
未
成
年

者
に
売
春
さ
せ
て
い
た
十
勝
の
薬
局

庖
主
(
五

O
)
が
逮
捕
さ
れ
た
。

(
7
・
叩
朝
日
/
北
海
道
)

福
岡
県
で
半
年
に
六
九
人
(
昨
年

六
一
人
)
補
導
。
背
後
に
暴
力
団
と

覚
せ
い
剤
。

(8-m西
日
本
)

博
多
署
は
小
六
と
中
二
を
相
手
に

し
た
疑
い
で
大
工
(
四
六
)
を
検
挙
。

小
学
生
の
売
春
は
全
国
で
初
め
て
。

身
長
二
二
五
セ
ン
チ
な
が
ら
薄
化
粧

で
高
校
生
ぐ
ら
い
に
み
え
た
と
い
う
。

(
9
・
幻
毎
日
)

旭
川
署
は
、
少
女
を
覚
せ
い
剤
中

毒
に
さ
せ
た
う
え
で
、
売
春
を
強
要

し
て
い
た
暴
力
団
員
ら
三
人
を
逮
埼

(
9
-
m
道
新
)

栗
山
署
管
内
で
少
年
非
行
が
多
発
、

悪
質
化
し
て
お
り
、
女
子
の
件
数
が

ふ
え
て
い
る
。

(
m
-
4
道
新
)

新
宿
署
が
男
二
人
(
二
六
、
二
一
)

を
逮
捕
。
家
出
の
中
学
生
を
脅
迫
、

十
万
円
を
か
せ
い
で
い
た
。

伊
勢
原
署
は
暴
力
団
員
八
人
を
検

挙
。
女
高
生
十
一
人
を
ふ
く
む
一
五

人
に
覚
せ
い
剤
を
打
っ
て
か
せ
が
せ

て
い
た
。

(m-m各
紙
)

室
蘭
署
管
内
で
は
少
女
を
パ
I
に

売
り
と
ば
し
た
り
売
春
の
周
旋
な
ど

児
童
福
祉
犯
罪
が
今
年
は
昨
年
の
三

倍
に
。
家
の
束
縛
が
イ
ヤ
で
家
出
し

小
づ
か
い
か
せ
ぎ
に
誘
い
に
の
っ
た

少
女
が
多
い
。
(
ロ
-
m
w
道
新
)

〔
性
犯
罪
〕

六
年
生
男
児
が
殺
人

福
島
県
須
賀
川
市
で
、
下
校
途
中

の
小
学
校
二
年
生
の
女
児
が
殺
さ
れ

た
事
件
で
、
一
五
日
、
六
年
生
の
児

童
が
「
乱
暴
し
よ
う
と
し
た
が
、
抵

抗
さ
れ
殺
し
た
」
と
告
白
。
(
1
・
日
朝
日
)

タ
イ
女
性
で
わ
い
せ
つ
シ
ョ

l

タ
イ
女
性
四
人
(
一
八
l

一
天
患

を
入
国
さ
せ
、
ス
ト
リ
ッ
プ
に
出
演

さ
せ
て
い
た
旅
行
社
社
員
〈
三

O
)

に
対
し
、
函
館
地
裁
は
懲
役
二
年
、

執
行
猶
予
三
年
の
有
罪
判
決
。

(
5
・7
朝
日
)

H

カ
ギ
ッ
子
u

少
女
襲
わ
る

五
反
田
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
中
二

の
少
女
を
乱
暴
。
「
水
道
局
の
も
の
」

と
カ
ギ
を
聞
け
さ
せ
て
。(
6
-
m毎
日
)

女
が
男
を
襲
う

同
棲
、
三
度
も
中
絶
、
入
籍
も
認

め
ぬ
男
(
二
五
)
の
局
所
を
女
(
二

一
二
)
が
切
断
。
「
も
て
あ
そ
ば
れ
た
。

一
生
苦
し
む
と
よ
い
」
(
6
・
幻
各
紙
)

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
H

オ
オ
カ
ミ
H

映
画
雑
誌
の
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
コ
ー

ナ
ー
で
知
り
合
っ
た
女
子
高
校
生
な

ど
を
自
室
に
連
れ
込
ん
で
乱
暴
し
て

い
た
男
(
二

O
)
が
逮
捕
さ
れ
た
。

(
7
・
日
東
京
)

二
女
子
中
学
生
を
乱
暴

砂
川
市
の
土
木
作
業
員
(
二
六
)
。

留
守
番
中
の
(
二
二
〉
と
友
達
(
一

四
)
に
。

(
9
・
日
朝
日
北
海
道
)

〔
女
の
犯
罪
〕

親
の
遺
産
の
通
帳
を
盗
み
使
う

現
行
犯
の
妹
(
一
九
)
を
断
固
告

訴
す
る
、
と
姉
(
二
一
)
は
冷
た
い
。

(
3
-
m
毎
日
)

四
八
歳
ニ
億
円
を
使
い
込
み

名
古
屋
市
で
経
理
事
務
員
(
四
八
)
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が
二
億
円
を
使
い
込
み
。
二
八
年
勤

務
の
ベ
テ
ラ
ン
。
昭
和
四
八
年
以
来
、

弟
の
町
工
場
の
経
営
不
振
を
助
け
よ

う
と
。

(m-m毎
日
)

四
七
歳
が
二
億
円

埼
玉
の
農
協
支
所
長
(
四
七
)
が

二
億
円
を
流
用
、
土
地
売
買
。
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
で
二
千
万
円
コ
ゲ
っ
き
、

発
覚
。

(m-m毎
日
)

〔
だ
ま
さ
れ
て
〕

n
女
性
ド
リ
ー
ム
商
法
u

蒸
発

「
銀
座
・
渋
谷
に
あ
な
た
の
庖
を
」

「
百
万
円
の
投
資
で
月
十
万
円
の
テ

ナ
ン
ト
料
を
引
い
て
も
五
万
円
の
配

当
」
と
、

O
L
ら
約
五
百
人
か
ら
商

品
や
出
資
金
を
集
め
た
H

レ
ン
タ
ル

ボ
ッ
ク
ス
M

の
被
害
者
九

O
人
が
渋

谷
で
初
会
合
、
警
察
も
調
査
を
始
め

た
。
と
び
つ
い
た
女
性
が
多
か
っ
た

が
、
先
月
二
八
日
突
然
不
渡
り
を
出

し
、
社
員
は
蒸
発
し
て
い
た
。

(日・

7
読
売
)

謂
べ
て
び
っ
く
り
女
ス
リ

函
館
で
逮
捕
さ
れ
た
ス
リ
常
習
犯

は
、
約
一
千
万
円
か
せ
い
で
貯
金
が

趣
味
と
い
う
カ
タ
い
生
活
を
し
て
い

た
。
夫
は
仕
事
に
追
わ
れ
て
全
く
知

ら
ず
に
い
た
。
(
ロ
・

3
道
新
)

銀
座
の
ハ
ン
カ
チ
娘

銀
座
な
ど
で
「
歳
末
助
け
合
い
に

ご
協
力
を
」
と
ハ
ン
カ
チ
を
売
り
つ

け
る
女
性
グ
ル
ー
プ
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
「
善
意
銀
行
」
の
窓
口

へ
現
わ
れ
偽
装
登
録
し
よ
う
と
し
て

八
人
が
同
じ
住
所
な
の
を
疑
わ
れ
退

散
。
な
お
去
年
も
善
意
銀
行
の
預
託

証
を
コ
ピ
ー
し
て
「
恵
ま
れ
な
い
人

に
」
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
売
り
つ
け

て
い
た
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
奉
仕
会
」

な
る
女
性
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と

が

判

明

。

(

ロ

・

日

読

売

)

〔
事
故
〕

主
婦
作
業
員
三
人
死
亡

新
潟
の
地
す
べ
り
防
止
工
事
現
場
の

な
だ
れ
で
。

(--m信
毎
)

採
石
現
場
で
土
砂
崩
れ
で
死
亡

過
疎
地
帯
、
京
都
網
野
町
で
五
九
i

六
三
歳
の
女
性
作
業
員
三
名
が
。

(
2
-
m
朝
日
)

パ
ニ
ッ
ク
そ
の
と
き

電
車
が
火
花
を
出
し
た
事
故
で
、

け
が
を
し
た
乗
客
二
二
人
。
う
ち
九

人
は
女
性
。

(
3
・
mm
朝
日
)

〔
お
手
柄
〕

主
婦
ら
機
転
、
少
女
救
う

東
京
都
江
東
区
で
、
道
路
で
遊
ん

で
い
た
小
学
三
年
生
の
少
女
を
誘
い

出
し
、
乱
暴
し
よ
う
と
し
た
男
を
主

婦
が
目
撃
、
あ
と
を
つ
け
一
一

O
番

通
報
し
た
。

(
1
・
日
朝
日
)
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強
盗
退
散

主
婦
、
ナ
イ
フ
を
も
ぎ
と
り
、
強

盗
、
何
も
と
ら
ず
に
退
散
。
(
4
・5
朝
日
)

婦
警
さ
ん
お
手
柄

郵
便
局
強
盗
を
出
会
い
が
し
ら
に

つ
か
ま
え
た
二
人
の
婦
警
は
、
合
気

道
初
段
と
三
級
。

(
4
・
9
朝
日
)

ジ
ー
パ
ン
主
婦
坊
や
を
救
助

運
河
の
堤
防
で
遊
ん
で
い
た
三
歳

の
坊
や
が
運
河
に
落
ち
た
。
堤
防
わ

き
に
住
ん
で
い
た
小
倉
さ
ん
、
ジ
ー

パ
ン
の
ま
ま
ザ
プ
ン
と
飛
び
こ
み
、

救
助
。
「
自
分
も
水
に
浮
く
程
度
だ

が
、
岸
に
近
か
っ
た
の
で
な
ん
と
か

な
る
と
思
っ
た
」
と
。
(
9
-
m読
売
)



海
外

〔
韓
国
〕

民
主
救
国
憲
章
署
名
入
り
で
発
表

韓
国
で
、
二
二
日
発
表
さ
れ
た

「
民
主
救
国
憲
章
」
は
、
獄
中
詩
人
・

金
芝
河
氏
の
母
(
五
四
)
が
先
頭
に

立
ち
、
厳
し
い
監
視
を
く
ぐ
っ
て
、

署
名
を
と
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

(
3
・
お
朝
日
)

〔
北
朝
鮮
〕

北
朝
鮮
の
女
性
と
家
庭

北
朝
鮮
か
ら
初
め
て
の
女
性
代
表

団
が
社
会
党
の
招
き
で
来
日
し
た
。

北
朝
鮮
で
は
、
法
的
に
完
全
に
男
女

平
等
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
職
場
進

出
・
賃
金
や
兵
役
も
男
女
平
等
。
託

児
所
と
幼
稚
園
が
完
備
し
て
い
て
、

子
ど
も
の
養
育
・
教
育
に
つ
い
て
は

国
が
す
べ
て
の
責
任
を
も
っ
体
制
が

で
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
親
子
が
切

り
離
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
仕
事

が
終
わ
れ
ば
親
子
一
緒
、
授
乳
時
間

も
二
時
間
あ
る
。
家
事
軽
減
の
た
め

に
ご
は
ん
・
お
か
ず
工
場
も
あ
る
。

五
五
歳
に
な
る
と
社
会
保
障
で
生
活

で
き
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
老
人
問
題

は
な
い
と
、
団
長
の
許
貞
淑
女
史
。

(
日
・

mm
道
新
)

国
を
支
え
る
w

片
方
の
車
輪
u

あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
分
野
で
女
性

の
占
め
る
割
合
は
四
八
%
、
「
女
性

は
片
方
の
車
輪
」
と
い
う
北
朝
鮮
。

す
べ
て
働
け
る
人
は
働
く
。
働
か
な

い
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

(m-m朝
日
)

〔
中
国
〕

結
婚
式
は
職
場
の
会
議
室
で

金
の
な
い
人
が
結
婚
で
き
な
い
不

平
等
を
な
く
そ
う
と
。
た
だ
し
人
口

九
億
近
く
、
「
遅
い
恋
愛
、
遅
い
結

婚
を
奨
励
」
。

(
3
・2
朝
日
)

機
関
士
に
も
女
性
活
躍

豊
一
山
機
関
区
で
は
、
今
一
六
人
の

女
性
機
関
士
を
養
成
中
。
そ
の
う
ち

八
人
が
、
副
機
関
士
と
し
て
乗
務
し

て
い
る
。

(
3
-
M毎
日
)

出
産
は
一
O
O
%有
給

「
天
の
半
分
」
を
支
え
て
い
る
と
い

わ
れ
る
中
国
の
女
性
を
訪
ね
た
。
ま

だ
、
意
識
的
に
指
導
者
層
に
女
性
を

加
え
て
い
る
段
階
で
、
予
想
ほ
ど

「
天
の
半
分
」
を
強
調
す
る
説
明
に
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出
あ
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
か
え
っ

て
「
天
の
半
分
」
の
定
着
化
を
感
じ

さ
せ
た
。

(
由
里
幸
子
記
者
)
(
叩
・
日
朝
日
)

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
育
児
が
好
評

保
育
所
完
備
、
男
性
も
家
事
か
育

児
を
分
担
、
隣
近
所
は
助
け
合
う
、

う
ら
や
ま
し
い
国
、
そ
れ
が
中
国
の

印
象
だ
っ
た
。
意
外
だ
っ
た
の
は
老

人
と
の
同
居
が
多
い
こ
と
。
家
は
2

K
l
2
D
K
で
日
本
よ
り
住
宅
事
情

は
悪
い
が
、
老
人
も
働
い
て
い
た
と

き
の
七
五
%
の
年
金
が
あ
る
こ
と
も
、

嫁
姑
の
関
係
を
よ
く
し
て
い
る
よ
う

だ
。
(
江
口
裕
子
記
者

)(m-日当一一堅忍

中
国
女
性
は
対
等
に
扱
え
な
い

今
で
も
封
建
思
想
に
影
響
さ
れ
て

お
り
、
男
性
よ
り
は
る
か
に
関
心
が

狭
い
か
ら
対
等
に
扱
う
の
は
難
し
い
。

婚
期
を
遅
ら
せ
る
政
策
に
は
個
人
的

に
は
賛
成
で
き
な
い
|
|
フ
ラ
ン
ス

女
性
と
結
婚
し
た
鉄
道
労
働
者
、
国

利
君
の
一
言
。
(
ロ
・
ロ
読
売
)

〔
台
湾
〕

「
台
湾
は
男
性
天
国
」
に
地
元
が
抗
議

「
恥
と
い
う
字
を
ご
存
知
で
す
か
」

|
|
地
元
の
旅
行
業
者
が
旅
行
業
界

紙
に
、
日
本
の
旅
行
業
者
を
非
難
す

る
意
見
広
告
を
長
期
掲
載
し
て
い
る
。

掲
載
主
は
台
北
・
精
華
旅
行
社
。

「
日
本
の
旅
行
業
者
の
ダ
ン
ピ
ン
グ

競
争
が
H

夜
の
観
光
H

を
生
む
。
日

本
業
者
の
過
当
競
争
に
反
省
を
・
つ
な

が
す
広
告
」
と
同
社
。

(m
・
泊
朝
日
)

〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
〕

評
価
高
ま
る
イ
メ
ル
ダ
外
交

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ
メ
ル
ダ
・
マ
ル

コ
ス
大
統
領
夫
人
は
、
回
教
徒
紛
争

解
決
の
た
め
リ
ビ
ア
政
府
と
交
渉
。

交
渉
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
と
っ
て
、

き
わ
め
て
有
利
に
展
開
。(
4
・4
朝
日
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
女
性
大
使

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
在

大
使
と
し
て
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・

R
・

シ
ヤ
ハ
ニ
夫
人
が
任
命
さ
れ
た
。
最

近
、
対
東
欧
諸
国
外
交
が
目
立
っ
て

い
る
が
、
女
性
大
使
任
命
も
そ
の
ひ

と
つ
。

(
7
-
m朝
日
)

〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
〕

富
ん
で
も
子
だ
く
さ
ん
は
減
ら
ず

「
所
得
の
増
加
が
子
だ
く
さ
ん
を

減
ら
す
」
と
す
る
説
が
一
般
的
だ
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
人
口
問
題

研
究
所
の
学
者
が
ま
と
め
た
調
査
に

よ
る
と
、
む
し
ろ
有
産
階
級
の
方
が

貧
困
層
よ
り
産
む
子
ど
も
の
数
が
多

い
。
国
家
統
計
局
の
「
住
宅
事
情
と

家
族
数
に
関
す
る
調
査
」
で
も
、
生

活
水
準
が
上
が
る
に
つ
れ
て
死
亡
率

は
下
が
る
が
、
家
族
数
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(
叩
・

6
朝
日
)
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〔
マ
レ
ー
シ
ア
〕

H

キ
ス
で
ク
ピ
H

は
行
き
過
ぎ

マ
レ
ー
シ
ア
で
「
コ
l
ラ
ン
に
帰

れ
」
運
動
が
広
が
り
始
め
た
。

H

異

常
接
近
u

で
ク
ピ
、
浮
気
し
た
夫
や

妻
に
は
ム
チ
打
ち
の
刑
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
法
相
は
「
好
ま
し
く
な

い
風
潮
」
-
と
警
告
。
(
ロ
・
閲
読
売
)

〔
タ
イ
〕

か
ら
ゆ
き
さ
ん
今
昔

昔
、
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
、

今
、
タ
イ
か
ら
日
本
へ
。
哀
し
み
は

現
在
も
変
わ
り
な
く
。
(
4
・3
毎
日
)



女
性
銀
行
大
は
や
り

バ
ン
コ
ク
に
あ
る
バ
ン
コ
ク
銀
行

ラ
l
ジ
ャ
デ
ピ
士
又
庖
は
、
窓
口
か
ら

支
庖
長
、
守
衛
、
運
搬
ま
で
全
部
女

性
。
客
の
大
半
が
男
性
で
成
績
は
上

の
上
。

(
5
-
m
朝
日
)

〔
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〕

女
で
も
つ
?
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
男
も
女
も
子

ど
も
も
働
き
も
の
。
な
か
で
も
女
性

の
活
躍
が
目
立
つ
。
男
女
同
一
賃
金
、

男
女
同
権
は
徹
底
し
て
い
る
。

中
央
銀
行
と
も
い
う
べ
き
マ
ネ
タ

リ
イ
オ
I
ソ
リ
テ
ィ
の
ナ
ン
バ
ー
2

は
女
性
。
先
日
、
日
本
か
ら
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
っ
て
出
席
者
が
女
性
な

の
で
対
話
の
調
子
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
、
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
女

性
は
完
全
に
男
性
と
同
権
」
と
痛
烈

な
だ
め
押
し
を
さ
れ
た
。

(
7
-
m

朝
日
)

〔
ス
リ
ラ
ン
カ
〕

最
後
の
女
帝

世
界
最
初
の
女
性
首
相
で
、
通
算

十
一
年
余
も
そ
の
イ
ス
に
座
り
続
け

る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

首
相
会
ハ
一
)
、
二
一
日
の
総
選
挙

に
、
長
男
ア
ヌ
I
ラ
氏
(
二
八
)
と

母
子
で
出
馬
す
る
。

(
7
-
m東
京
)

〔
イ
ン
ド
〕

家
族
計
画
は
強
制
せ
ぬ
と
表
明

イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
首
相
は
、
左

派
国
民
会
議
派
の
選
挙
綱
領
を
発
表
、

貧
困
・
不
平
等
・
不
正
の
三
悪
根
絶

を
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

綱
領
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
人

口
抑
制
を
め
ざ
す
家
族
計
画
は
自
発

的
な
も
の
で
、
こ
れ
以
上
強
制
し
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
。
ガ
ン

ジ
ー
政
権
は
強
権
発
動
を
背
景
に
不

妊
手
術
に
よ
る
家
族
計
画
の
推
進
を

試
み
た
が
、
宗
教
的
な
理
由
か
ら
回

教
徒
の
反
発
を
買
っ
て
い
た
。

(
2
・9
朝
日
)

イ
ン
ド
に
米
国
型
リ
プ
は
不
要

「
イ
ン
ド
の
女
性
は
独
立
の
た
め

に
男
と
手
を
取
り
合
っ
て
戦
っ
た
。

そ
の
過
程
で
解
放
さ
れ
、
学
問
で
も

仕
事
で
も
平
等
」
と
、
ゴ
ン
ザ
ル
ベ

ス
駐
日
イ
ン
ド
大
使
夫
人
。
(
6
・
日
朝
日
)

ガ
ン
ジ
ー
前
イ
ン
ド
首
相
、
逮
捕

イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
ジ
ー
前
首
相

が
三
日
、
汚
職
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ

た
。
ガ
ン
ジ
ー
夫
人
は
逮
捕
後
「
こ

の
陰
謀
は
私
を
民
衆
と
世
界
の
耳
目

か
ら
そ
ら
そ
う
と
す
る
試
み
」
と
声

明
を
発
表
。
ガ
ン
ジ
ー
邸
前
に
は
支

持
者
千
人
が
集
ま
り
、
「
ガ
ン
ジ
ー

支
持
」
を
叫
ん
だ
。

(m
・
4
朝
日
)

求
婚
広
告
に
時
代
の
流
れ

お
見
合
い
を
ま
と
め
る
よ
り
、
選

択
範
囲
が
広
い
新
聞
の
求
婚
広
告
で

配
偶
者
を
捜
す
ケ
1
ス
が
増
え
て
い

る
。
以
前
は
女
の
外
見
に
関
す
る
記

述
が
多
か
っ
た
が
、
大
都
市
で
働
く

女
性
の
増
加
に
伴
い
、
女
性
が
か
せ

げ
る
技
術
や
能
力
を
明
記
す
る
広
告

が
目
立
つ
。
ま
た
離
婚
女
性
が
再
婚

を
求
め
る
広
告
も
。

(
m
-
6朝
日
)

〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〕

妻
の
性
交
渉
承
諾
権

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
上
院
は
結

婚
し
て
い
る
H

夫
婦
聞
の
強
姦
M

を

禁
ず
る
法
律
を
通
過
さ
せ
、
こ
の
種

の
法
律
を
制
定
し
た
世
界
初
の
地
域

と
な
っ
た
。

(
1
・
8
朝
日
)

女
性
、
砂
漠
横
断
に
成
功

ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
単
身
オ
l
ス
ト
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ラ
リ
ア
の
ギ
プ
ソ
ン
砂
漠
横
断
に
挑

戦
し
た
若
い
女
性
が
四
か
月
が
か
り

で
横
断
に
成
功
。

(
9
-
H読
売
)

母
親
も
参
加
す
る
幼
稚
園

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
幼
稚
園
を
見
学
し
た
が
ど

こ
も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
た
。
規
模
が

小
さ
く
、
大
人
の
手
が
多
い
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
二
O
人
程

度
の
ク
ラ
ス
に
、
先
生
の
ほ
か
母
親

が
一
、
二
人
、
助
手
を
し
て
お
り
、

弟
妹
を
つ
れ
て
来
て
一
緒
に
遊
ば
せ

て
い
る
母
も
い
た
。

(
津
守
真
・
保
育
学

)(m・
叩
朝
日
)

〔
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
〕

ア
フ
ガ
三
ス
タ
ン
の
女
た
ち

既
婚
玄
性
を
撮
る
の
は
ま
だ
タ
ブ
!
、

女
性
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ

l
の
私
だ
け

が
撮
影
を
許
さ
れ
た
。
広
大
な
砂
漠

の
中
、
営
々
と
同
じ
紋
様
の
じ
ゅ
う

た
ん
を
織
り
つ
e
つ
け
る
女
た
ち
。
男

の
所
有
物
と
し
て
太
っ
た
女
の
ほ
う

が
値
打
ち
が
あ
り
、
男
は
第
四
夫
人

ま
で
持
て
、
喫
茶
庖
で
の
ん
び
り
憩

う
。
(
逸
見
泰
子

)(m-m毎
日
)

〔
ド
ル
コ
〕

女
性
の
進
学
率
低
い
ト
ル
コ

既
婚
女
性
の
六
五
%
が
文
盲
の
ト

ル
コ
で
は
、
女
子
の
小
学
校
進
学
率

は
八
O
%
だ
が
、
中
学
二
O
%
、
高

校
一
O
%
、
大
学
三
%
と
少
な
い
。

(
ロ
・
部
朝
日
)

〔
イ
ラ
ク
〕

地
位
向
上
め
ざ
す
婦
人
団
体

イ
ラ
ク
の
婦
人
会
は
、
革
命
評
議

会
に
直
属
。
有
能
な
幹
部
が
使
命
感

に
も
え
て
活
動
し
て
い
る
。

し
か
し
閣
僚
、
国
務
大
臣
の
中
に

は
婦
人
は
一
人
も
入
っ
て
い
な
い
。

(
市
川
一
房
一
枝
)
(
7
-
U朝
日
)

〔
シ
リ
ア
〕

今
で
は
べ

l
ル
も
形
だ
け

実
際
は
ベ

1
ル
を
か
ぶ
り
な
が
ら

大
学
で
学
び
技
師
や
博
士
に
な
っ
た

女
性
は
大
勢
い
ま
す
。
つ
ま
り
ベ
ー

ル
は
形
だ
け
。
考
え
方
そ
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
シ
リ
ア
文
化
国

民
指
導
相
ナ
ジ
ア
・
ア
タ
l
ル
女

8

(
7
・
ロ
東
京
)

〔
イ
エ
メ
ン
〕

労
働
者
の
半
分
は
女
性

イ
エ
メ
ン
人
民
民
主
共
和
国
(
南

イ
エ
メ
ン
)
で
は
、
独
立
十
周
年
を

迎
え
る
が
、
独
立
後
、
憲
法
で
女
性

の
権
利
の
尊
重
が
主
張
さ
れ
、
男
女

平
等
が
実
現
、
現
在
労
働
者
の
半
分

は

女

性

。

(

ロ

・

ω朝
日
)

〔
エ
ジ
プ
ト
〕
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披
露
宴
は
紅
茶
と
サ
ン
ド
だ
け

エ
ジ
プ
ト
大
統
領
末
娘
の
結
婚
式

は
披
露
宴
を
最
大
行
事
と
す
る
エ
ジ

プ
ト
に
は
極
め
て
新
し
い
も
の
と
な
っ

た。

(
1
・4
毎
日
)

〔
チ
ュ

ニ
ジ
ア
〕

H

近
代
女
性
u

ヘ
転
身
図
る

観
光
資
源
を
守
り
つ
つ
、
石
油
な

ど
の
工
業
化
が
進
ん
で
い
る
。
女
性

の
地
位
は
比
較
的
高
く
、
回
教
国
で

は
タ
プ
l
の
産
児
制
限
に
も
積
極
的
1

(--n朝
日
)

〔
タ
ン
ザ
ニ
ア
〕

大
統
領
、
リ
ブ
擁
護
の
演
説

タ
ン
ザ
ニ
ア
婦
人
会
の
定
例
年
次

会
議
が
三
日
間
に
わ
た
り
、
首
都
ダ



ル
エ
ス
サ
ラ
l
ム
大
学
で
聞
か
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら
も
代
表
者
が
参

加
し
た
が
、
席
上
、
ニ
エ
レ
レ
大
統

領
は
「
も
は
や
女
性
は
男
性
の
た
め

に
作
ら
れ
た
労
働
者
や
愛
が
ん
物
で

は
な
い
。
ま
ず
女
性
自
身
が
女
性
解

放
組
織
を
作
り
、
声
を
大
に
し
て
呼

び
か
け
て
欲
し
い
」
と
演
説
。

(
4
・
お
朝
日
)

転
勤
の
妻
に
も
職
を
!

人
材
開
発
大
臣
は
政
府
公
官
庁
に

対
し
「
公
務
員
の
夫
の
転
勤
に
従
っ

て
職
場
を
去
っ
た
共
働
き
の
妻
に
は
、

夫
の
任
地
先
で
職
業
を
得
ら
れ
る
よ

う
協
力
し
て
欲
し
い
」
と
要
請
。

(m-m朝
日
)

〔
ナ
ミ
ビ
ア
〕

異
人
種
閣
の
結
婚
解
禁

ち
が
う
人
種
聞
の
結
婚
や
性
的
関

係
を
不
倫
で
わ
い
せ
つ
と
み
な
し
、

白
人
と
非
白
人
と
の
混
血
を
禁
止
す

る
目
的
で
施
行
さ
れ
て
い
た

n
不
道

徳
法
u

が
南
西
ア
フ
リ
カ
の
国
ナ
ミ

ピ
ア
で
廃
止
さ
れ
た
。
(日・

5
朝
日
)

〔
ノ
ル
ウ
ェ
ー
〕

大
学
法
律
学
部
に

「
女
性
の
権
利
」
課
程

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ノ
ル
イ
ン
フ
ォ
ル

ム
紙
に
よ
る
と
、
こ
の
課
程
に
は
今

の
と
こ
ろ
、
女
子
学
生
し
か
在
籍
し

て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
女
子
学
生
自

身
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る

と
い
う
。

(
4
・
日
朝
日
)

〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
〕

パ
パ
の
育
児
休
眠
は
七
か
月

夫
婦
は
子
ど
も
に
対
し
て
平
等
の

育
旦
霧
教
と
青
荏
が
あ
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
九
五
%
の
賃
金
を
保
証
し

な
が
ら
、
連
続
ま
た
は
断
続
的
に
子

供
の
世
話
の
で
き
る
七
か
月
間
の
父

親
休
暇
制
度
を
三
年
前
か
ら
実
施
。

利
用
者
が
増
え
、
有
資
格
者
の
七
%

に。

(
1
・8
朝
日
)

急
増
ぷ
り
目
立
つ
女
性
の
自
殺

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
殺
率
は
一
口
同
く

な
っ
て
お
り
、
特
に
女
性
の
自
殺
率

は
倍
増
。
ベ
ス
コ
プ
博
士
は
女
性
が

「
社
会
的
な
進
出
と
と
も
に
ア
ル
コ
ー

ル
や
麻
薬
な
ど
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
」

と
言
っ
て
い
る
。

(
3
・
2
朝
日
)

結
婚
し
て
も
元
の
名
字
で
O
K

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ク
ス
プ
レ
ッ

セ
ン
紙
は
、
夫
婦
別
姓
の
新
法
の
立

案
を
伝
え
て
い
る
。
夫
の
姓
に
変
え

て
も
、
取
り
消
し
は
い
た
っ
て
簡
単

に
な
る
。

(
4
・
日
朝
日
)

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
H

保
祖
父
H

核
家
族
化
が
進
み
、
老
人
と
子
の

套
流
を
促
進
し
な
く
て
は
、
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
対
策
に
熱
心
。
保
育
園
に

午
前
九
時
|
午
後
二
時
勤
務
の
保
祖

父
さ
ん
は
、
食
事
・
着
が
え
・
こ
わ

れ
た
自
転
車
の
修
理
・
・
・
と
何
で
も
し

て
、
圧
倒
的
人
気
。
若
者
と
老
人
を

結
ぶ
「
若
者
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
制」

も
あ
る
。

(
9
・
6
朝
日
)

堕
胎
用
ピ
ル
を
近
々
市
販

二
、
三
年
の
う
ち
に
堕
胎
用
ピ
ル

が
市
販
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
今

ま
で
の
避
妊
ピ
ル
を
上
回
っ
て
人
気

商
品
に
な
り
う
る
と
エ
ク
ス
プ
レ
ッ

セ
ン
紙
は
伝
え
て
い
る
。

こ
の
堕
胎
ピ
ル
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
・
ベ
リ
ィ
ス
ト
ロ
ム
教
授
の
開

発
に
よ
る
も
の
。
分
べ
ん
を
う
な
が

す
の
に
使
わ
れ
る
薬
品
だ
と
い
う
。

(m-U朝
日
)
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〔
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
〕

交
通
事
故
よ
り
多
い
自
殺

ヘ
ル
シ
ン
キ
自
殺
予
防
セ
ン
タ
ー

は
自
殺
の
デ
1
タ
を
ま
と
め
た
が
、

生
活
水
準
が
平
均
以
上
で
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
最
高
の
地
域
に
一
番
多
く
、

そ
の
方
法
は
男
は
首
つ
り
、
女
は
服

毒
と
な
っ
て
い
る
。
二
五
歳
以
上
の

男
女
で
は
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
交

通
事
故
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

(m
・9
朝
日
)

〔
東
ド
イ
ツ
〕

家
庭
不
和
・
・
・
家
と
酒
か
ら

東
独
の
国
営
通
信
A
D
N
は
、
結

婚
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発

表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
結
婚
相
手
に

求
め
る
の
は
信
頼
感
と
誠
実
さ
。
妻

の
労
働
は
収
入
不
足
の
時
に
限
る
べ

き
と
す
る
意
見
が
、
男
性
一
九
%
、

女
性
一
一
%
。

(
6
・
M
毎
日
)

〔
西
ド
イ
ツ
〕

深
く
静
か
に
盗
聴
プ
l
ム

西
独
の
電
波
通
信
法
は
小
型
盗
聴

器
に
つ
い
て
き
び
し
い
規
制
を
し
て

い
る
が
、
大
都
市
を
中
心
に
ひ
そ
か

な
プ
l
ム
を
呼
ん
で
い
る
。
購
入
者

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
教
師
、
家
庭

の
主
婦
か
ら
ギ
ャ
ン
グ
の
親
分
ま
で
。

使
用
目
的
は
妻
や
夫
、
あ
る
い
は
子

ど
も
の
言
動
を
監
視
す
る
N

室
庭
戸

が
大
半
。

(--m朝
日
)

離
婚
へ
の
い
ざ
な
い

西
独
で
は
、
新
婚
姻
法
が
発
効
し
、

「
結
婚
生
活
の
破
た
ん
」
だ
け
を
条

件
に
、
別
れ
た
け
れ
ば
別
れ
ら
れ
る
。

こ
の
法
に
は
、
離
婚
す
る
当
事
者
両

性
の
う
ち
生
活
力
の
高
い
方
か
ら
低

い
方
へ
の
「
生
活
保
証
」
の
原
則
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。(
7
・l
毎
日
)

〔
ス
イ
ス
〕

ス
イ
ス
は
ま
だ
中
絶
非
合
法

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

に
ほ
ぼ
二
分
で
き
る
こ
の
連
邦
国
で

九
月
末
、
妊
娠
十
二
週
ま
で
の
中
絶

合
法
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
国
民
投
票

が
行
な
わ
れ
、
結
果
は
ほ
ん
の
小
差

で
こ
れ
ま
で
ど
お
り
禁
止
と
決
定
。

(
日
・

5
朝
日
)

〔
フ
ラ
ン
ス
〕

妻
を
殺
し
無
罪
放
免

二
年
前
、
妻
を
殺
し
た
元
空
軍
将

校
(
七
一
)
が
精
神
鑑
定
後
、
自
由

の
身
に
。
刑
務
所
内
で
「
妻
が
毎
日

現
れ
る
」
な
ど
と
訴
え
た
こ
と
が
鑑

定
へ
つ
な
が
り
、

H

異
常
u

と
の
結

果
。
罪
は
問
わ
れ
ず
精
神
病
院
行
き

と
な
っ
た
。
同
病
院
の
主
任
医
師
は

法
廷
で

w
正
常
u

と
判
定
し
た
一
人

だ
が
、
「
正
常
な
人
聞
は
収
容
し
な

い
」
と
釈
放
し
た
。

(
1
・
6
朝
日
)
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非
教
育
マ
マ

女
性
が
働
く
の
は
普
通
の
こ
と
で
、

そ
の
収
入
の
ほ
と
ん
ど
が
、
家
事
手

伝
人
の
手
に
わ
た
る
ケ
l
ス
が
多
い

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
。
月
一
度
夜
六
時

か
ら
の

P
T
A会
合
で
は
「
な
ぜ
、

成
績
の
こ
と
で
子
供
の
競
争
心
を
あ

お
る
の
か
」
と
先
生
を
責
め
る
。

ハ
1
・
口
読
売
)

リ
ー
ダ
ー
望
ま
ぬ
女
性

企
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
望
む
女
性
は

一
四
%
、
男
性
の
六
三
%
に
比
べ
大

差
が
あ
る
。
し
か
も
現
在
の
ポ
ス
ト

が
今
後
ど
う
な
る
か
六
二
%
が
わ
か

ら
な
い
。
最
初
か
ら
昇
進
を
放
棄
し

て
い
る
・
:
。
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者

が
職
業
に
つ
く
女
性
を
調
査
し
た
結

果。

(
6
-
m朝
日
)



ポ
ル
ノ
放
映
賛
成
は
半
分

「
ポ
ル
ノ
映
画
の
全
国
テ
レ
ビ
放
映

に
賛
成
」
(
五
一
%
)
、
「
あ
な
た
は

セ
ッ
ク
ス
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
自

分
は
新
し
い
と
思
う
か
」
に
「
現
代

的
だ
」
と
答
え
た
人
は
男
五
五
%
、

女
四
九
%
。
(
フ
ラ
ン
ス
の
新
週
刊

誌
V
S
D
調
査
)
(
U
・5
朝
日
)

〔
イ
ギ
リ
ス
〕

英
国
に
も

n
越
山
会
の
女
王
H

ウ
ィ
ル
ソ
ン
前
英
首
相
の
女
性
個

人
秘
書
が
巨
大
な
権
力
を
ふ
る
っ
て

い
た
こ
と
が
前
首
相
の
新
聞
秘
書
よ

り
暴
露
さ
れ
英
国
中
の
話
題
を
さ
ら
っ

て
い
る
。

(
2
・9
毎
日
)

同
性
愛
|
初
め
て
政
府
が
支
援

英
国
同
性
愛
組
織
〈
フ
レ
ン
ド
〉

は
圏
内
に
十
一
支
部
を
も
ち
五
年
前

か
ら
同
性
愛
者
地
位
向
上
運
動
で
地

方
自
治
体
の
援
助
を
受
け
て
い
る
が
、

年
間
経
費
の
四
分
の
三
を
内
務
省
、

残
り
を
区
の
負
担
で
ロ
ン
ド
ン
事
務

所
を
オ
ー
プ
ン
。

(
2
・
日
朝
日
)

産
み
分
け
自
由
の
薬
の
人
体
実
験

イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ラ
l
ド
医
師
が
開

発
。
ウ
サ
ギ
の
実
験
で
は
成
功
率
八

O
%
。
百
人
の
女
性
有
志
を
つ
の
り

人
体
実
験
す
る
。

(
3
・1
朝
日
)

M
S
、
公
文
書
に
も
登
場

M
I
s
s、
M
R
S
に
代
わ
る

M
S

は
去
年
改
訂
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
辞
書
に
の
っ
た
が
、
最
近
は
公

文
書
に
も
。

(
4
-
H
朝
日
)

運
転
事
故
は
女
性
が
多
い
が

運
輸
省
道
路
研
究
所
は
、
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
は
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お

と
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
未
経
験
か

ら
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
と
調

査
報
告
。

(
7
・
日
朝
日
)

英
国
で
離
婚
率
急
上
昇

若
い
世
代
か
ら
も
「
結
婚
の
尊
厳

性
を
見
直
す
運
動
」
が
起
こ
り
「
家

庭
の
崩
壊
を
防
ぐ
唯
一
の
方
法
は
、

妻
や
母
が
外
で
の
仕
事
を
や
め
、
家

庭
生
活
の
中
心
に
復
帰
す
る
こ
と
」

の
意
見
さ
え
も
。

(
7
・
印
西
日
本
)

快
速
H

ド
I
パ
l
娘
u

一
九
歳
の
カ
ナ
ダ
人
女
学
生
、
ニ

コ
ラ
ス
さ
ん
、
女
性
初
の
イ
ギ
リ
ス

海
峡
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
往
復
横
断
水
泳

に
成
功
。
男
性
の
記
録
を
十
時
間
以

上
短
縮
す
る
一
九
時
間
五
五
分
の
新

記
録
を
樹
立
。

(
9
・9
読
売
)

〔
ス
ペ
イ
ン
〕

女
性
議
員
数
回
倍
に

ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
は
女
権
拡
大

運
動
に
当
然
な
が
ら
発
尾
七
人
だ
っ

た
国
会
議
員
は
二
七
人
に
。
秘
密
運

動
を
続
け
て
い
た
女
性
解
放
グ
ル
ー

プ
も
続
々
と
地
上
に
現
わ
れ
、
名
門

婦
人
も
闘
士
に
。

(
6
・
泊
朝
日
)

〔
イ
タ
リ
ア
〕

妊
娠
中
絶
法
、
下
院
で
可
決

妊
娠
三
か
月
以
内
の
女
性
に
つ
い

て
中
絶
を
認
め
る
。

(--m毎
日
)

妊
娠
中
絶
合
法
化
振
出
し
に

下
院
で
は
承
認
さ
れ
た
も
の
の
上

院
が
否
決
、
再
び
振
り
出
し
に
戻
さ

れ
た
。
絶
対
反
対
を
主
張
す
る
バ
チ

カ
ン
の
影
響
力
か
。
い
ず
れ
来
年
六

月
の
国
民
投
票
実
施
に
よ
り
決
着
。

(
6
・9
信
毎
)

女
性
側
が
勝
訴
か

金
則
一
八
人
の
男
性
か
ら
長
炉
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を
受
け
た
イ
タ
リ
ア
女
性
(
一
八
)

は
、
告
訴
に
ふ
み
き
っ
た
。

H

女
性

軽
視
u

の
根
強
い
イ
タ
リ
ア
の
話
、

原
告
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
か
に
み
え

た
が
、
彼
女
は
売
春
婦
で
あ
っ
た
と

い
う
批
判
者
か
ら
の
暴
露
な
ど
で
も

め
に
も
め
て
い
る
。

(
5
・
U
読
売
)

崩
れ
る
男
性
天
国
・
南
欧

南
欧
諸
国
で
は
、
最
近
相
次
い
で

政
治
的
大
変
動
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
南
欧
女
性
た
ち
も
前

進
を
開
始
し
だ
し
た
よ
う
だ
。
特
に

イ
タ
リ
ア
で
は
、
女
性
運
動
の
集
団

が
、
学
校
・
工
場
・
郊
外
の
町
・
劇

場
・
銀
行
に
ま
で
誕
生
し
た
。

(
7
・
但
東
京
)

イ
タ
リ
ア
の
リ
ブ
活
発
化

六
八
年
の
学
生
騒
動
後
、
ウ
ー
マ

ン
リ
プ
の
団
体
が
い
く
つ
か
で
き
た

が
、
細
々
と
活
動
し
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
。
そ
れ
が
今
年
に
な
っ
て
突
然
息

を
吹
き
返
し
た
。

(
8
-
m読
売
)

成
果
あ
り
フ
ェ
ミ
エ
ス
ト
運
動

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ど
こ
も
さ
か
ん
、

イ
タ
リ
ア
で
も
例
外
で
は
な
い
。
ロ
ー

マ
に
は
二
つ
の
フ
ェ
ミ
-
一
ス
ト
団
体
、

ほ
か
に
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
団
体

も
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
は

四
日
間
に
わ
た
り
仕
事
内
容
・
昇
進

等
を
語
り
合
い
、
改
善
申
し
入
れ
の

半
分
が
聞
き
入
れ
ら
れ
た
。
(
9
・n毎
日
)

〔
バ
チ
カ
ン
〕

女
性
神
父
禁
止
の
バ
チ
カ
ン
通
達

二
七
日
に
通
達
し
た
が
、
こ
れ
は

差
別
で
は
な
い
と
ロ

l

マ
法
王
。

「
女
性
は
H

主
u

で
は
な
い
。
イ
エ

ス
も
マ
リ
ア
を
神
父
に
し
な
か
っ
た
」

と。

(
2
・1
朝
日
)

〔
ギ
リ
シ
ア
〕

ギ
リ
シ
ア
国
会
議
員

映
画
『
日
曜
は
だ
め
よ
』
で
知
ら

れ
る
国
際
的
女
優
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
l

リ
さ
ん
(
五
二
)
が
、
総
選
挙
で
全

ギ
リ
シ
ア
社
会
主
義
運
動
候
補
者
と

し
て
当
選
し
た
。
軍
事
政
権
に
反
対

し
て
国
外
追
放
と
な
り
、
七
四
年
の

民
政
復
帰
と
と
も
に
帰
国
し
た
反
骨

の

闘

士

。

(

日

・

泊

朝

日

)

〔
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
〕

ユ
ダ
ヤ
支
援
女
性
ら
を
追
放

ユ
ー
ゴ
当
局
は
、
全
欧
会
議
の
会

場
前
で
ソ
連
の
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
抗

議
の
デ
モ
を
計
画
し
て
い
た
英
国
の

ユ
ダ
ヤ
人
女
性
組
織
の
メ
ン
バ
ー
一

五
人
を
国
外
追
放
し
た
。(
6
-
m毎
日
)

〔
ソ
連
〕
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生
活
自
立
、
隊
矯
も
増

キ
エ
フ
の
織
物
工
場
の
労
働
者
は

六
千
人
、
う
ち
五
千
人
が
女
、
労
使

と
も
H

長
H

は
女
。
こ
う
し
た
女
性

解
放
が
進
む
に
つ
れ
離
婚
は
増
加
、

モ
ス
ク
ワ
で
四
六
%
、
そ
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
は
六
O
|
七
O
%
が
女
。

(
9
・
日
朝
日
)

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
で
女
性
が
世
界
新

署
長
女
慌
た
け
の
ソ
連
奇
ヲ
ェ
ッ

ト
旅
客
機
が
、
飛
行
世
界
新
記
録
を

樹
立
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
ソ
連
国
営
航

空
(
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
)
の

I
L
ー

回

M
で
、
機
長
は
イ
ラ
イ
ダ
・
ベ
ル

チ
プ
ラ
ホ
l
パ
さ
ん
。
(
9
・
日
朝
日
)

「
妻
は
何
も
し
な
い
」
ソ
連

「
家
庭
で
妻
が
働
か
な
い
の
で



切
の
家
事
を
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
本
業
は
お
る
す
に
な
り
が
ち
」

と
い
う
投
書
が
ソ
連
の
一
新
聞
に
の

り
、
波
紋
を
お
こ
し
て
い
る
。
「
資

質
が
違
う
の
だ
か
ら
女
は
仕
事
よ
り

家
事
が
大
切
。
女
ら
し
さ
を
教
育
し

よ
う
」
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
で

「
た
い
て
い
は
同
じ
仕
事
か
ら
帰
っ

て
も
男
は
新
聞
を
広
げ
テ
レ
ビ
を
見

て
お
り
、
女
だ
け
が
台
所
に
立
っ
て

過
剰
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と

こ
ぼ
す
主
婦
も
。

(
9
-
m道
新
)

ソ
連
新
憲
法
で
勤
労
女
性
保
護

七
日
に
発
表
さ
れ
た
ソ
連
新
憲
法

は
、
男
女
平
等
の
権
利
を
う
た
っ
た

第
三
五
条
に
「
子
ど
も
を
持
つ
女
性

の
労
働
時
閉
短
縮
」
を
新
し
く
挿
入
、

働
く
女
性
の
保
護
を
強
め
た
。

(
日
・
日
朝
日
)

モ
ス
ク
ワ
の
亭
主
た
ち

ソ
連
の
女
た
ち
は
、
革
命
後
六

O

年
の
間
に
、
男
た
ち
に
伍
し
て
働
く

こ
と
を
す
っ
か
り
身
に
つ
け
た
。
日

本
と
比
べ
て
亭
主
族
の
相
対
的
な
地

位
の
低
下
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、

男
た
ち
が
日
本
男
性
よ
り
は
る
か
に

見
す
ぼ
ら
し
い
の
は
、
寂
し
い
。

(
五
月
女
道
子

)(m-
幻
日
経
)

〔
カ
ナ
ダ
〕

首
相
夫
人
よ
り
写
真
家
で
自
立

カ
ナ
ダ
首
相
と
別
居
し
た
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
さ
ん
(
二
八
)
、
夫
に
な
ぐ

ら
れ
、
フ
リ
I
の
写
真
琴
セ
目
指
す
。

(
6
・9
朝
日
)

〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〕

議
会
で
父
親
が
育
児

多
忙
な
奥
さ
ん
に
代
わ
り
、
米
九

五
議
会
の
席
上
で
、
議
員
(
マ
ッ
ク

ス
・
ボ
ー
カ
ス
氏
)
が
赤
ん
坊
に
ミ

ル
ク
を
。

(
1
・
6
読
売
)

日
系
婦
人
が
米
国
総
務
次
官
補
に

カ
l
タ
i
米
次
期
大
統
領
は
ハ
ワ

イ
州
選
出
の
日
系
民
主
党
前
下
院
議

員
パ
ッ
ツ
ィ
l

・
タ
ケ
モ
ト
・
ミ
ン

ク
夫
人
を
、
海
洋
・
環
境
問
題
担
当

国
務
次
官
補
に
近
く
任
命
。
(
1
・7
各
紙
)

現
代
駆
け
込
み
寺
繁
盛

ア
メ
リ
カ
で
は
夫
の
妻
虐
待
が
問

題
に
な
っ
て
お
り
、

H

駆
け
込
み
寺
a

シ
ェ
ル
タ
l
(
避
難
所
)
が
続
々
で

き
て
い
る
。
二
四
時
盟
国
詰
を
受
け
、

子
供
連
れ
で
駆
け
込
ん
で
来
る
妻
を

保
護
し
、
一
泊
二
五
セ
ン
ト
か
ら
二

ド
ル
で
泊
ま
る
部
屋
を
提
供
。

(
1
・8
朝
日
)

米
女
性
、
地
位
向
上
に
奮
戦
中

カ
l
タ
l
政
権
は
、
妊
娠
、
育
児

期
間
の
三
、
四
年
の
空
白
期
聞
は
勤

務
中
と
み
な
す
等
の
女
性
登
用
政
策

を
発
表
。

(
l
・
口
朝
日
)

男
女
の
賃
金
差
聞
く
ア
メ
リ
カ

労
働
省
雇
用
基
準
局
婦
人
部
が
ま

と
め
た
報
告
に
よ
る
と
、
格
差
は
過

去
二

O
年
に
倍
近
く
な
り
、
一
九
七

四
年
に
は
女
は
男
の
五
七
%
に
な
っ

た
。
原
因
は
超
過
勤
務
が
少
な
い
こ

と
、
学
歴
差
な
ど
。

(
2
・
8
朝
日
)

三
O
歳
の
女
頭
取

一
昨
年
設
立
の
全
米
初
の
婦
人
銀

行
の
初
代
頭
取
は
半
年
で
四

O
万
ド

ル
の
赤
字
で
退
職
。
二
代
目
に
乗
り

込
ん
だ
リ
ン
・
サ
ル
ベ
ー
ジ
さ
ん
は

女
性
だ
か
ら
と
貸
し
付
け
条
件
を
ゆ

る
め
る
な
ど
の

n
差
別
M

は
し
な
い

と
宣
言
。
再
建
は
一
年
で
、
と
自
信

満
々
。

(
2
・
日
朝
日
)

女
性
差
別
に
六
億
円
補
償

米
国
N
B
C放
送
は
同
社
の
女
性
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職
員
を
「
男
女
職
員
の
比
率
・
職
種
・

昇
進
の
度
合
で
差
別
し
た
」
理
由
で

総
額
約
六
億
円
(
一
人
平
均
二
四
O

万
円
)
を
二
八

O
O人
の
女
子
職
員

に
支
払
う
こ
と
に
同
意
、
今
後
女
性

の
採
用
、
幹
部
登
用
を
増
や
す
と
約

束
し
た
。
「
連
邦
機
会
均
等
委
」
に

提
訴
し
た
結
果
だ
が
、
米
国
で
は
こ

の
種
の
訴
え
は
珍
し
く
な
い
。

(
2
・
U
朝
日
/
毎
日
)

ア
メ
リ
カ
の
女
性
詩
人
た
ち

大
学
に
、
各
地
の
朗
読
会
に
と
社

会
的
影
響
力
は
大
き
い
。
彼
女
た
ち

に
共
通
な
の
は
「
い
ざ
と
な
る
と
強

い
」
と
俗
に
い
う
生
物
的
耐
久
力
で

は
な
く
、
生
き
方
を
女
の
目
で
見
直

す
こ
と
、
歴
史
的
な
見
通
し
に
立
つ

批
判
意
識
と
女
自
身
の
世
界
観
か
ら

生
ま
れ
る
「
文
化
的
な
強
さ
」
だ
。

(
渥
美
育
子
)
(
2
・
日
朝
日
)

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
ゲ
イ
が
会
談

大
統
領
補
佐
官
コ
ン
ス
タ
ン
ザ
女

史
が
米
国
の
同
性
愛
組
織
の
代
表
を

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
い
て
一
連
の

会
談
。
外
国
の
訪
米
同
性
愛
主
義
者

に
も
市
民
権
を
、
軍
隊
が
同
性
愛
の

軍
人
を
追
放
し
な
い
、
同
性
愛
主
義

者
に
も
税
法
上
の
特
権
を
認
め
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
用
意

あ
り
と
表
明
。
〈

2
-
m朝
日
)

米
・
新
時
代
に
と
ま
ど
う
男
性

リ
プ
の
時
代
に
育
つ
女
性
と
共
に

生
き
る
男
性
の
研
究
結
果
が
『
男
ら

し
さ
の
ジ
レ
ン
マ
』
と
い
う
本
に
な
っ

て
出
版
さ
れ
た
。
進
歩
的
と
自
負
す

る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
生
中
に
も
知
性
と

情
緒
の
ズ
レ
ゃ
、
か
な
り
の
混
迷
が

み
ら
れ
る
。
半
面

w
男
っ
ぽ
い
u

女

性
を
苦
な
く
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

(
2
・
口
朝
日
)

独
身
美
人
の
州
最
高
裁
長
官

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
l
ズ
・

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
バ
ー
ド
さ
ん
(
四
O
)。

「
ブ
ラ
ウ
ン
知
事
の
最
も
意
義
あ
る

決
断
」
と
賛
成
派
。
反
対
派
は
「
判

事
歴
が
な
い
。
女
性
で
あ
る
こ
と
は

問
題
な
い
が
」
と
追
求
。(2-m読
売
)

格
式
ば
ら
な
い
米
国
会

議
場
で
赤
ん
坊
に
ミ
ル
ク
を
や
る

議
員
に
み
る
よ
う
に
、

H

子
連
れ
a

議
員
は
珍
し
く
な
い
。
鬼
ご
っ
こ
を

は
じ
め
る
子
供
た
ち
も
。
日
本
の
国

会
は
格
式
ば
る
、
と
見
学
し
た
米
議

員。

(
2
・
幻
朝
日
)

好
評
の
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

一
つ
仕
事
を
二
人
で
分
け
合
い
、

収
入
も
折
半
と
い
う
新
し
い
就
業
パ

タ
ー
ン
が
母
親
や
学
生
に
好
評
。
問

題
は
一
つ
仕
事
に
二
人
の
ト
レ
l

ニ

ン
グ
が
必
要
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を

奨
励
す
る
州
も
あ
り
、
連
邦
政
府
の

動
き
に
よ
っ
て
は
普
及
の
可
能
性
十

分
と
タ
イ
ム
誌
。

(2-m朝
日
)
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H

駆
け
込
み
寺
u

建
設
計
画

夫
の
虐
待
に
耐
え
か
ね
て
も
、
子

連
れ
で
は
出
て
行
く
あ
て
も
な
い
へ

ン
リ
l

・
ス
ト
リ
ー
ト
・
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
母
子
を
対
象

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
米
国
板
"
駆
け

込
み
寺
H

の
建
設
を
計
画
。
(
3
・8
信
毎
)

ホ
モ
に
も
人
権
を

「
軍
隊
で
は
ホ
モ
と
わ
か
る
と
除

隊
に
な
る
」
「
入
国
管
理
局
」
は
ホ

モ
を
不
当
に
差
別
扱
い
し
て
い
る
」

の
二
点
を
め
ぐ
っ
て
改
善
指
導
要
求

を
大
統
領
に
。
〈

3
-
m読
売
)



女
性
の

n
場
立
ち
u

登
場

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
内
に

女
性
の
場
立
ち
が
現
わ
れ
る
。
東
京

の
カ
プ
ト
町
で
は
、
と
て
も
、
と
て

も。

(
3
-
m信
毎
)

米
に
流
行
「
仕
事
中
毒
」

仕
事
を
口
実
に
、
家
庭
生
活
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
か
ら
地
け
出
す
夫
た
ち
。

名
づ
け
て
「
仕
事
中
毒
」
。
精
神
病

医
学
の

H
・ル

l
ベ
ュ
博
士
の
新
著

は
、
仕
事
中
毒
が
テ
l
マ
の
『
危
険

と
救
済
』
。

(
4
・4
朝
日
)

お
も
ち
ゃ
ま
で
平
等

男
の

w
看
護
夫
u

か
ら
女
の
H

大

統
領
M

ま
で

!
l差
別
意
識
撤
廃
の

た
め
に
米
国
〈
女
性
行
動
連
盟
〉
が

つ
く
る
お
も
ち
ゃ
は
徹
底
し
て
男
女

平
等
。

(
4
・
お
読
売
)

名
門
女
子
大
、
男
に
門
戸

男
に
も
門
戸
を
聞
い
て
い
る
米
国

プ
リ
ン
マ
l
大
学
の
ハ
リ
ス
・

L
-

ウ
ォ
ッ
フ
ォ
ー
ド
学
長
が
来
日
し
た

が
、
伝
統
的
な
女
性
観
や
男
性
観
に

基
づ
い
た
言
葉
は
ま
っ
た
く
聞
か
れ

な
か
っ
た
。

(
5
・
7
朝
日
)

ア
メ
リ
カ
の
女
性
運
動

独
自
の
診
療
所
・
文
化
セ
ン
タ
ー

を
女
た
ち
が
持
ち
、
大
学
で
は
女
性

学
の
講
座
が
普
及
、
女
性
解
放
の
出

版
物
を
集
め
た
本
屋
は
一
日
二
五

O

人
の
客
。
日
本
で
も
運
動
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
を
再
認
識
す
る
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
。

(
松
本
路
子
)
(
5
・
泊
朝
日
)

家
事
は
一
時
間
弱

ア
メ
リ
カ
の
主
婦
五
万
人
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
五
五
%
が

夫
の
協
力
具
合
に
満
足
し
て
い
る
と

で
た
。
が
、
自
分
の
ベ
ッ
ド
作
り
を

す
る
夫
は
た
っ
た
五
%
、
食
事
を
作

る
の
は
四
%
弱
。

(
6
・
6
朝
日
)

カ
I
タ
l
政
権
の
女
性
高
官

「
市
民
高
官
」
と
し
て
三
人
が
活

躍
中
。
消
費
者
問
題
特
別
補
佐
官
の

エ
ス
タ
l

・
ピ
l
タ
l

ソ
ン
さ
ん

(七
O
)
は
、
消
費
者
運
動
家
と
し

て
全
米
に
知
ら
ぬ
者
な
し
。
消
費
者

保
護
庁
の
新
設
に
意
欲
を
燃
や
オ
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
レ
イ
ブ
ル
ッ
ク
さ
ん

(
三
九
)
は
、
欠
陥
自
動
車
摘
発
で

H

ド
ラ
ゴ
ン
・
レ
デ
ィ
ー
u

の
異
名

を
と
り
、
運
輸
省
道
路
交
通
安
全
局

長
に
。
同
じ
三

O
代
の
キ
ャ
ロ
ル
・

タ
ッ
カ
l

・
フ
ォ
l
マ
ン
さ
ん
も
農

務
省
次
官
補
と
し
て
活
躍
。
(
6
・U
毎
日
)

試
行
錯
誤
重
ね
進
む
性
の
解
放

米
国
で
、
六

0
年
代
の
運
動
に
よ
っ

て
起
こ
っ
た
大
き
な
変
化
は
「
女
性
」

と
「
性
」
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
新
し

い
男
女
の
関
係
、
セ
ッ
ク
ス
の
あ
り

方
は
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ

る
よ
う
だ
。

(
6
・
日
朝
日
)

女
し
か
乗
せ
ぬ
駆
逐
艦
を

試
験
的
に
乗
組
員
全
員
を
女
に
し

た
い
と
ク
レ
イ
タ
l
米
海
軍
長
官
が

発
言
、
議
会
は
ピ
ッ
ク
リ
。
だ
が
法

律
を
改
正
し
な
い
こ
と
に
は
女
は
戦

闘
に
つ
け
な
い
。
五
月
に
上
院
に
提

出
さ
れ
た
女
性
の
ミ
サ
イ
ル
地
下
格

納
庫
進
出
案
も
九
O
対
三
で
否
決
さ

れ
た
ば
か
り
。

(
6
・
幻
朝
日
)

婦
女
暴
行
だ
け
で
死
刑
は
違
憲

米
連
邦
最
高
裁
は
、
殺
人
行
為
を

伴
わ
な
い
単
な
る
婦
女
暴
行
罪
で
死

刑
を
宣
告
す
る
の
は
、
憲
法
修
正
第

八
条
「
残
酷
で
異
常
な
刑
罰
」
の
禁

止
に
違
反
す
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。

(
6
・
却
毎
日
)
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米
国
で
「
断
種
族
」
増
加
中

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
調
査
で
は

薬
に
よ
る
受
胎
調
節
よ
り
男
女
双
方

断
種
が
増
加
。
子
供
が
あ
り
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
が
行
な
う
例
は
七

O
ー
七

五
年
間
に
二
倍
以
上
増
加
。
(
7
・
叩
毎
日
)

米
国
で
は
大
学
生
は
女
が
多
い

昨
年
は
二
二
歳
以
下
の
米
国
大
学

生
中
五
二
%
が
女
子
で
二

O
万
人
の

差。

(
8
・2
毎
日
)

中
絶
反
対
に
女
性
官
僚
抗
議

「
連
邦
政
府
の
金
を
妊
娠
中
絶
補
助

に
支
出
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
」

と
い
う
カ
l
タ
l
発
言
に
反
対
し
て
、

コ
ス
タ
ン
ザ
補
佐
官
ら
は
「
私
信
」

を
提
出
し
た
。

(8-m読
売
)

〈

N
O
W
〉
の
文
化
革
命

十
周
年
を
迎
え
る
米
国
最
大
の
リ

プ
団
体
〈
N
O
W
〉
の
会
長
に
、
は

じ
め
て
職
歴
の
な
い
主
婦
が
圧
倒
的

多
数
で
選
ば
れ
「
多
数
派
を
活
動
さ

せ
る
時
代
」
と
就
任
の
弁
。
ホ
ー
ム

メ
ー
カ
ー
委
員
会
も
新
設
。

〈
N
O
W〉
の
三
大
目
標
は
出
産

選
択
権
、
同
性
愛
解
放
、
男
女
平
等

法
。
ピ
ン
ク
カ
ラ
l
職
権
、
賃
金
格

差
ゼ
ロ
が
課
題
。

(8-m毎
日
)

米
国
で
女
性
平
等
デ
i

カ
1
タ
l
大
統
領
は
、
婦
人
参
政

権
施
行
の
八
月
二
六
日
を
「
女
性
平

等
デ
1
」
と
宣
言
。
同
時
に
、
雇
用

の
機
会
や
資
金
面
で
男
女
差
別
が
行

わ
れ
て
い
な
い
か
調
査
す
る
よ
う
各

省
庁
に
通
達
し
た
。

(
8
・
幻
読
売
)

テ
レ
ビ
最
優
秀
賞
女
優
は
八
五
歳

七
七
年
度
「
エ
ミ
l
賞
」
に
ビ
ュ
l

ラ
-
ポ
ン
ジ
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

(
9
・
日
朝
日
)

米
国
で
メ
ン
・
リ
ブ

三
組
の
夫
婦
の
う
ち
一
組
は
離
婚

に
終
わ
る
米
国
、
夫
か
ら
妻
へ
一
方

的
に
離
婚
手
当
、
子
ど
も
の
養
育
費

を
払
う
の
は
男
女
の
逆
差
別
で
あ
る
、

と。
子
ど
も
を
引
き
取
る
権
利
は
平
等

(
フ
ロ
リ
ダ
州
)
、
生
活
能
力
の
あ
る

妻
に
は
離
婚
手
当
の
要
な
し
(
ミ
ズ

リ
l
州
)
、
失
業
中
の
前
夫
に
離
婚

手
当
払
え
、
な
ど
。
こ
う
し
た
メ
ン

リ
ブ
運
動
は
、
従
来
の
性
差
別
役
割

が
こ
わ
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
証
拠
だ

ろ
う
。

(9-m読
売
)

『
ミ
ズ
』
が
創
刊
五
周
年

現
在
五

O
万
部
、
広
告
収
益
も
順

調
。
「
今
日
ま
で
続
い
た
の
は
安
定

に
あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
、
雑
誌
存
続
の

た
め
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
常
に
新

生
児
の
よ
う
な
新
鮮
さ
を
保
て
た
か

ら
」
と
編
集
長
の
ス
タ
イ
ネ
ム
女
宅

〈

9
-
m毎
日
)
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行
動
で
は
信
用
獲
得
、
米
女
性

「
米
国
で
は
女
性
が
働
け
る
は
ず

も
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
職
種
へ
の

進
出
が
盛
ん
。
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
や
I
B

M
の
重
い
機
械
を
か
つ
い
で
設
置
・

修
理
し
た
り
、
電
話
線
の
架
設
、
大

工
、
レ
ン
ガ
工
、
電
気
技
師
等
も
。

=
ぺ
底
辺
の
H

ピ
ン
ク
カ
ラ
1
戸

も
出
現
、
平
均
賃
金
は
下
が
っ
た
。

多
く
の
経
営
者
は
「
う
ち
の
家
内

が
こ
ん
な
仕
事
を
す
る
は
ず
が
な
い
」

と
言
う
が
、
「
や
り
た
い
人
に
や
ら

せ
て
み
た
ら
」
と
説
得
し
て
来
た
。

女
は
実
力
で
証
明
す
る
こ
と
が
大
切

|
|
二
九
歳
の
若
さ
で
米
労
働
省
婦

人
局
長
に
就
任
し
た
ア
レ
ク
シ
ス
・

ハ
i

マ
ン
さ
ん
の
意
見
。(m-m朝
日
)



最
も
有
力
な
女
性

米
国
の
婦
人
月
刊
誌
「
ハ

l
パ
l

ズ
・
パ
ザ
l

・
マ
ガ
ジ
ン
』
十
一
月

号
の
特
集
は
「
米
国
で
最
も
有
力
な

女
性
十
人
」
。

「
圧
倒
的
な
不
利
を
克
服
し
、
伝

統
的
に
男
性
が
牛
耳
っ
て
き
た
領
域

を
大
胆
に
侵
略
し
た
」
と
い
う
の
が

選
老
基
準
。
ニ
ュ
ー
ス
・
キ
ャ
ス
タ
ー

の
パ

l
バ
ラ
・
ウ
ォ
ル
タ
i
ズ
女
史
-

テ
ニ
ス
の
ピ
リ
l

・
キ
ン
グ
選
手
ほ

か

。

(

日

・

2
朝
日
)

ふ
え
る
未
婚
の
子

ア
メ
リ
カ
全
体
の
M

未
婚
の
子
u

出
産
比
率
は
、
七
五
年
の
全
米
保
健

統
計
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
一
四
%
、

ワ
シ
ン
ト
ン
市
な
ど
は
、
未
婚
の
母

か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
正
式
の
子

を
上
回
っ
た
。
(
日
・

5
朝
日
)

ワ
タ
シ
議
会
っ
子
ヨ

イ
リ
ノ
イ
州
議
会
に
赤
ち
ゃ
ん
片

手
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
ス
l
ザ
ン
・

カ
タ
ニ
ア
議
員
。
赤
ち
ゃ
ん
は
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
、
生
後
六
週
間
。

「
上
の
娘
も
こ
う
や
っ
て
育
て
た
し
、

問
題
な
い
わ
」
と
。

(
u
-
U
読
売
)

米
国
女
性
に
驚
か
れ
る

4
阜
の
根
の
民
主
主
義
M

を
ま
さ
に

地
で
行
く
方
法
で
、
ア
メ
リ
カ
は

「
婦
人
の
十
年
・
圏
内
行
動
計
画
」

を
採
択
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本

で
は
す
で
に
二
月
に
策
定
さ
れ
た
と

い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
た
ち
は

「
エ
ツ
」
と
目
を
む
き
、
「
す
ご
い
わ

ね
」
と
驚
く
が
、
そ
の
計
画
を
決
め

た
婦
人
問
題
推
進
本
部
(
各
省
庁
次

官
で
構
成
)
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
男

性
だ
と
説
明
す
る
と
、
再
び
「
エ
ツ
」

と
目
を
む
く
か
、
絶
句
す
る
か
、
ふ

き
出
す
。

(
深
尾
凱
子
記
者
)
(
日

-m読
売
)

米
国
人
は
セ
ッ
ク
ス
に
保
守
的

セ
ッ
ク
ス
が
開
放
的
と
思
わ
れ
て

い
る
米
国
は
意
外
に
保
守
的
。
夫
の

不
貞
を
不
道
徳
と
考
え
る
七
六
%
、

妻
の
不
貞
を
非
と
す
る
七
九
%
。
十

代
の
性
交
い
け
な
い
六
三
%
。
婚
前

交
渉
男
は
待
つ
べ
き
三
四
%
、
女
は

待
つ
べ
き
四
二
%
。
同
性
愛
は
四
七

%
が
背
徳
と
し
な
が
ら
も
、
基
本
的

人
権
の
保
障
に
は
五
六
%
が
賛
成
。

(日・

ω読
売
)

歴
史
を
書
き
換
え
る
熱
気

-

B

米
国
女
性
会
議
|
|

「
こ
の
瞬
間
、
私
た
ち
は
歴
史
を

書
き
上
げ
て
い
る
の
だ
」
十
一
月
一

八
|
一
一
一
日
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
市
で
聞

か
れ
た
第
一
回
米
国
女
性
会
議
で
は
、

大
多
数
の
出
席
者
が
こ
の
思
い
に
酔

い
し
れ
た
。

二
六
の
決
議
案
は
、
保
育
所
の
設

立
・
性
差
別
の
な
い
学
校
教
育
・
雇

用
の
平
等
・
家
庭
を
守
る

w
ホ
l
ム

メ
ー
カ
ー
a

に
も
平
等
の
権
利
を
・

マ
ス
コ
ミ
は
性
差
別
の
な
い
女
性
像

を
・
老
婦
人
対
策
を
、
等
、
大
部
分

は
日
本
の
女
性
に
も
共
通
の
問
題
だ
っ

た。
最
も
激
論
に
な
っ
た
の
は
E
R
A

(
憲
法
平
等
修
正
案
)
と
、
出
産
・

避
妊
・
中
絶
の
自
由
、
レ
ズ
ビ
ア
ン

の
差
別
撤
廃
。
会
議
二
日
目
の
真
夜

中
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
E
R
A
-
-
」

の
大
金
泉
わ
ミ
反
羽
市
佐
「
ノ
!

ノ
l
!
」
と
大
あ
わ
て
。
結
局
、
八

対
二
の
比
率
で
成
立
。
会
議
場
の
周

り
で
は
保
守
的
な
反
対
派
が
気
勢
を

上
げ
て
い
た
が
か
た
な
し
。
出
産
・

中
絶
の
自
由
も
同
様
。
長
も
反
対
の

多
か
っ
た
レ
ズ
問
題
も
、
最
後
に
ベ

テ
ィ
・
フ
リ
ー
ダ
ン
が
「
私
は
強
く

反
対
し
て
き
た
が
、

E
R
A
に
は
同

性
愛
者
を
守
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
彼
女
ら

に
も
平
等
の
権
利
を
認
め
よ
う
」
と

発
言
、
わ
れ
る
よ
う
な
拍
手
の
中
で

採
択
、
そ
の
瞬
間
、
レ
ズ
運
動
家
た

ち
は
抱
き
合
い
、
一
斉
に
無
数
の
風
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船
が
舞
い
上
が
っ
た
。

数
年
前
ま
で
世
間
の
か
ら
か
い
や

冗
談
の
タ
ネ
に
さ
れ
、
反
体
制
運
動

と
み
ら
れ
て
い
た
の
に
、
大
統
領

・

同
夫
人

・
政
治
家

・
社
会
学
者

・
人

類
学
者

・
法
律
家
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
社
会
の
主

流
に
し
て
し
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
女
性

運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
社
会
変

動
の
速
さ
、
広
い
国
土
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
飛
行
機
で
飛
ん
で
来
て
、
朝
か

ら
真
夜
中
ま
で
何
日
間
も
延
々
と
討

論
す
る
女
性
た
ち
の
ね
ば
り
強
さ
に

改
め
て
驚
き
、
「
権
利
は
勝
ち
と
る

も
の
」
と
改
め

て
思
っ
た
。
(
深
尾

凱
子
記
者
)

(
U
-
m
、
お
読
売
)

リ
ブ
絵
本
が
続
々

ア
メ
リ
カ
で
は
男
女
差
別
の
な
い

絵
本
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。

女
は
消
防
士
に
は
な
れ
な
い
と
い

う
通
念
を
打
ち
破
っ
て
、
燃
え
さ
か

る
家
か
ら
ウ
サ
ギ
を
助
け
出
す
少
女

を
書
い
た

『
フ
ァ
イ
ア
ガ
l
ル
』。

機
械
工

・
科
学
者

・
騎
手
な
ど
、

男
の
分
野
で
活
躍
す
る
少
女
た
ち
を

登
場
さ
せ
た
ぬ
り
絵
絵
本

『
A
B
C

ワ
ー
ク
ブ

ッ
ク
』
な
ど
。

H

リ
ブ
絵

本
u

と
い
わ
れ
、
女
性
だ
け
の
出
版

社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

(
脇
山
怜

・
翻
訳
家
)
(
ロ

・
7
日
経
)

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

パ
パ

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
。
雛
婚
し
た
男
が

別
れ
た
と
き
の
契
約
に
従
っ
て
週
に

一
回
、
妻
の
も
と
に
い
る
子
ど
も
と

の
面
会
を
許
さ
れ
、
子
連
れ
で

一
日

を
過
ご
す
。
こ
の
男
を
世
間
で
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム

・
バ
パ
と
呼
ぶ。

(ロ

・
日
朝
日
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
無
宿
女

家
が
な
く
、
街
頭
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ベ

ッ
ド
の
女
性

「
シ
ョ

ッ
ピ
ン

グ
バ
ッ
グ

・
レ
デ
ィ

ー
」
た
ち
が
、

街
角
か
ら
街
角
へ
と
眠
る
場
所
を
変

え
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
今
や
八
百
人
。

ほ
と
ん
ど
が
お
年
寄
り
。
ど
う
し
て

並
み
の
生
活
を
し
な
い
の
か
と
聞
か

れ
で
も

「路
上
が
好
き
だ
か
ら
、
私

は
ハ
ッ

ピ
ー
」
と
言
う
だ
け
。

〈ロ

-m朝
日
)
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〔
ド
ミ
ニ
力
〕

史
よ
初
の
黒
人
女
王

サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
で
開
か
れ
た
ミ

ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
・
コ

ン
テ
ス
ト
で

ト
J
ニ
ダ
l
ド
ト
パ

コ
代
表
の
ハ
ネ

リ
ュ

・
コ
ミ
ン
シ

オ
ン
さ
ん
(
二
四
)

が
女
王
に
。
史
上
初
の
黒
人
ミ
ス

・

ユニ

バ
ー
ス
。

(
7
-
m
朝
日
)
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資
料
集

資
料
1

看
護
職
員
の
雇
用
、

労
働
条
件
及
び
生
活
状
態
に
関
す
る
条
約
(
l
L
O
第
一
四
九
号
条
約
)

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
に
招
集
さ
れ
て
、

一
日
に
そ
の
第
六
十
三
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

住
民
の
健
康
及
び
福
祉
の
保
護
及
び
向
上
に
お
い
て
看
護
職
員
が

保
健
の
分
野
に
お
け
る
他
の
労
働
者
と
共
に
果
た
す
重
要
な
役
割
を

認
識
し
、

看
護
職
員
の
使
用
者
と
し
て
の
公
共
部
門
が
看
護
職
員
の
雇
用
条

件
及
び
労
働
条
件
の
向
上
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

資
格
を
有
す
る
者
が
不
足
し
及
び
現
存
の
職
員
が
必
ず
し
も
最
も

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
国
に
お
け
る
看
護
職
員
の
現
状

が
有
効
な
保
健
業
務
の
発
展
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

看
護
職
員
が
、
差
別
待
遇
、
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交
渉
権
、
任

意
調
停
及
び
任
意
仲
裁
、
労
働
時
間
、
有
給
休
暇
及
び
有
給
教
育
休

暇
、
社
会
保
障
及
び
福
祉
施
設
並
び
に
母
性
保
護
及
び
労
働
者
の
健

康
の
保
護
に
関
す
る
文
書
等
雇
用
及
び
労
働
条
件
に
関
す
る
一
般
的

な
基
準
を
定
め
る
多
く
の
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

一
九
七
七
年
六
月
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看
護
が
遂
行
さ
れ
る
特
別
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
看
護
職
員
が
保

健
の
分
野
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
相
応
し
、
か
っ
、
看
護
職
員
に
と

っ
て
受
け
入
れ
得
る
地
位
を
享
受
し
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
特
に

看
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準
に
よ
っ
て
前
記
の
一
般
的
な
基
準
を

補
足
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
考
慮
し
、

次
の
基
準
が
世
界
保
健
機
関
と
の
協
力
の
下
に
作
成
さ
れ
た
こ
と

及
び
そ
の
適
用
を
促
進
し
及
び
確
保
す
る
た
め
問
機
関
と
の
協
力
が

引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
六
議
題
で
あ
る
看
護
職
員
の
一
用
1

労
働
条
件
及
び
生
活
状
態
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、

そ
の
提
案
が
国
際
条
約
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
て
、

次
の
条
約
(
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
看
護
職
員

条
約
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
)
を
千
九
百
七
十
七
年
六
月
二
十

一
日
に
採
択
す
る
。

第
一
条

1

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
看
護
職
員
」
と
は
、

業
務
を
行
う
す
べ
て
の
種
類
の
者
を
い
う
。

看
護
及
び
看
護



2

こ
の
条
約
は
、
職
務
を
遂
行
す
る
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
看
護
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者

団
体
が
存
在
す
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
協
議
の
上
、
奉

仕
的
に
看
護
及
び
看
護
業
務
を
行
う
看
護
職
員
に
関
す
る
特
別
な

規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
則
は
、
第
二
条
2
(
a
)、

第
三
条
、
第
四
条
及
び
第
七
条
の
規
定
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

第
二
条

1

こ
の
条
約
を
批
准
す
る
各
加
盟
国
は
、
一
般
的
な
保
健
計
画
が

存
在
す
る
場
合
に
は
そ
の
計
画
の
わ
く
内
に
お
い
て
、
及
び
保
健

業
務
全
体
の
た
め
に
利
用
し
得
る
資
源
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
住

民
の
で
き
る
限
り
高
い
健
康
水
準
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
量

及
び
質
の
看
護
の
提
供
を
意
図
す
る
看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
に

関
す
る
政
策
を
、
国
内
事
情
に
適
す
る
方
法
に
よ
っ
て
採
用
し
及

び
適
用
す
る
。

2

特
に
、
各
加
盟
国
は
、
看
護
職
員
を
そ
の
職
業
に
引
き
付
け
か

つ
留
め
て
お
く
た
め
に
適
当
な
次
の
も
の
を
看
護
職
員
に
対
し
て

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
必
要
な
措
置
を
と
る
。

(

a

)

看
護
職
員
の
職
務
の
遂
行
の
た
め
に
適
切
な
教
育
及
び
訓

練

(
b
)
雇
用
条
件
及
び
労
働
条
件
(
進
路
の
見
通
し
及
び
報
酬
を

含
む
。
)

1
の
政
策
は
、

3 

関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
が

存
在
す
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
協
議
の
上
、
策
定
す
る
0

4

1

の
政
策
は
、
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と

の
協
議
の
上
、
保
健
業
務
の
他
の
側
面
及
び
保
健
の
分
野
に
お
け

る
他
の
労
働
者
に
関
す
る
政
策
と
調
整
す
る
。

第
三
条

1

看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
に
関
す
る
基
本
的
要
件
並
び
に
そ
の

よ
う
な
教
育
及
び
訓
練
の
監
督
に
つ
い
て
は
、
国
内
法
令
で
定
め

又
は
国
内
法
令
で
授
権
さ
れ
た
権
限
の
あ
る
機
関
若
し
く
は
権
限

の
あ
る
職
業
上
の
団
体
が
定
め
る
。

2

看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
は
、
保
健
の
分
野
に
お
け
る
他
の
労

働
者
の
教
育
及
び
訓
練
と
調
整
す
る
。

第
四
条

国
内
法
令
は
、
看
護
を
業
と
す
る
た
め
の
要
件
を
明
記
し
、
看
護

を
業
と
す
る
こ
と
を
そ
の
要
件
を
満
た
す
者
に
限
定
す
る
。

第
五
条

1

看
護
業
務
の
企
画
へ
の
看
護
職
員
の
参
加
及
び
看
護
職
員
に
関

す
る
決
定
に
つ
い
て
の
看
護
職
員
と
の
協
議
を
促
進
す
る
た
め
、

国
内
事
情
に
適
す
る
方
法
に
よ
っ
て
措
置
を
と
る
。

2

雇
用
条
件
及
び
労
働
条
件
の
決
定
は
、
な
る
べ
く
、
関
係
の
あ

る
使
用
者
団
体
と
労
働
者
団
体
と
の
聞
の
交
渉
に
よ
っ
て
行
う
。

3

雇
用
条
件
の
決
定
に
関
連
し
て
生
ず
る
紛
争
は
、
当
事
者
間
の

交
渉
を
通
じ
又
は
、
利
害
関
係
の
あ
る
当
事
者
の
信
頼
を
確
保
す
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る
よ
う
な
方
法
で
、
あ
つ
旋
、
調
停
及
び
任
意
仲
裁
等
の
独
立
の

か
つ
公
平
な
手
続
を
通
じ
て
解
決
を
求
め
る
。

第
六
条

看
護
職
員
は
、
次
の
分
野
に
お
い
て
当
該
国
の
他
の
労
働
者
の
条

件
と
同
等
の
又
は
そ
れ
以
上
の
条
件
を
享
受
す
る
。

(

a

)

労
働
時
間
(
超
過
勤
務
、
不
便
な
時
間
及
び
交
替
制
に
よ

る
労
働
に
関
す
る
規
制
及
び
補
償
を
含
む
。
)

(
b
)
週
休

(

C

)

年
次
有
給
休
暇

(
d
)
教
育
休
暇

(

e

)

出
産
休
暇

(
f
)
病
気
休
暇

(
g
)
社
会
保
障

第
七
条

各
加
盟
国
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
労
働
衛
生
及
び
産
業
安
全
に

関
す
る
現
存
の
法
令
を
看
護
職
員
の
労
働
及
び
看
護
職
員
の
労
働
が

遂
行
さ
れ
る
環
境
の
特
殊
性
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該

法
令
を
改
善
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

第
八
条

こ
の
条
約
は
、
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、
仲
裁
裁
定
若
し
く
は
裁

判
所
の
判
決
又
は
圏
内
慣
行
に
適
合
し
か
っ
国
内
事
情
に
適
す
る
そ

の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
な
い
限
り
、
国
内
法
令
に
よ
っ
て

実
施
す
る
。
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第
九
条

こ
の
条
約
の
正
式
の
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長

に
通
知
す
る
。

第
十
条

1

こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
そ
の
批
准
が
事
務

局
長
に
登
録
さ
れ
た
も
の
の
み
を
拘
束
す
る
。

2

こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
の
批
准
が
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ

た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

3

そ
の
後
は
、
こ
の
条
約
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、

そ
の
批
准
が
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
一
条

1

こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
が
最
初
に
効
力

を
生
じ
た
日
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
後
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労

働
事
務
局
長
に
送
付
す
る
文
書
に
よ
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
廃
棄
は
、
登
録
さ
れ
た
日
の
後
一
年
間
は

効
力
を
生
じ
な
い
。

2

こ
の
条
約
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
、

1
に
定
め
る
十
年
の
期
間

が
満
了
し
た
後
一
年
以
内
に
こ
の
条
に
規
定
す
る
廃
棄
の
権
利
を

行
使
し
な
い
も
の
は
、
更
に
十
年
間
拘
束
を
受
け
る
も
の
と
し
、

そ
の
後
は
、
十
年
の
期
間
が
満
了
す
る
ご
と
に
、
こ
の
条
に
定
め

る
条
件
に
従
っ
て
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



第
十
ニ
条

1

国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
か
ら
通
知

を
受
け
た
す
べ
て
の
批
准
及
び
廃
棄
の
登
録
を
す
べ
て
の
加
盟
国

に
通
告
す
る
。

2

事
務
局
長
は
、
通
知
を
受
け
た
二
番
目
の
批
准
の
登
録
を
国
際

労
働
機
関
の
加
盟
国
に
通
告
す
る
際
に
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生

ず
る
日
に
つ
き
加
盟
国
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

第
十
三
条

国
際
労
働
事
務
局
長
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
よ

る
登
録
の
た
め
、
前
諸
条
の
規
定
に
従
っ
て
登
録
さ
れ
た
す
べ
て
の

批
准
及
び
廃
棄
の
完
全
な
明
細
を
国
際
連
合
事
務
総
長
に
通
知
す
る
。

第
十
四
条

国
際
労
働
機
関
の
理
事
会
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条

約
の
運
用
に
関
す
る
報
告
を
総
会
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、

こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
の
改
正
に
関
す
る
問
題
を
総
会
の
議
事

日
程
に
加
え
る
こ
と
の
可
否
を
検
討
す
る
。

第
十
五
条

1

総
会
が
こ
の
条
約
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
す
る
条
約
を
新
た

に
採
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
条
約
に
別
段
の
規
定
が
な
い

限
り
、

(

a

)

加
盟
国
に
よ
る
そ
の
改
正
条
約
の
批
准
は
、

そ
の
改
正
条

約
の
効
力
発
生
を
条
件
と
し
て
、
第
十
一
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
然
に
こ
の
条
約
の
即
時
の
廃
棄
を
伴
う
。

(
b
)
加
盟
国
に
よ
る
批
准
の
た
め
の
こ
の
条
約
の
開
放
は
、
そ

の
改
正
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
終
了
す
る
。

2

こ
の
条
約
は
、
こ
れ
を
批
准
し
た
加
盟
国
で
1
の
改
正
条
約
を

批
准
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
そ

の
現
在
の
形
式
及
び
内
容
で
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

第
十
六
条

」
の
条
約
の
英
文
及
び
フ
ラ
ン
ス
文
は
、

ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。
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資
料
集

資
料
2

看
護
職
員
の
雇
用
、

労
働
条
件
及
び
生
活
状
態
に
関
す
る
勧
告

(
l
L
O第
一
五
七
号
条
約
)

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
に
招
集
さ
れ
て
、
千
九
百
七
十
七
年

六
月
一
日
に
そ
の
第
六
十
三
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

住
民
の
健
康
及
び
福
祉
の
保
護
及
び
向
上
に
お
い
て
看
護
職
員
が

保
健
の
分
野
に
お
け
る
他
の
労
働
者
と
共
に
果
た
す
重
要
な
役
割
を

認
識
し
、

地
域
社
会
の
必
要
に
適
し
た
看
護
業
務
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め

に
、
政
府
と
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
の
聞
の

協
力
を
通
じ
て
保
健
業
務
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、

看
護
職
員
の
使
用
者
と
し
て
の
公
共
部
門
が
看
護
職
員
の
雇
用
条

件
及
び
労
働
条
件
の
向
上
に
お
い
て
特
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

資
格
を
有
す
る
者
が
不
足
し
及
び
現
存
の
職
員
が
必
ず
し
も
最
も

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
国
に
お
け
る
看
護
職
員
の
現
状

が
有
効
な
保
健
業
務
の
発
展
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

看
護
職
員
が
、
差
別
待
遇
、
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交
渉
権
、
任

意
調
停
及
び
任
意
仲
裁
、
労
働
時
間
、
有
給
休
暇
及
び
有
給
教
育
休
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暇
、
社
会
保
障
及
び
福
祉
施
設
並
び
に
母
性
保
護
及
び
労
働
者
の
健

康
の
保
護
に
関
す
る
文
書
等
雇
用
及
び
労
働
条
件
に
関
す
る
一
般
的

な
基
準
を
定
め
る
多
く
の
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

看
護
が
遂
行
さ
れ
る
特
別
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
看
護
職
員
が
保

健
の
分
野
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
相
応
し
、
か
っ
、
看
護
職
員
に
と

っ
て
受
け
入
れ
得
る
地
位
を
享
受
し
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
特
に

看
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
基
準
に
よ
っ
て
前
記
の
一
般
的
な
基
準
を

補
足
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
考
慮
し
、

次
の
基
準
が
世
界
保
健
機
関
と
の
協
力
の
下
に
作
成
さ
れ
た
こ
と

及
び
そ
の
適
用
を
促
進
し
及
び
確
保
す
る
た
め
問
機
関
と
の
協
力
が

引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、

前
記
の
会
期
の
議
事
日
程
の
第
六
議
題
で
あ
る
看
護
職
員
の
一
用
、

労
働
条
件
及
び
生
活
状
態
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、

そ
の
提
案
が
勧
告
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
て
、

次
の
勧
告
(
引
用
に
際
し
て
は
、
千
九
百
七
十
七
年
の
看
護
職
員

勧
告
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
)
を
千
九
百
七
十
七
年
六
月
二
十

一
日
に
採
択
す
る
。



I 

適
用
範
囲

1

こ
の
勧
告
の
適
用
上
、
「
看
護
職
員
」
と
は
、
看
護
及
び
看

護
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
種
類
の
者
を
い
う
。

2

こ
の
勧
告
は
、
職
務
を
遂
行
す
る
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
看
護
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働

者
団
体
が
存
在
す
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
協
議
の
上
、

奉
仕
的
に
働
く
看
護
職
員
に
関
す
る
特
別
な
規
則
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
規
則
は
E
、
皿
、

w及
び
区
の
規
定
を
損

な
う
も
の
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

E 

看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
に
関
す
る
政
策

4
(
1
)
各
加
盟
国
は
、
一
般
的
な
保
健
計
画
の
わ
く
内
に
お
い

て
、
及
び
保
健
業
務
全
体
の
た
め
に
利
用
し
得
る
資
源
の

範
囲
内
に
お
い
て
、
住
民
の
で
き
る
限
り
高
い
健
康
水
準

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
量
及
び
質
の
看
護
の
提
供
を

意
図
す
る
看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
に
関
す
る
政
策
を
、

国
内
事
情
に
適
す
る
方
法
に
よ
っ
て
採
用
し
及
び
適
用
す

べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
政
策
は
、

(

a

)

保
健
の
分
野
に
お
け
る
他
の
労
働
者
の
代
表
者
と
の

協
議
の
上
、
保
健
業
務
の
他
の
側
面
及
び
保
健
の
分
野

に
お
け
る
他
の
労
働
者
に
関
す
る
政
策
と
調
整
す
べ
き

で
あ
る
。

(
b
)
看
護
職
の
た
め
の
教
育
及
び
訓
練
並
び
に
看
護
の
実

務
に
関
す
る
法
令
を
採
用
す
る
こ
と
及
び
こ
の
よ
う
な

法
令
を
看
護
業
務
に
対
す
る
需
要
を
満
た
す
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
看
護
職
員
の
資
格
及
び
責
任
に
つ
い
て
の

進
展
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(

C

)

次
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
措
置
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(
i
)

国
全
体
と
し
て
の
看
護
職
員
の
有
効
な
活
用
を

促
進
す
る
こ
と
。

(

H

U

)

看
護
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
種
々
の
施
設
、
地

域
及
び
部
門
に
お
け
る
看
護
職
員
の
資
格
の
最
大

限
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

(
d
)
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
の
協

議
の
上
、
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

5
(
1
)
教
育
及
び
訓
線
、
職
務
の
水
準
並
び
に
免
許
を
参
考
と

し
て
決
定
さ
れ
る
限
ら
れ
た
数
の
種
類
に
看
護
職
員
を
分

類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
理
的
な
看
護
職
員
構
造
を
確
立

す
る
た
め
、
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体

と
の
協
議
の
上
、
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
看
護
職
員
構
造
は
、
国
内
慣
行
に
従
い
、
次
の
種

類
の
者
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

(

a

)

高
度
に
複
雑
な
か
っ
責
任
の
あ
る
職
務
に
就
く
た
め

に
必
要
と
認
め
ら
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
う
け
、
か
っ
、

そ
の
よ
う
な
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
免
許
を
受
け
た

専
門
的
看
護
婦

(
b
)
適
当
な
場
合
に
は
専
門
的
看
護
婦
の
監
督
の
下
で
、
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比
較
的
複
雑
で
な
い
職
務
に
就
く
た
め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
た
教
育
及
び
訓
練
を
少
な
く
と
も
受
け
、
か
っ
、

そ
の
よ
う
な
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
免
許
を
受
け
た

補
助
的
看
護
婦

(

C

)

専
門
的
看
護
婦
又
は
補
助
的
看
護
婦
の
監
督
の
下
で
、

特
定
の
任
務
の
遂
行
を
可
能
に
す
る
事
前
の
教
育
及
び

(
文
は
)
職
場
訓
練
を
受
け
た
看
護
補
助
者

6
(
1
)
看
護
職
員
の
職
務
は
、
必
要
と
さ
れ
る
判
断
の
水
準
、

決
定
を
行
う
権
限
、
他
の
職
務
と
の
関
係
の
複
雑
性
、
必

要
と
さ
れ
る
技
術
的
能
力
の
水
準
及
び
看
護
業
務
に
つ
い

て
の
責
任
の
水
準
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
分
類
の
結
果
は
、
看
護
職
員
を
雇
用
す
る
各
種

の
施
設
、
地
域
及
び
部
門
に
お
け
る
雇
用
構
造
の
一
層
の

均
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)

一
定
の
種
類
の
看
護
職
員
は
、
特
別
な
緊
急
の
場
合
に

臨
時
に
使
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
適
切
な
訓
練
文
は
経

験
を
有
し
、
か
っ
、
適
切
な
保
償
を
与
え
ら
れ
る
場
合
を

除
く
ほ
か
、
上
級
の
看
護
職
員
に
代
え
て
使
用
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。

E 

教
育
及
び
訓
練

7
(
1
)
看
護
職
に
就
く
こ
と
を
望
む
者
に
対
し
、
看
護
職
に
関

す
る
必
要
な
情
報
及
び
指
導
を
提
供
す
る
た
め
の
措
置
が

と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
基
礎
的
な
看
護
教
育
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、

当
該
国

の
一
般
教
育
制
度
の
わ
く
内
に
お
け
る
教
育
機
関
に
お
い

て
、
類
似
の
職
業
集
団
に
対
す
る
教
育
の
水
準
と
同
様
の

水
準
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
法
令
は
、
看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
に
関
す
る
基
本
的

要
件
並
び
に
そ
の
よ
う
な
教
育
及
び
訓
練
の
監
督
に
つ
い

て
規
定
す
べ
き
で
あ
り
文
は
権
限
の
あ
る
機
関
若
し
く
は

権
限
の
あ
る
職
業
上
の
団
体
に
対
し
そ
の
よ
う
な
規
定
を

設
け
る
権
限
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。

(
4
)
看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
は
、
当
該
国
に
お
け
る
利
用

可
能
な
資
源
を
考
慮
に
入
れ
て
、
認
め
ら
れ
た
地
域
社
会

の
必
要
に
照
ら
し
て
組
織
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
保
健

の
分
野
に
お
け
る
他
の
労
働
者
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練

と
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

8
(
1
)
看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
に
は
、
権
限
の
あ
る
機
関
に

よ
っ
て
公
式
に
認
め
ら
れ
た
計
画
に
従
い
、
理
論
及
び
実

習
の
双
方
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
実
技
訓
練
は
、
認
定
さ
れ
た
予
防
機
関
、
治
療
機
関
及

び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
に
お
い
て
、
資
格
を
有
す

る
看
護
婦
の
監
督
の
下
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

9
(
1
)
基
礎
的
な
看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
の
期
間
は
、
訓
練

を
受
け
る
た
め
の
最
低
限
度
の
教
育
上
の
要
件
及
び
訓
練

の
目
的
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
認
定
さ
れ
た
基
礎
的
な
教
育
及
び
訓
練
に
は
、
次
の
二

の
水
準
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

病
院
そ
の
他
地
域
社
会
の
保
健
関
係
機
関
に
お
い
て
、
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最
も
複
雑
な
看
護
を
行
う
と
と
も
に
看
護
を
組
織
し
及

び
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
充
分
広

範
か
つ
高
度
な
技
能
を
有
す
る
専
門
的
看
護
婦
を
訓
練

す
る
た
め
の
高
等
水
準
。
こ
の
水
準
の
教
育
及
び
訓
練

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
学
生
は
、
可
能
な
限
り
、
大
学
入

学
に
必
要
な
一
般
教
育
の
水
準
を
達
成
し
て
い
る
べ
き

で
あ
る
。

(
b
)
比
較
的
複
雑
で
は
な
い
が
技
術
的
能
力
及
び
対
人
関

係
へ
の
適
性
を
必
要
と
す
る
一
般
的
看
護
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
補
助
的
看
護
婦
を
訓
練
す
る
た
め
の
中
等
水

準
。
こ
の
水
準
の
教
育
及
び
訓
練
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

学
生
は
、
中
等
教
育
に
お
い
て
可
能
な
限
り
高
い
水
準

を
達
成
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。

叩
直
接
的
及
び
補
助
的
看
護
、
看
護
業
務
の
管
理
、
看
護
教
育

並
び
に
看
護
の
分
野
に
お
け
る
研
究
及
び
開
発
に
お
け
る
最
も

高
い
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
看
護
職
員
を
準
備
さ

せ
る
た
め
の
一
層
高
度
な
看
護
教
育
の
計
画
が
あ
る
べ
き
で
あ

る。
n
看
護
補
助
者
は
、
そ
の
職
務
に
適
す
る
理
論
及
び
実
技
の
訓

練
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ロ
(
1
)
職
場
内
及
び
職
場
外
の
双
方
に
お
け
る
継
続
教
育
及
び

継
続
訓
練
は
、

8
(
1
)
の
計
画
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る

べ
き
で
あ
り
、
知
識
及
び
技
能
の
補
充
及
び
向
上
を
確
保

す
る
た
め
並
び
に
看
護
職
員
が
看
護
及
び
関
連
科
学
の
分

野
に
お
け
る
新
し
い
考
え
方
及
び
技
術
を
取
得
し
及
び
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

に
と
っ
て
利
用
可
能
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
継
続
教
育
及
び
継
続
訓
練
に
は
、
看
護
補
助
者

及
び
補
助
的
看
護
婦
の
昇
進
を
助
長
し
及
び
促
進
す
る
計

画
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
(
1
)
の
継
続
教
育
及
び
継
続
訓
練
に
は
、
就
業
中
断
期

間
の
後
に
お
け
る
看
護
職
へ
の
復
帰
を
促
進
す
る
計
画
を

も
含
む
べ
き
で
あ
る
。

す
べ
て
の
者

W 

看
護
の
実
務

日
看
護
の
実
務
に
関
す
る
法
令
は
、

(

a

)

専
門
的
看
護
婦
又
は
補
助
的
看
護
婦
と
し
て
の
看
護
の

実
務
の
た
め
の
要
件
を
明
記
す
べ
き
で
あ
り
、
必
要
な
教

育
及
び
訓
練
の
水
準
を
達
成
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
証
明

書
の
所
持
が
看
護
の
実
務
を
行
う
権
利
を
自
動
的
に
意
味

し
な
い
場
合
に
は
、
看
護
職
員
の
代
表
者
を
含
む
機
関
に

免
許
を
与
え
る
権
限
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。

(
b
)
看
護
の
実
務
を
行
う
こ
と
を
正
式
に
免
許
さ
れ
た
者
に

限
定
す
べ
き
で
あ
る
。

(

C

)

必
要
な
場
合
に
は
、
看
護
職
に
お
け
る
最
近
の
進
歩
及

び
慣
行
に
従
い
、
再
検
討
し
及
び
補
足
す
べ
き
で
あ
る
。

同
看
護
の
実
務
に
関
す
る
基
準
は
、
他
の
保
健
職
種
の
実
務
に

関
す
る
基
準
と
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

日
(
1
)
看
護
職
員
は
、
そ
の
資
格
及
び
能
力
を
超
え
る
職
務
に

就
か
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
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(
2
)
看
護
職
員
は
、
既
に
就
い
て
い
る
職
務
に
つ
き
資
格
を

有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た

め
で
き
る
限
り
速
や
か
に
訓
練
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
便
宜
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

叩
看
護
職
員
の
職
務
の
遂
行
か
ら
生
ず
る
看
護
職
員
の
民
事
責

任
の
問
題
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
措
置
に
対
し
て
考
慮
が
払
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

げ
看
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
懲
戒
規
則
は
、
看
護
職
員
の
代
表

者
の
参
加
を
得
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
国
内
事

情
に
適
す
る
方
法
に
よ
り
、
手
続
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て

看
護
職
員
の
選
ぶ
者
を
代
理
者
と
す
る
権
利
を
含
む
公
正
な
審

査
及
び
申
立
て
を
行
う
適
当
な
手
続
を
、
看
護
職
員
に
対
し
て

保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

叩
看
護
職
員
は
、
特
定
の
任
務
の
遂
行
が
看
護
職
員
の
宗
教
的
、

道
徳
的
又
は
倫
理
的
信
念
と
相
反
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
患
者

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
看
護
が
影
響
を
受
け
な
い
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
代
替
的
措
置
が
と
ら
れ
得
る
よ

う
充
分
事
前
に
異
議
を
監
督
者
に
通
報
す
る
と
き
は
、
制
裁
を

受
け
る
こ
と
な
く
そ
の
任
務
の
遂
行
の
免
除
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

V 

参
加

叩
(
1
)
国
内
一
般
保
健
政
策
、
特
に
看
護
職
に
関
す
る
企
画
及

び
決
定
へ
の
看
護
職
員
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
す
べ

て
の
段
階
で
、
国
内
事
情
に
適
す
る
方
法
に
よ
っ
て
措
置

を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
特
に
、

(

a

)

看
護
職
員
の
資
格
を
有
す
る
代
表
者
文
は
看
護
職
員

を
代
表
す
る
団
体
の
資
格
を
有
す
る
代
表
者
は
、
看
護

職
に
関
す
る
政
策
及
び
一
般
原
則
(
教
育
及
び
訓
練
並

び
に
看
護
の
実
務
に
関
す
る
政
策
及
び
一
般
原
則
を
含

む
。
)
の
作
成
及
び
適
用
に
参
与
す
べ
き
で
あ
る
。

(
b
)
雇
用
条
件
及
び
労
働
条
件
は
、
関
係
の
あ
る
使
用
者

団
体
と
労
働
者
団
体
と
の
聞
の
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

C

)

雇
一
用
条
件
の
決
定
に
関
連
し
て
生
ず
る
紛
争
は
、
看

護
職
員
を
代
表
す
る
団
体
が
他
の
労
働
者
の
団
体
に
そ

の
合
法
的
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
通
常
聞
か
れ
て

い
る
他
の
手
段
に
頼
る
こ
と
を
不
必
要
に
す
る
た
め
、

当
事
者
間
の
交
渉
を
通
じ
文
は
あ
っ
旋
、
調
停
及
び
任

意
仲
裁
等
の
独
立
の
か
つ
公
平
な
手
続
を
通
じ
て
解
決

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

(
d
)
看
護
職
員
を
雇
用
す
る
施
設
に
お
い
て
、
看
護
職
員

文
は
千
九
百
七
十
一
年
の
労
働
者
代
表
条
約
第
三
条
の

意
味
に
お
け
る
看
護
職
員
の
代
表
は
、
看
護
職
員
の
職

業
生
活
に
関
す
る
決
定
に
当
該
問
題
に
適
す
る
方
法
に

よ
っ
て
参
与
す
べ
き
で
あ
る
。

却
看
護
職
員
の
代
表
は
、
千
九
百
七
十
一
年
の
労
働
者
代
表
条

約
及
び
千
九
百
七
十
一
年
の
労
働
者
代
表
勧
告
に
規
定
さ
れ
る
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保
護
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

VI 

進
路
開
発

引

(
1
)
充
分
に
多
様
か
つ
広
範
な
職
業
的
昇
進
の
可
能
性
を
規

定
す
る
こ
と
、
直
接
的
及
び
補
助
的
看
護
、
看
護
業
務
の

管
理
、
看
護
教
育
並
び
に
看
護
の
分
野
に
お
け
る
研
究
及

び
開
発
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
規
定
す
る
こ
と
、
並
び

に
責
任
の
増
大
を
伴
い
、
か
っ
、
一
層
優
れ
た
技
術
的
能

力
及
び
職
業
上
の
判
断
力
を
必
要
と
す
る
職
務
を
受
け
入

れ
る
こ
と
を
認
め
る
等
級
制
度
及
び
報
酬
制
度
を
規
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
な
進
路
の
見
通
し
を
看
護
職
員

に
与
え
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2〉

(
1
)
の
措
置
は
、
患
者
及
び
公
衆
と
の
直
接
的
な
関
係

を
伴
う
職
務
の
重
要
性
を
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

辺
進
路
の
見
通
し
及
び
、
適
当
な
場
合
に
は
、
就
業
中
断
期
間

の
後
に
お
け
る
看
護
職
へ
の
復
帰
に
関
す
る
助
言
及
び
指
導
を

看
護
職
員
に
対
し
て
与
え
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

お
就
業
の
中
断
の
後
に
看
護
職
に
復
帰
す
る
看
護
職
員
が
就
く

ベ
き
職
務
の
水
準
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
以
前
の
看
護

経
験
及
び
就
業
中
断
期
間
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

別

(
1
)
継
続
教
育
訓
練
計
画
へ
の
参
加
を
望
み
、
か
っ
、
参
加

す
る
能
力
の
あ
る
看
護
職
員
は
、
必
要
な
便
宜
を
与
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
便
宜
は
、
有
給
の
又
は
無
給
の
教
育
休
暇
の
付

与
、
労
働
時
間
の
調
整
及
び
学
習
文
は
訓
練
の
費
用
の
支

給
か
ら
成
る
こ
と
が
で
き
る
。
看
護
職
員
は
、
可
能
な
場

合
に
は
い
つ
で
も
、
千
九
百
七
十
四
年
の
有
給
教
育
休
暇

条
約
に
従
い
、
有
給
教
育
休
暇
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る。

(
3
)
使
用
者
は
、
な
る
べ
く
職
場
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の

現
職
訓
練
の
た
め
の
職
員
及
び
施
設
を
提
供
す
べ
き
で
あ

る。

刊

報
酬

お
(
1
)
看
護
職
員
の
報
酬
は
、
看
護
職
員
の
社
会
的
及
び
経
済

的
必
要
、
資
格
、
責
任
、
任
務
及
び
経
験
に
相
応
す
る
、

看
護
職
に
固
有
の
拘
束
及
び
危
険
を
考
慮
に
入
れ
た
、
看

護
職
員
を
そ
の
職
業
に
引
き
付
け
か
つ
留
め
て
お
く
よ
う

な
水
準
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
報
酬
の
水
準
は
、
同
様
な
文
は
同
等
の
資
格
を
必
要
と

し
及
び
同
様
な
又
は
同
等
の
責
任
を
負
う
他
の
職
業
の
報

酬
の
水
準
と
同
程
度
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
同
様
な
又
は
同
等
の
任
務
を
有
し
及
び
同
様
な
又
は
同

等
の
条
件
の
下
で
労
働
す
る
看
護
職
員
の
報
酬
の
水
準
は
、

労
働
す
る
施
設
、
地
域
又
は
部
門
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

同
程
度
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
4
)
報
酬
は
、
生
計
費
の
変
化
及
び
国
内
の
生
活
水
準
の
向

上
を
考
慮
に
入
れ
て
随
時
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
5
)
看
護
職
員
の
報
酬
は
、
な
る
べ
く
、
労
働
協
約
に
よ
っ
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て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

お
報
酬
率
は
、

5
及
び
6
に
お
い
て
勧
告
さ
れ
て
い
る
職
務
及

び
責
任
の
分
類
並
び
に
引
に
規
定
す
る
進
路
に
関
す
る
政
策
の

原
則
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

幻
特
に
困
難
な
文
は
不
快
な
条
件
の
下
で
労
働
す
る
看
護
職
員

は
、
こ
れ
に
対
す
る
金
銭
的
な
補
償
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
o

m
(
1
)
報
酬
は
、
金
銭
で
そ
の
全
額
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
賃
金
か
ら
の
控
除
は
、
国
内
法
令
文
は
労
働
協
約
若
し

く
は
仲
裁
裁
定
で
定
め
る
条
件
及
び
限
度
で
の
み
認
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
看
護
職
員
は
、
使
用
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
自
由
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。

却
使
用
者
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
文
は
仕
事
の
遂
行
上
必
要
な

作
業
衣
、
医
療
用
品
一
式
、
輸
送
手
段
そ
の
他
の
供
給
品
は
、

使
用
者
に
よ
っ
て
看
護
職
員
に
提
供
さ
れ
、
か
っ
、
無
償
で
維

持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

四

作
業
時
間
及
び
休
息
期
間

初
こ
の
勧
告
の
適
用
上
、

(

a

)

「
通
常
の
労
働
時
間
」
と
は
、
各
国
で
法
令
、
労
働
協
約

若
し
く
は
仲
裁
裁
定
に
よ
り
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
定

め
ら
れ
る
時
間
数
を
い
う
。

(
b
)
「
超
過
勤
務
」
と
は
、
通
常
の
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働

し
た
時
聞
を
い
う
。

(

C

)

「
呼
出
し
待
機
」
と
は
、

看
護
職
員
が
あ
り
う
る
呼
出
し

に
応
ず
る
た
め
、
職
場
又
は
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
使

用
者
に
よ
っ
て
自
由
に
使
用
さ
れ
得
る
状
態
に
あ
る
時
間

を
い
う
。

(
d
)
「
不
便
な
時
間
」
と
は
、
当
該
国
の
通
常
の
労
働
日
以
外

の
日
及
び
通
常
の
作
業
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
労
働

し
た
時
聞
を
い
う
。

引
看
護
職
員
の
作
業
を
編
成
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
、
指
示

を
受
け
及
び
伝
達
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
等
看
護
職
員
が
使

用
者
に
よ
っ
て
自
由
に
使
用
さ
れ
得
る
時
間
は
、
呼
出
し
待
機

に
関
す
る
あ
り
う
る
特
別
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

看
護
職
員
の
作
業
時
間
と
し
て
計
算
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

担

(
1
)
看
護
職
員
の
通
常
の
週
労
働
時
間
は
、
当
該
国
の
一
般

労
働
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
労
働
時
聞
を
上
回
る

べ
き
で
は
な
い
。

(
2
)

一
般
労
働
者
の
通
常
の
週
労
働
時
間
が
四
十
時
間
を
超

え
る
場
合
に
は
、
千
九
百
六
十
二
年
の
労
働
時
間
短
縮
勧

告
9
の
規
定
に
従
っ
て
、
看
護
職
員
の
た
め
に
給
料
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
な
く
労
働
時
間
を
漸
進
的
に
し
か
し
で
き

る
限
り
速
や
か
に
週
四
十
時
間
の
水
準
に
ま
で
短
縮
す
る

た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

お
(
1
)

一
日
当
た
り
の
通
常
の
労
働
時
間
は
、
弾
力
的
な
作
業

時
間
文
は
週
労
働
日
数
の
短
縮
に
関
す
る
措
置
が
法
令
、

労
働
協
約
、
就
業
規
則
又
は
仲
裁
裁
定
に
よ
っ
て
と
ら
れ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
継
続
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
か

っ
、
八
時
間
を
超
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
い
か
な
る
場
合
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に
も
、
通
常
の
週
労
働
時
間
は
、
位

(
1
)
に
規
定
す
る
限

度
内
に
と
ど
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)

一
日
の
労
働
時
間
(
超
過
勤
務
を
含
む
。
)
は
、
十
二
時

聞
を
超
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

(
3
)
こ
の
お
の
規
定
に
対
す
る
一
時
的
な
例
外
は
、
特
別
な

緊
急
の
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

制

(
1
)
合
理
的
な
長
さ
の
食
事
時
間
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

スV

。

(
2
)
通
常
の
労
働
時
間
に
含
ま
れ
る
合
理
的
な
長
さ
の
休
憩

時
間
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

部
作
業
時
間
表
は
、
看
護
職
員
が
そ
の
個
人
生
活
及
び
家
族
生

活
を
そ
れ
に
応
じ
て
組
織
し
得
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
看
護
職

員
に
充
分
事
前
に
予
告
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
作
業
時
間

表
に
対
す
る
例
外
は
、
特
別
な
緊
急
の
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

部
(
1
)
看
護
職
員
が
四
十
八
時
間
未
満
の
継
続
す
る
週
休
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
場
合
に
は
、
看
護
職
員
の
週
休
を
四

十
八
時
間
の
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
が
と

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
の
週
休
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
継
続
す

る
三
十
六
時
間
を
下
回
る
べ
き
で
は
な
い
。

幻

(
1
)
超
過
勤
務
、
不
便
な
時
間
に
お
け
る
労
働
及
び
呼
出
し

待
機
を
用
い
る
こ
と
は
、
で
き
る
限
り
少
な
く
す
べ
き
で

あ
る
。

(
2
)
超
過
勤
務
及
び
公
の
休
日
に
お
け
る
労
働
に
対
し
て
は
、

代
休
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
及
び
(
又
は
)
通
常
の

賃
金
率
よ
り
も
高
い
率
で
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る。

(
3
)
公
の
休
日
以
外
の
不
便
な
時
間
に
お
け
る
労
働
は
、
給

料
へ
の
追
加
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

部
(
1
)
交
替
制
に
よ
る
労
働
は
、
国
内
に
お
け
る
他
の
雇
用
に

係
る
交
替
制
に
よ
る
労
働
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
報
酬
の

増
加
を
下
回
ら
な
い
報
酬
の
増
加
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
交
替
制
に
よ
る
労
働
に
従
事
す
る
看
護
職
員
は
、
交
替

時
間
と
次
の
交
替
時
間
と
の
聞
に
少
な
く
と
も
十
二
時
間

の
継
続
す
る
休
息
期
聞
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
無
給
の
時
間
帯
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
一
回
の
交
替
勤

務
時
間
(
分
割
さ
れ
た
交
替
勤
務
時
間
)
は
、
避
け
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

羽

(
1
)
看
護
職
員
は
、
国
内
の
他
の
労
働
者
と
少
な
く
と
も
同

じ
長
さ
の
年
次
有
給
休
暇
を
受
け
る
権
利
を
有
す
べ
き
で

あ
り
、
か
っ
、
そ
の
よ
う
な
休
暇
を
と
る
こ
と
を
要
求
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
年
次
有
給
休
暇
の
長
さ
が
一
年
の
勤
務
に
つ
き
四
週
間

未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
看
護
職
員
の
た
め
に
休
暇
の
長

さ
を
漸
進
的
に
し
か
し
で
き
る
限
り
速
や
か
に
四
週
間
の

水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

特
に
困
難
な
又
は
不
快
な
条
件
の
下
で
労
働
す
る
看
護
職
員
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は
、
報
酬
総
額
の
減
少
を
伴
う
こ
と
な
く
、
労
働
時
間
の
短
縮

及
び
(
文
は
)
休
息
期
間
の
増
加
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

制

(
1
)
疾
病
又
は
負
傷
の
た
め
に
欠
勤
す
る
看
護
職
員
は
、
法

令
又
は
労
働
協
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
中
及
び
そ

の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
次
の
権
利
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。

(a
〉
雇
用
関
係
の
維
持
及
び
雇
用
関
係
か
ら
生
ず
る
権
利

の
保
全
に
対
す
る
権
利

(
b
)
所
得
の
保
障
に
対
す
る
権
利

(
2
)
病
気
休
暇
を
受
け
る
権
利
を
定
め
る
法
令
文
は
労
働
協

約
は
、
次
の
場
合
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

(a
〉
疾
病
又
は
負
傷
が
業
務
上
の
も
の
で
あ
る
場
合

(
b
〉
当
該
者
は
労
働
不
能
で
は
な
い
が
、
他
の
者
の
健
康

を
保
護
す
る
た
め
に
欠
勤
が
必
要
で
あ
る
場
合

(
C
〉
業
務
と
無
関
係
の
疾
病
文
は
負
傷
の
場
合

位

(
1
)
看
護
職
員
は
、
既
婚
者
と
未
婚
者
と
の
聞
の
差
別
な
し

に
、
千
九
百
五
十
二
年
の
母
性
保
護
条
約
(
改
正
)
及
び

千
九
百
五
十
二
年
の
母
性
保
護
勧
告
に
規
定
す
る
給
付
及

び
保
護
を
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(2)
出
産
休
暇
は
、
病
気
休
眠
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

(3)
千
九
百
六
十
五
年
の
一
用
(
家
庭
責
任
を
も
っ
婦
人
)

勧
告
に
規
定
す
る
措
置
は
、
看
護
職
員
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
作
業
の
編
成
、
作
業
時
間
及
び
休
息
期
間
に
関
す
る
決
定
は
、

"
の
規
定
に
従
ぃ
、
看
護
職
員
の
自
由
に
選
ば
れ
た
代
表
者
文

は
看
護
職
員
を
代
表
す
る
団
体
と
の
合
意
文
は
協
議
の
上
、
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
決
定
は
、
特
に
次
の
事
項
に

関
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

不
便
な
時
間
と
さ
れ
る
べ
き
時
間

(
b
)
呼
出
し
待
機
が
作
業
時
間
と
し
て
計
算
さ
れ
る
条
件

(

C

)

お
(
3
)
及
び
お
に
規
定
す
る
例
外
が
認
め
ら
れ
る
条
件

(
d
)
泊
に
規
定
す
る
食
事
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
長
さ
並
び

に
そ
れ
ら
の
時
間
を
と
る
方
法

(

e

)

幻
及
び
犯
に
規
定
す
る
補
償
の
形
態
及
び
額

(f)
作
業
時
間
表

(
g
)
幻
及
び
却
の
規
定
の
適
用
上
、

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
条
件

区

労
働
衛
生
上
の
保
護
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特
に
困
難
な
文
は
不
快

判
各
加
盟
国
は
、
労
働
衛
生
及
び
産
業
安
全
に
関
す
る
法
令
を

看
護
職
員
の
労
働
及
び
看
護
職
員
の
労
働
が
遂
行
さ
れ
る
環
境

の
特
殊
性
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
並
び
に
そ
の
よ
う
な
法
令
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る
保
護
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

特

(
1
)
看
護
職
員
は
、
千
九
百
五
十
九
年
の
職
業
衛
生
機
関
勧

告
の
規
定
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
る
職
業
衛
生
機
関
を
利
用

す
る
機
会
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
職
業
衛
生
機
関
が
ま
た
す
べ
て
の
企
業
の
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
看
護
職
員
を
使
用
す
る
医
療

施
設
は
、
同
勧
告
4
の
規
定
に
従
い
、
そ
の
よ
う
な
機
関

が
最
初
に
設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
企
業



に
つ
い
て
存
在
す
べ
き
で
あ
る
。

柑

(
1
)
各
加
盟
国
並
び
に
関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働

者
団
体
は
、
千
九
百
五
十
三
年
の
労
働
者
健
康
保
護
勧
告

の
規
定
に
特
別
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
看
護
職
員

に
対
す
る
そ
の
適
用
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

(2)
同
勧
告
ー
か
ら

7
ま
で
の
規
定
に
従
い
、
看
護
職
員
の

健
康
文
は
安
全
に
対
す
る
危
険
を
防
止
し
、
減
少
さ
せ
又

は
除
去
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
が
と
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

灯

(
1
)
看
護
職
員
は
、
就
職
時
及
び
離
職
時
に
お
い
て
並
び
に

そ
の
勤
務
期
間
中
は
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
健
康
診
断
を

受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
自
身
の
健
康
又
は
そ
の
周
囲
の
他
の
者
の
健

康
に
対
す
る
明
白
な
危
険
が
存
在
し
又
は
存
在
す
る
疑
い

の
あ
る
よ
う
な
状
況
の
下
で
常
時
就
業
し
て
い
る
看
護
職

員
は
、
そ
の
も
た
ら
す
危
険
に
適
合
す
る
間
隔
を
置
い
て

定
期
健
康
診
断
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
こ
の
訂
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
お
い
て
は
、
客
観
性

及
び
秘
密
性
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
該
健
康
診

断
は
、
健
康
診
断
を
受
け
る
者
が
勤
務
上
密
接
な
関
係
を

有
す
る
医
師
に
よ
っ
て
実
施
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

相

(
1
)
看
護
職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
さ
ら

さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
特
別
な
危
険
が
防
止
さ
れ
及
び
、

適
当
な
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
に
対
す
る
補
償
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
決
定
す
る
た
め
の
研
究
が

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
っ
、
最
新
の
も
の
と
さ
れ
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
目
標
の
た
め
に
、
労
働
に
係
る
事
故
の
事
案
及

び
業
務
災
害
給
付
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
き
職
業
病
と
認

め
ら
れ
る
疾
病
又
は
職
業
性
の
疑
い
の
あ
る
疾
病
の
事
案

は
、
千
九
百
五
十
三
年
の
労
働
者
健
康
保
護
勧
告
H
か
ら

口
ま
で
の
規
定
に
従
い
、
国
内
法
令
で
規
定
さ
れ
る
方
法

に
よ
り
権
限
の
あ
る
機
関
に
対
し
て
通
告
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

相

(
1
)
看
護
職
員
が
特
別
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
、
可
能
な
す
べ
て
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
特
別
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
最
少
に
す
る
た
め
の

措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
特
別
な
危
険
を
伴
う
業
務
に
常
時
就
い
て
い
る
看
護
職

員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
保
護
衣
の
提
供
及
び
使
用
、
免

疫
、
時
間
の
短
縮
、
休
憩
時
間
の
頻
度
の
増
加
、
当
該
危

険
か
ら
の
一
時
的
な
離
脱
又
は
年
次
休
暇
の
長
さ
の
延
長

等
の
措
置
が
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
更
に
、
特
別
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
看
護
職
員
は
、
金

銭
的
な
補
償
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

印
妊
婦
及
び
幼
少
の
子
の
親
で
そ
の
通
常
就
い
て
い
る
業
務
が

自
ら
の
健
康
文
は
そ
の
子
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
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の
は
、
そ
の
権
利
の
喪
失
を
伴
う
こ
と
な
く
、
そ
の
状
態
に
適

し
た
業
務
に
配
置
換
え
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
看
護
職
員
の
健
康
及
び
安
全
の
保
護
に
関
す
る
規
定
の
有
効

な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
職
員
及
び
看
護
職
員
を
代
表

す
る
団
体
の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

臼
看
護
職
員
の
健
康
及
び
安
全
の
保
護
に
関
す
る
法
令
そ
の
他

の
規
定
の
適
用
を
監
督
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
が
と
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

X 

社
会
保
障

日
(
1
)
看
護
職
員
は
、
場
合
に
よ
り
、
看
護
職
員
以
外
の
者
で

あ
っ
て
当
該
国
に
お
け
る
公
務
、
公
共
部
門
若
し
く
は
民

間
部
門
で
雇
用
さ
れ
る
も
の
文
は
自
営
業
に
従
事
す
る
も

の
と
同
等
の
文
は
そ
れ
以
上
の
社
会
保
障
の
保
護
を
享
受

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
保
護
は
、
看
護
職
員
と
し
て
常
時

雇
用
さ
れ
る
者
の
試
み
の
使
用
期
間
及
び
訓
練
期
間
に
も

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
に
対
す
る
社
会
保
障
の
保
護
は
、
看
護
職
員

の
業
務
の
特
殊
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

日
雇
用
の
変
更
及
び
一
用
の
一
時
的
な
中
断
の
場
合
に
お
い
て

は
、
権
利
の
取
得
及
び
給
付
の
支
給
に
お
け
る
継
続
性
を
確
保

す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
が
で
き
る
限
り
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

回
(
1
)
社
会
保
障
制
度
が
保
護
対
象
者
に
医
師
及
び
医
療
機
関

の
自
由
な
選
択
を
認
め
て
い
る
場
合
に
は
、
看
護
職
員
は
、

同
様
な
選
択
の
自
由
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
の
医
療
記
録
は
、

で
あ
る
。

回
国
内
法
令
は
、
看
護
職
員
が
そ
の
労
働
の
結
果
擢
患
し
た
疾

病
に
対
し
、
職
業
病
と
し
て
補
償
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
べ
き

で
あ
る
。

秘
密
事
項
と
さ
れ
る
べ
き
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3江

特
別
雇
用
措
置

日
利
用
可
能
な
看
護
職
員
を
最
も
有
効
に
活
用
し
、
か
っ
、
資

格
を
有
す
る
者
が
看
護
職
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

に
、
看
護
職
員
を
臨
時
に
文
は
パ

l
ト
・
タ
イ
ム
で
雇
い
入
れ

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

回
臨
時
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
看
護
職
員
及
び
パ

l
ト
・
タ
イ
ム

で
雇
い
入
れ
ら
れ
る
看
護
職
員
の
雇
用
条
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
常

用
の
職
員
及
び
専
従
の
職
員
の
雇
用
条
件
と
同
等
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
ら
の
者
の
権
利
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、

比
例
を
基
礎
と
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

XII 

看
護
学
生

回
看
護
学
生
は
、
そ
の
教
育
及
び
訓
練
に
不
可
欠
な
制
限
に
の

み
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
他
の
課
程
の
学
生
が
有
す
る
権

利
及
び
自
由
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

印

(
1
)
看
護
学
生
の
実
習
作
業
は
、
看
護
学
生
の
訓
練
の
必
要

に
応
じ
て
組
織
さ
れ
、
か
っ
、
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

看
護
学
生
の
実
習
作
業
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
通
常

の
定
員
の
必
要
を
満
た
す
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き



で
は
な
い
。

(
2
)
看
護
学
生
は
、
そ
の
実
習
作
業
期
間
中
、
そ
の
学
習
水

準
に
相
応
す
る
仕
事
に
の
み
就
か
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
看
護
学
生
は
、
そ
の
教
育
及
び
訓
練
の
期
間
中
、
看
護

職
員
と
同
様
の
健
康
上
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

(
4
)
看
護
学
生
は
、
適
当
な
法
律
上
の
保
護
を
受
け
る
べ
き

で
あ
る
o

m
看
護
学
生
は
、
そ
の
教
育
及
び
訓
練
の
期
間
中
、
看
護
職
員

の
雇
用
条
件
、
労
働
条
件
、
及
び
進
路
の
見
通
し
に
つ
い
て
並

び
に
看
護
学
生
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
職
業
的
利
益
を
促
進

す
る
た
め
に
利
用
し
得
る
手
段
に
つ
い
て
、
正
確
か
つ
詳
細
な

情
報
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

XJ[ 

国
際
協
力

位
職
員
、
意
見
及
び
知
識
の
交
換
を
促
進
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

看
護
を
改
善
す
る
た
め
、
加
盟
国
は
、
特
に
多
数
国
間
又
は
二

国
聞
の
取
決
め
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
を
行
う
よ
う
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

基
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
看
護
職
の
た
め
の

教
育
及
び
訓
練
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
。

(
b
)
外
国
で
取
得
さ
れ
た
資
格
に
関
す
る
相
互
承
認
の
条
件

を
定
め
る
こ
と
。

(

C

)

免
許
の
要
件
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
。

(
d
)
看
護
職
員
交
換
計
画
を
組
織
す
る
こ
と
。

出

(
1
)
看
護
職
員
は
、
自
国
で
提
供
さ
れ
る
教
育
機
会
及
び
訓

練
機
会
を
活
用
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
は
、
必
要
が
あ
る
場
所
文
は
望
ま
し
い
場
合

に
は
、
で
き
る
限
り
組
織
さ
れ
た
交
換
計
画
に
よ
る
外
国

で
の
教
育
機
会
及
び
訓
練
機
会
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。

倒

(
1
)
外
国
で
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
看
護
職
員
は
、
多
数

国
間
若
し
く
は
二
国
聞
の
協
定
又
は
国
内
法
令
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
る
条
件
の
下
で
適
当
な
金
銭
的
援
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
援
助
は
、
看
護
職
員
が
合
理
的
な
期
間
内
に
自

国
に
帰
り
、
他
の
自
国
民
に
適
用
さ
れ
る
条
件
と
同
一
の

文
は
そ
れ
以
上
の
条
件
で
、
新
た
に
取
得
し
た
資
格
に
相

応
す
る
職
に
一
定
の
最
小
限
度
の
期
間
就
く
こ
と
を
約
束

す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
一
定
の
期
間
外
国
で
就
業
す
る
こ
と
文
は
訓
練
を
受
け
る
こ

と
を
希
望
す
る
看
護
職
員
を
、
雇
用
関
係
を
中
断
す
る
こ
と
な

し
に
、
職
場
か
ら
離
脱
さ
せ
る
可
能
性
に
対
し
て
考
慮
が
払
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

回

(
1
)
外
国
人
看
護
職
員
は
、
そ
の
就
く
べ
き
職
に
適
当
で
あ

る
と
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
資
格
を
有

す
べ
き
で
あ
り
、
か
っ
、
就
業
先
の
国
に
お
い
て
看
護
の

実
務
の
た
め
の
他
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
べ
き
で
あ

る
。
組
織
さ
れ
た
交
換
計
画
に
参
加
し
て
い
る
外
国
人
看

護
職
員
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
要
件
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
2
)
使
用
者
は
、
外
国
人
看
護
職
員
が
就
く
べ
き
職
に
適
切
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な
語
学
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
同
等
の
資
格
を
有
す
る
外
国
人
看
護
職
員
は
、
同
様
の

任
務
及
び
責
任
を
伴
う
職
に
就
い
て
い
る
自
国
民
看
護
職

員
の
一
用
条
件
と
同
等
に
有
利
な
雇
用
条
件
を
享
受
す
べ

き
で
あ
る
。

回
(
1
)
雇
用
の
た
め
の
外
国
人
看
護
職
員
の
募
集
は
、
次
の
場

合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

就
業
先
の
国
に
お
い
て
、
就
く
べ
き
職
に
つ
い
て
資

格
を
有
す
る
職
員
が
不
足
し
て
い
る
場
合

(
b
)
求
め
ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
看
護
職
員
が
送
出
国
に

お
い
て
不
足
し
て
い
な
い
場
合

(
2
)
外
国
人
看
護
職
員
の
募
集
は
、
千
九
百
四
十
九
年
の
移

民
労
働
者
条
約
(
改
正
)
及
び
千
九
百
四
十
九
年
の
移
民

労
働
者
勧
告
(
改
正
)
の
関
係
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

回
外
国
で
雇
用
さ
れ
文
は
訓
練
を
受
け
る
看
護
職
員
は
、
帰
国

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
必
要
な
便
宜
を
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

的
社
会
保
障
に
つ
い
て
、
加
盟
国
は
、
国
内
慣
行
に
従
ぃ
、

(

a

)

自
国
で
訓
練
を
受
け
文
は
就
業
す
る
外
国
人
看
護
職
員

に
対
し
、
自
国
民
看
護
職
員
と
の
待
遇
の
均
等
を
保
障
す

べ
き
で
あ
る
。

(
b
)
移
民
看
護
職
員
の
既
得
権
又
は
取
得
の
中
途
に
あ
る
権

利
の
保
全
及
び
外
国
で
の
給
付
の
支
給
を
確
保
す
る
た
め

の
二
国
間
又
は
多
数
回
閣
の
取
決
め
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

XIV 

適
用
方
法

174 

河
こ
の
勧
告
は
、
国
内
法
令
、
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、
仲
裁

裁
定
若
し
く
は
裁
判
所
の
判
決
文
は
国
内
慣
行
に
適
合
し
か
っ

国
内
事
情
に
適
す
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

円
こ
の
勧
告
の
規
定
を
適
用
す
る
に
当
た
り
、
加
盟
国
並
び
に

関
係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
は
、
可
能
な
か
っ

望
ま
し
い
限
度
に
お
い
て
、
附
属
書
に
掲
げ
る
実
際
的
適
用
に

関
す
る
提
案
を
指
針
と
す
べ
き
で
あ
る
。

附
属
書

実
際
的
適
用
に
関
す
る
提
案

看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
に
関
す
る
政
策

1

看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
巳
関
す
る
国
内
政
策
の
目
的
の
達

成
を
可
能
に
す
る
た
め
、
充
分
な
予
算
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

2
(
1
)
看
護
業
務
の
計
画
の
作
成
は
、
す
べ
て
の
段
階
に
お
け

る
一
般
保
健
計
画
の
作
成
の
継
続
的
な
過
程
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

(
2
)
看
護
業
務
は
、
次
の
事
項
に
基
づ
い
て
計
画
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

(

a

)

発
生
す
る
問
題
、
必
要
及
び
利
用
可
能
な
資
源
に
関

し
適
切
な
評
価
を
可
能
に
す
る
た
め
の
継
続
的
性
格
を

有
す
る
研
究
及
び
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
情
報



(
b
)
変
化
す
る
必
要
並
び
に
全
国
的
及
び
地
方
的
条
件
に

適
し
た
技
術
基
準

(
3
)
特
に
、
次
の
事
項
を
目
的
と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

(

a

)

適
当
な
看
護
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
。

(
b
)
認
め
ら
れ
た
必
要
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
看
護
職
務

を
明
示
す
る
こ
と
。

(

C

)

す
べ
て
の
段
階
及
び
種
類
に
つ
い
て
必
要
と
さ
れ
る

看
護
職
員
の
人
数
及
び
資
格
に
関
し
、
看
護
チ
l
ム
の

適
切
な
構
成
を
確
保
す
る
た
め
の
職
員
配
置
基
準
を
決

定
す
る
こ
と
。

(

d

)

(

C

)

の
基
準
に
基
づ
き
、
看
護
業
務
全
体
の
発
展
及

び
看
護
職
員
の
有
効
な
活
用
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

看
護
職
員
の
種
類
、
人
数
及
び
水
準
を
決
定
す
る
こ
と
。

(
d
)
関
係
者
の
代
表
者
と
の
協
議
の
上
、
看
護
職
員
と
他

の
保
健
職
員
と
の
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
。

(

e

)

関
係
者
の
代
表
者
と
の
協
議
の
上
、
看
護
職
員
と
他

の
保
健
職
員
と
の
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
。

3

看
護
業
務
及
び
看
護
職
員
に
関
す
る
政
策
は
、
看
護
職
員
の

職
務
の
四
の
分
野
(
直
接
的
及
び
補
助
的
看
護
、
看
護
業
務
の

管
理
、
看
護
教
育
並
び
に
看
護
の
分
野
に
お
け
る
研
究
及
び
開

発
)
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。

4

看
護
職
員
の
任
務
の
適
正
な
遂
行
の
た
め
、
適
当
な
技
術
的

及
び
物
的
資
源
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

5

こ
の
勧
告
5
に
お
い
て
勧
告
し
て
い
る
職
務
の
分
類
は
、
関

係
の
あ
る
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
の
協
議
の
上
行
わ

れ
る
職
務
分
析
及
び
職
務
評
価
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

教
育
及
び
訓
練

6

住
民
の
大
き
な
部
分
の
教
育
機
会
が
少
な
い
場
合
に
は
、
こ

の
勧
告
9
の
規
定
に
従
っ
て
要
求
さ
れ
る
水
準
に
達
し
て
い
な

い
学
生
の
一
般
教
育
を
補
足
す
る
た
め
の
措
置
が
看
護
教
育
及

び
看
護
訓
練
の
計
画
の
わ
く
内
で
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

7

看
護
教
育
及
び
看
護
訓
練
の
計
画
は
、
一
層
高
度
な
責
任
の

た
め
の
教
育
及
び
訓
練
を
受
け
得
る
た
め
の
基
礎
を
提
供
し
、

自
己
啓
発
の
意
欲
を
刺
戟
し
、
ま
た
学
生
が
そ
の
知
識
及
び
技

能
を
保
健
チ
l
ム
の
構
成
員
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

看
護
の
実
務

8
(
1
)
所
定
の
条
件
の
下
で
、
看
護
の
実
務
を
行
う
た
め
の
免

許
の
更
新
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
免
許
を
受
け
た
看
護
職
員
が
引
き
続
き
十
分
な
資
格
を

有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、

(
1
)
の
更
新
は
、
継
続
教
育
及
び
継
続
訓
練
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

9

就
業
の
中
断
の
後
に
お
け
る
看
護
職
へ
の
復
帰
は
、
特
定
の

状
況
の
下
で
は
、
資
格
の
検
証
を
条
件
と
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
検
証
が
行
わ
れ
る
前
の
特
定

の
期
間
他
の
者
を
併
せ
て
雇
用
す
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
復
帰
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を
促
進
す
る
こ
と
に
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

叩
(
1
)
看
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
懲
戒
規
則
に
は
、
次
の
事
項

を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

看
護
職
の
性
質
及
び
看
護
職
に
適
用
さ
れ
る
職
業
的

倫
理
基
準
を
考
慮
に
入
れ
た
職
業
上
の
違
反
行
為
に
関

す
る
定
義

(
b
)
違
反
行
為
の
重
大
性
に
比
例
し
て
適
用
さ
れ
る
制
裁

の
指
摘

(
2
)
看
護
職
員
に
適
用
さ
れ
る
懲
戒
規
則
は
、
保
健
職
員
全

体
に
適
用
さ
れ
る
規
則
の
わ
く
内
で
定
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
文
は
、
そ
の
よ
う
な
規
則
が
な
い
場
合
に
は
、
他

の
種
類
の
保
健
職
員
に
適
用
さ
れ
る
規
則
を
充
分
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

進
路
開
発

日
看
護
業
務
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
の
結
果
と
し
て
、
職
業

的
昇
進
の
機
会
が
少
な
い
場
合
に
は
、
保
健
の
分
野
に
お
け
る

他
の
職
業
の
た
め
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
学

習
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
(
1
)
こ
の
勧
告
6
に
規
定
す
る
職
務
の
水
準
の
分
類
に
基
づ

き
、
職
業
的
昇
進
の
機
会
を
提
供
す
る
分
類
の
制
度
及
び

報
酬
率
の
制
度
を
確
立
す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
〉
の
制
度
は
、
看
護
職
員
が
一
の
水
準
か
ら
他
の
水

準
へ
移
る
た
め
の
刺
戟
を
与
え
る
よ
う
に
充
分
開
放
的
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
看
護
職
員
の
昇
進
は
、
公
平
な
基
準
に
基
づ
く
べ
き
で

あ
り
、
経
験
及
び
発
揮
さ
れ
た
能
力
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る。

日
報
酬
の
増
加
は
、
経
験
及
び
能
力
の
増
大
に
基
づ
き
、
職
務

の
各
水
準
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
(
1
)
看
護
職
員
が
そ
の
知
識
及
び
資
格
を
そ
の
業
務
の
上
で

最
大
限
度
活
用
す
る
よ
う
に
奨
励
す
る
た
め
の
措
置
が
と

ら

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

一

(
2
)
看
護
職
員
に
よ
っ
て
実
際
に
引
き
受
け
ら
れ
た
責
任
及

び
看
護
職
員
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
能
力
は
、
そ
れ
ら
に
相

応
す
る
報
酬
及
び
昇
進
文
は
昇
格
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
継
続
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
(
1
)
有
給
教
育
休
暇
の
期
間
は
、
社
会
的
給
付
を
受
け
る
権

利
そ
の
他
の
雇
用
関
係
か
ら
生
ず
る
権
利
の
決
定
上
、
勤

務
期
間
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
追
加
教
育
及
び
追
加
訓
練
の
た
め
の
無
給
教
育
休
暇
の

期
間
は
、
特
に
報
酬
及
び
年
金
権
に
関
し
、
先
任
権
の
期

間
計
算
に
当
た
っ
て
で
き
る
限
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ザ
令
。
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報
酬

叩
同
様
な
又
は
同
等
の
資
格
を
要
し
、
か
っ
、
同
様
な
又
は
同

等
の
責
任
を
負
う
他
の
職
業
の
報
酬
水
準
と
同
程
度
の
報
酬
水

準
が
達
成
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
看
護
職
員
を
そ
の
職
業
に
引
き



付
け
か
つ
留
め
て
お
く
よ
う
な
水
準
に
ま
で
で
き
る
限
り
速
や

か
に
報
酬
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
が
、
必
要
な
場
合
に
は
、

と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

口
(
1
)
通
常
支
給
さ
れ
る
給
与
へ
の
追
加
及
び
補
償
的
給
与
は
、

有
給
休
暇
、
年
金
そ
の
他
の
社
会
的
給
付
に
つ
い
て
の
計

算
上
、
日
で
言
及
さ
れ
た
他
の
職
業
に
お
け
る
一
般
的
慣

行
と
均
衡
が
と
れ
た
範
囲
内
で
、
報
酬
の
不
可
分
の
一
部

と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
(
1
)
の
給
与
へ
の
追
加
及
び
補
償
的
給
与
の
金
額
は
、

生
計
費
の
変
化
に
照
ら
し
て
定
期
的
に
再
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

作
業
時
間
及
び
休
息
期
間

間

(
1
)
労
働
時
間
の
編
成
に
当
た
り
、
交
替
制
に
よ
る
労
働
、

超
過
勤
務
及
び
不
便
な
時
間
の
労
働
を
、
看
護
職
員
の
間

で
、
特
に
常
用
職
員
と
臨
時
職
員
と
の
聞
及
び
専
従
職
員

と
パ

l
ト
・
タ
イ
ム
職
員
と
の
問
で
、
公
平
に
配
分
し
、

ま
た
、
個
人
的
選
好
及
び
気
候
、
交
通
、
家
庭
責
任
等
の

事
項
に
関
す
る
特
別
な
配
慮
を
で
き
る
限
り
考
慮
す
る
た

め
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
、
業
務
の
要
請
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
の
労
働
時
間
の
編
成
は
、
そ
の
他
の
保
健
職

員
の
作
業
形
態
に
従
属
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
看
護
業
務
に

関
す
る
必
要
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

叩

(
1
)
作
業
の
編
成
、
職
員
の
人
数
及
び
活
用
に
関
す
る
決
定

並
び
に
労
働
時
間
の
編
成
の
分
野
に
お
い
て
、
超
過
勤
務
、

不
便
な
時
間
の
労
働
及
び
呼
出
し
待
機
の
必
要
を
制
限
す

る
た
め
の
適
当
な
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
令

文
は
労
働
協
約
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
欠
勤
文
は
休
暇
の

期
間
中
、
出
勤
し
て
い
る
看
護
職
員
の
負
担
が
過
重
に
な

ら
な
い
よ
う
、
代
替
看
護
職
員
を
入
れ
る
必
要
が
特
に
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
患
者
の
看
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
っ
、
充
分
な

志
願
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合
を
除
く
ほ
か
、
超
過
勤
務
は
、

自
発
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

却
こ
の
勧
告
白
に
規
定
す
る
作
業
時
間
表
の
予
告
は
、
二
週
間

又
は
そ
れ
以
上
前
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

引
看
護
職
員
が
職
場
に
残
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
呼
出
し
待
機

の
期
間
又
は
看
護
職
員
の
業
務
が
実
際
に
行
わ
れ
る
呼
出
し
待

機
の
期
間
は
、
作
業
時
間
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
っ
、

作
業
時
間
と
し
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

泣

(
1
)
看
護
職
員
は
、
自
ら
選
ぷ
場
所
で
食
事
を
と
る
自
由
を

有
す
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
看
護
職
員
は
、
そ
の
休
憩
時
聞
を
そ
の
職
場
以
外
の
場

所
で
と
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

お
年
次
休
暇
が
と
ら
れ
る
べ
き
時
期
は
、
家
庭
で
の
責
務
、
個

人
的
選
好
及
び
業
務
の
要
請
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
、
公
平
に

決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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労
働
衛
生
上
の
保
護

別
こ
の
勧
告
訂

(
2
)
・
却
及
び
印
に
規
定
す
る
よ
う
な
特
別
措

置
の
対
象
と
な
る
看
護
職
員
に
は
、
特
に
、
電
離
放
射
線
又
は

麻
酔
物
質
に
常
時
さ
ら
さ
れ
る
職
員
及
び
伝
染
病
文
は
精
神
病

と
接
触
す
る
職
員
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

お
更
に
、
電
離
放
射
線
に
常
時
さ
=
り
さ
れ
る
看
護
職
員
は
、
千

九
百
六
十
年
の
放
射
線
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
条
約
及
び
千
九

百
六
十
年
の
放
射
線
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
に
規
定
す
る

措
置
の
保
護
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

お
旺
婦
又
は
幼
少
の
子
の
母
親
を
就
か
せ
る
べ
き
で
は
な
い
業

務
に
は
、
次
の
も
の
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

(

a

)

千
九
百
五
十
二
年
の
母
性
保
護
勧
告
5
の
規
定
の
対
象

と
な
る
女
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の

5
に
列
挙
す
る
種
類
の

業
務

(
b
)

一
般
的
に
電
離
放
射
線
又
は
麻
酔
物
質
に
さ
胃
り
さ
れ
る

こ
と
を
伴
う
業
務
文
は
伝
染
病
と
の
接
触
を
伴
う
業
務

社
会
保
障

幻
こ
の
勧
告
白
に
規
定
す
る
権
利
の
取
得
及
び
給
付
の
支
給
に

お
け
る
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
現
存
の
各
種
の
私
的
な
補

足
的
制
度
を
相
互
に
調
整
し
及
び
法
定
の
制
度
と
調
整
す
る
た

め
の
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

お
看
護
職
員
が
、
そ
の
労
働
の
結
果
擢
患
し
た
疾
病
に
関
し
、

こ
の
勧
告
団
に
規
定
す
る
保
償
を
受
け
る
こ
と
を
確
保
す
る
た

め
、
加
盟
国
は
、
法
令
に
よ
り
、

(

a

)

一
定
の
疾
病
に
つ
き
、
看
護
職
員
が
擢
患
し
た
場
合
に

は
、
職
業
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
推
定
を
確
定
す

る
一
覧
表
を
規
定
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
看
護
職
員
に

影
響
を
及
ぼ
す
科
学
的
及
び
技
術
的
発
展
に
照
ら
し
て
、

当
該
一
覧
表
を
定
期
的
に
改
訂
す
べ
き
で
あ
る
。

(
b
)
職
業
病
の
一
般
的
定
義
に
よ
り
又
は
、

(

a

)

の
一
覧
表

の
規
定
に
よ
っ
て
は
職
業
上
の
も
の
と
推
定
さ
れ
な
い
疾

病
に
つ
き
、
そ
れ
が
職
業
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
看
護
職
員
が
確
立
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
そ
の
他
の

規
定
に
よ
り
、
同
一
覧
表
を
補
足
す
べ
き
で
あ
る
。
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国
際
協
力

却
外
国
で
教
育
又
は
訓
練
を
受
け
る
看
護
職
員
に
与
え
ら
れ
る

金
銭
的
援
助
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
次
の
も
の
を
含
む
こ
と

が
で
き
る
。

(

a

)

旅
費
の
支
給

(
b
)
研
究
費
用
の
支
給

(

C

)

将
宣
子
会
品

(
d
)
既
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
の
場
合
に
は
、
報
酬

の
全
額
又
は
一
部
を
継
続
し
て
支
払
う
こ
と
。

初
外
国
で
訓
練
を
受
け
又
は
就
業
す
る
た
め
の
休
暇
又
は
職
場

か
ら
の
離
脱
の
期
間
は
、
特
に
報
酬
及
び
年
金
権
に
関
し
、
先

任
権
の
期
間
計
算
に
当
た
っ
て
で
き
る
限
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。



資
料
3

五
十
二
年
度

国
の
婦
人
関
係
予
算

(
昭
和
五
十
二
年
四
月
十
六
日
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
)

昭
和
五
十
二
年
度
の
国
家
予
算
は
、
四
月
十
六
日
参
議

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
二
八
兆
五
一
四
三
億
円
で
、

前
年
度
よ
り
一
七
・
四
%
の
増
。
そ
の
う
ち
婦
人
に
関
す

る
予
算
は
二
五
一
四
億
五
七

O
O万
円
で
昨
年
に
比
べ
て

四
O
O億
円
の
増
(
一
九
・
三
七
%
増
)
。
し
か
し
、
こ

れ
は
総
婦
人
予
算
の
一
%
弱
で
し
か
な
い
。

婦
人
に
関
す
る
予
算
の
う
ち
二
六
億
六
九

O
O万
円
は
、

現
在
、
埼
玉
県
比
企
郡
に
建
設
中
の
「
国
立
婦
人
教
育
会

館
」
(
仮
称
)
の
設
置
費
で
あ
り
、
ま
た
農
村
漁
村
の
婦

人
対
策
費
の
大
半
を
占
め
る
二
億
二
千
万
円
は
「
農
村
婦

人
の
家
」
建
設
費
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
二
月
一
日
に
国
内
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

各
方
面
か
ら
批
判
の
多
か
っ
た
圏
内
行
動
計
画
と
と
も
に
、

婦
人
関
係
予
算
は
、
国
の
婦
人
問
題
へ
の
取
り
組
み
方
を

示
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
よ
う
。
各
省
別
に
見
た
関

係
予
算
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
『
あ
ご
ら
』
日
号
(
何
年
5
月
発
行
)
よ
り
)

総理府(婦人問題担当室)

(単位:百万円)

項 目 51年度 52年度 対増則年減

I婦人問題に関する総合計画 202 254 +52 
の推進に必要な経費

(1)連絡調査経費 76 130 +54 
(2)婦人問題企画推進会議経 94 101 + 7 
費

(3)婦人問題企画推進本部経 32 23 -9 

費

E婦人関係問題の総合調査に 27 26 -1 

必要な経費

~、 計 229 280 十51
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農林省生活改善課

(単位:千円)

項 目 51年度 52年度 対増前減年

農山漁村の婦人対策

(1)婦人震業従事者セミナー開催費 。81，937 +81，937 
婦人農業従事者の労働の適正管理

農家生活における婦人の役割向上等

についてセミナーを開催するのに要

する経費(各都道府県)

(2) r農村婦人の家J設置 。223，193 十223，193
農村婦人の共同学習、自主的交流、

情報交換等多目的に利用される施設

である「農村婦人の家」の設置に要

する経費 (32ヵ所)
(3)農家生活改善技術等普及推進費 。16，250 +16，250 
農山漁村において生活改善を実行し

ている自主的クツレープの活動の促進

を図るため実績発表大会、実績顕彰

事業等に要する経費

(4)農村婦人、高齢者活動促進事業費 37，703 39，059 十 1，356
農村婦人及び高齢者を対象に生活改

善のための資質及び技術の向上を図

るため、生活技術習得のための講習

会等を開催するのに要する経費(各

都道府県) 2，736 O -2，736 
(5)全国農山漁村婦人グループ活動の促進

事業費

農山漁村において生活改善を実行し

ている自主的グループが実績の発表

大会や情報交換のための広報誌の発

行を行なうのに要する経費

~ 言十 40，439 360.439+…州
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厚生省

項 目

I母子保健対策の推進

(1) 1歳6ヵ月児健康診断の実施
大実施主体市町村

一般検診及び歯科検診

(2)先天性代謝異常検査の実施
フェニールケトン尿症等の先天性代

謝異常による精神薄弱の発生予防の

ため新しく開発された検査を実施す

る。

大実施主体都道府県

対象生後5-7日の新生児
(3)家族計画特別相談事業への助成
遺伝問題を中心とした相談事業への

実施

大団体補助(定額)

大相談担当者研修及び遺伝相談の実

施

(4)市町村母子保健事業への推進

市町村段階ですで、に実施している各

種の母子保健事業に新たに母子保健

指導事業を加え、地域の実情に応じ

弾力的に推進できる選択の巾を広げ

メニュー化する。

(5)小児慢性特定疾患治療研究拡充
腰原病及び血友病の年齢を18歳未満
から20歳未満に引上げる
(6)心身障害研究の推進
E保育対策の充実

(1)保育所施設の整備

(ネ士会福祉施設整備費に一括計上)

建築単価の引上げ 7.3%アップ
初年度設備費の引上げ 43%アップ
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児童家庭局

生活課保護係

(単位:百万円)

51年度 52年度 対増前年減

O 150 + 150 

。 137 + 137 

O 16 十 16

。 527 + 527 

2，399 2，472 + 73 

630 680 + 50 

(次ページへ続く)



(2)保育所措置費の改善

1.乳児保育の充実

9人セット→3人セット

c1保育所に乳児9λ以上を入所
させている場合に補助の対象とし

ている。今回の改正により乳児3
人でも補助対象になるよう改善さ

れる。)

2.施設長等の等級調整(実施率Y2)
施設長行付六等級九号俸→五等

級六号俸

主任保母行付七等級七号俸→六

等級四号俸

3.民間施設給与等改善費
8.5%→9% 
4.年休代替要員費
保母及び調理員 6日分→8日分
5.施設経営費の改善
嘱託医手当(年額)

60，000円→90，000円
庁費(年額)

50，800円→54，400円
補修費(平方米当たり)

337円→ 361円
6.児童処遇費の改善

一般生活費児童用採暖費

12.8%アップ
(3)保母養成所の充実

社会福祉法人立施設の増(7施設→

8施設)
職員給与の改善

(4)保育所保母研修等事業費

(5)保母修学資金の改善

貸与月額 8，000円→9，000円
E婦人保護

(1)婦人相談所職員設置費補助金

(2)婦人相談員設置費等補助金

(3)婦人保護施設運営費

辺、
Q 計

200，950 I 238，820 I +37，870 

320 

66 
218 

250 
189 
1，154 

347 

74 
249 

274 
197 
1，325 

+ 27 

+ 8 
+ 31 

+ 24 
+ 8 
+171 

203，176 I 245，268 I +39，092 
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労働省婦人少年局

(単位:百万円)

項 目 対前年
増減

51年度 I52年度

I国内行動計画推進のための啓発活動の展開
(1旧本婦人問題会議の開催
(2)その他の啓発活動の展開
E職場における男女平等対策の推進
婦人雇用コンサルタントの設置、各婦人少
年室に 1名配置
E勤労婦人の母性健康管理対策の充実
(1)母性健康管理指導医の増置 18室→25室
(2)母性健康管理推進者セミナーの開催
W職業生活と家庭生活の調和対策の推進
(1)育児休業制度の普及促進
①育児休業奨励金の増額
@88，OOO円→95，000円
②特定職種育児休業利用
O給付金の支給
1人当たり 年額 30，000円
対象 450人

(2)働く婦人の家の拡充
①施設の設置数増
51年度 6所 52年度 9所
②補助単価 30，000千円(前年同様)
(3)内職対策の推進
①内職相談施設 (45所)の機能の充実
(3所は「婦人就業援助センターJ= 
仮称=へ改組)
②内職相談員手当の引上げ
月額 10，000円→12，000円

(4)その他の対策
V寡婦対策の推進
(1)母子家庭の母の就業をめぐる生活実態の
把握→母子家庭の母の就業に関する調査
の実施
調査対象母子家庭の母 6，000人
(2)就業に関する相談機能等の強化
内職相談施設のうち 3所を「婦人就業援
助センターJ(仮称)へ改組、充実
新規事業経費 10，114千円

(3)訓練手当の支給→支給期間 6ヵ月
(4)寡婦等雇用奨励金制度の充実
①1人当たり月額 10，000円→11，000円
②支給期間 12か月
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文部省少年教育局婦人教育課

(単位:万円)

項 目 51年度 52年度 対前年増減

|家庭教育の振興|

I直轄事業
(1)家庭教育に関する研究集会の開催

(2)家庭教育に関する資料等の作成と情報の供与に努

めること

ア家庭教育に関する資料等の作成と配布

イ乳幼児期の家庭教育に関する指導資料の作成と

配布

E都道府県・市町村に対する補助事業

(1)生涯教育指導事業費補助

家庭教育(幼児期〉相談事業に対する補助

1事業当たり 26，418，400円 %補助
(2)生涯教育学習事業費補助

ア家庭教育学級の開設の補助

1事業当たり 定額5万円 4千学級
イ乳幼児学級の開設の補助

1事業当たり 定額5万円 1，200学級
(3)社会教育施設活動促進補助

公民館活動に対する補助〈社会教育課所管〉

1事業当たり 150万円 %補助 220ヵ所
E団体に対する助成

家庭教育の振興を目的とする社会教育団体に対す

る補助。 (2団体〉

町家庭教育テレビ放送等の実施委託費〈視聴覚教育課

所管〉

|婦人教育の振興|

I直轄事業
(1)国立婦人教育会館〈仮称〉の設置

〈文部省附属機関、昭和田年7月機関設置、 10月
事業開始〉

(2)婦人教育研究集会の開催

(3)婦人教育相談事業促進方策の研究成果のまとめ

(4)婦人教育資料の作成と情報の供与に努めること

E都道府県・市町村に対する補助事業

(1)生涯教育指導事業費補助

社会教育指導者研修の事業の補助

研修事業 1コース当たり 400千円
国内研修 1班当たり 375千円 %補助

(2)生涯教育学習事業費補助
婦人学級の開設の補助

1学級当たり 定額5万円 1，800学級
(3)生涯教育地域活動費補助

婦人ボランティア活動促進事業の補助

1事業当たり 定額20万円 350所
E団体に対する助成
全国組織の婦人団体に対する補助 6団体
全国婦人団体研究集会に対する補助
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